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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













[image: ]







　ｃｏｎｔｅｎｔｓ！







プロローグ

１＊０

２＊０

３＊０

４＊０

エピローグ




あとがき







　プロローグ







「自分を取り巻く全すべての人々が、敵に見えるんだろう？」

　沙さ藤とう葉ようはそう問いかけ、嘆たん息そくした。

　薄うす暗ぐらい通路。壁かべによりかかって座る葉の隣となりには、一枚のドアがあった。

　背にした薄うすい壁、そして木製のドアの向こうに、葉の標的は潜ひそんでいた。

「あるいは、この世界そのものか……」

　葉は顔を歪ゆがめ、汗あせに濡ぬれた髪かみをかきあげた。

　ここの空気は、じっとりと淀よどんでいる。まるで怒いかりや憎にくしみといった感情が粘ねん性せいを帯びて、髪を濡らしているかのようだ。

　葉が最後に髪を切ったのは、もう一ヶ月以上も前のことだ。

　これまで葉にとっての散さん髪ぱつは、一種の儀ぎ式しきのようなものだった。教きよう鞭べんをとるペンシルヴァニア大学にタクシーを呼びつけ、窓から舞まい込む水分を感じながら、スクークル川を渡わたる。時刻は決まって昼下がり、スーツの色は明るめのグレーと決まっていた。

　川を渡ると、すぐに窓を閉める。センターシティは自動車と雑ざつ踏とうのノイズで埋うめ尽つくされ、視界も乱雑なビルで覆おおい隠かくされる。薄いガラスと金属で覆われたタクシーの車内は、外界のやかましさを気休め程度には遮しや断だんしてくれた。

　行きつけの理り髪はつ店てんは、東区にあった。ジュエル・ストリートと呼ばれる通りに並ぶ宝石店の中で、調味料のようにポツリと居座る茶ちや褐かつ色しよくの店がそれだ。葉がタクシーを降りて店に入ると、必ず一番奥の席に通される。葉の助手が予約を入れた時点で、そこにどんな金持ちや政治家が座っていても、魔ま法ほうのようにそこだけが空席に変わるのだ。

　上品な店の佇まいや、年代物の壁時計が気に入っていたわけじゃない。

　葉がその店に通っていたのは、葉の髪を切る初老のオーナーが余計なことを一いつ切さい喋しやべらないからだ。ここのオーナーは「今日はどのように？」であり、他ほかの店になると「今日はどのように？　お嬢じようさん」となる。いちいち腹を立てたりはしないが、無む駄だを好まない葉にとっては猫ねこのヒゲが頰ほおに当たる程度の違い和わ感かんを覚えるのであり──。

「それとも、過去の素す晴ばらしき日々が忘れられないのか……」

　つまり、そんな思い出を呼び覚ますことすら、無駄だということだ。

　今、こうして汗と埃ほこりに汚よごれているのが、現在の沙藤葉。

　アメリカ合衆国の英えい雄ゆうにして、幾いく度ども世界を救ってきた天才である沙藤葉はもういない。

　一ヶ月前の自分と変わらないのは──十五歳という年ねん齢れいだけである。

「話は聞いている。お前もかつては他人に頼たよられる存在だったということを」

　葉はもう天才ではないが、周囲の人間はそうは思ってくれない。あいかわらず無神経に、あたかも向かいの席の兄弟に「サラダの皿をとってくれ」と頼たのむような気軽さで頼ってくるのだ。

　助けてくれ、と。

　救ってくれ、と。

　自分たちは安全な場所で笑いながら、英雄に死の物もの狂ぐるいで働くことを強しいるのである。

「ぼくらは仲間だ。どうか扉を開けて、顔を見せてくれないだろうか」

　凡ぼん人じんにせがまれ、新たな依い頼らいを引き受けたのが数時間前のこと。

　正直うんざりしたが、葉はそれを引き受けた。才能は錆さびついたとはいえ、天才としてのプライドはあった。葉は今までどんな依頼でも引き受けてきたし、解決率は百パーセントを誇ほこっている。

「……いっしょにするな」

　地じ獄ごくの底で、亡ぼう鬼きが唸うなった。

　いや、違ちがう。ドアの向こうから、低い声が響ひびいた。

「……負け犬」

　憎しみ、僻ひがみ、そねみ、そんな卑ひ屈くつな感情が凝こり固まったかのような声だった。

「ふっ」

　葉は微び笑しようし、髪をかき上げる。

　そして──。

「っ誰だれが負け犬だとぉぉおおおおおッッッッ！」

　飛び上がるように立ち、木製の薄いドアを殴なぐりつける。

「この天才に向かって！　この英雄に向かって！　よりにもよって負け犬だとっ！　このぼくが今まで何度、世界を救ってきたか知っているのか？　貴様がこうして平和と安あん寧ねいに甘えて呼吸していられるのは誰のおかげだと思ってるんだ！　いっしょにするな？　こっちの台詞せりふだ！　人が下手に出てやれば、いい気になりやがって！　ここがアメリカなら、ショットガンでその足りない頭をトマトみたいにしてやるところだ！」

「わあ、ドクがキレた！」

「止めろ！」

「交こう渉しようをはじめてから、まだ三分しか経たってないし！」

　廊ろう下かの奥に隠れていた三人が、葉に飛びついた。長身の少女が葉を羽は交がい締じめにし、肌はだの焼けた少年が葉をドアから引き離はなし、タオルを頭からかぶった小こ柄がらな少女がドアの前で身構える。

「離せぇ！　ぶっ殺してやる！　ファック！」

「こら、ドク！　暴れないでって言ったでしょ！　又また吉きちは繊せん細さいなんさ、大声出したらビックリしちゃうってば！」

　葉を背後から拘こう束そくした少女が言った。葉の〝新居〟の隣りん人じんである濱はま門じよう陸りくだ。ノースリーブのシャツと短めのパンツからすらりと伸のびる手足は、同年齢の葉よりも長い。

「マタキチとは誰のことだ！」

「あれ？　言ってなかったか？　このドアの向こうにいるヤツだよ」

　葉をドアから引き離しながら、夏なつ生きという名の少年が言った。半はん袖そでのスポーツウェアに身を包んだ外見は嫌いやみがなく、爽さわやかの一言に尽きる。葉や陸よりも一つ歳上だそうだ。

「ぼくが聞いたのは、貴様らの幼なじみとやらを救ってくれということだけだ！」

「はあ……説得や交渉なら任せろっていうから任せたのに、がっかりだし」

　ドアの前で必要以上に隙すきのない構えを見せる少女が、ため息をついた。葉より二つ歳下の少女、バウスフィールド照て瑠るは米軍に所属する父親から格かく闘とう技ぎを教わっている。地元のダンススクールに通う彼女は、将来アイドルになると公言してはばからない。

「ぼくが任せろって言ったのは、立てこもり犯の説得や交渉だ！」

　叫さけぶ葉の顔が、照瑠のサングラスに映った。

「引きこもりの説得なんて、完全な専門外だぞ！」

　ボサボサの髪と、中性的な顎あごのライン。自他ともに認める目つきの悪さは、怒りもあいまって普ふ段だんの二乗分は磨みがきがかかっていた。よれよれのＴシャツとハーフパンツという小こ汚ぎたない格好は、葉の助手に見られたら中身ごと火か炎えん放射器で焼しよう却きやく処分されそうだ。

「さっさと出てこい、この引きこもり野や郎ろう！　十秒以内に姿を現さないと、窓から催さい涙るい弾だんをぶち込んで突とつ入にゆうするぞ！」

「あっ、こら、ドア蹴けんな！　おとなしくしろ！」

「ごめんなー、又吉。こいつ、ドクって言って陸んちのとなりに引っ越こしてきたヤツな」

「催涙弾なんて使ったら、又吉がかわいそうだし！」

　羽交い締めにされた葉の太ももに、照瑠の腰こしが入ったローキックがめり込む。

「ぎゃっ！　く、くそう、なぜ、ぼくがこんな──」

　言いかけ、葉は口を閉とざした。背中に伝わる温ぬくもりと感かん触しよくに、今さら気づかされる。

　ピタリと動きを止めた葉の顔を、夏生と照瑠が不思議そうに覗のぞき込んだ。

「ん？　なんだ、急にドクが静かになったぞ」

「……あっ、顔、赤いし！　陸りーくー姉ねぇの胸が当たって喜んでるし！」

　背後から思いっきり突つき飛ばされた。葉の顔面が壁に激げき突とつする。

「ぎゃあっ！」

「本当に、そういうのやめてもらえませんか。セクハラなんで」

　うずくまる葉を、冷え切った表情で見下ろす陸。

「……ちくしょぉおおおおおっ！」

　葉は目め尻じりに涙なみだを浮うかべ、拳こぶしを木造の床ゆかに叩たたきつけた。

「なんで、このぼくが！　天才にしてアメリカ合衆国の英雄、沙藤葉が！　こんな辺境の島で、ガキどもにいいように使われているんだ！　この前の事件で名めい誉よは取り戻もどしたはずなのに、このぼくが引きこもりの説得だと？　い、一体、ぼくはどこまで落ちぶれるというんだ！　このハイペースだと、一ヶ月後には無む脊せき椎つい動物あたりに退化してしまうのではないか？　バクテリアを丸まる吞のみして溜ため込んだエネルギーを細さい胞ぼう分ぶん裂れつに使うような単たん細さい胞ぼう生物になってしまうかも……！」

　葉が今いるのは、木造建築の住居の二階。

　廊下の幅はばは一メートルそこそこしかなく、染しみのある天てん井じようには丸い蛍けい光こう灯とうが一つあるだけの、おそらくこの国では平均的な住宅である。

　目の前にあるのは、何の変へん哲てつもない埃で汚れたドア。

　今の葉に与あたえられた使命は──それを開放することだ。

「……ぷっ」

　ドアの向こうから嘲ちよう笑しようが聞こえた。葉の額に血管の筋が浮かぶ。

「き、き、き、貴様……今、笑ったのか？　引きこもりごときが、この天才たる沙藤葉を笑いやがったな！　ちくしょう、こんなドア、ぶっ壊こわして……！」

「あーもう、分かった、分かった。ドクは天才ねー」

「又吉、笑っちゃダメだぞ。ドクは天才ってことになってるんだから、笑うと怒おこるんだ」

「ホントは、ただのヘンな人だし」

　陸、夏生、照瑠の三人がかりで身動きを封ふうじられてしまう。

「国防総省に連れん絡らくしろ！　いや、この国は防衛省か！　この奥に居座っている野郎をテロリストに認にん定ていして、兵隊を投入するんだ！　もちろん指揮はぼくがとって──」

　葉はピタリと動きを止めた。窓の外から、不ふ穏おんな音がかすかに聞こえたせいだ。

「お？　またドクが止まったぞ」

「り、陸はもう触さわってないさ！」

「照瑠もだし」

　陸はともかく、照瑠までも自分の胸を隠したことに心から遺い憾かんをおぼえたが──そんなことはどうでもいい。

「う──」

　夏生の腕うでを振ふりほどき、葉は身を翻ひるがえした。

「うわああああああっっ！」

　ドタドタと足音を立てて廊下を走り、階段を駆かけ下りる葉。

　背後から、「な、なんね、急に」「又吉、びっくりさせてごめんなー」「ワケわかんないし！」という三バカの声が聞こえた。

　家から飛び出そうとして、思い出した。二階を振り返る。

「おい、陸！　約束は守ってもらうぞ！　今後、ぼくの家に無断で足を踏ふみ入れるな！　入っていいのは、ぼくが悲鳴を上げた時だけだ！　昆こん虫ちゆうの侵しん入にゆうを許した時とかな！」

　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。

　返答はすぐにやってきた。

「成功報ほう酬しゆうさー」

「ファック！」

　涙目で吐はき捨て、家を出る葉。

　たちまち強きよう烈れつな陽光と熱気が、葉を殴りつけた。熱湯で満たされたプールに放ほうり込まれたような気分だ。

　毎日、飽あきもせずに空に浮かんでは、さんさんと輝かがやく太陽。

　地上には潮風で傷いたんだ住居が並び、道ばたには熱帯地方で見かける草花が生えている。

　ここは葉がバカンスで訪おとずれたマイアミのビーチリゾート──だったら、どんなに良かったか。いっそのことそう思い込んで現実逃とう避ひしたいところだ。

　だが、違う。

　この地は葉が知るマイアミよりも住居の密度が高く、住民は日本国の国民である。

　のどかな住宅街と、美しい海。脳天気な住人たち。

　しかしながら島の到いたるところに、米軍の基地が点在している。

　平和と軍事力が同居する、日本国の南なん端たんに位置する島。

　ここは、沖おき縄なわ。

　その中でも嘉か手で納な町という土地に、葉は移り住んでいた。

「……！」

　住宅街を突き抜ぬける片側一車線の車道。その向こうから接近しつつある砂すな埃ぼこりを見て、葉は震ふるえた。先ほど聞こえたものと同じ、独特のエンジン音が近づいてくる。

　それは──米軍の軍用車だった。

「ひいぃぃっっ！」

　つまずきそうになりながら、砂埃を背にして走り出す。

　住宅街は斜しや面めんになっており、坂を上ると広い国道がある。反対方向、坂を下る方角にはキラキラと輝く絨じゆう毯たん──青い海が広がっていた。

　必死に走る葉の頭上を、轟ごう音おんとともに軍用の輸送機が通り過ぎた。

「く、来る……！　あ、あいつが……！　あいつらが……！」

　一ヶ月前まで住んでいたアメリカのペンシルヴァニア州から、なぜこのような他国の島にやって来たのか。

　原因は様々あれど、半分は不ふ可か抗こう力りよく。

　そして残る半分は、不本意ながら自分の意志でもあった。

「あれえ？　ドクくん」

　道路沿いに建てられた雑貨店、兼けん飲食店パーラー。『みそら商店』という店名がペイントされた長方形の建物の前で、葉の走る速度が落ちた。

　この島に留とどまることを決めた要因──一人の女め神がみが微笑ほほえんだ。

「陸たちと、又吉んちに行ったんじゃなかったの？」

　先ほど葉を羽交い締めにした陸という少女よりも、長い髪かみ。陸よりも白い肌。陸よりも長い睫まつ毛げ。陸よりもスリムなのに、胸と腰はしっかりと強調された身体からだのライン。

　つまりは陸の姉の身体を借りた女神、海うみが店先の簡易式ベンチで涼すずんでいた。

「そ、それどころじゃない……ぼ、ぼくは忙いそがしいんだ……」

　葉は荒あらい息をおさえ、早足になりながらボソボソと呟つぶやく。

「え？　なに？」

　気怠そうに、しかし情熱的な視線で葉を見つめる海。その仕草は美しく、葉以外の凡ぼん人じんには店番をサボってアイスを片手にだらけている女子大生にしか見えないだろう。──みそら商店は、陸や海の母である美み空そらがオーナーだ。

「又吉、どうだった？　いいヤツなのに、色々と運が悪くてさあ。助けてあげてよ」

「ぼ、ぼくの手にかかれば、それくらい造作もない」

「え？　よく聞こえない」

　海の顔を直視できないまま、足早にその場を通り過ぎ──。

「うわあぁあああっっ！」

　再び、涙目で叫びながら曲がり角を曲がる。

　下り坂を全速力で駆け下りると、すぐに海沿いの細道に出た。一本の道路を挟はさんで右手はあいかわらずの住宅街、左は一面の海が広がる。

　サッカーグラウンドほどの大きさの砂すな浜はまがあり、観光客らしき家族連れが見えた。沖縄は有名なリゾート地だが、観光客が集まるビーチはもっと遠くにある。ドライブがてらに地元を見て回っているうちにそこを見つけ、小休止しているのだろう。

　この国では、多くの学校が夏休みだ。家族旅行にはうってつけの時期である。

「い、いやだ……！　絶対に行くもんか！」

　道路を挟んで砂浜の向かいにある家に、葉は飛び込んだ。

　潮風で傷んだ塀へいに囲まれ、いたるところに雑草が生えた敷しき地ちに立つ直方体。お菓か子し箱のように小さな平屋の建物である。

　それが、葉が購こう入にゆうしたマイホームだった。

「不意打ちなんて、卑ひ怯きようだぞ！　こうなったら徹てつ底てい抗こう戦せんだ……ぎゃーっ！　鍵かぎが！」

　ガラス戸の玄げん関かんに鍵をかけようとしたが、鍵のツマミが折れた。

　一瞬、動どう揺ようしたが、天才的な判断力で靴くつ入れを押し倒たおす。戸にひっかけ、外側から開かないように配置する。外敵に対するバリケードにもなるだろう。

　狭せまい家中を駆け回り、鍵という鍵をかけまくる。

　最後は居間だ。庭に面した窓に鍵をかけ、カーテンを閉めた後からちゃぶ台を立てかける。薄うす暗ぐらくなった室内で、葉はタオルケットを頭からかぶってうずくまった。

「ひっ……！」

　身体を丸めて震える葉の耳に、自動車のドアを閉める音が伝わった。

「──ドク、いるのは分かっています」

　窓の外から聞こえたのは、優やさしげな女性の英語だった。

「アメリカ政府から、新たな依い頼らいが──」

「う、うるさいっ！　ぼ、ぼくは行かないぞっ！」

　震えながら、大声で叫ぶ。

「この前の怪け我がだって、昨日やっと包帯がとれたばかりなんだ！　死にかけるのは、もうゴメンだ！　細さい菌きん兵器を見つけるのも、テロリストと撃うち合うのも、爆ばく弾だんを解除するのも、大統領を救うのも、ゲリラに誘ゆう拐かいされるのも、戦せん闘とう機から脱だつ出しゆつするのも、殺さつ人じん鬼きとダンスを踊おどるのも、何もかももうコリゴリだ！」

「しかし、ドク」

「絶対にここから出ないぞ！　この家はぼくのものだ！　この敷地はぼくの領土だ！　無む理り矢や理り連れて行こうっていうなら、不法侵入で訴うつたえてやる！　どんな弁護人を連れてきても、ぼくには敵かなわないぞ！　ぼくは今日から一生、ここに引きこもると決めた！」

「──分かりました」

　女性が、諦あきらめのため息を吐ついたのが分かった。そんな彼女の顔は、見なくても分かる。まだ十代ながらも完かん璧ぺきにスーツを着こなし、完璧に化け粧しようをし、いかなる時も完璧なそいつは長年、葉の助手を務めてきたからだ。

「分かったなら、さっさと出ていけ！　これは雇やとい主としての命令だぞ！」

　葉が叫さけぶと同時に、窓のガラスが割れた。

　ちゃぶ台のバリケードの隙すき間まを的確に狙ねらって投げ込まれたのは──。

　催さい涙るい弾だんだった。

　視界を真っ白な煙けむりが覆おおい尽つくし、葉の目と鼻を強烈な刺し激げきが襲おそう。

「突とつ入にゆう」

　冷れい酷こくな助手の声と同時に、完全武装の兵隊たちが葉の自宅に乗り込んだ。
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　その日は、午後から客人がやって来ることになっていた。

　アンジェリンは浮うき浮きとしていた。実際に床ゆかから一センチくらいは、浮いていたかもしれない。

　暖だん炉ろは薪たきぎが爆はぜる音を響ひびかせ、天てん井じようでは木製のシーリングファンが回転している。

「こんな日に寝ね過すごすなんて……どうして起こしてくれなかったの、ラーディ！」

　アンジェリンはパジャマ姿のまま、リビングルームのテーブルについた。八つ当たり気味に音を立てて、鏡をテーブルに置く。

　毛むくじゃらな彼女の友、ラディスラオ・バロゥがピクリと耳を動かした。グレートピレネーズという犬種である彼は、しかし暖炉の前でうずくまったまま動かない。彼のふてぶてしさを見ていると、どちらがこの家の主あるじなのか分からなくなる。

「ラーディだけじゃないわ。今日の〝波〟は静かで、すっかり安心しちゃってたせいね。こんな日のお客様は、とっても良い人に決まってるのよ」

　鏡に映る自分の顔の大半が、長い白はく髪はつに埋うずまっていた。彼女が寝ねている隙すきに好き放題に爆ばく発はつした髪を、櫛くしで必死に梳とかす。

　髪をかき分けて現れた顔は、十四歳のあどけなさと、口元によだれの跡あとがついていた。アンジェリンは顔を真っ赤にして口を拭ぬぐい、急いで身み支じ度たくを調ととのえる。

　ポットをコンロにかけ、パジャマを脱ぬぐ。服を選んでいるうちに湯が沸わいてしまい、裸はだかでリビングに戻もどって、慌あわてて火を消す。寝しん室しつに戻ってとっておきのワンピースとコート、マフラーを引っ張り出し、メルローズの紅茶とストロープワッフルを準備する。

「ものすごく偉えらい先生なんですって。失礼のないようにしなくちゃ」

　壁かべにかけた姿見で、身なりを確かく認にんする。

　腰こしまであるウェイビィな白髪は、ちゃんとハーブ入りの水でしめらせてボリュームを抑おさえた。肌はだは髪以上に白い。小さな顔と細いくせに長い手足は、出会った人の九十八パーセントに「お人形みたい」と言われた。今日のように分厚い服や手て袋ぶくろ、ブーツという服装をすると尚なお更さら、線の細さが目立ってしまう。

「お出で迎むかえに行きましょう、ラーディ」

　アンジェリンの誘さそいを、ラディスラオが尻尾しつぽを横に振ふって拒きよ否ひした。

「もう……」

　一人で我が家を出た彼女を包んだのは、強烈な緑の匂においと湿しつ気け。

　家の周りに、塀や道路はなかった。あるのは小さな庭と、それを覆い尽くす樹木たち。地面にはうっすらと白い雪が積もり、木々の枝にも雪の欠片かけらがしがみついている。

　鬱うつ蒼そうと木々が茂しげる森の中、アンジェリンは自宅の前から歩き出した。

　地面から盛り上がり、突つき出た岩があった。ごつごつとした表面に雪は積もっていない。アンジェリンは手袋を外し、岩に触ふれる。

「いつもより静かだけど……暖かい？　怖こわがっているの？」

　寄り添そい、頰ほおを岩に押し当てる。

　素す肌はだで触れることを、汚きたないとは思わなかった。この森に汚いものなど一いつ切さいない。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしも少し怖いけど……きっと、良い人よ」

　アンジェリンが時間を忘れて岩に抱だきついていると、人の気配が現れた。

　閉じていたまぶたを開き、森の入り口を見る。

　そこに佇たたずむ人物に、アンジェリンは一目で目を奪うばわれた。

　彼女の待ち人は──自分と同い年くらいの、子供だった。

「ドクター……サトウ？」

　アンジェリンの疑問の声を、少年は無視した。──一見、女の子にも見えたが、男物の服を着ているのでそう判断する。

　答えるつもりがないどころか、彼女のかけた声が無む駄だだとでも言わんばかりだ。

　実際、彼女の問いに意味はなかった。

　今日、この森に入れるのは、一人の訪問者だけ。

　アメリカ合衆国の英えい雄ゆう、沙さ藤とう葉ようという人物のみと決められていたからだ。

「ご……ごきげんよう、ドクター。わたしは、アンジェリン」

　ぎこちなく微笑ほほえみかけるも、とっくに沙藤葉は彼女から目を離はなした後だった。

　少年の背は、高くない。アンジェリンと同じくらいだ。森の中を歩くには合わない高級ブランド製の革かわ靴ぐつと、上等なスラックス。白いシャツの上から、勲くん章しようがじゃらついた軍用のジャケットを羽織っている。

「ようこそ、わたしの森へ。──あっ、わたしのだなんて偉そうね、ごめんなさい。このお家をつくってくれたのも、ドクターのおかげだって聞いたわ」

　英雄、沙藤葉の佇まいは、まるで重力を感じさせなかった。

　まるっきり予想外な子供だったのに──。

　攻こう撃げき的な軍服を着ているのに──。

　そんな違い和わ感かんを打ち消すくらいに、森の空気に溶とけ込んでいる。

　無駄な力がなく、ただそこに立っている。沙藤葉という無駄のなさが、年ねん齢れいや服装といった無駄を完全に打ち消していた。事前の連れん絡らくを受けずに彼と遭そう遇ぐうしていたら、森の妖よう精せいと思っていたかもしれない。

「おもてなしをさせて？　美味おいしい紅茶とワッフルがあるの。──ああ、雪は気に入っていただけた？　今日のために準備したのだけど少し、その……寒かったかしら？」

　いや、妖精などではない。ただ一点、沙藤葉が人間である証しよう拠こがあった。

　眉み間けんに寄せた、一筋の皺しわ──。ひょっとしたら生まれつき目つきが悪いのかもしれないが、とにかくそこだけが唯ゆい一いつの〝無駄〟だった。ほんの一グラムの贅ぜい肉にくのように。

　もしかして、沙藤葉は不ふ機き嫌げんなのだろうか？

　この森で不機嫌な顔をした人間に遭遇するのは、これがはじめてだった。

「そうだ、花か壇だんをご覧になる？　綺き麗れいなチューリップが──」

　沙藤葉が、アンジェリンを見た。無意識に彼女の呼吸が止とまる。

　一歩、前に足を踏ふみ出した彼を見て、目め尻じりに涙なみだが浮かんだ。

　なんて、綺麗な人──。

　森の水気が、ささやかな風が、彼のために道を空けたのが分かった。森の全すべてを邪じや魔ますることがない少年に対し、森が最大限の敬意を払はらったのだ。

「あ、ああ、ごめんなさい。そうだったわ、チューリップは昨日、枯かれてしまって──」

　アンジェリンの目から、とうとう涙の筋がこぼれてしまった。

　今、この森にとって邪魔な存在は、他ほかならぬ自分だ。

　そのことに気づき、これまで感じたことのない惨みじめさに打ちひしがれる。

「何が気に入らないのか、教えて……そんなに不機嫌な顔をしないで」

　ただでさえ怒おこっている人間の相手など、したことがないのだ。それなのに、こんなにも純じゆん粋すいな人に否定されたら、むしょうに自分が可哀かわい想そうになってしまう──。

「──」

　アンジェリンは、顔を強こわばらせた。

　近づくなり、沙藤葉が無言で彼女の顎あごを指先でつまんだのだ。

「ド……ドクター？」

　正面を見たまま凍こおりつくアンジェリンの目を、間近から沙藤葉が覗のぞき込んだ。そのまま彼女の顎を無造作に動かし、おでこや耳などを続けて観察する。

　極きわめつけは、首筋だ。髪かみを持ち上げ、彼女の首に顔を寄せる英雄。

「っ……！」

　異性に触れられ、しかもこんなに顔を近づけられたのははじめてだった。首筋にかかる少年の熱い吐と息いきを感じ、耳まで真っ赤になってしまう。

　緊きん張ちようするアンジェリンから顔を離し、少年が彼女の腕うでを摑つかんだ。

　そのまま腕を引いて、大きな樹きの根元に建てられたアンジェリンの自宅に向かう。

「あ……紅茶とお菓か子しね？　そうね、ここは寒いもの。とても美味しいから、きっと気に入ってもらえるわ──」

　小屋に入った少年は、しかしお菓子に目もくれなかった。

　見慣れない客人に気づき、ラディスラオが起き上がった。だが、すれ違ちがい様ざまに沙藤葉が彼の延えん髄ずいに軽く触れた途と端たん、ピクリとも動かなくなってしまう。

　番犬を魔ま法ほうでおとなしくさせた手で、ジャケットを脱ぎ捨てる沙藤葉。

「ふ、服を放ほうり捨てるなんて、お行ぎよう儀ぎ悪いわ──」

　まるで我が家のように少年が直行したのは、アンジェリンの寝室だった。

　異性を寝室に入れたのも、はじめてだ。こんなことなら、窓まど際ぎわに並べた子供っぽいヌイグルミは隠かくしておくんだった、と場ば違ちがいな後こう悔かいが頭をよぎる。

「きゃあっ」

　少年がアンジェリンをベッドの上に放り投げた。

　全身を強ばらせる彼女の上に、シャツの襟えり元もとを緩ゆるめながら、少年がのしかかる。

「いやっ……」

　身をよじろうとするも、頭の上で交差した両りよう腕うでを片手で摑まれ、身動きを封ふうじられる。

「ここから、出るか？」

　沙藤葉が、はじめて口を開いた。

　アンジェリンは、ハッとする。

　出たいか？　ではない。彼女の希望など、無駄でしかないから。

　それとも、それは──脅おどしなのだろうか？

「……」

　アンジェリンは、首を小さく左右に振った。

　答えなんて、決まり切っている。

　アンジェリンの居場所は、この森だ。どんな脅しを受けようとも──どんなに汚けがれたとしても、この森と小屋を捨てて外の世界に飛び出すことは、あり得ない。

　アンジェリンの返答を聞いても、沙藤葉は何も言わなかった。

　ただ乱暴に、彼女の衣服を脱がし始めただけだ。

「お願い……なんでもするから……」

　彼女の森にやって来た客は、良い人などではなかった。

　それどころか──人ですらなかった。

　ただの天才。

　ただの英雄。

　彼は世界を救うのが使命であり、アンジェリンの気持ちや意志などは関係なかった。

「わたしを、ここから連れ出さないで……」

　生まれてはじめての痛み。

　そして、ほんのちょっとの快楽をアンジェリンが知った、運命の日。

　それは──今からおよそ一年前の出来事だった。
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　葉は幸運にも、蝶ちよう々ちようの一生を疑ぎ似じ体験する機会を得た。

　まず沖おき縄なわの自宅に侵しん入にゆうした米兵どもがしたことは、葉に白い拘こう束そく衣を着せること。白い蛹さなぎとなった葉を放り込むなり、軍用車が急発進した。

「ドク。この島に移住するにあたって私が出した条件は、ご承知のはずです」

　助手席に座った女性が、後部座席の葉を振り向いた。

　長い金きん髪ぱつと、百七十センチ以上ある長身。美しい顔立ちと艶あでやかなスタイル。非の打ち所がないスーツの着こなしと、一ミリも定位置からズレない楕だ円えん形の眼鏡。今からアカデミー賞の授賞式に出席しても違和感のない完かん璧ぺきさである。

　彼女がそこまでして完璧さを演出している理由を、葉だけが知っていた。実は彼女は、まだ十代で、その若さを理由に他人に見くびられることが大だい嫌きらいなのだ。

「ドクの体調が不完全なのは、私も理解しております。こんなクソ田舎いなかで休養するというワガママも、天才の気まぐれということであれば納なつ得とくもしましょう。ですが貴方あなたは合衆国の英雄であるということを忘れないでください」

　数台の軍用車に護送されながら坂を上り、細道に出る。

　すると前方から、だらだらと歩く数人の少年少女が現れた。

　突とつ然ぜん、助手席の女性が、ハンドルを握にぎる兵士の腰から拳けん銃じゆうを抜ぬき取った。親の仇かたきのごとく拳銃のグリップを窓に叩たたきつけて割り、半身を乗り出す。

「天才をたぶらかす田舎の猿さるどもがっ！　いつか、この指を○×に突っ込んで、脊せき髄ずいごと全ての内臓をほじくり出してやるっ！」

　すれ違い様に、道を歩く少年少女たちに向かって中指を立てる金髪美女。

　呆ぼう然ぜんとする同乗者の兵士たちと、道ばたを歩く三人組。──陸りく、夏なつ生き、照て瑠るだ。

　陸たちは、後部座席で悶もだえる葉には気づかなかったようだ。ぽかんと間の抜けた顔で立ち尽つくす三人組の姿が、バックミラーの中で小さくなっていく。

「ドクがこの地に留とどまる条件、それは──英雄としての仕事は必ず受けることです」

　何事もなかったようにシートに座り、拳銃を兵士に戻もどす女性。

　よかった。発はつ砲ぽうまではしなかったところを見るに、今日の彼女──葉の助手であるノーラ・ダーリンは、すこぶる機き嫌げんが良いとみえる。

「先日の〝破壊者デモリツシヤー〟の件で、合衆国大統領から正式に礼状が届きました」

　葉がペンシルヴァニア大学の最年少教授として教きよう鞭べんをとっていた当時から、最も身近にいたのがノーラである。身の回りの世話から各機関による仕事の依い頼らいのとりまとめまで、一いつ切さいの管理を任せている人物である。

「また第18戦術航空団の司令官より、同航空団副司令が国家反逆罪に荷か担たんした件について遺い憾かんであるというメッセージが届いております。それに伴ともない、沖縄県にテロリストを上陸させたことについても遺憾であるとして、あらためて対策を練るとのことです。つきましては、ぜひドクにアドバイザーとして協力を仰あおぎたいと──」

　猿ぐつわ代わりにゴム製の棒をくわえさせられた葉は、ぐったりとして答えない。口の中に広がる樹じゆ脂しの味のせいで吐はき気を催もよおすが、ここで吐いたりしたら「天才にあるまじき醜しゆう態たいを晒さらすべからず」と言って射殺されそうだ。自分の助手に。

「国防総省の国家安全保障局からも〝破壊者〟が企くわだてた世界同時多発テロの全容を解明するための助言を求められています。またＣＩＡからも同様の依頼が来ておりますが、どちらを優先いたしますか？」

　助手がぺらぺらとまくしたてるが、葉ができることといったら「うー」と無意味に唸うなるくらいだ。だから、それをした。

「うー」

「なるほど！　確かにドクのおっしゃる通りですね。ＣＩＡは〝破壊者〟が所属していた機関ですし、下手へたに接せつ触しよくすると面めん倒どうに巻き込まれるかもしれません。まずは国家安全保障局から先にコンタクトをとっておきます。さすがドク、天才的な危機回かい避ひ能力です」

　ノーラが納得したように何度も頷うなずいた。そんなどうでもいいことを読み取るよりも先に、葉が今まさに暑さと息苦しさで虫の息になっていることに気づいてほしかった。

　今、走っているのは国道58号線。

　数週間前、葉が沖縄にやってきた時に、照瑠にアイスクリンを押し売りされた道だ。

「それから他国の情報機関からも、非公式な接触がいくつかありました。どこもこぞってアメリカの失態を暴あばいて、交こう渉しようのカードにしたいのでしょう。──え？　大だい丈じよう夫ぶです、口に出さずとも、ドクのお考えは分かります。私とドクは一心同体ですから。……おや？　なぜ赤くなったのですか？　まさかドクともあろう方が、一心同体と聞いて性的な連想などしていませんよね？　そんな天才ではないドクは撃うち殺しますが──」

　今の葉は、天才ではない。

　ある時、ある瞬しゆん間かんに、自分は壊こわれてしまった。

　才能を失った彼は、合衆国から逃にげ出した。自分に英えい雄ゆうの面おも影かげを見る周囲の人間から逃げ出し、かつての天才だった頃ころの自分自身から尻尾しつぽをまいて逃とう走そうしたのだ。

　そうして、この島にやって来た。

　偶ぐう然ぜんの出会いによって得た新居で、葉は平へい穏おんな生活を送るはずだったのに──。

「ＮＣＴＯ──国際テロ対策情報室からもメッセージを預かっています。送り主はリチャードソン長官です。〝破壊者〟の件でドクに失礼を働きまくった、あの白はく眉びじじいです。お決まりの非礼を詫わびる内容とアドバイザーへの復帰要よう請せいですね」

　葉の逃とう亡ぼうは、失敗に終わった。

　沖縄の地に留まってもなお、捨てたはずの重荷が葉を捕とらえて放さない。ペンシルヴァニアにいた頃と同じように、助手の依頼説明が呪のろいのように常につきまとうのだ。

　思えば、ベビーシッターに連れられてマンハッタンの美術館巡めぐりをしていた頃。

　あれが葉にとって、最も純じゆん粋すいで天才的だった瞬間なのかもしれない。

　年を取るごとに、葉は馬ば鹿かになっている。

　その速度が一ヶ月前のあの日、加速度的に増しただけのことなのだ。

「政府関連で、ドクのお耳に入れるべき情報は以上です」

　那な覇は空港に到とう着ちやくした。

　関係者用のゲートをくぐり、敷しき地ち内に入る。海が見える通路を走り、貨物用のコンテナや旅りよ客かつ機の横を通り抜けていく。

「次に学術関連ですが」

　一息つく間もなく、ノーラが続けた。

「まずペンシルヴァニア大学が色々と言ってきていますが、無視してよろしいですね？　ドクを放ほう逐ちくしくさったクソどもと話すくらいなら、そのへんにいるサーロインステーキの素材を口説くほうがよっぽど有意義というものです」

　かつて在ざい籍せきしていた大学に対し、思うところがないといえば噓うそになる。だが、そろそろ酸欠で意識が危あやうくなってきたので黙だまっておく。

「ドクが以前、発表した論文に、いくつか反論の申し出がきております。まずは昨年二月に発表した、高温の旋せん風ぷう下における形体維い持じに適した新流線形に関する論文について、フランスのヒス教授が自らのサイトで反証を掲けい載さいしました」

　軍用車が停車したのは、中型のジェット機の前だった。以前にも乗ったことがあるアメリカ政府のチャーター機である。

「次に七月に発表した論文ですが、こちらは複数の連名による反論が──」

　葉は車から降ろされ、兵士に担かつぎ上げられた。葉をチャーター機の機内に押し込んだ彼らは「わっしょい、わっしょい」とは言わなかったが、代わりに敬礼をした。

「ドクター・サトウ！　貴方の護衛ができて光栄でした！」

　芋いも虫むしのように機内に転がった葉に向かって、若い兵士が必要以上の大声で言った。

　英雄、沙藤葉のファンは世界中のどこにでもいる。

　先日、世界を滅めつ亡ぼうへと導く存在、〝破壊者〟として射殺された男も──紛まぎれもない葉のファンだった。葉を崇すう拝はいし、葉の論文を盗ぬすんで、葉の天才性を証明しようとしたのだ。

　その男は、己おのれを〝真のファン〟と呼んだ。

「……」

　今、お前らが敬礼しているのは、ただのガラクタだ──。

　兵士たちに向かって、そう言ってやりたかった。だがその言葉を望む者は、誰だれもいない。

　世界中のどこにも、いないのだ。

「──以上の案件に関しては、どれも稚ち拙せつな言いがかりじみた内容だったので勝手ながら私が再反論しておきました。現時点では全員が反論の撤てつ回かいに同意しております」

　チャーター機にいたスーツの男が差し出した書類に、ノーラがサインをした。お中元のパイナップルか何かの受け渡わたしのサインだろう。

「学術関連のご報告は、以上です」

　ノーラがパイナップルを摑つかむように葉の襟えりを持った。機内のシートに引きずっていく。

　機内は二十人分ほどのシートが並んでいた。

　すでに乗り込んでいたスーツの男たちが、次々と葉に握あく手しゆを求めた。「ここから先は、ＩＣＰＯがドクターをお送りします」と微笑ほほえまれても、拘束衣の葉は何もできない。

「次は民間企き業ぎようや団体に関するご報告です」

　葉はついに、蝶々に進化した。

　待機していた男女によって、白い殻からを脱ぬがされる。新品の高級スーツに袖そでを通し、自宅にあったはずのジャケット──ピカピカの勲くん章しようを並べたそれを羽織る。

　変身した葉を乗せ、チャーター機が沖縄の地を飛び立った。

「中国の電子部品製作会社から、世界で最速の演算処理装置を開発して欲しいとの依頼です。ドクが特許を取得しているプログラムも使用したいとのこと……」

　シートに座らされた葉の背後に、ハサミ男が現れた。葉の首に布を巻きつける。

「本日は毛先を整えるだけでよろしいですか、お嬢じよう様さま？」

　こいつはフィラデルフィアの散さん髪ぱつ屋よりもマズいタイプだ。すぐにノーラが彼の腰こしから予備のハサミを引き抜いて、切っ先をその顎あごに突つきつける。

「次にまた性別などという無む駄だな価値観を天才に押しつけたら、最前列で赤い噴ふん水すいを見せてやるぞ、下等な凡ぼん人じんめ」

　真っ青な顔で硬こう直ちよくするハサミ男の腰に、ノーラがハサミを戻した。──警告だけで許すなんて、いよいよもって今日の彼女はご機嫌だ。

「アラブ首長国連れん邦ぽうの富ふ豪ごうからの依頼ですが、娘むすめ婿むこが大切にしているラクダが無事に出産したお祝いにパーティを開くそうです。そこで祝辞を述べて欲しいと──」

　チャーター機が水平飛行に移ってからも、助手の口上は延々と続いた。

　髪かみのセットが終わると、軽食が運ばれてきた。ノーラがフォークを取り、サラダをぐいぐいと葉の口に詰つめ込んでくる。

「民間組織からの依頼は、以上になります」

　一時間以上も経たって気が遠くなってきた頃、ようやく報告が終わった。

「続きまして、プライヴェート関連ですが」

　再開。

「以前、アフリカでドクがゲリラの手から救出した姫ひめ君ぎみから、建国記念パーティの招待状が──ＦＢＩと協力して逮たい捕ほした連続殺人犯からラヴレターが──内戦を終結させるきっかけになった猫ねこの飼い主から、その猫の写真が──宇宙人を自じ称しようするニュージャージー州の男から宇宙船の返へん還かんを求める訴そ状じようが──」

　長々と続く呪じゆ文もんのような助手の声に、葉の精神が崩ほう壊かいしかけた頃。

　待ちに待った言葉を、金きん髪ぱつ美女が吐いた。

「ドクにご報告すべきことは、これで全すべてです」

「……そうか」

　数時間ぶりに、葉は喋しやべることができた。

「それじゃあ、聞かせてくれ……」

「どうしました、ドク？　そんなに消しよう耗もうするなんて、まだ体調が不完全なのですね」

　ノーラがコップに入れた水に錠じよう剤ざいを入れ、葉の頭を摑んだ。嫌いやな予感がして抵てい抗こうしようとするも──自分の両りよう腕うでが手て錠じようでシートに固定されていることに気づく。

「うっ！　な、何だ、これは……！　いつの間に！」

「到着まで、まだ時間があります。どうかぐっすりとお休みになってください」

「や、やめろ……！　ぼくを一体どこに連れて行こうと──ごぼっ！」
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　強ごう引いんに薬を飲まされた途と端たん、強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれた。毒薬のような即そつ効こう性だ。

「おやすみなさい、ドク」

　もし本当に毒薬だとしたら、人生の最さい期ごに見たのが性悪の助手ということになる。

　最悪だ。どうせ最期なら、こんな助手などではなく──。

　……。

　……。

　違ちがう。一いつ瞬しゆん、沖縄の隣りん人じんの顔が浮うかんだが、ただの誤差だ。

　本当に思い浮かべたかったのは、その姉のほう。

　あの麗うるわしい女め神がみに看み取とられるなら、安らかな眠ねむりにつくことができるだろう──。

「おはようございます、ドク」

　最悪の寝ねつきの次は、最悪の寝ね起おきだ。

　薄うすく開いた葉の視界に現れたのは、眠りについた時と全く同じ助手の笑え顔がおだった。

　どのくらい眠っていたのだろう？　まるで時間の経過を感じなかった。睡すい眠みん薬やくが強力すぎて、本当に少しの間、死んでいたのかもしれない。

「さすがドクです。到着と同時にお目覚めになるとは、なんて天才的なのでしょう」

　助手の称しよう賛さんは、ほとんど聞こえなかった。

　なぜなら連続して響ひびく音が、葉の鼓こ膜まくを占せん領りようしていたからだ。

　唸うなる轟ごう音おん。

　吹ふきすさぶ風。

　そして窓の外に広がる、青、青、青──。

　葉が乗っているのはチャーター機ではなく、一機のヘリコプターだった。

　それも民間で使われるそれではなく、機内に大勢の兵士が乗り合わせた輸送機である。

　もちろん葉はそんな物ぶつ騒そうなものに乗り換かえた記き憶おくなどないし──今まさに陸の見えない一面の海の上に出た覚えもない。

「……聞かせてくれ。ぼくをどこに連れて行こうと──いや」

　ずっと助手に訊ききたかった目的地は、どうやらもう〝現地〟になってしまったようだ。

「ぼくを、どこに連れてきた？」

　兵士たちが身を乗り出し、海原うなばらに浮かぶ黒い点を指さした。

　輸送機はその黒い点に向かって飛行しているようだ。

「その前に！　一つ、大事なことを言い忘れていました！」

　助手がプロペラ音に負けじと、大声で言った。

「なんだ！」

「先ほどご報告した案件は、今回の依い頼らいのために全てキャンセル済みです！」

「どうでもいい！　質問に答えろ！」

「ここは北海です！　あれは──」

　助手もまた、徐じよ々じよに大きくなる黒い点を指さした。

　北海。

　ヨーロッパにおいて数々の国、数々の島に囲まれた海。

　葉がいた沖縄とは、地球の反対側だ。

「イギリス海軍の空母、『ロイヤルパレス』です！」

「……北海、だと？」

　輸送機が、墜おちた。──そう錯さつ覚かくするほどの落下感が葉を襲った。

　どんな依頼をキャンセルしてでも、葉がこの海を訪おとずれなければならない理由。

　その理由で思い当たるものは、一つしかなかった。

　いや、正確には、二つあるのだが──。

「まずはアレに降り、そこから潜せん水すい艇ていで〝ゴールド・ピット〟に向かいます！」

　顔色を変えた葉を見て、ノーラが普ふ段だん以上に険しい顔つきをした。

「ドクが大統領の前で提唱した、世界を破は滅めつに導く〝災さい厄やく論文〟のうちの一つ──」

　言うな。

　それ以上、言われると、思い出してしまう。

　あの少女のことを。

　葉が自らの手で汚けがしてしまった、一人の純じゆん粋すいな少女のことを。

「〝黄金火山ゴールド・ヴオルケイノ〟が、噴ふん火かの兆候を見せています！」

　助手の無む慈じ悲ひな宣告が、風に散る中──。

　木の葉のように海面に浮かぶ空母に向かって、輸送機が着陸態勢をとった。
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　イギリス海軍、インヴィジブル級航空母ぼ艦かん『ロイヤルパレス』。

　排はい水すい量、およそ２００００トン。全長２００メートル、全ぜん幅ぷく35メートル。巡じゆん航こう速度18ノットで５０００海里の航行を可能とする小型空母である。小型と言っても７００人以上の乗員を収容できる容積は威い風ふう堂どう々どうとしたものだ。

　輸送ヘリから見下ろす甲かん板ぱんは、サッカーグラウンドのように平へい坦たんだった。右う舷げんには管制所が建てられ、後部格納庫付近には哨しよう戒かいヘリコプターの姿も見える。

　葉が乗る輸送ヘリが、空母の乗員の誘ゆう導どうに従って飛行甲板に着ちやつ艦かんした。

「ファック！」

　まだ止まりきっていないプロペラの風を受け、葉はヘリから飛び出した。

　周りは三百六十度の大海原。逃にげ場がないことは百も承知だが、抜ぬけ道はある。目指すは甲板の端はしに停とまっている哨戒ヘリである。

「もう二度と、あんなところに行ってたまるか……！」

　葉はもう天才ではないが、ヘリコプターの運転くらいはできる。スパゲッティの最後の一本をフォークですくうよりは簡単だ。

「捕ほ獲かく！」

　輸送ヘリの機内で、ノーラが叫さけんだ。

　逃とう走そうしようとする葉の前に、海兵たちが回り込んだ。中でも特に長身の金髪男がご丁てい寧ねいに二回のフェイントを入れつつ、弾だん丸がんのような勢いで葉にタックルする。

「ごふうっ」

　二倍以上は体重がありそうな男に、あっさりと押し倒たおされる葉。そこへわらわらと集まった海兵がのしかかり、完全に身動きが封ふうじ込まれてしまう。

　葉の逃走を予測し、ノーラが事前に空母側に警けい戒かいさせていたのだろう。

「ぐああっ……！　つ、潰つぶれっ……」

　ノーラが甲板に集まる兵士たちに向かって、大声で言い放つ。

「ドクはイギリス首しゆ相しよう自らが出で迎むかえなかったことにご立腹です！　遺い憾かんの意を逃走という明確な行動で示されたものの、怒いかりを押し殺し、協力してくださると決意していただけたようです！」

　それを聞いて、海兵たちが葉を解放した。ぐったりとする葉に敬礼する。

「そ、そんな決意はしていない……」

　呻うめく葉の前に、初老の男が進み出た。こちらに向かって右手を差し出す。

「『ロイヤルパレス』艦かん長ちようのコナ大たい佐さです。またドクターを我が艦に迎むかえることができて光栄です。覚えておいでですか？　一年ほど前にも……」

　倒れたままの葉ではなく、ノーラが大佐の握あく手しゆに応じる。

「もちろん記憶しております。再び栄はえある英国海軍の力をお借りすることができて頼たのもしいかぎりです。ところで一秒でも早くドクを潮風からお護まもりしたいのですが」

「では、私の部屋へ。ケーキはありませんが、パーティの招待客も揃そろっています」

「恐きよう縮しゆくです。──グッドオール一等兵へい曹そう、ドクを丁寧にお連れしてください！」

「アイサー、マム！」

　葉にタックルをかけた青年が葉のジャケットを摑つかみ、軽々と宙に持ち上げた。

「グッドオール……だと？」

　ヘアワックスで光る金髪とかすかな香こう水すいの匂におい。赤黒く日に焼けた顔はアクション映画の俳優のように精せい悍かんだが、体つきは逆三角形の筋肉質だ。

　葉はそいつの顔に見覚えがあった。優やさ男おとこ風の顔立ちは野性味が加わり、体つきはアメリカンコミックに出てくる緑色の超ちよう人じんのように進化しているが、間ま違ちがいない。

「ジュニア……貴様、エリク・グッドオール・ジュニアか！」

「よう、親友」

　釣つり上げたカジキのように葉を宙づりにした男が、ニヤリと邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

「立派に出世してくれて、ハイスクールの同級生として誇ほこり高いぜ。──おっと、失礼。実に誇り高いです、サー！」

「ぎゃああああっ！」

　葉にとって、暗黒の時代。

　特別進級によってニューヨークで過ごした高校時代の記憶がフラッシュバックしそうになったが──すぐに真っ白になった。思い出したくないあまり、思考力のサーキットブレーカーが落ちたようだ。

「こ、これは陰いん謀ぼうだ！　国家ぐるみの罠わなだ！　アメリカ人の貴様が、なぜイギリスの空母に乗っている！　あれだけ嫌がらせをしても飽あき足らず、ついに殺しにやって来たか！」

　暴れる葉を半回転させ、背中から抱だきしめるジュニア。ミシミシと肋ろつ骨こつが軋きしんだ。

「逆だ、逆。お前を護りに来た。アメリカ政府から海軍にお達しがあったんだ」

「き、貴様、海軍に入隊したのか……！　そ、それはそうと貴様の緩ゆるみきった頭をさらに緩めろとは言わん。軍の犬として命令に従う気があるなら、その腕うでを緩めろ……！」

「私に対する命令権はダーリン女史にあります、サー！　その命令は承しよう伏ふくしかねます！」

「さ、さらに締しめ付けるな……！　ぎゃああああっ！」

　艦長とともに管制所のドアに向かいながら、ノーラがジロリとこちらを睨にらんだ。

「天才に友人などという無む駄だな付属品はありません。──エリク・グッドオール・ジュニア一等軍ぐん曹そう、二十歳はたち。アメリカ海軍ＳＥＡＬｓシールズ所属。ドクを護衛するに値あたいする実力の持ち主を、と要よう請せいしたはずですが……今の会話から察するに、海軍は余計な気き遣づかいも含ふくめて彼を派は遣けんしたようですね。後で正式に抗こう議ぎしておきます」

「ノー、マム！　正当な審しん査さを経た結果であります！　ドクターとはかつてバーベキューをいっしょに楽しんだ仲ではありますが！」

「ぼくを無む理り矢や理り連れ出した挙げ句、深さ三メートルの落とし穴に突つき落としたあの悪夢の祭典のことか！　──はっ！　お前がここにいるということは、まさかあの性しよう悪わるな妹もここに……！」

「いるわけないだろ。妹は地元の大学生だ」

　軽々と葉を抱かかえ、ノーラたちの後を追うジュニア。

「ぎゃんっ！」

　艦かん内ないの通路は、とにかく狭せまかった。葉の頭が天てん井じようの配管に激げき突とつする。

「あ、悪い」

「次にまたドクをどこかにぶつけたら、同じ場所を撃うち抜きますよ。グッドオール一いつ曹そう」

「イエス、マム！」

　艦長直々に先導され、空母の艦内を進んでいく葉たち。小さな階段を上っては下り、さらに下りては上る。分厚い鋼鉄製の隔かく壁へきがいくつも並び、勤務中の海兵とすれ違ちがうたびに葉の顔面が壁かべに押しつけられてペンキをなめる羽目になった。

　潮と油、そして男たちの汗あせの匂いが染みつき、剝むき出しになった配管と鋼鉄の扉とびらが並ぶダンジョンが延々と続く。すれ違う海兵たちにゴブリンやトロールが交じっていても、なんら違い和わ感かんはないだろう。

「……ＳＥＡＬｓだと？　しかも、その若さでぼくの護衛に抜ばつ擢てきされるなんて、貴様こそずいぶんな出世じゃないか。パパの威い光こうは健在なようだ」

　通路を進みながら、葉は自分を運ぶ元同級生に嫌いやみを飛ばす。

　ＳＥＡＬｓとはアメリカ海軍の特とく殊しゆ部隊のことだ。水泳や潜水はもちろんのこと、接近戦や狙そ撃げき、偵てい察さつ、隠おん密みつ行動、空くう挺てい降下、言語学などあらゆる技術に秀ひいでており、極限下の状じよう況きようでそれらを発揮できる超人の集まりである。

「たまたま実戦を経験して、勲くん章しようをもらっただけさ。俺の心は常に愛する母国や父とともにあるが、戦場にはそのどちらもいなかったぜ」

　軽い口調で言いながらも、また両りよう腕うでに力を込めるジュニア。

「ぐっ……ぼくを殺そうというなら、最さい期ごに聞かせてくれ。銃じゆう口こうを向けられた時、貴様はチビりながら何と言ったんだ。〝ＵＳＡ！　ＵＳＡ！〟か？　〝パパ、助けて！〟？　それとも妹のほうか？　〝来世はゴリラじゃなく、人間の妹をください！〟ってな」

「ジャイアントスイングをされたくらいで妹をゴリラ呼ばわりしたお前が、彼女のファンに硫りゆう酸さんをぶっかけられそうになった時に言ったのは、〝ファック！〟だったよな。何かにつけてはファック、ハンバーガーにコショウをかけてもファック。コショウが嫌ならってんで俺のブーツにたまった砂をかけてやってもファック。天才様は一体何が気に入らないってんだ。ところで今日はお気に入りのスカートじゃないのか？」

「せっかくだからもっと思い出話をしよう。お前が八月に校舎裏でいちゃついていたチアリーダーのリンダだが、監かん督とくのほうが魅み力りよく的だと言いふらしてたことを、ちょうど今、思い出したところだ」

「おいおい、ショックだぜ。まさかお前がちゃんと女っていう生き物を認にん識しきできていたなんてな。てっきり自分と自分以外っていう区別しかしてないものとばかり……おや、おかしいぞ？　それならどうして女の手も握にぎったことがないんだ？　もしかして、ビビってるのか？　安心しろよ、良い女を紹しよう介かいしてやる。うちの婆ばあさんなんてどうだ？」

「ぼくに身内を紹介しようという精神は気に入った。しばらく顔を合わせないうちに、少しは丸くなったか？　残念だが、丁てい重ちようにお断りしよう。貴様の愛国家族に加わるなんて、想像しただけでヘドが出そうだ」

「お前こそ昔と違って、ベラベラ喋しやべるようになったな。まるで普ふ通つうの人間みたいだぞ？　しかしアメリカと日本、どっちつかずの蝙蝠こうもり野や郎ろうなのは相変わらずで安心したぜ。アメリカ人でもねえくせに、そのジャラジャラ付けた勲章はどこの売店で買ったんだ？」

　かつて葉が通っていたハイスクールで、ジュニアとは同じクラスだった。

　当時の彼はハンサムでアメフトのスター選手で、しかも父親が海兵上がりで地元の知事だった。それだけで彼の学校でのポジションと、彼に目をつけられた葉のポジションは必然的な形に収まることとなったのだ。葉の暗黒時代の幕開けである。

「羨うらやましいなら、百ドルで貸してやろうか？　いや、ダメだ。貴様の大好きな大統領から直々に授じゆ与よされたコレを貸したら、何のネタに使われるか分からん」

「それで思い出したぞ。お前が妹の写真を百ドルで買った件について、まだケリがついてなかったな。一体、何に使いやがった、てめえ」

「あ、あ、あれは貴様の取り巻きに無理矢理売りつけられたんだ！」

「それだ。この話になると、人形みたいなお前が必ず動どう揺ようする理由を聞かせてもらおう」

　先を歩く艦長が、ちらりとこちらを振ふり向いた。

「ダーリン女史。よろしいのか？　何やら、いつまでも続けそうだが……」

「何の話ですか？　私にはタービンの駆く動どう音しか聞こえませんが」

　また小さな階段を下りると、熱気と人の声が一気に増えた。

　狭い通路の両りよう端はしに、大勢の人々がズラリと整列していた。高級スーツや軍服に身を包んだ彼らの中には、少ない比率で女性の姿もある。

「各国の外交官や国連、ＥＵ理事会から派遣された職員です。艦長室に入れる人数は限られているので……。危険物所持等のチェックは厳重にしてありますから、ご安心を」

「お気になさらず。ドクの公式訪問先が漏ろう洩えいした時は大たい抵てい、こんな感じになります」

　居並ぶ大人たちの間を、泳ぐように進む艦長とノーラ。

　先を行く二人はまだマシなほうだ。スーツの男女が葉の姿を見ると、顔つきを変えた。ゾンビのように葉に群がってくる。

「ドクター・サトウ！　今回の案件が解決した後には、ぜひ我が国の依い頼らいを！」

「手配中のテロリストが我が国に潜せん入にゆうしたという情報が……！　一刻も早く今回の事件を解決し、我が国で捜そう査さ協力を！」

「途と上じよう国こくに対する支し援えん規程が改定されたのはご存じですか？　アフリカにおける新技術と新薬の試験に関して、ぜひアドバイザーとして──」

「我が国の大統領が、次のオリンピック会場の建設責任者としてお招きしたいと──」

　葉のポケットというポケットに、親書や招待状がねじ込まれた。少しでも話を聞いてもらおうと、髪かみを引っ張られる。

「い、依頼の要請なら、助手を通せ……！」

　口の中に指を突っ込まれながらも、葉は呻く。

　自国の命運がかかっているから、相手も必死だ。重量級のジュニアが強ごう引いんに押し進むも、葉の衣服や顔の皮ひ膚ふが引きちぎられそうになる。

　天才を欲しがる腕。

　英えい雄ゆうにすがりつく眼め。

　葉に救いを求める彼らを見て、葉の頭がズキリと痛んだ。

　葉が壊こわれるきっかけとなった、あの幻げん覚かく。

　一つや二つの国どころではない。全世界、全人類が葉にすがりつくイメージ。そのプレッシャーと恐きよう怖ふが、またジワリと葉の頭を浸しん蝕しよくしていく──。

「大人気だな、天才様ジーニアス」

「き、貴様、この抱え方はぼくを守るんじゃなく、ぼくを盾たてにしているように見えるぞ」

　頼もしいボディガードのおかげで、葉は人ひと混ごみを突とつ破ぱすることに成功した。

　艦かん長ちよう室に飛び込み、内側からしっかりと鍵かぎをかける。浸しん水すいを防ぐ分厚い扉だ。外にいる亡もう者じやどものアタックにもビクともしない。

　とはいえ、逃にげ込んだ先もろくなものではなかった。

　狭い密室は、外部よりも濃のう密みつな政治の匂いが充じゆう満まんしていた。

「よくおいでくださいました、ドクター・サトウ」

　艦長室は葉を護衛するジュニアの実家にある犬小屋よりも狭かった。しかし沖縄にある葉の自宅の寝しん室しつよりは広い。コーヒーカップを載のせたデスクは隅すみに寄せられ、部屋の中央にあるテーブルには液えき晶しようディスプレイが水平に置かれている。

「ようこそ、シルバー・ピットへ」

　ディスプレイを囲む大人たちの中で、女性が葉に握あく手しゆを求めてきた。五十代半ばほどのアフリカ系で、丸顔の上にカールをかけた髪を載せている。

「国連事務総長のファリザです。ドクターのご活かつ躍やくは、かねがね。今ではすっかり貴方あなたのファンです」

　ようやくジュニアから解放され、反射的に女性の手を握り返す葉。その乱れきった衣服や髪かみ型がたを、助手のノーラが手て際ぎわよく正していく。

「会議のメンバーを紹介します。私の右手から、イギリス国防省の──」

　ここは酸素が薄うすかった。息苦しさを覚える葉に、事務総長による紹介が続く。

「こちらはオランダの──ドイツ──ノルウェー──ベルギー──デンマーク──国連から──欧おう州しゆう連合の──」

　太った男や、丸まる坊ぼう主ずの男など、バラエティに富む外見をした人々が、次々と葉に握手を求めた。北海を囲む国々の要人たちである。

「これだけ多くのヨーロッパ諸国の代表者に集まっていただいたことからもご理解いただけるでしょうが、事態は逼ひつ迫ぱくしています。あらためて現状の正確な情報を共有するためにノーラ・ダーリン女史に説明をお願いします。彼女はドクター・サトウの助手で〝ゴールド・ピット〟の設計に携たずさわり、現在も頻ひん繁ぱんにピットから送られるデータをドクターに渡わたす役目も務めていました。つまり──」

　ファリザ事務総長が会議の進行をし、一同の顔を見回した。

「ドクター同様、彼女は政治的に中立の立場にあります。この場にいる誰よりも、公平な視点から現状を説明してもらえるでしょう。──そう、今、直面している危機はどの国の責任でもなく、どの国が有利になるものでもないのですから」

　ディスプレイを囲む全員が、同じ顔をした。言いたいことは山ほどあるが、話が進まないから仕方ない──そんな顔である。

　その雰ふん囲い気きからも、葉がやって来る前に相当の応おう酬しゆうがあったことが窺うかがえる。

「ノーラ・ダーリンです。僭せん越えつながら、状況説明をさせていただきます」

　ノーラが懐ふところから携けい帯たい情報端たん末まつ──ＰＤＡを取り出した。画面に触ふれると同時に、部屋中央のディスプレイに電源が入る。両機器は連動しているらしい。

「今、我々がいるのは北海。それもイギリス南西部に位置する、シルバー・ピット・クレーターと呼ばれる海域付近です。シルバー・ピットとは同名の海底谷にある、隕いん石せき衝しよう突とつの痕あととされるクレーターのことですが……もちろん我々の目的はクレーターなどではなく、さらに東にあるものです」

　ディスプレイに北海の映像が映し出された。イギリスやヨーロッパ諸国に囲まれた海が拡大されていく。

「〝黄金火山ゴールド・ヴオルケイノ〟──」

　北海の中央に赤い光点が生まれた。

　光の大きさは、イギリス国土の十分の一ほどもある。

「世界最大の海底火山です。発見されたのは十数年前。名前の由来は、当時から漁師の間で噂うわさになっていた〝海底を流れる黄金の河〟です。彼らの間では怪かい談だんとされていましたが、それは幻まぼろしではなく現実でした。海底から溢あふれ出したマグマと、それが急激に冷やされたことで発生した水蒸気やガスがマグマの明かりに反射した結果の黄金だったのです。すぐに〝黄金火山〟は各国によって調査され、現在では──」

　大きな光点の周囲に、次々と小さな光点が散らばった。

　光の数は多く、北海のほとんどの海域に至っている。

「地ち殻かく下の溶よう岩がん帯が、触しよく手しゆのように北海の全域に広がっていることが確認されています。いわば北海そのものが想像を絶する規模の火山だったというわけです」

　艦長室が、静まり返った。

　既き知ちの内容とはいえ、あらためて言葉にされると寒気を禁じ得ないのだろう。

　豊富な漁ぎよ獲かくや資源によって人々に親しまれてきた海が、実はニトログリセリンの海でしたと言っているようなものだ。しかも、いつ爆ばく発はつするかも分からないのである。

「失礼」

　丸坊主の男性が、挙手をした。ノルウェーの代表者である。

「私は先日、今の立場に就任したばかりで……もちろん〝黄金火山〟の存在と、それに関かかわる任務については説明を受けていたが──北海に巨きよ大だいな火山があるものとばかり認識していた。それが……北海全体が火山だったというのは、その、本当に？」

　その場にいる全員が、じっと丸坊主の高官を見つめた。

　かの国ではスキャンダルが相次ぎ、防衛関連の人事交こう替たいが激しかった。そのドタバタで情報の引き継つぎに不備があったのだろう。

　本当に深刻な危機は、一部の権力者の中でしか共有されない。

　彼は今まで、その一部の人間に該がい当とうしなかったようだ。

「……失礼」

　周囲の視線に気け圧おされ、丸坊主の高官が口をつぐんだ。

「いえ、それを説明するための場です。この際、一から〝黄金火山〟について、そしてその脅きよう威いについて危機感を共有しましょう」

　ファリザ事務総長がフォローし、ノーラを見た。金きん髪ぱつの女性が頷うなずく。

「〝黄金火山〟の火口は無数にあります。その最も大きなものが北海中央にあり、そこから漏もれ出すマグマが最も多いため、その火口を〝黄金火山〟と呼んでいるのも事実です。さて世界最大の海底火山が発見され、調査を進めてきましたが──およそ一年前、ある人物が噴ふん火かを予言し、実際にその予兆と思われる地じ震しんが多発しました。あの時、〝黄金火山〟は一度、噴火しかけていたと言ってもいいでしょう」

「えっ」

　丸坊主が驚おどろきの声を上げた。また周囲の冷たい視線を受け、口を押さえる。

「しかし、噴火は収まった。まだ調査も不完全だった当時から、その脅威に対処していた天才がいたおかげです」

　ギクリ、と葉の心臓が跳はねた。

　全員の視線が、こちらを見たからだ。

　やめろ──。

　思わず呻うめきそうになるが、堪こらえる。

　お前たちが求める天才は、もういないんだ──。

　そう叫さけびたかったが、それは許されない。彼らはそんな事実は信じないだろうし、信じたくもないだろう。

「ドクは〝黄金火山〟を危険視しており、各国にそれを抑よく制せいする兵器の開発を提唱していました。それがこの〝ボトムズ・アンカー〟です」

　ディスプレイに漆しつ黒こくの針のような物体が映し出された。

「戦せん闘とう機搭とう載さい型と潜せん水すい艦かん搭とう載さい型の垂直潜せん行こう型多段式潜行ミサイルです。海底に突つき刺ささり、炸さく裂れつしながら地中に局部的な破は壊かいを繰くり返しながら潜行する新兵器。当時は、火山噴火に半信半疑だった諸国への配備や、北海以外での使用禁止や戦闘を目的としないという国際条約の締てい結けつに、それはもう面めん倒どうな手回しが必要でしたが──とにかく、それを使用することで噴火の兆候は収まりました。数十本の〝ボトムズ・アンカー〟を適切な海域に打ち込むことで、あくまで火山を刺し激げきせず、エネルギーの逃げ場を作ることに成功したのです」

　ノーラが言った。

「もし噴火していたら──周囲の大陸、島が変形し、火山灰が世界中を覆おおっていたことでしょう。今、こうして綺き麗れいな空気を吸っていられるのは、ドクのおかげです」

　そう、葉はかつて世界を救った。

　あの時の葉は、天才だった。

　完かん璧ぺきな天才ならば世界を救うことなど簡単だったし、実際に何度も救ってきた。

　だからこそ──なぜ再び葉がこの地にいるのか、理解ができない。

「もちろん完全に危機が去ったわけではなく、依い然ぜんとして調査と警けい戒かいは必要でした。その後も百本近い〝ボトムズ・アンカー〟の射出を必要としたことからも、危機が継けい続ぞくしていることはお分かりでしょう。何よりもドク自身が先日、世界を破壊しうる脅威として合衆国大統領の前で提唱した論文──」

　葉は顔を強こわばらせた。

　自分がアメリカから逃げ出すきっかけとなった出来事が、また頭痛を呼び起こす。

「〝災さい厄やく論文〟の一つとして、この〝黄金火山〟があります」

　艦長室が、気味の悪い緊きん張ちよう感かんに包まれた。

　葉が提唱した〝災厄論文〟については、とっくに各国に伝わっているはずだ。

　論文の一つである〝破壊者〟に関するテロ事件は、彼らの国にも様々な被ひ害がいを及およぼした。解決に協力したのも、各国の情報組織である。ここに結集した国防の要かなめたちが、葉が提唱した〝災厄論文〟について知らないわけがない。

　ただし論文の存在は知っていても、それが盗ぬすみ出されたことまでは知らないはずだ。

　その事実を知るのは、アメリカ合衆国の中ちゆう枢すう部のみである。

「最近になって、〝黄金火山〟の活動がまた活発になっています」

　なんだって──。

　助手の発言に、葉は目を見開いた。

「小さな火口が噴火し、生じた水蒸気の気き泡ほうに巻き込まれた漁船が沈ちん没ぼつするという事件も発生しています。もちろんただの水難事故と報道されていますが。噴火の兆候を感知し、〝ボトムズ・アンカー〟を射出する機会も一ヶ月前と比べて倍以上に増えました」

「ドクター。率そつ直ちよくな意見を聞かせていただけますか」

　ファリザ事務総長が、扉とびらの前で震ふるえる葉を見た。

「〝黄金火山〟は、また噴火するのですか？　もし噴火するとしたら、被害の規模は？」

「──」

　葉は何も言わない。

　もう天才ではない葉に、そんな回答ができるはずがなかった。

「ドクは天才なので、現時点で未確定な予想を軽々しく口にしません」

　葉の代わりに、ノーラが言う。

「ただ〝ゴールド・ピット〟からは、一日で三センチほど海底が隆りゆう起きしつつあるとの報告も受けています。もし本格的に噴火が発生した場合、大規模な地殻変動に伴ともなう地形変化が生じる可能性はあります。──北海の地底が隆起すれば、その際に生じる大波による被害が周辺各国を襲おそうばかりか……海水の上じよう昇しようにより世界全土に被害が及ぶでしょう」

「噴火すれば、タダじゃ済まないことは分かっている……！」

「その通り。噴火するのか、しないのか。その判断だ！」

　緊張感に耐たえかねたように、それまで黙だまっていた会議の参加者たちが声を上げた。

　議論以上、パニック未満の言い合いが場を支配する。

　そんな中、事務総長が神しん妙みような顔でノーラを見た。

「……アンジーからも、意見を聞きたいのです」

　ピタリと声が止やんだ。

　たった一人、葉だけがビクリと肩かたを震わせる。

「そうだ……アンジー」

「アンジーなら、分かるはずだ」

「ドクターなら、彼女からもっと詳くわしい情報を聞き出すことができる」

　各国政府の高官たちが、示し合わせたようにある名前を口にし始めた。

　アンジー。

　アンジー。

　あっという間に艦かん長ちよう室を支配した、その名が──葉には呪のろいの言葉に聞こえた。

「もちろん、そのつもりです」

　ノーラがＰＤＡを操作した。

　ディスプレイに、亀かめの甲こう羅らのような建設物の全体図が映し出される。

「ドクにはこれから〝ゴールド・ピット〟を訪おとずれ、アンジーと面会していただきます」

　そんな馬ば鹿かな。

　葉の頭が真っ白に染まり──すぐに恐きよう怖ふに塗ぬり替かえられた。

「い、いやだ……」

　ポツリと呟つぶやき、艦長室の扉を開けようとする。

「こ、殺される──」

　しかし憎にくき元同級生に阻はばまれ、逃とう走そうは失敗に終わった。

「彼女は──アンジェリンは、ぼくを恨うらんでいるんだ……」

「恨んでる？」

　葉の声が聞こえたのは、ジュニアだけだった。彼の身み柄がらを拘こう束そくしつつ、眉まゆをひそめる。

「ぼ、ぼくが彼女に、ひどいことをしたから……」

　思い出したのは、一年前に出会った少女のこと。

　あまりに綺麗な森で、純じゆん粋すい無む垢くに生きていた少女。

　かつての葉は、彼女と出会うなり、彼女を──弄もてあそんだ。

「ぼ、ぼくはアンジェリンに……最低なことをしたんだ……」

　怯おびえて震える葉の拒きよ絶ぜつが、まかり通るはずもなく。

　数十分後、葉は再び甲かん板ぱんに運ばれ、さらにその数分後には──。

　海中に放ほうり投げられることとなる。







　　　１＊３




　イギリス海軍空母『ロイヤルパレス』の左さ舷げんに、五匹ひきの河豚ふぐがぶら下がっていた。

「ッ……！　ッ……！」

　イギリス海兵に担かつがれた葉は、河豚の内部に放り込まれた。拘束衣と猿さるぐつわという、いつものユニフォーム姿である。

「あのような扱あつかい……本当によろしいのですか？　ダーリン女史」

「天才を凡ぼん人じんの常識で推おし量らないでください。最近のドクはあの移動方式がお気に入りなのです」

　不安そうなファリザ事務総長に対し、しれっと言い放つノーラ。

「それではまた〝ゴールド・ピット〟で。グッドオール一いつ曹そう、お願いします」

「アイアイサー！」

　極ごく悪あく助手とアメリカ海軍の犬が、葉とともに河豚に乗り込んだ。

　その正体は、小型の潜せん水すい艇ていである。小型のライトバン程度の大きさで、形は若じやつ干かんの丸みを帯びた直方体に近い。三層構造の外装に覆われたそれに窓はなく、外部に設置されたカメラで撮とった映像を機内のモニタで確かく認にんすることができる。上下左右にある小さなフィンとスクリューで速度とバランスを保つ仕組みだ。ただし全体の形から分かるように、安定した潜行、浮ふ上じようを優先しており、航行速度は遅おそい。

　葉をシートに転がし、ジュニアが隣となりの運転席に座った。

「一曹、『マンタ』の運転は私が」

「この一週間ほどで、〝ゴールド・ピット〟との往復は経験済みです。ＳＥＡＬｓが乗りこなせない海の乗り物は、ロシアの女海兵だけですよ」

　面おも白しろくもないジョークのせいで白ける機内に、後方の扉が閉じられる音が響ひびいた。

　ガクン、と機体が揺ゆれた。

　クレーンに吊つるされた『マンタ』が海面に引き下ろされていく。

「少しでもミスをするようなら、すぐに私が代わります」

「イエス、マム」

　機内は、狭せまい、の一言だった。

　二人乗りのシートは大おお柄がらなジュニアと小こ柄がらな葉が並ぶと、辞書一冊挟はさむ余よ裕ゆうもない。シートの周りは運転に必要なハンドルや計器、そして外部カメラと繫つながったモニタやレーダー画面、水圧に耐えるための支柱などで一いつ杯ぱいだ。ノーラはシートの後ろ、出入り口に繫がる通路に立っている。

　葉たちの乗る潜水艇が着水した。

　でっぷりとした機体が海に吞のみ込まれ、完全に沈しずみ込む。

「着水確認。スクリュー起動。計器に異状なし。潜行を開始する」

　葉たちは、無音の世界に潜もぐっていく。

　圧あつ迫ぱく感かんのある静けさに響くのはかすかなスクリュー音と、魚が外がい壁へきをつつく音だけだ。

　多少の揺れはあるものの、機体は水平を保っている。

「ついでにアームで鮫さめでも捕つかまえて、〝ゴールド・ピット〟への土産みやげにしますか？」

「アームはあくまで溶よう岩がんサンプルを採取するためのものです。後部コンテナも人間二人を閉じ込めるのがせいぜいでしょう。大型の鮫を積むのは困難です」

　生き真面まじ目めに答えるノーラ。運転交こう替たいを申し出ないということは、ひとまず合格らしい。

　葉たちが乗る潜水艇の『マンタ』という愛あい称しようは、外見よりも航行速度に起因している。その潜行速度は非常にゆっくりで、ある意味、優ゆう雅がと言えるかもしれない。

「……ずいぶん美人の秘書を捕まえたじゃねーか。おまけにグラマーだ。金と権力に物を言わせて、美女と縛しばったり縛られたりのプレイ三ざん昧まいか？」

　狭すぎてもたれかかる形となった葉に、同窓のクズ野や郎ろうが耳打ちした。

「秘書ではありません。助手です」

　自動式拳けん銃じゆうを抜ぬいて残り弾だん数すうを確認するノーラを見て、姿勢を正すジュニア。

「視界良好！　あとは海流に任せつつ、深度を下げていくだけです、マム！」

『マンタ』は時間をかけて、ゆっくりと海深くに沈んでいく。

　太陽光が届かない深海は、暗黒と静せい寂じやくによって支配されていた。『マンタ』のライトが周囲を照らす中、たまに横切る魚ぎよ影えいがモニタに映し出される。深く潜るほどに増す水圧によって、機体が軋きしむ音が不気味な恐怖心を煽あおった。

　本来なら、陸上をホームとする生物がいるべき世界ではない。機体に穴が一つ空いただけで、葉たちはあっさりと死ぬことになる。

「隣となり町まちのギースがパクられたのを知ってるか？　何かとうちの学校にちょっかいをかけてきたギャングまがいのアイツだ！」

　しかし海に恐怖するどころか、活いき活きとするのが海兵という人種だ。

「いつかドラッグか殺人で捕まると思ってたぜ！　でも実際の罪状は何だったと思う？　窃せつ盗とう、それもただの万引きだ！　ショットガン持った婆ばあさんの店員に捕まったんだぜ！　ウケるよなあ！　おい、何とか言えよ！」

　猿ぐつわをされた葉の背中が、バンバンと叩たたかれる。ノーラが無表情で雑音をシャットアウトしているが、いつ彼女が暴発するか、葉は気が気でない。

「そうそう、となりのクラスだったキャシィを覚えてるか？　あいつは──おっと、海底散歩はここまでのようだ」

　正面のモニタが、明るくなった。

　海底方向に向けたカメラに、光の円が映し出されたのだ。

「日本じゃ、こういうのを竜りゆう宮ぐう城って言うんだろ？」

「〝ゴールド・ピット〟。──〝黄金火山〟の監かん視しを目的とした海底基地です」

　ノーラが、再起動した。

　モニタに映し出されたのは、ドーム形の球場に似ていた。海底の岩がん盤ばんの上に建てられた建設物を、周囲に埋うめ込まれたライトが照らしている。

「ドクが設計した外部構造は六角形のパネルを張り合わせたもので、接合部分に緩かん衝しよう材ざいを用いることで、水圧や海流の変化に耐えられるようになっています。亀の甲羅と揶や揄ゆする凡人もいますが、合理的な構造も理解できないクズどもの戯たわ言ごとです」

　ノーラが説明する中、『マンタ』が亀の甲羅にしか見えない建物に接近する。

　甲羅の一部に穴が空いていた。ジュニアが外見とは裏腹の繊せん細さいな操作で、『マンタ』をその内部に降下させる。

　ガツン、と『マンタ』の底部が硬かたい床ゆか面めんに着地した。

　後から付いてきていた別の『マンタ』たちも、次々と葉たちの周囲に着地する。

　最後の『マンタ』を収容し、天てん井じよう部が動いた。出入り口の穴を塞ふさがれ、地鳴りのような轟ごう音おんが響き渡わたる。

　排はい水すいポンプの駆く動どう音だ。格こう子し状になった床面から海水が抜かれ、『マンタ』がいる格納庫の水位が急速に下がっていく。

「排水が完かん了りようしたようですね。それでは行きましょう。──グッドオール一曹、ドクが落ち着きを取り戻もどしたようなので、拘束を解いて差し上げてください」

「なんだ、趣しゆ味みでやってるんじゃなかったのか？」

「……ファック……」

　猿ぐつわを外され、ぐったりとした葉をジュニアが担ぎ上げた。

　葉たちが『マンタ』から降りると、天井の照明が倍の明るさになった。

「ようこそ、〝ゴールド・ピット〟へ！」

　排水を終えた格納庫は、非常にシンプルな構造をしていた。

　格子状になった床ゆかには金かな網あみが張り巡めぐらされ、歩くのに不都合はない。合計五台の『マンタ』を収容した空間には無む駄だな設備がなく、壁かべにかけられた非常用の電話と、基地内部にに繫がる扉とびらがあるだけだ。

「我々、〝ピットクルー〟はドクター・サトウご一行を歓かん迎げいいたします！」

　葉たちを出で迎むかえたのは、扉の前に立つ二人の人ひと影かげだった。

　一人は初老の白人男性で、白衣を着ている。眉み間けんの皺しわが深く、神経質そうだ。

　そして、もう一人は──身体からだにフィットした際ぎわどいスーツ姿の女性だ。歳は二十代中頃だろうか。インド系と思おぼしき肌はだの色と顔の造形をしているが、ネイティブな英語である。アニメのキャラクターのように毛先がはねた奇き妙みような髪かみ型がたで、両りよう腕うでを天に向かって突つき出すという奇妙なポーズをとっている。バンザイをして歓迎の意を表しているのか、それとも海の神ポセイドンに祈いのりを捧ささげているかのどちらかだ。

「〝ゴールド・ピット〟に滞たい在ざいする七十二人のピットクルーを代表し、ゼン基地長から歓迎の挨あい拶さつを述べさせていただきます！　それではゼン基地長、お願いします！」

『マンタ』から降りたのは、空母の艦かん長ちよう室にいた会議参加者たちと護衛の兵士たちだ。

　ファリザ事務総長が扉の前まで進み、基地長と握あく手しゆを交かわす。

「よろしくお願い致いたします、基地長」

「歓迎します。どうぞ、こちらへ」

　簡潔なやり取りを終えて、基地長が扉をくぐった。

　事務総長に続き、葉たちも扉に向かった。続々と各国の代表者たちがそれにならう。

「基地長、ありがとうございました！　さて、さっそく海の神秘を詰つめ込んだ人類の科学の結けつ晶しよう、〝ゴールド・ピット〟をご案内致します！　案内役は〝ゴールド・ピット〟広報部、ナヴァルティ・ストラが務めさせていただきます！　どうぞ、親しみを込めて案内人ナヴイとお呼びくださいませ！」

　ジュニアの脇わきに抱かかえられた葉が通り過ぎようとすると、案内人がバンザイのポーズを解いた。円い眼まなこで葉の顔を覗のぞき込み、営業スマイルを浮うかべる。

「お久しぶりです、ドクター。顔色が少し悪いように見えますが、医務室にご案内しましょうか？　ところでなぜ、やや横向きの姿勢によるご登場を？」

「うっ……ぼ、ぼくに構うな」

　魚のような円い眼から、顔をそむける葉。長期間、深海という隔かく絶ぜつされた世界に住んでいると、見た目まで魚類に近づいてしまうのだろうか？

　基地長を先頭に、ノーラ、葉とジュニア、そして会議参加者たちという順番で通路に入る。案内人は最さい後こう尾びだ。

「お前を護衛するために〝ゴールド・ピット〟の下見をした。だから、あのレディとも何度か顔を合わせているが……口説くべきかどうか、進退を迷う女は久しぶりだぜ」

「迷っているのか……大たい抵ていの人間は二度目の対面から、彼女の存在を意識から消し去る」

　基地内の通路は、空母のそれと似ていた。殺風景で狭せま苦くるしい。

　海は何よりも広大だというのに、そこに乗り出す人類の建設物は必ず狭い。あまりにも強大な海の力に対し、不自然な存在はひたすら身を縮め、そのパワーをやり過ごすことでしか生き残ることができないからだ。

「はじめて〝ゴールド・ピット〟を訪おとずれた方もいらっしゃるとのことで、簡潔に当基地の機能と役割をご説明させていただきます。お足元にご注意しつつ、しばし耳をお貸しくださいませ」

　最後尾から、案内人の声が響いた。いつの間にか大きな拡声器を口に当てている。

「当基地はイギリス、オランダ、ドイツ、ノルウェー、また国連の安保理事会やＥＵといった複数の国や機関の共同出資によって建設されました。したがって当基地はどの国にも属さず、あくまで中立地帯として存在しております。この基地内ではどのような国の法律も適用されず、前に述べた国や機関の合同会議によって決定されたルールのみが適用されることをご承知おきください」

「アンジーのご機き嫌げんは、どのような感じ？」

「悪くないですよ」

「はい、基地長、事務総長。まだ説明していない事じ項こうを話さないでくださーい」

　先頭で小声で話す二人を、案内人が聞き咎とがめる。渋しぶい表情で黙だまり込む二人。

「〝ゴールド・ピット〟は大まかに三つのエリアに区分されております。七十二人の職員、通つう称しよう〝ピットクルー〟が住む居住エリアと、〝黄金火山〟の活動を観察、研究するための研究エリア。そして売店や娯ご楽らく施し設せつがある観光エリアです。なお観光エリアには壁部分を強化ガラスで覆おおい、さながら水族館のように深海の神秘を一望できる設備もございます。当基地にお越こしいただいた皆みな様さまには、ぜひお立ち寄りいただきたい人気スポットとなっております。何でしたら、今から案内致しましょうか？」

「必要ないわ。このまま、アンジーのもとへ」

　事務総長が言った。拡声器を通じて、舌打ちが聞こえたような気がする。

「承知致しました。さていよいよ〝ゴールド・ピット〟の役割に関してです。先ほど申し上げたように、当基地は〝黄金火山〟の監視を主目的としております。北海中に設置された地じ震しん計けいのデータを集め、海底から採取したサンプルによって〝黄金火山〟の活動を予測し、噴ふん火かの兆候があれば〝ボトムズ・アンカー〟の射出を各国に要よう請せいするものですが──機械による予測は、実はほんの二パーセントほどにすぎません。噴火の兆候の大部分を予測しているのは、〝ゴールド・ピット〟の中央に住まう、一人の少女──」

　基地長や事務総長をはじめとする、各国の代表者たちが表情を引き締しめた。

「アンジェリンです」

　ズキリ、と。

　頭痛とともに、葉の脳のう裏りに過去の光景が蘇よみがえった。

　──ごきげんよう、ドクター。

　この世で最も純じゆん粋すいな笑え顔がおを思い出す。

　夢のような森の中にある小屋で生きる、妖よう精せいのような少女だった。

「……天才様ジーニアス？」

　葉の異変を感じ取り、ジュニアが怪け訝げんそうな顔をした。葉はそれを無視する。

「ここはあえて、アンジーと呼びましょう。彼女は愛あい称しようで呼ばれることを好むからです。アンジーに国こく籍せきはありません。赤ん坊ぼうの頃ころに小こ舟ぶねで北海を漂ただよっているところを漁師に発見され、その漁師によってある国の森でひっそりと匿かくまわれていたからです。しかし一年前、〝黄金火山〟が噴火しようとしていることを予知した彼女が、保護者を通じて当局に警告したことで、はじめて彼女の存在が明るみに出たのです」

「急に、おとぎ話になったな」

　高官の一人が、クスリと笑った。例のノルウェー人だ。

　基地長や事務総長、各国の高官がいっせいにジロリと彼を睨にらむ。

「……失礼」

　口をつぐむノルウェー高官。

　確かにおとぎ話のようだが、おとぎ話ではない。

　そのことは、彼女自身が一年前に証明した。

「なぜ彼女が、〝黄金火山〟の噴火を予言することができたか？　その秘密は彼女の脳波にあると推定されています。〝黄金火山〟の活動が一定以上に活発化すると発生する電磁波、あるいは地ち殻かくの震しん動どう波が、彼女の脳波と共鳴するという仮説です。──およそ信じがたい説ですが、彼女の言葉通りの場所にドクター・サトウが開発した〝ボトムズ・アンカー〟を打ち込むことで、〝黄金火山〟が鎮ちん静せい化したのです」

　当たり前だが、当初は国籍不明の少女の言うことなど誰だれも相手にしなかった。

　しかし、たった一人だけ予言の的中率に気づいた者がいた。

　天才、沙藤葉である。

　当時の葉は少女の予言に従って〝ボトムズ・アンカー〟を打ち込み、世界を救った。

　各国の要人たちは葉を讃たたえつつも、その時になってはじめて少女の重要性に気づいたのである。

「ドクター・サトウの協力もあり、当時は噴火を抑おさえることができました。しかし〝黄金火山〟の活動が止まったわけではありません。ドクターはすでに、より正確なデータを得るための海底基地〝ゴールド・ピット〟の建設を行っていましたが、そこに予言者ともいうべきアンジーが滞在することで火山対策は完成しました。より〝黄金火山〟に近いこの場所にいることで、アンジーの予言の的中率が九十八パーセントを超こえたのです」

　北海の波を揺ゆりかごにし、〝黄金火山〟の声を聞くことができるアンジェリン。

　彼女なくして、一年前の危機回かい避ひはあり得なかった。

　欧おう州しゆう諸国もそのことを思い知ったからこそ、彼女に非礼を詫わび、平身低頭して海底基地に招いたのである。

「アンジェリンは現在、先ほどご説明した三つのエリアのどこにも属さない中央エリアに住んでおります。いぜんとして彼女は国籍を持たず、いずれの国の領土に足を踏ふみ入れることもありません。なぜなら彼女は人類社会にとって中立であり、特定の国の政治によって左右される存在であってはいけないからです。どの国の国民でもないからこそ──世界で唯ゆい一いつ、彼女にだけ〝ボトムズ・アンカー〟射出の決定権が与あたえられているのです」

　アンジェリンは世界全体の平和を願う妖精でなければならない。

　もしいずれかの組織や国が彼女を抱だき込み、悪意をもってコントロールすれば──〝黄金火山〟の噴火を見過ごして、世界を破は滅めつに導くことも可能だからである。

　そして、それが可能だからこそ。

　口では何といっても、自らの国に引き込みたいという人々がいるのも現実である。

「かわいそうに。あの年とし頃ごろなら、自由に外を遊びたいんじゃないのか」

　女好きのジュニアが憤ふん慨がいするのも当然だ。

　しかし、そんな同情が全くの見当外れであることを、葉は知っている──。

「なお、ここで説明した〝黄金火山〟、〝ゴールド・ピット〟、およびアンジーの存在は一いつ般ぱんには公表されておらず、国際条約によって機密指定されております。うっかり愛する奥さんに喋しやべってしまったら、その時点で国際指名手配犯です。ご注意くださいませ」

　狭い通路が終わり、広いフロアに出た。

　第一印象はともかく、案内人も一応はプロフェッショナルである。一連の説明を終えると同時に、一行は大きな扉とびらの前に到とう着ちやくした。

「さて、研究所の見学や観光もせず、最もつまらない直通ルートを通ったおかげで、さっそく到着しました。ここより先がアンジーの住まう空間となります」

　耐たい圧あつ構造の分厚い扉は電子的、および物理的なロックを併へい用ようしたものだ。扉の両りよう脇わきには自動小しよう銃じゆうを持つ兵士が控ひかえている。

　ロックや兵士は当然、外敵からアンジェリンを守るためのものであり──。

　同時に、アンジェリンを外に出さないためのものでもある。

「まずはドクがアンジーと面会させていただきます。この頃ごろ頻ひん発ぱつしている噴火の兆候について、混じりけのない正確な情報を彼女から聞き出しましょう」

　ノーラの言葉に、葉は顔を強こわばらせた。

「い、いやだ……！　ぼくは──」

　しかし、その時。

　基地長の懐ふところから、電子音が響ひびいた。

「なんだ？　今、取り込んで──」

　携けい帯たい電でん話わのように見えるが、葉の知らない機種である。〝ゴールド・ピット〟内でのみ使われている通信装置かもしれない。

　基地長が顔を強ばらせた。すぐに電話を懐に戻もどし、兵士に向かって首を左右に振ふる。

　兵士が横に移動し、扉の前に立ちはだかった。

「──これは、どういうことでしょう？」

　ノーラが基地長を睨みつけた。

「アンジーが、ドクターとの面会を拒きよ否ひしました」

「なんですって？」

　訊きき返したのはノーラではなく、ファリザ事務総長だった。

「今日の面会は、すでに了りよう解かいを得ていたはずよ？　なぜ、今になって……？」

「体調が優すぐれないとのことです」

　冷静に言い放つ基地長に、ノーラが詰つめ寄った。身長差のある両者が向かい合うと、ただでさえ威い圧あつ感かんのあるノーラが食人鬼オーガのごときである。

「天才との面会は、何よりも優先されます。お腹なかが痛いと言って通学バスに乗るのを拒こばむ幼児じゃあるまいし、面会は予定通りにさせていただきます」

「ここで最優先される人間は、アンジーです。彼女が拒む以上、ドクター・サトウといえど面会は許可できません。申し訳ありません。今日のところはお引き取りを」

　機械的な謝罪をする基地長。

　時間の無む駄だだと、一秒で判断したのだろう。ノーラが踵きびすを返し、扉に近づく。

「ドクはアメリカ政府を通じて、国連の依い頼らいによってここまでやって来ました。そのゲストに対する無礼は許されません。今すぐにそこをどいて、ドクを通しなさい」

　扉を守る兵士が、小銃を構える。

　さらに思いがけない援えん軍ぐんが、扉の前に立ちふさがった。

　ここまで葉たちとともにやって来た、ヨーロッパ各国の代表者たちである。

「強要するのはよくありません、ダーリン女史」

「今、アンジーの機嫌を損そこねるわけには……」

「どうか、ここは穏おん便びんに……」

　この事態には、さすがのノーラも驚おどろいたようだ。

　つい先ほどまで葉を招待した側だったはずの人間が、電話一本で裏切ったのである。

　だが──当然の行動ともいえよう。

　もし今、アンジーの機嫌を損ねてしまい、彼女が噴火の兆候を見み逃のがすようなことがあれば、それは自国のみならず世界の破滅に繫つながるのである。

「事務総長」

　こいつらをどうにかしろ、とノーラが視線でファリザ事務総長に促うながした。

　数秒の逡しゆん巡じゆんの後、事務総長が首を左右に振る。

「……遺い憾かんです」

　フロアの気温が、急激に下がっていくのを感じた。

「この、クソ凡ぼん人じんどもが……」

　ノーラが眉まゆを吊つり上げた。ゆっくりと懐に手を伸のばす。

「天才よりも、この奥にいる小こ娘むすめが最優先だと？　貴様らはどこまで馬ば鹿かなんだ。世界を救えるのは天才であるドクであって、あんな乳臭くさいガキなどではない。それをこんな侮ぶ辱じよくをして、タダで済むと思っているのか？」

　場に緊きん張ちようが走った。物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きを纏まとって懐に手を入れるノーラを、全員が警けい戒かいする。

　これは──チャンスだ。

「放せっ！」

　葉はがむしゃらに暴れて、ジュニアの腕うでからの脱だつ出しゆつに成功する。

「今さら、アンジェリンに会ってたまるか……！」

　隙すきを突ついて包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、やって来た通路を走り出す。

「会ったら、きっと殺される……！」

「何をしている、クソ駄だ犬けんが！　ドクのそばから離れるな！」

「アイアイサー！　……ったく、俺までとばっちりかよ」

　すぐにジュニアが葉を追いかけた。葉は走りながら周囲の備品をなぎ倒たおし、追いかけてくるジュニアの障害物にする。

「くそっ！」

　足止めを喰くらってスピードを落とすジュニア。

　葉はその後も通路を荒あらしながら走り続け、『マンタ』の格納庫に飛び込む。

「こんなところにいられるかっ……！　ぼくは療りよう養よう中なんだ！」

　壁へき面めんに設置された非常用電話の横に、パネルがあった。設計に携たずさわった頃の才能はもうないが、それを操作するくらいは今の葉でもできる。

　タイマーを設定し、葉は『マンタ』に乗り込んだ。内側から扉を閉じ、運転席に座る。

　足あし下もとから、地じ響ひびきが伝わった。格納庫内部への注水が開始されたようだ。

「……！」

　直後、外から大きな金属音が響いた。

　誰かが格納庫の扉を開けたのだ。格納庫を浸ひたす水を蹴けり、『マンタ』に接近する人ひと影かげがモニタに映し出される。

　葉が乗る『マンタ』が揺れた。

「てめえ……ハイスクール時代、一度でも俺から逃にげられたことがあったか？」

「ジュニアぁぁっ！」

　機内に乗り込んで来た大男を押し返そうとするも、非力な葉が敵かなうはずもない。

「お、降りろ！　貴様をこの機体に招待した覚えはない！」

「てめえこそ、降りやがれ！　勝手なことをされると、俺の評価が下がるんだよ！」

　互たがいの髪かみを引っ張り合っているうちに、注水が完かん了りようしてしまった。

　特とく殊しゆ部隊の怪かい力りきによって両りよう腕うでは封ふうじられたが、葉の伸ばした脚あしが浮ふ上じようスイッチを押すことに成功した。ゆっくりと『マンタ』が浮上していく。

「ふ、ふはははっ！　ぼくの勝ちだ！　さっさと海上の『ロイヤルパレス』に、回収要よう請せいを出すがいいっ！」

「ちいっ！」

〝ゴールド・ピット〟から脱出した『マンタ』が、海流に乗って深海を航行する。

　非力な『マンタ』に、海流に逆らうパワーはない。風上から風下に流れる風船と同じだ。再び海底基地に戻るには海上で回収され、海流を遡さかのぼった先まで運び直してもらった上で、また下ろしてもらう他ほかにない。

「──浮上する予定の座標を、『ロイヤルパレス』に打だ診しんしといたぜ」

　基地への帰き還かんを諦あきらめたジュニアが、苛いら立だった声で言った。

　海中での通信手段は限られている。『マンタ』から海上への通信は、信号を記録した小型のビーコンを射出して海上に浮ふ上じようさせることで行われる。

「ッ……！　ッ……！」

　後ろ手に縛しばられ、猿さるぐつわまでされた葉がもがく。

「おとなしくしろ。てめえがお偉えらい立場じゃなかったら、魚のエサにしてるところだ」

　運転席を強ごう奪だつしたジュニアが操縦すること、十数分。

　そろそろ海面が見えるかといった頃ころに、『マンタ』のレーダーが警告音を鳴らした。

「なんだ？　魚群か？　岩がん礁しようってことはないだろうが……」

　レーダーの端はしから、大きな影かげが『マンタ』に接近しつつあった。レーダーを占しめる黒い影の大きさは、しかし魚群の比ではない。

「おいおい……ウソだろ……？」

　潜せん水すい艇てい正面に設置されたカメラが映しだした影を見て、絶句するジュニア。

　葉ももがくことを忘れ、映像を凝ぎよう視しする。

　海面に近づいたことで、かろうじて日の光が届く海中。

　その中を、ゆっくりとこちらに向かって迫せまり来るのは──。

「潜せん水すい艦かん──」

　まだ距きよ離りが遠いながらも、丸みを帯びた艦かん影えいを見み間ま違ちがえるはずがない。

　海面すれすれを進む巨きよ大だいな要よう塞さいが、モニタ内で大きくなっていく。

「この水域を潜水艦が通るだなんて警告は出てないぞ！　どこのバカだ！　ドイツか？　スペインか？　『ロイヤルパレス』や〝ゴールド・ピット〟にも通達されてなかったってことは、極ごく秘ひ任務中なのか？　今から避よけて、間に合うかどうか……！」

「んーっ！　んーっ！」

「うるせえ！　どうした、天才様！　小便か？」

　怒ど鳴なりつつ、ジュニアが葉の猿ぐつわを外した。

「ファック！」

　第一声で怒いかりを吐はき出し、第二声で警告する。

「ダメだ！　このまますれ違ちがえ！　横に回かい避ひしたら、『マンタ』の速度が落ちるぞ！」

「バカか、てめえは！　すれ違ったりなんかしたら、潜水艦が巻き起こした海流にもまれて制せい御ぎよ不能になるぞ！」

「速度を落とすよりはいい！　今すぐにこの海域から離れろ！　あの潜水艦がこんな海面近くを──いや、海底から離れて航行してる理由が分からんのか！」

　葉の警告もむなしく、モニタに映し出された潜水艦が小さな気き泡ほうを吐き出した。

「あ、あああああ……」

「なんだ？　尻しりから何か落としたぞ？　フンか？」

　潜水艦から発射された細い影が、するすると海底深くに潜もぐって消える。

　それが何なのか、葉には一目で分かった。

　当然である。

　それをこの世界に産み落としたのは、他ならぬ葉自身なのだから。

「〝ボトムズ・アンカー〟だ……」

　自らが生み出した災さい厄やくによって、藻も屑くずとなれ──。

　そう、海の神ポセイドンに宣告された気がした。
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「ぐうっ……！」

　何の前まえ触ぶれもなく訪おとずれた危機に、葉の脳のう髄ずいが悲鳴を上げた。

　潜水艦が迫るモニタに、ぼんやりと人の顔が映り込む。

　──ぼくの遺物だ。受けとるがいい。

　そいつが、そう囁ささやいた。

　激しい頭痛が生み出した幻げん覚かくであり、もういないはずの人物の亡ぼう霊れいでもある。

　そいつは──葉と同じ顔をしていた。

「ぼくの拘束を解け──いや、もういい！　すぐに潜水艦の右側に回り込めっ！」

　大おお粒つぶの脂あぶら汗あせで濡ぬれた顔を歪ゆがめながら、葉は絶ぜつ叫きようする。

　運転席のジュニアが、奥歯を嚙かむ。

「バカ言え！　今さら海流に逆らえって？　間に合わない！　正面衝しよう突とつしちまう！」

「さっさとしろ！　本当に間に合わなくなるぞっ！」

　葉の視界に、輝かがやく星雲が飛び散った。現実世界の無む駄だな情報を完全に排はい除じよし、飛び散る星が先ほどの〝ボトムズ・アンカー〟射出の瞬しゆん間かんを象かたどる。

　ドライバーで脳を抉えぐられるような頭痛を堪こらえ、葉は双そう眸ぼうを見開いた。

「〝ボトムズ・アンカー〟の初速が遅おそかった！　あれでは、海底に突き刺ささる直前に爆ばく発はつが発生する……！　衝しよう撃げき波はが来るぞ！」

　ガラクタに成り下がった葉に残された、ほんの一ひと握にぎりの才能。

　かつての天才の残ざん滓しをかき集め、計算する。

「ぼくが作った兵器だ。──言う通りにしろ」

　苦く悶もんに顔を歪める葉を一いち瞥べつし、ジュニアがモニタに向き直った。

「アイアイサー！」

　急速旋せん回かいをし、海流の壁かべにぶつかった『マンタ』が激しく揺ゆさぶられた。

「後部コンテナの排はい水すいを開始しろ！　浮上しながら潜水艦とすれ違う！」

「くっ……！　ぶつかるぞ！　つかまれ！」

　手を縛られた葉に向かって、ジュニアが無む茶ちやなお願いをした直後──。

　モニタの映像を、潜水艦の巨影が埋うめ尽つくした。

『マンタ』を激しい衝撃が襲おそう。

「ぐあああっ！」

「くそっ……！」

　潜水艦の装そう甲こうをかすめた『マンタ』が、衝撃と海流に翻ほん弄ろうされて錐きりもみ状態になる。

「ジュニア様をナメんじゃねーぞ！　こんなじゃじゃ馬──」

「む、無理に体勢を立て直さなくてもいい！　それよりも浮上だっ！」

　上下左右も分からない状態で計器と激げき突とつしながら、葉は叫さけんだ。頭の中で時を刻んでいたタイマーが、ついにゼロを示す。

「来るぞ！　──〝ボトムズ・アンカー〟だ！」

　葉が叫んだ、次の瞬間。

　機内に設置されたモニタが一つを残して、全すべてノイズで埋め尽くされた。

　突き上げられるような、無音の衝撃。照明が完全に落ち、真っ暗になる。

　残された唯ゆい一いつのモニタに映し出されたのは、真っ青な──大空だった。

　海底からの衝撃が、潜水艦の表面を迂う回かいして『マンタ』を襲ったのだ。その威い力りよくによって潜水艇が海面から飛び出し、激しい衝撃とともに海面に落下する。

　着水の衝撃で、最後のカメラも壊こわれたのだろう。機内のモニタが完全に沈ちん黙もくした。

「──」

　計器に頭をぶつけた衝撃で、葉は気絶していたようだ。

　内側に残った頭痛と、外部から刻まれた頭痛。ダブルの激痛によって目が覚めると、葉は計器の上に寝ね転ころがっていた。

　横向きになった『マンタ』の機内を見回すと、ジュニアの姿がない。

「……」

　歌声が聞こえた。アメリカ国歌だ。

　下手へたくそな音程に誘さそわれて機内を歩くと、出入り口の扉とびらが開いていた。

「──この場合、動物保護団体に怒おこられるのは、どの国の誰だれになるんだ？」

　潮気に満ちたそよ風と、ジュニアの皮肉な笑えみが葉を出で迎むかえた。

　横向きになって海上に浮うかんだ『マンタ』の上に、不ふ肖しようの元同級生が寝転んでいた。

　潮風は微び風ふう。波は非常に穏おだやかだ。

　よく見ると海面のあちらこちらに、魚の死し骸がいが浮かんでいた。先ほどの〝ボトムズ・アンカー〟の衝撃でやられたのだろう。

「状じよう況きようは？」

　芋いも虫むしのように機外に這はい出し、ジュニアに自分の腕うでを見せる葉。

　ジュニアが面めん倒どう臭くさそうに、葉の拘束を解いた。そしてまたすぐに寝転がる。

「各計器、通信機器、エンジンの全てが故障。燃料もなし。ビーコンも応答なし。コンテナの空気のおかげでこうして浮かんでいる状態で、生存者二名であります、天才様」

「明快な報告だ。漂ひよう流りゆうの一言で済ませば、もっと良かった」

「潜水艦を盾たてにしたおかげだ。反対側に逃にげていたら、潜水艦に叩たたき付けられて海中で木っ端ぱ微み塵じんになってた」

　扉を挟はさみ、ジュニアと並んで『マンタ』の上に寝ねそべる葉。

　海上と海中の流れは、まったくと言っていいほど速度が異なる。当初、浮上予定だった場所に辿たどり着くことはできないだろう。葉たちを回収するはずだった『ロイヤルパレス』も、今いま頃ごろはこちらを見失って途と方ほうに暮れているはずだ。

「貴様、何を食ってる」

「チョコバーだ。必ひつ需じゆ品だぜ」

「ぼくにもよこせ」

「今、食い終わった」

「あいかわらず美味おいしいものは独ひとり占じめか……」

「落ち着いてるな、天才様。もちろん助かる見込みはあるんだろうな？」

「慣れているだけだ。海を漂流するのは三度目だ」

「俺は二度目だ」

　大空を渡わたり鳥の群れが通り過ぎた。──鳥の種類と生態、風の向き、海流などを正確に計算すれば現在位置が分かるかもしれない。だが今の葉はガラクタなりに全力を尽くした直後で、そんな気力は残っていなかった。

「どこの国の潜水艦だか知らんが、二人の英えい雄ゆうを殺しかけたツケは払わせてやるぜ」

「ぼくは英雄だが、貴様は英雄だったパパの息子むすこだろうが。それとも孫だったか？」

「確かにうちは代々軍属だが、家系じゃ戦場を生き残れない。思い知ってるんだよ」

「思い知る場面を見み逃のがしたことを生しよう涯がい後こう悔かいしそうだから、その話はしないでくれ」

　葉は青空に向かって、嘆たん息そくした。

「……アンジェリンだ」

「あん？」

「〝ボトムズ・アンカー〟射出の権利は、世界で唯一、アンジェリンだけにある。だから、あの潜水艦がどの国のものだろうと、あれを撃うったのはアンジェリンの判断だ」

「また噴ふん火かの兆候があったってことか？」

「ぼくを殺そうとしたんだ」

　のそり、とジュニアが大きな身体からだを横向きにした。青い瞳ひとみで葉を見る。

「……どういうことだ？」

「アンジェリンは、ぼくを恨うらんでいるんだ。ぼくが彼女にひどいことをしたから……」

「彼女には俺も会ったが、人を殺すような子には見えなかったぜ」

「……」

「よく分からんが」

　ジュニアがまた仰あお向むけになって、両りよう腕うでを頭の後ろに回した。

「少なくとも彼女をアンジェリンと本名で呼んでるのは、お前以外に見たことないぜ」

　それきり、二人の間に沈黙が落ちる。

　できればこのまま無駄なエネルギーを消費せず、救助を待ちたかったが──隣となりにいる男は、そうは思わなかったようだ。

「最近、調子はどうだ？」

「……話せば、長くなる」

　答えずにいると、実力行使に出るのがジュニアである。ハイスクール時代にそのことは学習済みだ。仕方なく相手をせざるを得ない。

「じゃあ、昨日は何をしてたんだ？」

「ハンダゴテを手に入れたかった」

「……は？」

　葉はノーラによって連れ出される直前──つまり日付変へん更こう線を越こえる前、沖縄の自宅で起きた出来事を思い出した。自然と怒いかりがこみ上げる。

「ぼくは暑さに耐たえられず、エアコンを直す決意をしたんだ。買い替かえようにも、そんな金はないからな。だが本体をバラしたものの、回路の制せい御ぎよ線が焼き切れていた。そこで隣の家に住むオジィとやらから、ハンダゴテを借用した。庭の畑の手入れをまた手伝うことを条件にだ。だが室内で作業するには暑すぎるし、油で畳たたみが汚よごれてしまう。だから庭で作業しようとしたのが、運うんの尽きだった」

　アメリカから逃とう亡ぼうした際に、それまでの財産は全て処分してしまった。

　おまけに先日の〝破壊者デモリツシヤー〟の件でも、葉は一いつ切さいの謝礼を拒きよ否ひした。全ての原因は葉の〝災厄論文〟が流出したせいであり、葉のファンが引き起こしたこと。つまりは葉のせいだからだ。

「そこへ近所のガキどもの襲しゆう撃げきを受けた。知性の欠片かけらもないヤツらは、ぼくの作業を勝手に見学し、勝手に飽あきて、「そんなことよりも」という意味の分からない論理で、近所に住む幼なじみのことを語った。なんでもかつては人気者だった幼なじみが、中学生になってから挫ざ折せつし、高校生になるも、ついに自宅に引きこもって出てこなくなったという。くだらない話だ。ぼくはそんな引きこもりなどではなく、もっと凶きよう悪あくな立てこもり犯の説得だってしたことがあると語ってやった。するとヤツらは何を勘かん違ちがいしたのか、ぼくをその引きこもりのもとに力ずくで連行し……」

　遠えん慮りよのない隣りん人じんどもを思い出し、葉は再びため息をつく。

「ぼくの庭には、エアコンのバラバラ死体が転がったままだ」

　その後はノーラに連れ出され、挙げ句は北海に放ほうり込まれたというわけである。

「……俺はお前の話を訊きいたんだが」

「まぎれもない、最近のぼくの話だ」

　しばしの沈黙の後、大だい爆ばく笑しようが海原うなばらに響ひびき渡った。

「ぎゃはははははっ！　お前が？　金がない？　畑の手入れ？　引きこもりの説得？　あの天才様がかよ！　いつもむっつり顔で、吸きゆう血けつ鬼きみたいに日差しの下もとに出ようともしなかった、あの！　天才様が！」

　葉は無意識に懐ふところをまさぐって拳けん銃じゆうを探したが、残念ながらなかった。殴なぐりつけようにも、ＳＥＡＬｓ隊員に肉にく弾だん戦を挑いどむほど無む謀ぼうではない。

「なんだ、お前？　ひょっとして、落ちぶれたのか？」

「好きなだけ笑えばいい。ぼくの実力を知っている分、あの島の連中よりはマシだ」

　馬ば鹿かにされ、笑われるほうがよっぽどいい。

　落らく胆たんされるよりは。

　そのことに気づくことができたのは、沖縄に逃げ込んだからだ。

　あの島に住む人々は、葉に期待などしない。何も出来ない葉に呆あきれ、叱しかりつつも、そこで生きることを否定はしない──。

「貴様のほうは、どうなんだ。どうせ女を口説いていたんだろうがな」

「はあー……俺か？」

　五つも年上の元同級生が、目に涙なみだを浮かべながら、ようやく笑い止やんだ。

「お前の護衛をするにあたって訓練の日々さ。『ロイヤルパレス』から『マンタ』に乗って、案内人を口説いて」

「結局、口説いていたのか……口説いてから、迷っていたのか……」

「定刻にアメリカ本国に報告をして……それくらいだな」

「ふん、愛国心も変わらずだな。我が愛するアメリカよ！　というところか」

　葉の皮肉が、呼び寄せたのか。

　海原の先にポツリと黒い影かげが現れた。

　ジュニアもそれに気づいたようで、上体を起こす。

「国は必要だろ、どんな人間にもな」

「ぼくには必要ない」

「お前は、人じゃないからな……」

　北海は航行する船が多い。

　運が良ければ漁船かタンカーが見つけてくれるかもしれないと思っていたが、一直線にこちらに向かってくるそれは違ちがった。

「お前は、ただの天才だ」

「……」

　イギリス海軍空母『ロイヤルパレス』である。

「でも──どうやら、少し人間に近づいてるみたいだけどな」

　人以下に落ちぶれただけだ──。

　そう言うよりも先に、ジュニアが青い瞳で葉を見た。

「だったら、帰る場所が必要になるさ」

　軽けい薄はくな彼にしては珍めずらしい、真しん剣けんな眼まな差ざしだった。

　短い同窓会は、それで終わった。

　巨きよ大だいな空母が『マンタ』のそばに航行し、一人の天才と一人の海兵を回収する。

「──ドクターたちがこの海域にいると、連れん絡らくがありました」

　拾い上げた葉たちに向かって、数時間ぶりに再会した艦かん長ちようがそう言った。

　タオルを羽織り、医務員によるチェックを受けながら、ジュニアが尋たずねた。

「連絡？　誰だれからです？」

「アンジーです」

　葉は硬こう直ちよくした。

「誰が、お前を殺そうとしたって？」

　ジュニアがニヤリと笑えんで、葉を見た。

　艦長が言う。

「国籍不明の潜せん水すい艦かんによる〝ボトムズ・アンカー〟の射出は、我々のセンサーも感知しました。あれは〝ゴールド・ピット〟を通していないものです。もちろんアンジーによる判断でもないので、重大な問題となるでしょう。我々はドクターたちを見失ってしまいましたが、すぐにアンジーからの連絡があり、一刻も早く救助に向かって欲しいと──」

「──そんなことは、どうでもいい」

　葉は艦長に摑つかみかかった。

　アンジェリンは葉を殺すどころか、救うために動いた。

　それは葉にとって意外な事実だったが、そんなことはもう関係がなかった。

「今すぐにイギリス本土に戻もどり、ぼくが帰国するための飛行機を用意しろ」

「は？　しかし、それは……」

「このトラブルでぼくは負傷した。ただちに本格的な治ち療りようが必要だ。こんな船の上じゃなくてな！　そして精神的にも消しよう耗もうしたぼくは、帰国して療りよう養ようする必要がある！」

「それにはファリザ事務総長の承しよう認にんを……」

「今ここでぶっ倒たおれてやろうか？　それこそ必要な治療を受けさせなかったイギリスが、非難を受けることになるぞ！　それとそこのグッドオール一いつ曹そうを、ただちに拘こう束そくしろ！　ぼくに対する暴力行こう為いがあった。無む理り矢や理り、拘束しようとしたんだ！　とっ捕つかまえろ！」

「なっ……！　てめえ！」

　葉はその後も艦長を脅おどし続け、イギリスに帰き還かんすることに成功した。

　さらに身み柄がらを拘束されたジュニアを置いて、用意させたチャーター機を囮おとりにして、一いつ般ぱんの航空機に紛まぎれ込み──。

　丸一日をかけて、日本国に帰還することに成功した。

　那覇空港に降り立ち、はじめて沖縄にやって来た時のように、国道を歩くこと数時間。

「──ふ……ふははは」

　自宅がある嘉か手で納な町に舞まい戻った。

「か、帰ってきたぞ！　ぼくの勝ちだ！　あんな恐おそろしい海など、二度と行くもんか！」

　住宅地のど真ん中で、燦さん々さんと輝かがやく太陽に向かって吠ほえる葉。シャツは汗あせまみれで、勲くん章しようをつけた礼服は持つのも面めん倒どうで腰こしに巻いている。

「はいさい」

　通りかかった老ろう婆ばが、葉に声をかけた。

　照瑠の祖母だ。命を救ってやってからも、たまに葉の自宅まで菓か子しや魚を貢みつぎにやって来ることがある。

「うむ」

　いつもなら無視するところだが、機き嫌げんが良い葉は老婆に向かって頷うなずいてやる。

　道路を歩き、『みそら商店』の前を通り過ぎようとして──立ち止まる。

　戸を少し開けて、店内を覗のぞく。

「ああ、はいさい」

　快活そうな中年女性が、カウンターで顔を上げた。葉は舌打ちする。

「ちっ……今日は年寄りのほうか」

「……殺すぞしなすんど……」

　オーナーの低い声を無視して、戸を閉める。

　自宅への帰路に戻り、　坂道を下りていく。

　海岸沿いの道路に出ると、すぐに高い声が響いた。

「あーっ！　ドクだしー！」

　声が聞こえたのは、家の正面にある小さな砂すな浜はまからだった。

　そちらを見て、葉は思わず立ち止まる。

　水着姿で遊ぶ少年と少女たちの姿が、目に映った。

「ドク！　今までどこ行ってたの！　心配したさ！」

　怒おこった顔でそう言ったのは、陸だった。ビキニの水着を着てボールを抱かかえているあたり、言葉に何の説得力もない。──説得力はないが、その長い手足とボリュームのある胸は、不本意ながら目を引かれるものがある。

「誰を見てるのかな？　ん？」

　陸のとなりにいる少女、佳か織おりが物ぶつ騒そうな目つきで葉を睨にらんだ。彼女の水着はフリルのついたスカートである。こいつは単なる殺さつ人じん鬼き予備軍なので、外見はどうでも良かった。

「ドクもやる？　観光客ナイチヤーの真似まねだし」

　ワンピースの水着の上から、やっぱり日焼け防止のタオルをかぶった少女、照瑠が葉のもとに駆かけ寄った。観光客の真似とは察するに、水着で遊ぶことだろう。彼ら地元の人間は海で遊ぶのに水着を着ることは少ない。大たい抵ていはシャツのままである。

「おー、ドクも来いよー」

「ドクだ！　ドクだ！」

　夏生と春はる正まさという、男兄弟の水着姿に至っては、視界に入れるつもりもない。

「又また吉きちんとこからいなくなったきり、消えちゃって……どこで何してたの、ドク！」

　陸も葉のもとに駆け寄ってきた。

　だが今の葉には、そんなガキどもの水着姿など、どうでもよかった。

「海底火山が噴ふん火かしそうで……潜水艦に殺されかけたり……」

「またワケわかんないこと言ってるし！」

　うわの空で照瑠に蹴けられながらも、葉の視線がある一点から離はなれることはなかった。

　水と戯たわむれる、麗うるわしい女め神がみの姿である。

「あー、ドクくん。はいさぁい」

　毛先から水を滴したたらせながら、女神──陸の姉である海うみが笑顔でこちらを振ふり向いた。濡ぬれたＴシャツの下に、うっすらと下着のラインが透すけていた。

「こ、ここは……天国だ……！」

「あれー？　ドクくん、なんで泣いてるのー？」

「……照瑠さん、どうぞ、やっちゃってください」

「了解ウイルコ！　キモイし！」

　みぞおちに照瑠のソバットを喰くらう、葉の頭上。

　晴れ渡わたった沖縄の空を、戦せん闘とう機が通り過ぎた。
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　地面から突つき出た岩にもたれかかり、アンジェリンは息を吐はいた。

「ああ……よく聞こえるわ。今日はとてもご機嫌みたい」

　湿しつ気けに満たされた、この世で最も清純な森。

　その中心に、アンジェリンが住む家はあった。塀へいはなく、小さな庭だけがある。

「ねえ、ドク。あなたには聞こえないの？」

　うっすらとまぶたを開くと、小こ柄がらな人物が佇たたずんでいた。

　はじめて出会った時のように音もなく。気配もなく。あたかも森の一部のように──否いな、大げさなことを言えば、地球の分身であるかのような佇まいだ。

　相変わらずのしかめっ面つらでなければ、人間であることを忘れてしまう人物。

「ぼくには必要ない」

　沙さ藤とう葉よう。そんな名前すらも、彼にとっては邪じや魔まな飾かざり物でしかないのだろう。

「君だけの機能だ」

　天才。

　英えい雄ゆう。

　そんな曖あい昧まいな代名詞のほうが、かえって彼──たぶん彼女ではなく彼、の存在を自然に物語っているのかもしれない。

「アンジェリン」

　沙藤葉が身体からだの向きを変えた。勲章だらけのジャケットを、ほんの少しだけ揺ゆらす。たったそれだけのために、森の空気が彼のために少し遠のいた。

「わたしだけの……」

　アンジェリンは、吐と息いきを漏もらした。

　沙藤葉の目に、今の自分はどう映っているのだろうか？　おろしたてのワンピースを着ていることや、彼と会うために二時間もかけて長い白はく髪はつをブローしたことに、気づいてくれているだろうか？

「だから、みんながわたしに優やさしくしてくれるのね」

　葉は答えなかった。彼が沈ちん黙もくする時は、答える必要がない時である。

「ねえ、今日はおうちに寄ってくれる？　また様子を見に来ただけなんて、言わないわよね？　イギリスの人が美味おいしいビスケットをくれたの。紅茶もいっしょよ？　それとも、オランダの人がくれたお菓子のほうがいいかしら。すごいのよ、国際コンクールで世界一に選ばれたんですって」

　アンジェリンは岩から身を離し、葉に駆け寄った。ジャケットの裾すそを摑む。

「最初から、オランダのお菓子のほうを先に勧すすめるかどうか迷ったわ。でも今回はイギリスの人にもらったほうが美味しいと感じたから……それに世界一、なんてドクにとっては何の意味もない付加価値だと思ったの」

　そう言って、精せい一いつ杯ぱいの明るい笑えみを浮うかべてみせる。いつもご機嫌をうかがわれる立場のアンジェリンだが、世界で唯ゆい一いつ、葉に対してだけは立場が逆になってしまう。

「……」

　葉が無言で、視線をそらした。

　彼の視線の先にあるのは、森の木こ陰かげに建てられた小屋だった。アンジェリンの住居よりも、一回り小さい。

「そうだわ、すっかり忘れてた。お菓子のことで頭がいっぱいで……。秘密基地を作ってもらったの。今のおうちはわたしが住むっていうより、お客さんをおもてなしする場所になっちゃったから。あそこは誰だれも入っちゃいけない、わたしだけの場所」

　小屋と葉の横顔を見比べ、アンジェリンは頰ほおを上気させた。

「わたしと……ドクだけの、場所」

　小さな声で訂てい正せいする。

　余計なことをしただろうか、と顔色をうかがうアンジェリンを、葉が一いち瞥べつした。

「ノルウェー産の木材だ」

　アンジェリンは顔を輝かせた。

　今、葉はジョークを言ったのだ。色々な国の話をするアンジェリンに合わせてくれたのである。つまり葉にとって、アンジェリンと共感するのは無む駄だではないということだ。

「ここには色んな国のものがあるけど……国って一体、何なのかしら？」

　アンジェリンは嬉うれしくなって、ステップを踏ふんだ。剝むき出しの岩がん盤ばんの上で、スカートの裾をはためかせる。

「毎日のように、色んな国のお客様がここに来るわ。でも、みんな決まって同じことを言うの。〝黄金火山〟の様子はどうだい？　何か欲しいものはないかい？　ますます綺き麗れいになっていくね。ところで他ほかの国は昨日、君に何と言っていったんだい？　──違ちがう国の人たちなのに、どうして同じことしか言わないのかしら？」

「生存率を上げるためだ。一方の生存率が上がれば、他方が下がる場合が多い。誰だれだって、下がる側にはなりたくない」

「みんな仲良く、同じ生存率で我が慢まんすればいいのに」

「領土や資源が無限なら、それも可能だ。だが現実はそうじゃない。弱い立場に耐たえることはできても、いつ出し抜ぬかれるかという疑心には耐えられない」

「領土と、資源……外の世界は広いんでしょう？　それでも足りないの？」

「言い換かえよう。動物は安心感のために無限にそれを求めるんだ。縄なわ張ばりが広いほど、生存率が上がる。最初は血族だが、人間の場合はグループを求め、組織を求め、人種を求め、最も広いものとして国を求める。それが侵おかされれば、自らの命が危あやぶまれるんだ」

　アンジェリンはダンスを踊おどり、葉は直立不動。

　二人がこの森で相まみえる時は、いつだってそうである。

「ドクも、そうなの？」

　答えが分かりきった質問を、わざとしてみせる。

　思った通り、彼は当然の答えを返した。

　沈黙。

　国、ひいては領土や種族など、完かん璧ぺきな彼にとっては邪魔な存在でしかない。

「わたしは血族……家族なんて、いない」

　アンジェリンはダンスをやめ、遠ざかってしまった葉との距きよ離りを歩み寄った。

「グループも組織も人種も、領土もないわ。わたしもドクと同じ。国なんて必要ない」

「ぼくと君は違う。君はいずれ、必要になるだろう」

　あっさりと否定され、アンジェリンはムッとした。

「どうして？」

「君は弱い。それなのに命の危機と無む縁えんなのは、ここが世界で最も安全な場所だからだ」

　葉が、いつもの不ふ機き嫌げんな顔で、アンジェリンを見み据すえた。

「君が──ここにいる限り」

　アンジェリンがここにいれば、この森は世界で一番安全な場所となる。

　だから彼女は──永遠にここに引きこもることを決めたのだ。

「ドクも……弱くなればいいのに」

　アンジェリンは、葉の懐ふところに飛び込んだ。彼を抱だきしめる。

「そうなったら、わたしが家族になってあげる」

　葉は沈黙で返した。

　アンジェリンの申し出は、彼にとって答えるまでもない無駄なことなのだろう。

　だが、ドクの佇まいが寂さみしそうに見えるのは、彼女の勘かん違ちがいだろうか？

　ごく自然で、世界の一部のように透き通った彼は。

　邪魔で、他者と干かん渉しようしあうしかないような──人間になりたいとは、ちっとも思わないのだろうか？

「ここを、わたしたちの国にしてあげる」

「……」

「お願い、抱きしめて。答えなくてもいいから、わたしがバラバラになる前に……」

　葉自身が何と言おうと、アンジェリンと彼は同じ存在だ。

　どの国にも属さず、しかし、どの国にとっても必要とされる存在。

　この世に二人しかいない、そんな自分たちが同種でなくて、何というのだろう？

「ドクは、わたしのお願いを聞かなきゃダメなの」

　アンジェリンが呟つぶやいた、卑ひ怯きような誘さそいの言葉に対して──。

「だって、わたしをこんな風にしたのは、ドクなんだから……」

　沙藤葉が、アンジェリンの細い身体を抱き返した。







　　　２＊１




「だって、わたしをこんな風にしたのは、ドクなんだから……」

　そう囁ささやくアンジェリンの小柄な身体を、葉は抱きしめた。

　そう、アンジェリンを変えたのは、他ならぬ葉だった。

　たとえ、それが彼女自身の願いだったとしても。

「ドクのおかげで、わたしはずっとここに閉じこもることができるの」

　アンジェリンを抱きしめた葉の手に、生暖かい感覚が伝わった。

　抱きしめた少女の肩かた越ごしに、自分の手を見る。

　自らの手の平が、赤黒い液体に染まっていた。

「……」

　葉は無言で、彼女の身体を引き離はなした。

　無む邪じや気きな子供のように笑う、アンジェリン。

　その可愛かわいらしいワンピースに、赤い染しみが広がりつつあった。両りよう腕うでの肘ひじ、手首、そして両りよう脚あしの膝ひざや足首、胴どう体たい、そして──首の部分から、じっとりと赤く染まっていく。

「責任、とってくれるんでしょう？」

　ぼとり、と。

　その少女の右みぎ腕うでの、肘から先が地面に落ちた。

　さらに左ひだり脚あしの膝から下が、ちぎれて転がる。

　無む垢くな表情で、バラバラになっていくアンジェリンを見て、葉は──。

「──ぎゃぁああぁあああああっっっ！」

　絶ぜつ叫きようし、葉は飛び起きた。

　尋じん常じようでない量の汗あせが、よれよれのＴシャツを濡ぬらしている。毛布代わりのタオルケットが、居間の隅すみでカムチャツカ半島のモノマネをしていた。

「……」

　蒸むし風ぶ呂ろのように暑い空間にあるのは、旧型のテレビとちゃぶ台。

　自分が何者か。ここがどこなのか。

　自分のいる現実を思い出すよりも先に、庭に面した窓が開け放たれた。

「今日はいったい何ね！」

「ひぃっ！」

　サンダルを脱ぬいで乗り込んで来たのは、隣となりの家に住む少女、濱はま門じよう陸りくだった。寝ねぐせのついた髪かみを隠かくそうともしない上に、なぜか片手に牛乳のパックを握にぎりしめている。

「かっ──」

　隣りん人じんの来らい襲しゆうのおかげで、寝ぼけていた葉の頭がはっきりした。

　ここは沖おき縄なわ、嘉か手で納な町。

　葉が寝ていたのは、つい先日、購こう入にゆうしたばかりの自宅である。とある事情で、寝しん室しつではなく居間で寝るのが習慣になっていた。

「勝手に、ぼくの家に入るなと言ったろう！　出ていけ、この野や蛮ばん人！」

「……虫が入り込んだわけじゃなさそうね。また蛍けい光こう灯とうを替えようとして、ちゃぶ台から落ちたわけでもなさそうだし。今度は何で叫さけんでたの」

　うろうろと居間を歩き回りながら言う陸に対し、葉は床ゆかを叩たたいて抗こう議ぎする。

「悪夢を見ただけだ！　異様に大きな昆こん虫ちゆうに襲おそわれたわけでも、足を踏み外はずして怪け我がをしたわけでもない！　ましてや寝室の床が抜けたわけでもない！」

「あの床、まだ直してないの？　ていうか、ただの夢であの絶叫？　引くさ……」

「余計なお世話だ！　出ていけ！　勝手にキッチンでコップを出すな！」

「ドクも飲む？　牛乳」

　あくびをしながら、前の住人が置いていったコップを二つ取り出す陸。

　そこへ、新たな闖ちん入にゆう者が現れた。

「お邪じや魔ましまあす」

「ひぃぃっ！」

　綺麗に梳といた髪と白いブラウスが、垢あか抜ぬけた印象を抱いだかせる少女である。日ひ傘がさを持って海岸を歩いていれば絵になるだろう。だが生あい憎にくと、そいつが握りしめているのは日傘ではなく、鋭えい利りな包丁だった。

「き、貴様、ついに本ほん性しようを現したな！　そんな凶きよう器きでぼくに挑いどむとは、やはり暗殺のプロだったと見える！　し、ＣＩＡか？　それともロシアあたりの刺し客かくかっ？」

「あれ、佳か織おり。うちにいていいって言ったのに」

「パン、切り終わったから。しらせに来たの」

「あー、じゃあ、せっかくだしこっちで食べよっか。ドクも食べるよね？」

「い、いらん！　いらんから、さっさとこの恐おそるべき刺客を連れて帰れ！」

「何言ってんの。佳織が怖こわいなんて、あるわけないさ。陸はパンとってくる」

「じゃあ私は、こっちを整理しとくねー」

　陸がさっさと窓から外に飛び出し、代わりに包丁を持つ少女が居間に乗り込んだ。

「ま、待て……！　この女と二人きりにするなあっ！」

　居間に上がるなり、佳織が包丁を逆手にもって刃は先さきを床に突つき刺さした。

「──ドクくん」

　佳織は陸の親友だが、以前は都会に住んでいたという。彼女の言葉は島民の方言もないし、普ふ段だんはお嬢じよう様さま然とした態度を装っている。

「うわぁああっ！　床を刺すな！　この家は老ろう朽きゆう化していて、色々と脆もろいんだぞ！」

「薄着の陸ちゃんを見て、なにドキドキしてんの？」

　佳織が笑えみを消し、また包丁を床に突き立てた。

　葉は後あと退ずさるが、背後の壁かべに退路を断たたれてしまった。

「寝ね起おきの陸ちゃんの、気を抜いた胸むな元もとを見るために、わざと大声を出して気を引いてるんでしょ？　そういうのって、どうなの？」

「ひ、ひぃいいいっ！　ご、誤解だ！　まずは話し合おうじゃないか！」

「それとも、目当てはあの綺き麗れいな脚あし？　ああ、私が陸ちゃんちにお泊とまりしてて良かった。そうじゃなかったら今いま頃ごろ、陸ちゃんが君なんかに汚されていたかと思うと……」

「ぎゃあぁああっ！」

　床を刺す包丁の切っ先が、ついに葉の股こ間かんまで数センチに迫せまった。

　そこへ何枚かの皿を持った陸が、窓から姿を現した。

「今度は何ね？　また大きな声出して」

「ごめーん、ドクくんが滑すべって転んじゃって。まだ何の準備もできてないの」

　振ふり返って、満面の笑みで答える佳織。こっそり背後に包丁を隠す。

「もう！　佳織の邪魔しちゃダメさ、ドク！」

「濡れ衣ぎぬだ……」

　震ふるえて縮こまる葉を無視して、陸と佳織がてきぱきと食しよく卓たくを整えていく。

　朝食のメニューは、トーストと牛乳。それに数種類の漬つけ物と、濱門家の昨夜の残り物らしき煮に物ものだった。

「……あれは間ま違ちがいなく殺人犯の目つきだった……ＦＢＩといっしょに捕つかまえた連続殺人犯とそっくりだった……拷ごう問もんが大好きな、残ざん虐ぎやくなヤツだ……」

「ドク！　さっきから一人でブツブツ言ってないで、ちゃんとこっちで食べる！」

　ちゃぶ台にいる陸と佳織から離れて、葉は壁かべ際ぎわでトーストを食はんでいた。

「断る。そいつとの距きよ離りを縮めると、ぼくの寿じゆ命みようも縮むんだ」

「陸ちゃん……あんなに怖がられて、私、ショック」

「ああ、気にしちゃダメさ！　ドクはちょっとおかしいの。虫一匹ぴきにだって悲鳴上げるくらい恐こわがりなんだから！」

「貴様に寄り添そう友人のわざとらしさに気づかないなら、もう何も言うまい……」

「そうそう、陸ちゃん。さっきメールが来て、照て瑠るちゃんもあとで来るって」

「……ファック……」

　包丁を持った殺さつ人じん鬼き候補に、暴力が取り柄えの自じ称しようアイドルが追加されるらしい。北海を漂ひよう流りゆうしていた時よりも、命の危険を感じた。

「オジィだ」

　開けっ放しにした窓を見て、陸が言った。

　濱門家とは反対側の隣に住む老人が、無断で葉の自宅の敷しき地ちに入ってきた。門が壊こわれ、オートロックや呼び鈴りんもないので、仕方ないといえば仕方ない。

　長細い顔をした老人は、白いビニル袋ぶくろを持っていた。陸や佳織たちと「はいさい」と言って挨あい拶さつを交かわし合い、縁えん側がわに座る。

「うるさいなやがましーね。何してるね」

「またドクさ！　しょうもないことでギャーギャー騒さわいで……オジィ、何それ？」

　陸に問われ、オジィがビニル袋を彼女に渡わたした。

「ゴーヤ！」

　陸が中身を取り出すと、見覚えのある瓜うりだった。葉が不本意ながら手入れを手伝わされた、家庭菜園の作物だ。図はからずもその形を全すべて、葉は記き憶おくしてしまった。

「美み空そらちゃんにチャンプルーでも作ってもらえ。ついでに、そいつにも食わしてやればいいさ」

「ありがとう。ドク、ソバばっかりで野菜食べようとしないから、ちょうどいいさ」

「なぜ、ぼく抜ぬきでぼくの栄養事情の相談がなされるんだ」

「しょうがないさ！　この前も放ほうっといたら、何も食べないで干ひからびてたくせに！」

「大げさに言うな。数十時間ばかり、考え事にふけっていただけだ」

　葉は皿ごとトーストを床に置き、立ち上がった。隅に転がったハンダゴテを拾い、オジィに手て渡わたそうとする。

「返すぞ。もう必要なくなった」

「ああ……直ったんか？」

「一昨日おとといの夜は、雨が降ったそうだ。エアコンの部品を一晩、雨ざらしにしてしまった。どうせ直しても、すぐに腐ふ食しよくと錆さびで完全に機能を失うだろう。完全に壊れると分かっているものを直す意味はない」

　ハンダゴテを持つ葉を見上げ、ゴーヤー爺じいが黙だまり込んだ。しばし考え、立ち上がる。

「おれわんはもう使わん。お前にやるさ」

「ぼくも使わない」

「直せば、その場しのぎくらいにはなるさ」

　何も受け取らず、去ろうとするゴーヤー爺。

　その場しのぎ。

　その言葉に、小さな苛いら立だちを覚えた。

　それは──今の葉そのものだ。

「置いていかれても、邪魔なだけだ。完全に直ることのない、いずれ壊れると分かっているものを直すなんて無む駄だでしかない」

「いったん直しちまえば、ポンコツでも長持ちするものさ」

　そう言い残し、ゴーヤー爺が敷地から去っていった。

「……それを、ガラクタと呼ぶんだ」

　持ち主を失ったハンダゴテを握りしめ、葉は呟つぶやいた。

「おい！」

　自宅に戻ったゴーヤー爺の声が、塀へい越ごしに聞こえた。葉も大きな声を出す。

「なんだ！　やっぱり返せというなら、取りに来い！」

「昨日まで、どこに行ってた？」

　身を乗り出したのは、陸だった。横になって転がり、窓から顔を出す。

「北海道？　で、カニ食べてきたんだって！」

「北海道じゃない！　北海だ！　それに爆ばく弾だんを喰くらいかけたとは言ったが、カニを食ったなんて一言も言った覚えはない！」

　佳織も窓から身を乗り出す。

「ごめんね、オジィさん。ドクくんってちょっと、その、妄もう想そう癖へきと放ほう浪ろう癖へきがあるの！」

「くそ！　事実を語ったら、病人扱あつかいか！　これだから低レベルの凡ぼん人じんどもは……！」

「まぁ、どこだっていいさ。次からは、行く前にわんか陸に言ってけ。知らんうちに海に浮うかんでるじゃなかろうかと心配ね！」

　葉に反論の余地はないらしい。言いたいことを言って、さっさと庭に水をまくパラパラという音が聞こえた。

「ぼくがどうなろうと、お前らに関係ないだろうが……！」

「関係ある！」

　陸が強い口調で言った。葉の言葉に頷うなずきかけた佳織が、「えっ」と陸を見た。

「お隣となりさんがのたれ死んだら、悲しいに決まってるさ！」

　陸が怒おこった顔で言い、ちゃぶ台に戻った。

　彼女は本気で怒っているようだった。都会暮らしが長く、それ以上に隣りん人じんとの生活空間の距離と人間関係の距離を結びつけたことのない葉には理解できない感情である。

「よく分からんが……この島では、そうなのか」

「沖縄うちなーでは、そうなんです！」

　不ふ機き嫌げんに頷き、トーストをかじる陸。そのまま皿まで嚙かみ砕くだきそうだ。

　佳織も頷いた。ちゃぶ台に置いたままの包丁にそっと触ふれつつ、葉に笑いかける。

「沖縄の人うちなんちゆって、みんな優やさしいから。──た！　か！　が！　お隣さんでも、家族同然なんだよ。分かった？　ドクくん」

「……覚えておこう。保身のためにも」

　島民の心情はさておき、次にまた陸を心配させたら、それが死因になりそうだ。葉は佳織の間合いを迂う回かいし、自分の皿の前に戻る。

「また、どこかに行く予定でもあるの？」

　陸が上目遣づかいに、問いかけた。

「ない！」

　今度は葉が不機嫌な声で、言い放つ。

　青い北海と、亀かめの甲こう羅らのような〝ゴールド・ピット〟が思い浮かんだ。

　そして──アンジェリン。

　あどけない笑みを浮かべる、可か憐れんな少女。

　頭をよぎるそれらの情景を、冷めて硬かたくなったトーストとともに嚙み砕く。

「国連からの依い頼らいは、キャンセルだ。事務総長がアンジェリンとの面会にノーと言ったんだから、今さら北海に戻る義理はない。イギリスも、ドイツも、ノルウェーも、ぼくよりアンジェリンを選せん択たくしたんだ。ギャランティとして提示された五百万ドルを受けとったわけでもない。おかげでぼくは文無しのままだ……」

　怒いかりにまかせてまくしたてる。

「とにかく、二度と北海には行かないぞ。事務総長が土下座したって──」

「……」

　きょとんとした陸と佳織の顔を見て、葉はハッとした。慌あわてて言い直す。

「わ、分かった、お前たちにも分かるように説明しよう。ヨーロッパのある場所に、世界が破は滅めつしかねない脅きよう威いが眠ねむっているのだが……いや、つまり、ぼくはヨーロッパ諸国の偉えらい人々に頼たのまれて、海の底にある基地に行ったのだが、潜せん水すい艦かん──水中を潜もぐれる鉄の塊かたまりに、ものすごく危ないことをされて……」

「……うん、陸は分かってるさ。ドクは天才ねー」

「陸ちゃん、食べ終わった？　じゃあ片づけちゃうね」

　適当に頷いて、朝食の片付けを始める少女二人。

「ちくしょうっ！　加減が分からん！」

　床ゆかに拳こぶしを打ちつける葉の皿も、取り上げられた。

　食事の後片付けをしているところへ、タオルのお化けが姿を現した。

「陸姉ねぇ、佳織姉ぇ！　照瑠の宿題やって！」

　ノートの束を抱かかえ、家主である葉の断りもなく家に上がる。頭のタオルをとると、鮮あざやかな金きん髪ぱつと売り物の人形のように整った顔立ちが露あらわになった。

「ええっ？　私たちがやるの？」

「こら、照瑠。そこはせめて、教えてくれ、さ」

「了解ウイルコ。宿題、教えて！」

　葉は壁際であぐらをかき、気配を消しておく。彼女たちを追い出すことは諦あきらめた。今はただ嵐あらしが過ぎ去ることを待つのみだ。

「うーん、陸たちも自分たちの宿題やるつもりだったからなー」

「そんなの放っといて、照瑠の宿題教えてくれればいいし！」

「照瑠ちゃん、今日も図ずう々ずうしくて可愛かわいいね。頭、撫なでていい？」

「一回、百円だし！」

「タダでさせたげなさい。──そうだ、ドクに教えてもらったら？　頭良いらしいし」

　照瑠が「えー？」と嫌いやそうな顔をし、こちらを見た。

「あ、ドク。ちょうどいいところにいたし」

「ぼくの家だ」

「じゃあもう、ドクでいいし。……宿題、教えて？」

　すとんとその場に座り、上目遣いで懇こん願がんされる。

　大きな瞳ひとみと白い肌はだが間近に迫せまり、不本意にも葉の顔が熱くなる。

「ぼ、ぼくの頭脳は安くない。だ、だが、まあ、どうしてもと言うのなら……」

「わあ、赤くなってる。気をつけて、照瑠ちゃん。そいつ、ロリコンだよー」

「ひ、人聞きの悪いことを言うな！」

「佳織姉ぇ、黙ってて！　分かってて色いろ仕じ掛かけしてるんだし！」

「な、何をどう分かっているんだ！　それは誤解だ！」

「まあまあ、ドク。ちゃんと教えてあげられたら、うちのパーラーでそば奢おごってあげるから。お金、ないんでしょ？」

「くっ……」

　貧すれば鈍どんする、とはこのことだ。少しでも節約したい葉は言葉に詰つまる。

「はい、これだし」

　だが照瑠に見せられた参考書を見て、思考が停止した。

「このページから、ここまでやってくれればいいし」

「照瑠」

「了解。ここまで教えてくれれば──ドク？」

　見せつけられたのは、想像を絶するレベルの問題だった。

　数学──そう呼ぶのも、おこがましい。

　葉が生きる世界とは、あまりにもかけ離はなれた次元の数式が並んでいる。

「陸姉ぇー。なんかドクが固まっちゃったしー」

「ドク……？　ま、まさか、中学生の問題が……？」

「ええー……私や陸ちゃんと同い年だって言ってたのに、そんなのも分からないって……本当は小学生とかなんじゃ……」

　世にも恐おそろしいものを見る目つきで、身を寄せ合う三人の少女。

　葉はそれどころではない。自らの中の葛かつ藤とうと闘たたかうので精せい一いつ杯ぱいだった。

「こ、このぼくが……落ちぶれたとはいえ、そば一いつ杯ぱい欲ほしさに、こんな低レベルの問題を解かされるだと……？　天才にして英えい雄ゆうであるぼくが、たかがそばのために……？　本当にこの依頼を受けていいのか？　受けた瞬しゆん間かん、ぼくの中で何かが失われる気がする……い、いや、今までぼくが救ってきた人々をも侮ぶ辱じよくすることになるのでは……し、正気に戻れ、沙藤葉……これは天才に相応ふさわしいステージではない……」

　うなだれてブツブツと呟く葉の肩かたを、陸が優しく叩たたいた。

「陸は分かってるさ。たまたま習ってないところが出ただけだもんね？　──しょうがないから、佳織、陸たちの宿題も持ってこよっか？　照瑠もいっしょにやろ？」

「えっ──ま、待て！　持ってくるってなんだ？　ここで宿題とやらをする気か？」

「今日、オッカァがうちで模も合あいするんだって。うるさくなるから、どこでやろうかーって佳織と話してたの。いいよね、ドク？」

「いいわけあるか！　そもそも前から訊きこうと思っていたが、その模合とやらは一体なんなん──おい、勝手に準備を始めるな！」

「しょうがないじゃん。ドクくんが中学生の宿題を解けないのがいけないんだもん」

　蔑さげすむ目つきの佳織の向こうで、照瑠がちゃぶ台に自分の宿題をばらまいた。

「解けないわけではない！　プライドの問題なんだ！　く、くそ、これ以上、ぼくの平へい穏おんをぶちこわされてたまるか！　多少、手て荒あらくなっても、実力行使で──」

　立ち上がる葉を見て、三人の少女がきょとんとした。

　自分より腕わん力りよくがある野や蛮ばん人と、言わずもがなの殺さつ人じん鬼き。そこへダンスよりも総合格かく闘とう技ぎの才能に恵めぐまれた少女を加えた三人組が、血に飢うえた視線で葉を見み据すえていた。

「……ち、ちくしょう、武力で実効支配とは卑ひ怯きよう者め！　お前たちが出ていかないなら、ぼくのほうから出て行ってやる！　いつか報復してやるから、おぼえていろよ！」

　葉は言い放ち、玄げん関かんでサンダルを履はいて家を飛び出した。

「お昼にはいったん帰ってきてねー、ドクー」

「ファック！」

　陸の声に元気に返事をし、道路に出る。

「あっ、ドクだ！」

　小さな砂すな浜はまは、今日は小学生の遊び場になっていた。春はる正まさがめざとく葉を見つけて手を振ふるが、無視して海岸沿いの道を走る。

　角を曲がって坂道を上ると、すぐに息が切れた。

「はあ、はあ……気が休まる暇ひまもない。この島にやって来たのは、やはり失敗だったか」

　することもないので、時じ間かん潰つぶしに散歩でもすることにした。

　すると足が勝手に、通い慣れたルートを辿たどった。坂道を上って現れた道を曲がり、『みそら商店』の前にさしかかる。

　誰もいないベンチを見て、頰ほおを染める。

「ま、まあ、この島に来たのが失敗と判断するのは、時じ期き尚しよう早そうか」

　先日、そこには女め神がみが座っていた。

　──又また吉きち、どうだった？　……助けてあげてよ。

　彼女はそうお告げをし、葉は答えた。

　──ぼ、ぼくの手にかかれば、それくらい造作もない。

　そこまで思い出して、やり残した依頼を思い出す。

「しかし、暑いな……」

　もう八月も終わりに近いというのに、真夏の沖縄は手加減一つ見せようとしない。

　降り注ぐ日光が、葉の体力を奪うばっていく。散歩どころではなかった。

「この地で倒たおれて、また通りすがりの老ろう婆ばに殺されかけてもたまらない……」

　はるか上空を、米軍の哨しよう戒かい機が通り過ぎていった。

　のんびりと歩くこと、数分。

　ある二階建ての住宅の敷しき地ちに入り、玄関の呼び鈴りんを押す。

　すぐに玄関が開き、中年の主婦が姿を現した。

「あら、ドクくん……だったっけ？　また来てくれたの」

「うむ」

　頷うなずき、疲つかれた顔の女性に招かれるまま、家の中に入る。

「何か、お菓か子しでも──」

　そう言う主婦を無視して、さっさと古びた階段を上っていく。

　そして、魔ま界かいが現れた。

　静まり返った、狭せまい廊ろう下か。

　一見するかぎり、特に変わったところのない典型的な日本家屋の風景である。

　だが葉ははっきりと感じていた。

　長い年月を経て凝こり固かたまった、鬱うつ屈くつとした空気。

　葉は無言で、あるドアの前に座り込んだ。

「──また、来た……んですか……」

　何日ぶりに声を発したのだろう？　ひょっとしたら葉がこの場所を去った時から、一言も喋しやべっていなかったのかもしれない。口調も敬語を使いたくないが、使わない勇気もない、といった様子である。

「ああ、来た。家を追い出され、日ひ陰かげを必要としただけだがな」

「……」

「さっさと出てこい」

「……くたばれ、負け犬」

「誰が負け犬だぁぁあああっ！」

　立ち上がって、ドアを蹴けりつける。必要以上に曲がった親指に激痛が走った。

「ぎゃぁああっ！　指がっ！　痛いっ！」

　廊下を転がり回る葉に、階段から顔を出した主婦が尋たずねる。

「あの……お菓子──」

「いらんっ！　引っ込んでろ！」

　主婦──又吉という引きこもりの母親を追い払はらい、葉は再び扉の前に座った。

「く、くそっ……！　正直なところ、貴様なんてどうでもいいんだ。だが一度でも引き受けた依い頼らいは必ずこなす。ぼくは今まで失敗したことなどないんだからな……」

　又吉は、何も言い返してはこない。ゲームの音らしき効果音が聞こえるだけだ。

「本当なら、ぼくが引きこもりたいくらいなんだ」

「……」

「ぼくは天才だ。誰もがぼくを頼たより、ぼくにすがり、ぼくを讃たたえた。だがぼくはもう、彼らの期待には応こたえられない……」

「……」

「だから、ぼくは身を隠かくそうとした。誰にも知られない場所で、ひっそりと姿を消そうとした。だがあえなく見つかり、ぼくに期待する人々の前にひきずり出された」

「……」

「みじめだ。今の自分が、恥はずかしい。──そんなぼくのようになりたくなくて、お前は今、そこに閉じこもっているのか？」

「……」

「それとも……そこが好きだから、そこにいるのか？」

「……」

「自分で望み、ある場所に引きこもっている人間を知っている。そこを楽園と呼び、永遠にそこから出たくないと願った」

　こぽり、と。

　潜せん水すい艇てい『マンタ』に乗り、海中深くに潜もぐっていく時の、水すい泡ほうの音を思い出す。

　あそこは真っ暗だ。聞こえる音も泡あわの音くらい。

　それでも、永遠にその海深くに留とどまることを望んだ少女がいた。

「ぼくは、その願いを叶かなえた」

「……」

「お前は、どうだ？　本当にそこから出たくないなら、ぼくはそれを叶えてやろう」

「……」

「心配するな。ぼくが失敗したことにはならない。ぼくは今までどんな依頼だってやり遂とげてきたが、依頼主がキャンセルした場合は話が別だ」

　葉は開かずのドアに向かって、言う。

「お前を外に出て欲しいと願う人々の前で、宣言しろ。──自分はここが大好きで、ここから一生出たくない、と」

　返答は、なかった。

　ただ一いつ瞬しゆん、大きな効果音──ゲームの中で何かが弾はじけるような音が聞こえた。シューティングゲームなら、自機がやられた時のような効果音である。

「そうすれば、彼らは考えを改めるだろう。お前をここから出すのは余計なお世話だと気づくだろう。お前がそれをするならば、今すぐにでも彼らをここに連れてきてやる」

　沈ちん黙もくが、廊下を支配した。

　時間なら、いくらでもある。

　相手は、世間知らずの子供だ。ここは大人になって、葉が冷静に返答を待ってやる。

「……おい、負け犬」

「その呼び方をやめろぉぉおおおおっ！　本当に催さい涙るい弾だんをぶち込んでやろうかっ！」

　何度もドアを蹴り飛ばす葉に対し、低い声が言った。

「ま、窓の外にいる兵隊は……何なん……ですか……？」

「なんだと？」

　葉が問い返すよりも先に、階段から何かが飛んできた。

　せっかくの好意をむげにされ、ブチギレた主婦が菓子を投げ込んできた。

　などということが──あるはずもない。

　それは、小型の催涙弾だった。

「なっ──」

　たちまち白い煙けむりに満たされる廊下に、完全武装の兵士たちが現れ──。

「よう、親友」

　ガスマスクをした巨きよ体たいの兵士が、真っ先に葉に向かって突つっ込んできた。

「よくもイギリスのブタ箱にぶち込んでくれたな」

　加減のないタックルで押し倒され、ドクは──。

　拘こう束そく衣を着せられ、「わっしょい、わっしょい」とは言わない兵士たちによって担かつぎ出されることとなった。
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　ぽいっ。

　そんな擬ぎ音おんが聞こえそうな扱あつかいで、葉は輸送ヘリから放ほうり出された。

　空に浮うかぶ太陽と青空は、沖縄のそれと変わらない。

　だが香かおる潮風は、微び妙みように異なる。海水の塩分濃のう度どの違ちがいと、湿しつ度どの違いのせいだろう。それに金属と火薬の匂におい、男たちの汗あせの匂いが混じっている。

「……はっふ」

　輸送ヘリのプロペラ音が響く中、葉は顔を上げた。

　沖縄で捕ほ縛ばくされ、チャーター機に乗って、軍用のヘリに移って──とデジャヴのような過程を経て、葉は再びその地へとやって来ていた。

　北海。

　そしてイギリス海軍の空母『ロイヤルパレス』。

　甲かん板ぱんに降り立った葉を出で迎むかえたのは、大勢の兵隊たちだった。見覚えのあるイギリス海兵だけではない。兵隊であることには変わりないが、肩かたに貼はられた国旗が異なっている。北海を取り巻くヨーロッパ諸国の国旗が揃そろっているように見えた。

「ファック、だと？　こっちの台詞せりふだぜ。オキナワくんだりまで往復させやがって」

　葉を持ち上げて甲板に立たせたのは、エリク・グッドオール・ジュニア一等兵へい曹そう。

　アメリカ海軍特とく殊しゆ部隊ＳＥＡＬｓシールズの隊員であり、葉よりも五つ年上の元同級生である。

　輸送ヘリから降りたのは葉とジュニア、そしてもう一人の合計三名だった。

「ここに来る道すがら、説明しましたが──」

　ノーラ・ダーリン。輸送機が巻き起こす風で鮮あざやかな金髪を舞まわせる美女は、葉の助手である。今日も完かん璧ぺきに着こなしたスーツの色は、ダークグレーだ。

「〝黄金火山〟の噴ふん火かを阻そ止しする依頼は、今もなお継けい続ぞく中です」

　甲板の兵隊たちが、いっせいに道を空けた。

　割れた海のように現れた道の先には──大きな円えん卓たくがあった。

　選えりすぐりの兵隊なのだろう。一段と威い圧あつ感かんのある兵士たちに囲まれた円卓についているのは、覚えも新たな顔ぶれである。

　数日前、葉とともに〝ゴールド・ピット〟を訪おとずれた各国の代表者たちだ。

　国連のトップであるアフリカ系の女性、ファリザ事務総長の姿もある。

「ドクター！　お待ちしておりました！」

　ジュニアによって連行された葉を見て、ファリザ事務総長が椅い子すから立ち上がった。円卓にいる他ほかのメンバーも、同様に起立する。

　拘束衣に猿さるぐつわという葉のファッションを指し摘てきする者は、誰だれ一人としていなかった。

「グッドオール一いつ曹そう。ドクを椅子に座らせたら、下がって結構です」

「イエス、マム！」

　円卓の空席に葉を座らせ、ジュニアが小声で囁ささやいた。

「……今のお前は合衆国の代表だ。逃にげたら、撃うち殺すぞ」

「はっふ」

　ふがふがとしか物も言えず、猿ぐつわのせいでよだれを垂らすような人間が代表となるようでは、アメリカもおしまいである。

　ノーラは葉の背後についた。

「お待たせしました。どうぞ、始めてください」

「女史。ドクターは、その……そのままで？　猿ぐつわをしているように見えますが」

「天才は無む駄だなエネルギーの消しよう耗もうを嫌きらいます。彼の主張は私が代弁させていただきます」

「はっふ」

「その通りだ、さっさと始めろ──と、ドクはおっしゃっております」

　ファリザ事務総長が「……わかりました」と一応は納なつ得とくしてみせた。他の代表者たちも咳せき払ばらいをして、気を取り直す。こいつら全員、馬ば鹿かなのだろうか？

　空母『ロイヤルパレス』の甲板にセッティングされた円卓に座るのは、八人。

　そこから三歩引いたところにメンバーそれぞれの護衛が立ち、遠巻きに各国から集まった兵士たちが取り囲んでいる。空母の艦かん長ちようは遠巻きのほうに追いやられていた。

「さて異例ですが、このような場所で緊きん急きゆうの会議を開くにあたって、まずはドクター・サトウに謝意とお詫わびを述べさせていただきます」

　ファリザ事務総長が、葉に向かって目礼した。

「関係各国を代表して、あらためて先日の〝ゴールド・ピット〟での非礼をお詫びいたします。アンジーとの面会に関して、意思の疎そ通つうが十分ではなかったと基地長も──」

　海風は凪なぎに近い微び風ふうだ。ファリザ事務総長の声は円卓上でよく通った。

「──また、ドクターを危険に晒さらした潜せん水すい艦かんについてですが、目下、どの国のものか調査を進めております。〝ボトムズ・アンカー〟をアンジーの許可なく射出したことも、重大な協定違い反はんですので……」

「イギリス領海で行われた暴挙です。我が国に対する重大な侵しん犯ぱんでもある。〝ボトムズ・アンカー〟を所有していたからには、正式な軍属の潜水艦であることは明らか。もちろん我が国の潜水艦は弾だん数すうを確かく認にんし、規程数から減っていないことを確認済みですが……」

　そう言ったのは、イギリスの代表者だ。となりの席にいる男が手を挙げる。

「ドイツも同様です。弾数を確認し、安保理に書類を提出済みだ」

「我が国も同様です」

「私どもの国も……」

　次々と挙手するが、誰もが互たがいの顔色をうかがっていた。

　この中に、ウソつきがいる。

　そのことは明らかだが、葉にとってはもう興味外だ。

「……ちっ」

　葉の背後で、小さな舌打ちが聞こえた。ジュニアだ。自分を殺そうとした犯人に対する苛いら立だちか、それとも政治的なやり取りそのものが気に入らないのかもしれない。

　国は、ウソをつく。

　いかに強ごう引いんなウソを押し通すかが外交である、という者さえいる。

　純じゆん粋すいな者ほど、それは知りたくもない現実なのだろう。

「はっふ」

「謝罪を受け入れる。本題に入ろう。と、ドクがおっしゃっております」

　ノーラが言った。──葉をないがしろにしてアンジェリンを優先した件は、いずれ彼女が何らかの交こう渉しようカードとして使うことだろう。頭はおかしいが、彼女は敏びん腕わんだ。

　ファリザ事務総長が、ほっとした表情を浮かべた。

「感謝します。それではお言葉に甘え、今回の緊急会議について説明させていただきます。──議題はもちろん〝黄金火山〟に関してですが、まずは会議の場所をこの空母にセッティングにした理由について」

　葉は視線だけを動かして、遠くの空を見た。

　数機の軍用ヘリがホバリングしているのが見えた。視線の先以外にも、空母の周囲を哨しよう戒かい型のヘリコプターが飛び回っていることを葉は知っている。

　ここに来る輸送ヘリから、その光景を見たからだ。

　空母『ロイヤルパレス』を守っているのは、軍用ヘリだけではない。何隻せきもの戦せん艦かんが取り囲み、編隊を組んでいる。

「国こく籍せき不明の潜水艦の件もあり、現在は北海を囲む国々が緊きん張ちよう状態にあるといってもいいでしょう。もちろん各国が強い信しん頼らい関係にあることは変わりませんが、これ以上、不要な緊張を生むことは不本意です。したがって〝黄金火山〟という共通の危機に立ち向かうにあたり、特定の国で会議を開くことは得策ではないという結論に達しました」

　まどろっこしい説明だ。

　どの国も信用ならないから、お前らの国には行きたくない──。

　誰もがそう言っている、と言えば済む話である。

「我々が今いる海域は、各国領海が交差する中間地点です。今日、ここでは各国の海軍による合同の軍事演習が行われる予定です。〝黄金火山〟の噴火の兆候が多発しているため、実質的に〝ボトムズ・アンカー〟射出の訓練ともいえるでしょう。各国の境界線上にあり、かつ開けた海上で会議を行うことに全員が賛同してくださいました」

　葉は賛成した覚えがない。どうせノーラが勝手に賛成したのだろう。

「そうした過程をふまえ、このたび緊急会議を開くことができたのですが……」

　ファリザ事務総長が、顔色を曇くもらせた。

　会議参加者たちも同様だ。全員が苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をする。

「実際のところ、語るべきことは全すべて語り尽つくしたといってもいいでしょう」

　ドンッ、と葉の眼前に書類の山が置かれた。

　ドリンクしか置かれていなかった卓たく上じように、兵士がその書類を次々と並べていく。紙面は日付や時間、細かい数式など、ありとあらゆる数字と記号で埋うめ尽くされていた。

「我々が一堂に会した理由は、たった一つなのです」

　ファリザ事務総長が深刻な目つきで、葉を睨にらんだ。

「ドクター・サトウ。一年前、〝黄金火山〟の噴火を阻止した貴方あなたのご意見が聞きたい」

　どくん、と葉の心臓が跳はねた。

　各国の代表者たちが、血走った目つきで葉を凝ぎよう視ししていた。

　事務総長が言った通りなのだろう。目前に迫せまった危機に対して語るべきを語り、するべきことをして、それでも自国の存亡を測れずにいるのだ。

「〝黄金火山〟は、本当に噴火するのですか？」

　潮の香りも、頰ほおを撫なでる程度のささやかな風も、その場から消え去っていた。

　我が身を。そして家族を。国を。

　守るべき存在を双そう肩けんに委ゆだねられた人々が、すがるような目つきで葉を見つめる。

「もし噴火するのだとしたら……それは、いつなのですか？」

　葉は彼らの視線から逃げるようにして、卓上の紙切れを見た。

〝黄金火山〟に関する過去のデータだ。噴火の兆候が現れた日時と、〝ボトムズ・アンカー〟射出による鎮ちん静せい化の記録である。

　天才、沙藤葉が〝黄金火山〟の挙動を予測するには、じゅうぶんな情報量である。

　だが──。

「……」

　目を見開く葉の全身から、冷たい汗が噴ふき出した。

　さっぱり──分からなかった。

　葉はもう、天才ではない。

　ここにいる自分は、ほんの一ひと握にぎりの才能を残しただけのガラクタだ。

「う……」

　ホワイトハウスで〝災さい厄やく論文〟を提唱した時と同じ感覚が、葉をかき乱す。

　救いを求める人類の視線に狂くるわされ、頭の中がめちゃくちゃに壊こわれていく感覚。

　眼前にある数字と記号の大群。

　それは今の葉にとって、自分が壊れた時のことを思い出すための毒でしかなく──。

「──アンジーは、何と言っている？　と、ドクはおっしゃっております」

　ノーラが唐とう突とつに言った。

　彼女は葉が不調であると思い込んでいる。結論を出すまでの時間稼かせぎのつもりだ。

「お前らの大好きなアンジーは？　……と」

　皮肉を込めた問いに対し、会議参加者たちが息を吞のんだ。

　互いの顔色を窺うかがって沈ちん黙もくする一同の中で、ファリザ事務総長が言った。

「ドクター・サトウの言う通りだ、と」

「馬鹿げている」

　ノーラが斬きって捨てた。

「面会を断っておいて、ぼくの判断に全て任せるだと？　お前らもぼくよりもアンジーの判断が正しいと思ったからこそ、〝ゴールド・ピット〟で彼女の立場を優先したのだろう？　それを今さら、ぼくに丸投げというのは筋が通らない。──と、ドクはおっしゃっています」

　ファリザ事務総長はじめ、会議参加者たちが黙だまり込んだ。

　彼らの様子がおかしいと感じたのだろう。ノーラが片方の眉まゆを持ち上げた。

「まさか……アンジーのご機き嫌げんを損そこねたのですか？」

　たった一言。

　機嫌を損ねる──。

　まるで子供を扱あつかうような、場ば違ちがいなノーラの一言が場を騒そう然ぜんとさせた。

「あり得ません！」

　ファリザ事務総長も、顔色を一変させていた。

「アンジーと面会者の間で交かわされた会話は、すべて公式文書として記録されます。その中に彼女の機嫌を損ねるような内容はなかった。私も確認しましたし……」

「アンジーは最近、紅茶の好みが変わったんだ。そんなことも知らずに、この前、オランダがいつも通りの紅茶を贈おくったそうじゃないか……もしや、それが──」

「軽はずみな発言は控ひかえていただこう！　そちらこそ流行のドレスをプレゼントしたそうじゃないか。あんな露ろ出しゆつ度どの高いものはアンジーの好みじゃない！」

「先日、アンジーは人形を受けとったらしいですね。あの品物はちゃんとチェックしていたのですか？　あれは、ノルウェー製だ」

「〝ゴールド・ピット〟のピットクルーはどうだ？　アンジーは白人だ。アフリカ系フランス人の女性クルーが──」

「それは差別だ！　正式に抗こう議ぎします！　そもそもアンジーは──」

　議長のファリザ事務総長が取り乱したことで、場を収める者がいなくなった。

　口々に不満をぶつけ合う外交官たち。

　それも──たった一人の少女の扱いをめぐって、である。

「なんの冗じよう談だんだ？　これは……」

　背後で、ジュニアが呟つぶやいた。

　実際、滑こつ稽けいとしか言いようのない光景である。

　国家の──否いな、世界の存亡を巡めぐって集合した各国の代表者たちが、贈り物のドレスなどのことで罵ののしり合いをしているのである。

　アンジー。

　アンジー。

　誰だれもが畏い怖ふし、その名を呼ぶ。

　その光景はまるで、〝黄金火山〟そのものよりも、その少女のほうが──。

「あらためて、ドクとアンジーの面会を要求します」

　ノーラの声に、ピタリと騒さわぐ声が止まった。

「もしアンジーがご機嫌を損ねていたとしても、ドクが面会すればその問題も解決するでしょう。何なら、今すぐに〝ゴールド・ピット〟に向かってもいい」

「しかし……アンジーはまだドクターとの面会を拒きよ否ひしているのです」

　ファリザ事務総長が苦々しい顔で言った。

「あなた方は、馬ば鹿かなのか！」

　とうとう堪こらえきれなくなったのか、ノーラが怒いかりを露あらわに叫さけんだ。

「アンジーとドクが会うことで、はじめて事が進むのです！　一年前も、そうだった！　それなのに、なぜ会わせてくれないのです！」

「し、しかし、アンジーの意志に背そむき、機嫌を損ねてしまったら……」

　ファリザ事務総長が唇くちびるを嚙んだ。

「〝黄金火山〟の監かん視しをやめると言いかねない……私にその判断は……」

「話にならないっ！」

　ノーラが激しく円えん卓たくを叩たたいた。

　激げつ昂こうする助手とは裏腹に、葉は事務総長たちの気持ちを理解できた。

　自らの判断が、世界を滅ほろぼすかもしれないのだ。

　そんな重責を担になうことができる人間など、果たしてこの世にいるのだろうか？

　誰もいないからこそ、人々は──天才を求めるのである。

「どうも、おかしい……」

　ノーラが、じろりと会議参加者たちの顔を見回した。

「〝ゴールド・ピット〟でも、そうでした。アンジーが面会を拒否した時、迷わず扉とびらの前に立ちはだかった貴方がたは……まるで安あん堵どしたようにも見えました」

　一いつ瞬しゆん、円卓に座る一同が顔を強こわばらせた。

「貴方がたは、本当にドクとアンジーを引き合わせたいと思っているのですか？」

　ノーラの問いかけに、答える者はいなかった。

　ファリザ事務総長が、唇を嚙む。

「お願いします。ドクター……」

　椅い子すから立ち上がり、葉に歩み寄る。

「事態は急を要するのです。貴方の答えを聞かせてください……！」

「ドクに触さわるな、凡ぼん人じんめ！」

　制止するノーラを振ふり切り、事務総長が葉の口から猿さるぐつわを外す。

「さあ、ドクター。答えを……！」

　人に、世界の命運は測れない。

　だからこそ人は、世界を救うべき英えい雄ゆうにそれを託たくすのだ。

「さあ……！」

　すがるような目つき。

　救いを求める声。

　それらを一身に受け止め、葉は汗あせだくの顔を上げた。

「──分からない……」

　猿ぐつわを解かれて赤くなった口を歪ゆがませ、薄うす笑わらいを浮うかべることしかできない。

　答えを求められても、どうしようもない。

　今の葉は天才ではないのだから。

「ぼくは何も……分からない……」

　激しい頭痛に顔を歪める、葉の耳に──。

　空母『ロイヤルパレス』中に響ひびき渡わたる警報が飛び込んだ。
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　けたたましい警報音が、多数の兵士がひしめく甲かん板ぱんに響き渡った。

　部下を引き連れたコナ艦かん長ちようが、円卓に駆かけ寄る。

「失礼します！　ただちに会議を中断し、格納庫に避ひ難なんしてください！」

「何事です！」

　警報にかき消されぬよう、大声でファリザ事務総長が叫んだ。

「アンジーから、緊きん急きゆうの〝ボトムズ・アンカー〟射出要よう請せいが入りました！」

「……！」

　その場にいる全員が、硬こう直ちよくした。葉もビクリと肩かたを揺ゆらす。

「ここより南西五十キロの海かい溝こうそばに、二十分以内に着ちやく弾だんさせる必要があります！　我々は非常に近い場所にいる！　この空母から、アンカー搭とう載さい機を発進させます！」

　コナ艦長が叫び、部下に合図をした。イギリス海兵が円卓の撤てつ去きよを始め、参加者たちを格納庫に誘ゆう導どうしようとする。

「ここから南西五十キロだって……！」

　眼鏡をかけたメンバーが声を上げた。オランダの代表者だ。

「そこはオランダ領海だ！　しかも、その海域には我が国の潜せん水すい艦かんが潜せん伏ぷくしている！」

　ファリザ事務総長が振り向いた。

「アンカーを搭載した艦ですね？　それならば、その潜水艦にアンカーを打ち込んでもらえば良いのでは？」

「合同訓練の最初の演目は〝黄金火山〟とは関係のない潜水艦捜そう索さく訓練です！　この時間ならば、とっくに訓練の捜索対象になるべく隠おん密みつ行動をとっている！　通信を切って海底近くを航行しているはずだ！」

「その通りです。〝ゴールド・ピット〟によると当とう該がいの潜水艦とは現在、交信がとれないようです。だから『ロイヤルパレス』にアンカー射出の役目が回ってきた」

　コナ艦長が厳しい顔つきで言った。

　オランダ代表者が腕うで時ど計けいを見て、汗を滲にじませた顔を上げる。

「定時交信まで、まだ三十分以上ある！　もしアンカーが潜水艦に命中したら──」

　時間が止まったかのような沈黙が、会議参加者たちの間に落ちた。

　冷たく、重い沈黙。

　葉は今までに何度も、それを経験した。

　死を予感した時、あるいは確信した時──人は、その沈黙を纏まとう。

「〝ボトムズ・アンカー〟射出は中止だ！」

　オランダ代表者が叫んだ。他ほかの会議参加者たちが、ぎょっとする。

「イギリスの戦せん闘とう機が、我がオランダの潜水艦を攻こう撃げきするなんて承しよう認にんできない！　同意していただけますね、事務総長！　これは宣戦布告だ！」

　外交官に詰つめ寄られ、ファリザ事務総長が言葉に詰まる。

「アンジーからの要請が、誤報である可能性もある！　いや……そもそもアンジーが言うような噴ふん火かの兆候など、そんなものは最初からないのかもしれない！」

　その言葉に、事務総長を含ふくむ全参加者が血の気を失った。

「な──なんということを……」

「こ、この会話は記録していないだろうな！　万が一、アンジーに伝わったら……！」

「彼女を怒おこらせてしまう……！」

　動どう揺ようする人々を手で制し、ファリザ事務総長がオランダ外交官をなだめる。

「どうか、落ち着いてください。アンカーが潜水艦に命中するとはかぎりません。世界の存亡がかかっているのです。それに──ここにいる誰も、アンカー射出を中止する権限はありません。いいですか、ご承知の通り、世界で唯ゆい一いつアンジーだけが……」

「失礼、時間がありません、事務総長。──彼をお連れしろ」

　コナ艦長の指示で、イギリス海兵がオランダ代表者を連行しようとした。

　しかし──。

「中止しろ……！」

　オランダ外交官が拳けん銃じゆうを抜ぬき、艦長に銃じゆう口こうを向けた。

　甲板に緊きん張ちようが走った。

　海兵や会議参加者の護衛たちが、自らの銃じゆう器きに触ふれる。

「指定海域にいる潜水艦の艦長は……私の弟なんだ」

　拳銃を構える外交官の頰ほおを、一筋の涙なみだが伝った。

　息を吞のむ、一同。

「……」

　葉は汗に濡ぬれた顔を上げて、その光景をぼんやりと眺ながめていた。

　割れそうに痛む頭の奥で、全く違ちがう二人の沙藤葉が呟く。

　なんて、愚おろかな──。

　熱さも冷たさもない、天才、沙藤葉が外交官を憐あわれんだ。

　世界と肉親を天てん秤びんにかけて、肉親をとる愚かさ。そもそも世界が滅んでしまえば、結局はその肉親も死ぬのだ。そんな簡単なことも忘れ、一時の衝しよう動どうに狂くるう。

　それは人間という種の、紛まぎれもない欠点だ。

　感情という名の遺伝的失敗。

　一方、もう一人の沙藤葉は、葉自身を嘲あざ笑わらった。

　ぼくにはできない、誰だれかにされることもない行こう為いだ──。

　理性を失ってまで葉を守ろうとする人間は、この地球上に一人として存在しない。葉が理性を失ってまで守ろうとする相手もいない。

　涙を流してかばわれる相手は、幸福だ。

　そんな行為とは無む縁えんの自分は──孤こ独どくだ。

　そんな思いを抱いだいてしまうくらいに、今の葉は、天才とはかけ離はなれてしまった──。

「コナ艦長……！　今すぐに〝ボトムズ・アンカー〟射出を中止し──」

　オランダ代表者の命令を、一発の銃じゆう声せいが遮さえぎった。

　甲板にいる全員が、銃声がしたほうを振り返る。

　そこにいたのは一いつ介かいのイギリス海兵だった。坊ぼう主ず頭で長い手足、そして色素の薄うすいブルーの瞳ひとみが特とく徴ちよう的な兵士が、硝しよう煙えんをたなびかせる拳銃を構えていた。

「……！」

　声もなく倒たおれるオランダ代表者を、護衛の兵士が抱だきとめた。

　周囲の兵士たちが、いっせいに坊主頭の兵士に銃口を向ける。

「待て！　撃うつな！」

　コナ艦長が鋭するどい声で周囲の兵士に命令した。坊主頭を睨にらみつける。

「貴様……！　命令もなしに、何ということを──」

「彼は錯さく乱らん状態でした。一刻を争う状じよう況きようで、指揮官を守っただけであります！」

　気をつけの姿勢で答える坊主頭。コナ艦長が言葉に詰まる。

「ああ、恐おそるべきことだわ……」

　ファリザ事務総長以下、会議参加者の全員が絶句していた。

　弾だん丸がんはオランダ代表者の脇わき腹ばらに命中していた。ただちに治ち療りようが必要な重傷である。

　合同会議の参加者であるオランダ代表者を、イギリス海兵が撃つ。──これがどれほど重大な問題になるか、その場にいる人間ならば誰だれでも分かる。

　だが発はつ砲ぽうした兵士の言う通り、事態が急を要することも事実である。

「その男を拘こう束そくしろ！　──それ以外の人間は、ただちに格納庫へ！　会議参加者の皆みな様さまも、我々の指示に従ってください！」

　コナ艦長が苦く渋じゆうの表情で叫さけんだ。

　異論を唱える者は、もういなかった。慌あわただしく甲板からの退去が始まる。

「俺たちも避難だ」

　ジュニアが葉を椅子から立ち上がらせた。

　だが葉は、ある一点から視線を外せずにいた。

「……」

　発砲した坊主頭が、葉をじっと見つめていた。拳銃を仲間の兵士に取り上げられ、ボディチェックを受けるも、葉から目線をそらさない。

　外見は、似ても似つかない。

　それなのに、葉は──。

「……アンジー？」

　佇たたずむ坊主頭の兵士に、可か憐れんな少女の姿を重ねていた。

　兵士の透すき通った青い瞳。その虹こう彩さいの奥に、かすかな流動を見た気がするのだ。それはまるで歯車のように──ギアチェンジをするように、キリキリと稼か働どうしている。

「は？　アンジーがどうかしましたか、ドク？」

　ノーラが振ふり返った。事務総長たちも葉に注目する。

　葉の身体からだがガクガクと震ふるえだした。

　己おのれを見つめる坊主頭の兵士が、かつてのアンジェリンの姿にとってかわり──。

　──おかえりなさい、ドク！

　立ち尽つくす葉に向かって、両りよう腕うでを広げた。

　それは、ただの幻げん影えい。

　だがプレッシャーで追い詰められた今の葉を狂わせるには、じゅうぶんだった。

「うわああああぁあああああっっ！」

　葉の絶ぜつ叫きようが、空母の甲板に響ひびき渡わたった。

「そいつは、アンジェリン──いや、アンジーだ！　ぼ、ぼくを殺しに来たんだ……！　こ、殺せっ！　今すぐにそいつを撃ち殺せっ！」

　ジュニアの腕うでの中で、葉はめちゃくちゃに暴れる。

「は、離せっ！　こ、殺されるっ！　アンジーに殺されるぅううっ！」

　ノーラやジュニア、会議参加者、そして周囲にいる兵士たち。

　甲板にいる全員が動きを止め、眉まゆをひそめた。

「彼が……アンジー？　ノーラ女史、ドクターは何のことを言っているのですか？」

　ファリザ事務総長に問いかけられるも、ノーラは答えられない。

　自分を見つめる兵士たちを見て、葉はさらに表情を強こわばらせた。

「ひぃぃいっ！　あ、あいつもアンジーだ！　そこにいるヤツも！　あああ、あっちにいるヤツもだ！　ど、どいつもこいつもアンジーだ……！」

　周囲の空気が、急速に冷ややかになっていく。

　会議参加者たちが葉を見て、もう見慣れてしまった表情──落らく胆たんの表情を浮うかべた。何かを諦あきらめるように首を振る人間もいる。

　──今度はどれくらい、わたしといっしょにいてくれるの？

　半はん狂きよう乱らんに暴れる葉に、アンジェリンの幻影が飛びついた。

「──うわぁぁあああっっ！」

　精神が限界を超こえた。葉はジュニアの腕を振り払はらい、逃とう走そうする。

「おい、待て、天才様！」

「何をしているんです、グッドオール一いつ曹そう！　すぐにドクを保護してください！」

　ジュニアとノーラの声を背に受け、葉は兵士の間をすり抜けた。格納庫に続く坂道ではなく、管制所の横にある扉とびらをくぐって艦かん内ないに飛び込む。

　巨きよ大だいな空母の胎たい内ないは、立体の迷めい宮きゆうだ。

　幾いく層そうにも分かれ、艦かん首しゆ方向や艦かん尾び方向、右う舷げんや左さ舷げんに至るまで、複雑な通路が延びている。現在は甲かん板ぱんに兵隊が結集しているせいか、すれ違ちがう兵士の数は少なかった。

「ぎゃあっ！」

　扉に足をひっかけ、派手に転てん倒とうする葉。

　激しく顔面を床ゆかに打ちつけ、鼻血が噴ふき出した。それでもすぐに立ち上がり、逃にげる。

「ひ、ひぃいいっ……！」

　通路は剝むき出しになった配管や消火器、配電盤ばんだらけだった。壁かべから突つき出たそれらに身体をぶつけながら、とにかく甲板から遠ざかろうとする。

　夢中で逃げ続け、葉が飛び込んだのは居住区だった。

　三つのベッドとロッカーがある狭せまい部屋に飛び込む。

「アンジェリンに殺される……ち、違う、そうじゃない……アンジーだ……アンジーに殺されるんだ……ぼくは彼女に恨うらまれているから……」

　誰のものとも分からないベッドに入り、頭から毛布をかぶる。

　だがすぐに、毛布の上から誰かに頭を摑つかまれた。

「うわぁあああっ！」

「──この野や郎ろう……どこまで世話をかけやがる」

　現れたのは、ジュニアだった。間近に鼻をつきつけて睨みつける。

「一度でも背中を見失ったら、逃がしちまうところだったぜ。さあ、甲板に戻もどるぞ」

「い、いやだ……！　ヤツらといたら、どさくさに紛れて殺されるに決まってる……」

　涙ぐんで抗こう議ぎする葉の頭を摑む握あく力りよくが、さらに強まった。

「誰に殺されるってんだ！　ワケの分からないことをほざいてんじゃねえっ！」

「アンジーだ……ヤツらはアンジーなんだ……そんなの、あり得ないのに……」

「そうだ、あり得ない！　俺が会ったアンジーって子は、可愛かわいい女の子だった！　間ま違ちがってもあんなスキンヘッドじゃねえ！　どうやったら、あれを見み間ま違ちがえるんだ！」

「でも、ヤツらは……アンジーだから……」

「──一体、どうしちまったんだ、天才様！」

　ジュニアが葉の身体を壁に叩たたきつけた。「ぎゃっ」と唸うなる葉の首を、太い腕が摑む。

「お前、本当にあのヨウ・サトウなのか？　合衆国の英えい雄ゆうとまでいわれた、あの天才様なのか？　それとも薬でもやって、イカレちまったのかっ？」

「ぼ、ぼくは……沙藤葉なんかじゃない……」

　相手が元同級生ということもあり、気が緩ゆるんだのだろう。

　葉の震える唇くちびるが、事実を吐と露ろする。

「ここにいる、ぼくはもう……ただの、ガラクタだ……」

「──」

　ジュニアが凄すさまじい形相を浮かべた。殺される、と葉は自らの死を予感する。

「今さら、何言ってやがる……！」

　ぎりぎりと葉の首を摑む手に、力が込められる。

「てめえは、ドクター・サトウだ！　天才だ！　英雄だ！　だから今、世界を救うためにここにいるんだろうが！　アメリカが！　世界が！　お前を必要としてるんだ！　てめえみたいなヤツでも、それができるから必要とされてるんだろうがっ……！」

「う……ぐああっ……！」

「世界を救うしか能がない、てめえみたいなクソ野郎を……！」

　呼吸ができずに喘あえぐ葉の脳のう裏りに、ハイスクール時代の記き憶おくが蘇よみがえった。

　エリク・グッドオール・ジュニア──〝全て良好グツドオール〟などというふざけた姓せいを持つ彼によって、ハイスクール時代の葉は理り不ふ尽じんな暴力を受けていた。時には彼がリーダー格だったグループの仲間とともに、またある時は実の妹も交えて、彼は葉を迫はく害がいし続けた。

　ジュニアが葉にぶつける、苛いら立だちの正体。

　それは彼の愛国心から来るもどかしさであることを、葉は知っている。

「これだけアメリカと世界に必要とされてるくせに、てめえは知ったことかっていう面つらをしやがる……！　そこだけは今も昔も、ちっとも変わらねえっ！」

　ジュニアが葉を乱暴にベッドに放ほうり出した。激しく咳せき込む、葉。

「ガラクタだって？　ハッ！　てめえの事情なんて、それこそ知ったこっちゃねえんだよ！　ガラクタでも何でもいいから、天才のフリをしやがれっ！　そうじゃなきゃ、てめえなんか生きる価値もねえんだからなっ！」

「ぼくが天才じゃなくなれば、お前がぼくに嫉しつ妬とする理由もなくなるぞ……」

　喉のどを押さえて顔を歪ゆがめる、葉の鼻先。

　金属製のベッドの手すりが歪んだ。ジュニアのブーツが踏ふみつぶしたのだ。

「忘れてもらっちゃ困るぜ、天才様。俺はお前の最初の〝ファン〟なんだ」

　葉が顔を上げると、ジュニアが凄すごみのある笑えみで見下ろしていた。

「ファンを裏切ったら、逆さか恨うらみで殺されても文句は言えねえんだよ」

「……そんなことは知っている。身に染しみて、な」

　葉のファンは、世界中にいる。

　その中の一人が葉の〝災さい厄やく論文〟を盗ぬすみ、世界を滅ほろぼしかけたのは──つい最近のことである。

　──私たち〝真のファン〟が望んだのは、こんなガラクタなんかじゃない！

　世界同時多発テロを目もく論ろんだ男は、そう言い残して射殺された。

　その落胆と絶望の声は、今でも葉の耳にこびりついて離はなれない。

「こんなところにいらっしゃったのですか、ドクター！」

　二人のイギリス海兵が、葉とジュニアがいる部屋に飛び込んで来た。二人の口論を聞いて、居場所が分かったのだろう。

「ドクターを保護するように艦かん長ちようから命令を受けました。艦内は複雑なので、何かあったら大変だと……」

「お迎むかえのお出ましだ。さあ、天才様。観念して甲板に向かうぞ」

　ジュニアに引き起こされるが、葉は抵てい抗こうした。震える指で、兵士の一人を指さす。

「アンジーだ……そ、そいつはアンジーだ！」

　屈くつ強きようなアフリカ系で、制せい帽ぼうをかぶった男である。

　指をさされた本人も含ふくめ、三人の海兵がきょとんとした。

「ぼ、ぼくを殺しに来たんだ……！　ジュニア、早くそいつを殺せ！」

「またかよ……。いい加減にしろ、天才様！　ラリってんなら顔でも洗って──」

　パンッという乾かわいた銃じゆう声せいが響いた。

　硬こう直ちよくするジュニアの隣となりで、イギリス海兵が床に倒たおれた。

　位置的に邪じや魔まだった兵士が倒れたことで、葉は自分に向けられた銃じゆう口こうを見ることができた。──それを構えているのは、制帽をかぶったアフリカ系の海兵である。

　また、銃声。

　葉の髪かみが数本、宙に舞まった。

「──何の冗じよう談だんだ」

　葉のこめかみから数センチ離れた壁に、風穴が空いていた。

　銃声とほぼ同時に、硬かたい棒がひしゃげるような鈍にぶい音がしたのは──ジュニアがとっさに制帽の男の腕を蹴けったからだ。硬いブーツと壁に挟はさまれ、拳けん銃じゆうを持った男の肘ひじが逆方向に折れ曲がっている。

「お前ら揃そろって、俺を担かついでるんじゃないだろうな……！」

　身体を回転させ、肘を海兵の顎あごに叩き込む。勢いよく転倒し、床に転がる制帽の男。

「仲間を殺しやがった……。いや、他国の工作員か何かだったのか？」

　最初に声をかけてきた兵士を見下ろし、ジュニアが呻うめいた。制帽の男に後頭部を撃うたれた海兵の血が、ゆっくりと床に広がっていく。

　制帽の男が、急に立ち上がった。まったくダメージを感じさせない動きに意表を突かれ、ジュニアが首を摑まれて壁に叩きつけられる。

「うぐっ……ううっ！」

　ジュニアの巨きよ体たいが片かた腕うでで持ち上げられ、ブーツが宙に浮きかけていた。

　制帽の男も屈強な海兵とはいえ、明らかにジュニアの体格のほうが上である。それを片腕で持ち上げる光景は現実離ばなれしていた。

「天才様……！　銃じゆうを……！」

　生きつ粋すいの乱暴者であるジュニアをして、制帽の男の腕をふりほどけずにいた。葉に向かって、床に転がった銃を拾えと促うながす。

　しかし葉は毛布を抱かかえ、ガクガクと震ふるえることしかできない。

「アンジーだ……！　なぜ、アンジーがこんなに……！」

「銃を……！　拾っ……！」

「ドクター」

　制帽の男が、葉を振ふり向いた。

　その場ば違ちがいに無む邪じや気きな笑顔に、ぞくりと寒気がこみ上げる。

「警告します。我が国に干かん渉しようするつもりなら、我々は貴方あなたを排はい除じよします」

「銃を──」

　ジュニアが両りよう脚あしを持ち上げ、自分を摑む腕うでに絡からませた。相手の手首を両りよう腕うでで摑み、勢いをつけて自らの身体からだごと横に回転させる。

「──拾えっつってんだろうがっ！」

　また嫌いやな音とともに、制帽の男の肘が砕くだかれた。

　ジュニアが床の上に投げ出されると同時に拳銃を拾った。すかさず発はつ砲ぽうする。

　胸に二発の弾だん丸がんを喰くらい、壁に叩きつけられる制帽の男。

「なあ、天才様。世界のついででいいから、親友を救う姿勢くらい見せろや……！」

　同級生だった頃ころと同じ表情で、葉に詰つめ寄るジュニアに向かって──。

「おわっ！」

　制帽の男が床の上から蹴りを放った。手にした拳銃を弾はじき飛ばされてしまう。

　反動をつけて、制帽の男が立ち上がった。正面からジュニアと向かい合う。

「防ぼう弾だんチョッキを着てるようには見えなかったが……その腕で、俺とやる気か？」

　常人離れしたタフさを見せる制帽だが、ジュニアとの勝負は一方的だった。

　両腕を折られた制帽にできる攻こう撃げきは、蹴りか体当たりしかなかった。後者を選んだ相手を、アメリカンフットボールの元スター選手だった男が真正面から受け止める。

　相手の首を抱え、ジュニアが身体を沈しずませた。ベッドの端はしに制帽の顔面を激しく打ちつけ、床ゆかに転がったところを馬乗りになり、上体を起こさせる。

　ジュニアが、そばにあった目覚まし時計を摑んだ。相手の顔面に、何度も硬い時計を打ちつける。

「──どうなってやがる……」

　ピクリとも動かなくなるまで殴なぐり続けた後、ようやくジュニアが顔を上げた。

　葉を振り返るその顔には、盛大に返り血が飛び散っていた。

「こいつ、防弾チョッキなんか着てないぜ」

　葉は震えたまま、答えない。

　ジュニアが獲え物ものを仕留める光景に怯おびえたわけではない。そんなものは見慣れているし、ジュニアにかぎっては──ハイスクールを卒業して数年が経たつが、彼以上に暴力の才能に恵めぐまれた人間をまだ見たことがないため、予想の範はん囲い内である。

「ちっ」

　ジュニアが役立たずの葉を見限り、倒れた海兵から拳銃を奪うばった。付近の通路に敵がいないか確かく認にんをした上で、壁かべの内線電話を取る。

「管制所に……いや、格納庫に繫つないでくれ。──こちらグッドオール一いつ曹そう、ドクターを保護したが、少々トラブルが──えっ？　こちらも──」

　ジュニアが誰だれかと連れん絡らくをとる一方、葉は倒れた制帽の男を凝ぎよう視ししていた。

　恐おそる恐る、その男に向かって手を伸のばすが──。

「ッ……！」

　恐きよう怖ふに負けて、腕を引っ込める。

　自分の中で膨ふくらみつつある不安を確かめるのが、とてつもなく恐ろしかった。

「アンジーなのか……？　もしそうだとしたら……なんということだ……」

　ブツブツと呟つぶやく葉を、通信を終えたジュニアが振り返った。

「格納庫に向かうぞ、天才様」

「ひぃぃっ！　い、嫌だ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、上にいた敵は制圧したらしい」

　ジュニアが無む理り矢や理り、葉をベッドから引っ張り出した。荷物のように脇わきに抱える。

「て、敵……？　制圧だと……？」

「艦長が迎えの兵士をよこしたのは事実だ。だがそれとは別に、お前を追って、何人かのイギリス海兵が艦かん内ないに潜もぐり込んだそうだ。その中には──オランダのお偉えらいさんを撃ったスキンヘッドもいる。そいつを拘こう束そくしようとした兵士は、別の兵士に撃たれた」

　通路に顔を出し、安全を再度確認するジュニア。

「つまり──『ロイヤルパレス』の乗組員の中に、裏切り者がいる。甲かん板ぱんにいた裏切り者は制圧したそうだが、今、艦内にいる敵は判別がつかない。艦長がよこした味方の海兵と、スキンヘッドを含む敵の刺し客かく……そのどちらの目的も、お前だろうしな」

　隔かく壁へきに数字とアルファベットの羅ら列れつが書かれていた。

　現在地を示したものだ。──葉たちが今いるのは第五甲板の右う舷げん艦かん尾び寄りで、格納庫があるのは艦の中心を軸じくとして全くの反対方向である。

「俺たちの居場所は報しらせなかった。万が一、盗とう聴ちようされていたら、敵にも居場所がバレちまうからな。敵味方を区別しながら、自力で格納庫まで向かうぜ。──あの艦長、余計なことしてくれやがったぜ。救出隊なんて出さなきゃ、目に映る連中は全員敵ってことで、かえって分かりやすいのによ」

　片腕に葉を抱え、もう片方の手で拳銃を構えるジュニア。曲がり角まで早足で進み、警けい戒かいしながら前方をうかがう。

「見た目は同じイギリス海兵だ。敵味方の区別なんて、普ふ通つうなら分からないが……」

「ぎゃんっ！」

　ジュニアが素す早ばやく進んだ拍ひよう子しに、葉の顔面が備えつけの消火器に激げき突とつした。

「ぼ、ぼくを荷物みたいに扱あつかうのはやめろ……！」

「てめえはアメリカの所有物だろうが。人間扱いなんて図ずう々ずうしいぜ、天才様」

　人でなしの元同級生だが、一応は海軍の特とく殊しゆ部隊隊員である。複雑な空母の位置表示は理解しているらしく、隔壁に書かれた記号を確認しながら格納庫に近づいていく。

　慎しん重ちように通路を進んでいくと、前方に二人の人ひと影かげが現れた。

「ご無事でしたか、ドクター！　格納庫まで警備します！」

「お出ましだぜ。敵はいるか、天才様！」

　ジュニアが葉の髪を摑つかみ、顔を上げさせた。

　狭せまい通路を、イギリス海兵の制服を着た二人が近づいてくる。前後に並んだ二人の瞳ひとみを見て、キリキリと歯車のように動く虹こう彩さいに気づく。

「ひぃぃいっ！　ア、アンジーだ……！　前にいるほうが……！」

　海兵とジュニアが、同時に拳銃を構えた。

　一いつ瞬しゆん早く引き金を引いたのは──ジュニアだった。

　発砲音とともに、海兵の眉み間けんに穴が空いた。どさりと倒れる海兵の背後で、もう一人の海兵が慌あわてて拳銃をとろうとする。

「な、何を……！」

「見たろう、そいつは俺たちに銃を向けた！　敵だ！　君は違うようだから、俺とともにドクターの警備に当たってほしい！　指揮は俺がとる！　これはドクターの命令だ！　そうですね、ドクター・サトウ！」

　ジュニアが葉の身体を揺ゆらした。ガクガクと強ごう引いんに頷うなずかせられる。

「ド……ドクターの指示に従うよう命令されております！」

　葉に向かって敬礼し、背後につき従うイギリス海兵。

　合計三名になった葉一行が通路を進んでいくと、また二名の海兵と遭そう遇ぐうした。

「ア、アンジーじゃない……あれは、アンジーじゃない！」

「ドクター！　お怪け我がはありませんか！」

「格納庫まで案内してくれ！　君たち二人は前方を警戒しろ！」

　ジュニアの指示により、五人になった一行が通路を着実に進んでいく。

　前方の階段から、二人組の海兵が姿を現した。

「ああああ、アンジーだ……あいつら二人ともアンジーだ！」

「敵だ！　撃て！」

　ジュニアが発砲した。一人の海兵が眉間を撃ち抜ぬかれ、即そく死しする。

　だがジュニア以外の味方は、仲間にしか見えない相手に対して躊躇ためらいがあった。その隙すきを突つかれ、前方にいた味方の二人が敵によって撃たれてしまう。

　ジュニアが扉とびらのない小部屋に葉を放ほうり込んだ。自らもそこへ飛び込んで、相手の銃じゆう弾だんを避よける。後方にいた味方の海兵もそばにあった部屋に身を隠かくした。

「敵さんの胸と足に弾たまが命中したように見えるのは、気のせいか？」

　葉たちが飛び込んだのは、トイレだった。便器の横から通路に顔を出し、威い嚇かく射しや撃げきをしながらジュニアが言う。

「普通、弾を喰らったら、あんなに平然と近寄ってこれないよな。あいつら、何者だ？」

「ううぅううっ……」

「我が国って言ってたな。どこの国が、ゾンビを送り込んでくるってんだ。第一、なんで天才様を殺そうとする……？　おい、天才様。何か知ってるなら教えろよ」

「わ、分からない……あれはアンジーなのか……？　しかし、あれじゃあ、まるで……」

「ちっ、役に立たねえ英えい雄ゆうだな。──来やがったぞ！」

　拳けん銃じゆうを持った腕が、にゅうっとトイレの中に伸びた。

　ジュニアがナイフを引き抜き、切っ先を手首に叩たたき付ける。壁に串くし刺ざしになった手から放たれた弾丸が、葉の足あし下もとに命中した。

「おらっ！」

　ジュニアが腕を摑み、強引に敵をトイレの中に引き込んだ。

　姿を現すや、無事な腕を振り回す敵の海兵。しかしジュニアは上体を反らして拳こぶしをかわし、ブーツで相手の膝ひざを踏ふみつける。ぐしゃりと膝を折って半回転する相手の背後に回り、片腕で首を絞しめながら予備の拳銃を引き抜く。

　銃じゆう声せいが響ひびいた。

　こめかみを撃うち抜かれ、絶命する敵兵。

「どう見ても、普通じゃないぜ……」

　ナイフを敵の手首から引き抜きながら、ジュニアが壁を見た。空から振ぶりに終わった敵の拳が打ちつけた壁が、大きく陥かん没ぼつしていた。

「行くぜ、天才様。頼たのむから俺の服に鼻水をつけないでくれよ」

　ジュニアがまた葉を脇に抱かかえ、移動を再開した。もう一人の海兵とも合流する。

　本人は敵を普通じゃないと言うが、ジュニア自身の戦せん闘とう力も相当なものだ。葉から見れば下品な暴力性の塊かたまりでしかないが、それだけに──ハイスクール時代、彼の暴力に勝てる者は一人として存在しなかった。そんな彼が海軍に入隊し、特殊部隊として訓練を積んだのだから、その潜せん在ざい能力を想像しただけで吐はき気を催もよおしそうだ。

「また現れたぞ！　敵か？　味方か？」

「うわあぁあっ！　アンジーだ……三人ともアンジーだ！」

「くそ、引き返すぞ！　迂う回かいする！」

　形勢不利とみて、階段を駆かけ下りる葉たち一行。

　その後も鋼鉄のダンジョンを潜っては進み、上っては戻もどり、敵や味方が現れるたびに進路を変えつつ格納庫に近づいていく。

「──アンジーだ！　あれは、アンジーだ……！」

「撃てぇっ！」

　通路の角から現れた敵を、弾だん丸がんの雨が襲おそった。蜂はちの巣となった敵が倒たおれる。

「よし、前進！　このまま一気に格納庫に向かう！」

　危あやうい場面はあったものの、葉を護衛する一行は八人に数を増やしていた。ジュニアの活かつ躍やくはもちろんだが、葉救出のために送り出された救きゆう援えん部隊の数が多かった。──それでも八人しか生き残らなかったのだから、敵の戦闘力は異常と言わざるを得ない。

　格納庫に近づくにつれ、味方の数は増え、敵の数は減りつつある。

　このままいけば、無事に格納庫に到とう着ちやくすることができる──。

　誰もがそう思いかけた時、前方の通路から銃じゆう撃げき戦せんの音が聞こえた。

「まだ敵がいやがったか！　迎げい撃げきするぞ！」

　ジュニアの指示で、いっせいに遮しや蔽へい物の陰かげに身を隠す海兵たち。

　発はつ砲ぽう音の数が減り、ついに止やんだ。

「倒したのか？　──いや、来るぞ！　敵か味方か聞くまでもねえっ！」

　ジュニアの声で、味方の海兵たちが銃じゆうを構えた。

　通路の奥から現れたのは、全速力で駆ける人影だった。片かた腕うでで顔を守り、もう片方の腕うでにはナイフを握にぎっている。大おお股またで走る身体からだには無数の弾だん痕こんが見えた。

「オランダのお偉いさんを撃ったスキンヘッド野や郎ろうだ……！　総員、撃てぇっ！」

　海兵たちによる一いつ斉せい射しや撃げきが、スキンヘッドの全身を撃ち抜いた。だが腕でかばった頭部へのダメージはない。長い手足を動かし、さらに走るスピードを上げる。

「ッ……！」

　すれ違ちがい様に、配管の陰に隠れた海兵の喉のどをスキンヘッドのナイフが切り裂さいた。

「撃てっ！　撃てっ！」

　さらにもう一人、前方の海兵が首を切り裂かれる。

　スキンヘッドの走る勢いは止まらなかった。先頭にいた海兵から次々と、味方が凶きよう刃じんに倒されていく。

　そして、ついに──スキンヘッドが葉の目前に迫せまった。

「この、化け物がっ！」

　最後の壁かべであるジュニアが間かん一いつ髪ぱつ、スキンヘッドのナイフを受け止めた。そのまま相手の足を蹴けって転ばせようとするも、まったく動じない。

　スキンヘッドの青目が、葉を凝視した。

　その姿に、記き憶おくの中にある可か憐れんな少女、アンジェリンの幻げん覚かくが重なる。

「お前は──一体、誰だれなんだ──」

　葉が呟くと同時に、ジュニアの身体が浮うかんだ。

「ごっ……！」

　スキンヘッドがジュニアの腹に膝を打ち込んだのだ。壁に叩きつけられたジュニアを摑み、さらに反対側の壁に彼の巨きよ体たいを叩きつける。

「……かはっ！」

　悶もん絶ぜつするジュニアに向かって、ナイフを振ふり下ろそうとするスキンヘッド。

「──うぉらぁっ！」

　野や獣じゆうが吠ほえた。ナイフをかいくぐり、ジュニアのタックルが決まる。配電盤ばんとジュニアの分厚い肩かたに挟はさまれ、肋ろつ骨こつが砕くだける音が響いた。

　ひしゃげた配電盤の前で、スキンヘッドがずるずると崩くずれ落ちた。

　だが──すぐに何事もなかったように身を起こそうとする。

「はあっ……！　はあっ……！」

　ジュニアが銃を拾って発砲するが、敵は両りよう腕うでで頭部を守る。

　数発で拳銃の弾が切れた。

「退たい避ひだ、天才様！」

「ぐえっ」

　ジュニアが葉の首に腕をかけた。身を翻ひるがえし、通路を逆ぎやく戻もどりするジュニアと葉。

　一対一で正面からぶつかるのは不利と考えたのだろう。全速力で狭い通路を駆け抜け、隔壁の扉をくぐったところで──。

「あとは頼むぜ、天才様！」

「ぎゃあっ！」

　ジュニアが、葉を放り投げた。

　身を隠すところもない、ただの通路にである。

　床ゆかの上に倒れ、再び顔を上げると──ジュニアの姿が、眼前から消え去っていた。

「なっ──」

　絶句する葉の前方、扉を隔へだてた通路の奥に、ゆらりと人影が現れた。

　スキンヘッドだ。

「ひぃぃいいいっっ！」

　悲鳴を上げる葉を見て、そいつが床を蹴った。ボディガードを失って一人きりになった葉に向かって突とつ進しんし、隔かく壁へきの扉をくぐったところで──。

「はっ！」

　スキンヘッドの背後に、人影が飛び降りた。

　ジュニアだ。

　隔壁の陰、天てん井じよう部分に腕わん力りよくだけでしがみついていたのだ。スキンヘッドが通り過ぎると同時に飛び降り、その勢いのまま──スキンヘッドの首に回した腕を回転させる。

「──」

　葉が見上げたのは、自分を殺そうとするナイフと──半回転したスキンヘッドの後頭部だった。全く動かなくなったそれらが、糸が切れたように床に倒れる。

「これからは俺のことをニンジャと呼べ」

　ニヤリと笑う、ジュニアだったが──。

　むくり、と。

　首が折れたはずのスキンヘッドが立ち上がった。

　凍こおりつく葉とジュニア。

「ニン……ジャ──」

　低い声で呻うめくスキンヘッドの頭部に、ナイフが突き刺ささった。

　今度こそ、力なく倒れるスキンヘッド。

「やっぱり、二度と呼ぶな。……夢に見そうだ」

　さすがのジュニアも青ざめていた。ナイフを投げた姿勢のまま、固まっている。

「──違う、こんなのは──アンジーじゃ──だが、なぜ──」

　虚こ空くうを見上げてブツブツと呟つぶやく葉を、ジュニアが拾い上げた。

「とにかく格納庫に行くぞ。早いところまともな現実を見ないと、俺まで頭がおかしくなりそうだ」

　潜せん伏ぷくした敵は、スキンヘッドが最後だったようだ。

　二人は通路を進んでいき、ついに格納庫に繫つながる扉とびらを開け放つ。

「……！」

　冷たい外気と油の匂においが、全身に吹ふきつけた。

　格納庫は停留した哨しよう戒かい機と、大勢の人々で埋うめ尽つくされていた。その中にはノーラやファリザ事務総長を始めとする会議参加者たちもいる。

　だが真っ先に葉たちを出で迎むかえたのは、扉を包囲して銃を構える海兵たちだった。

「待て、撃つな！　グッドオール一いつ曹そうだ！　ドクター・サトウをお連れした！」

　両腕を上げて叫さけぶジュニアを見て、コナ艦長が部下たちを制止する。

「撃つな！　撃つな！」

「ドクター！　ご無事でしたか……良かった！」

　ファリザ事務総長が兵士たちの間を通り、葉に駆け寄った。ただでさえ一国の代表者が射しや撃げきされるというトラブルがあったのだ。葉に何かあれば、アメリカも黙だまってはいない。国連のトップとしては生きた心地ここちがしなかっただろう。

「間もなく〝ボトムズ・アンカー〟の射出が始まります。他ほかの艦かん隊たいからも、搭とう載さい機が先ほど発進したようです」

　ノーラも葉を出迎えた。葉の無事を祝ったり、ジュニアを労ねぎらう言葉はない。

「……」

　葉は格納庫を見回した。何人かの海兵の死体が転がっていることに気づく。

「あれはスキンヘッドを逃にがした裏切り者です。正体は不明ですが……ドク？」

　ノーラが眉まゆをひそめた。

　葉がジュニアのナイフを奪うばい、倒れた海兵に近づこうとしたからだ。

「そうだ……確かめてやる……あれが本当にアンジーかどうか……」

「おい、何してんだ、馬ば鹿か！」

　ジュニアに止められるが、葉は暴れて抵てい抗こうする。

「あれはアンジーかもしれないんだ……！　確かめれば分かる！　ぼくがあいつらの腹をかっさばいてやれば──首を切り取って、バラバラにすれば分かる……分かるんだ！」

「やめろ、天才様！　落ち着け！」

「ドクターを止めろ！　鎮ちん静せい剤ざいを持ってくるんだ！」

　ジュニアに続き、艦かん長ちようの指示で海兵たちが葉にしがみついた。

　直後、ビリビリと空気が震ふるえた。

　格納庫から甲かん板ぱんへと延びる坂道の向こうに、青い大空が見えた。

　そこを轟ごう音おんとともに複数の戦闘機が通り過ぎる。

　会議参加者たちが坂道を上り、甲板に顔を出す。葉もジュニアに拘こう束そくされたまま、甲板に上がった。

　戦せん闘とう機が遠方の空に姿を消していき、やがて──。

「〝ボトムズ・アンカー〟だ……」

　誰だれかの呟く声が聞こえた。

　はるか遠くの空に、金色の光点が生まれた。

　戦闘機が〝ボトムズ・アンカー〟を射出したのだ。かすかに見える光の弾たまが空中で弧こを描えがき、光り輝かがやく槍やりと化して海面に突つき刺さる。

　ここからは、それが及およぼす影えい響きようまでは確かく認にんできない。

「……オランダの潜せん水すい艦かんは？」

　ジュニアの問いかけに、ノーラが無言で首を左右に振った。

　会議参加者たちの中から、ぽつりと呟く声が聞こえた。

「戦争が、起きるぞ……」

　世界を救うために放たれた槍が、地上にいる人々に争いを生む。

　その矛む盾じゆんを嚙かみ殺すような沈ちん黙もくが支配する中、ファリザ事務総長がノーラに囁ささやいた。

「この海域は混乱するでしょう。一時、帰国されることをお勧すすめします」

　葉を一いち瞥べつし、付け足す。

「ドクターも……どうやら、混乱されているようですから」

　気を遣つかう台詞せりふに、落らく胆たんの色が混じっていた。

　能なしのガラクタに成り下がった葉は──。

「アンジーが……ぼくを殺しに来るんだ……」

　果てしなく広がる空と海を見ながら、ブツブツと呟き続けるしかなかった。
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　細長いベッドの上で、アンジェリンは目を覚ました。

　上体を起こして、自分が一糸纏まとわぬ姿でいることに気づく。頰ほおを赤らめ、そばにあった毛布を身体からだに巻いて立ち上がる。

　光が漏もれる扉を開けると、森の湿しつ気けがアンジェリンの頰を撫なでてくれた。

「……」

　静せい寂じやくに包まれた森に佇たたずむその人を、アンジェリンは美しいと思った。

　沙さ藤とう葉ようが、シャツ一枚の姿で立っていた。木こ漏もれ日に照らされた彼は微び動どうだにしない。肩にとまった小鳥が、シャワーを浴びた後の濡ぬれた髪かみの水分をついばんだ。

　葉をかろうじて人たらしめている眉み間けんの皺しわが残念だ。それさえなければ、彼が神様を名乗っても誰も疑わないだろうに。

　あるいは人と神様の間──天才という立場に留とどまっているからこそ、彼はこうしてアンジェリンを気に留めてくれていると思えば、喜ばしいことなのかもしれない。

「おはよう、ドク」

　アンジェリンの住む森に建てられた小屋──〝離れ〟の前で、彼女はめいっぱいの笑えみを浮うかべてみせた。

　葉が視線だけを動かして、こちらを見た。

　それだけだ。──葉が挨あい拶さつなどという無む駄だなことをしたら、驚きよう天てん動どう地ちの大事件だ。アンジェリンはすぐに全世界に向けて記者会見を開き、天才の〝堕だ落らく〟を報道しなければならなくなる。

「良い天気ね」

　だがアンジェリンは、いつかカメラのフラッシュに囲まれてみたくて、挨拶や世間話を彼に振ふるのである。何度でもだ。

　案の定、今回も葉は無言でアンジェリンから視線を外した。再び思考に耽ふける。

「最近、あの怖こわい助手のお姉さんを見ないわね？　わたし、嫌きらわれてしまったのかしら」

「今回の訪問は、ぼくと君の個人的な事情による。あれは関係ない」

　葉が口だけを動かして、そう言ってくれた。

「そうね」

　アンジェリンは嬉うれしくなって、〝離れ〟の前から離れた。裸足はだしのまま、岩がん盤ばんが剝むき出しになった地面の上を軽快に歩く。突き出た岩のもとに向かう。

「でも、あれ、だなんて呼び方はひどいわ」

「彼女自身の希望だ。ぼくの所有物として扱あつかわれることを条件に雇こ用ようを申し出た」

「かわいそう。あんなに綺き麗れいでスタイルもいいのに」

「ぼくには不必要な才能だ」

「今さら、ドクに必要な才能なんてあるのかしら……」

　葉は答えなかった。答える義務はない、または答えるまでもないと判断したのだろう。

　アンジェリンは地面から突き出た岩に、自らの頰を当てた。

「ちょっぴり騒さわがしいかしら。西……イギリスの近くね。もう少しざわつくようなら、また大人の人たちに知らせてあげなくちゃ」

　いつもならまぶたを閉じるところだが、今日は薄うす目めを開ける。こうしている間も、葉の佇まいを視界から失うのが惜おしかった。

「すごく、調子が良いわ。ドクのおかげね」

　嬉しくて、自然と笑みが浮かんだ。

「君の、その才能は必要だ」

　思わぬ、葉の一言。

　不意を突かれ、彼女は目を見開いたが──すぐに人生で一番の笑みが浮かんだ。

「嬉しい」

　葉が視線を動かした。〝離はなれ〟ではなく、アンジェリンが住む家を見る。

「気づいた？　イギリスの人にお願いして、おうちの外がい壁へきを作り替かえてもらったの」

　表情を輝かせ、岩から身を離すアンジェリン。

「以前の壁かべだと、少し肌はだ寒ざむい気がして……。そうだ、オランダの人に可愛かわいい洋服をもらったの。中に入って、ドクの好みを教えてくれない？」

　葉に駆かけ寄り、腕うでを引く。しかし葉は動こうとしなかった。

「アンジェリン」

　彼は彼女を本名で呼ぶ。アンジーという愛あい称しようで呼ぶだけの特別な感情、あるいは下心のようなものを彼は持たない。

　いつしか彼女を本名で呼ぶのは──世界で唯ゆい一いつ、沙藤葉だけになっていた。

「気持ちは、変わらないか？」

　また、思いがけない言葉だ。

　アンジェリンには、葉が質問する意図が分からない。

「ちっとも？」

　あどけなく首を傾かしげる彼女を見ても、葉は何も言わなかった。

「ここから出たいかどうかでしょう？　ここには何でもあるし、とても静かで素す敵てきな場所よ？　ドクがどうしてそんなことを訊きくのか、分からないわ」

「……」

「ああ……ううん、今、分かったわ。どこかの国の人が、わたしの気持ちを確かめるようドクにお願いしたのね。大だい丈じよう夫ぶ、安心して。わたしはずっと、ここにいるから。──ドクを困らせるなんて、ひどいわ。どこの国の人なの？」

「君は、孤こ独どくだ」

　今日の葉は、思いがけないことばかりを言う。

　アンジェリンは満面の笑みを浮かべた。葉の手をとり、両手で握にぎりしめる。小こ柄がらな二人の身長は、ちょうど同じくらいだ。

「ええ。わたしたち、いっしょね」

　天才、沙藤葉の考えを推おし量ることができる人間など、この世にはいない。

　彼は孤独であり、だからこそ──その立場だけでも共感できるのは世界にたった一人、アンジェリンしか存在しない。

「君はぼくと同じではない」

　しかし葉は同意してくれなかった。

「君は、〝寂さみしい〟という感情を持ち合わせている」

「……ドクには、ないの？」

　葉は答えなかった。答えるまでもないからだ、とはっきり分かった。

「自分には、その感情が〝欠けて〟いるとは思わないの？」

　アンジェリンの問いに、葉はまたも無言を返した。

　また答える必要のない質問だからだ、と思いきや──。

「ぼくがそう思う時が来たら……きっと、それを堕落というのだろう」

　何か思うところがあるのか、予想外に嬉しい答えが返ってきた。

　アンジェリンは握りしめた彼の手を胸に抱だきしめる。

「寂しいのに、孤独……ドクがそう感じるようになった時こそ、わたしたちいっしょになれるのね！　素敵！」

　葉が、笑った。

　いや──気のせいだった。彼は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。しかし、その時、アンジェリンには確かに彼が笑ったように見えたのだ。

「世界にとっては、悲劇だ」

　短く言い放つ、葉。

　彼のジョークを聞くのは久しぶりだった。アンジェリンは有う頂ちよう天てんになり、葉の手を離してクルクルと回る。毛布の下が裸はだかなのも気にしない。

「でも、わたしたちにとってはハッピーエンドよ！　ドクにはわたしの一番大きなお願いを聞いてもらったわ。その時が来たら、とびっきりのお礼を用意しなきゃ！」

　葉は無言だった。

「その日が待ち遠しいわ、ドク！」

　アンジェリンは動きを止め、たまらず葉に飛びついた。

「今の完かん璧ぺきなあなたも素敵だけど……堕落したあなたも、きっと素敵だわ」

　抱きついた、アンジェリンの耳元。

　ちょうど彼の口がある位置で、ほんの少しの息吹いぶきがかかったのは──。

　彼が苦く笑しようした証あかしだと、思い込むことにした。
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　──今の完璧なあなたも素敵だけど……堕落したあなたも、きっと素敵だわ。

　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、一年前の記き憶おく。

　葉はあの時、まだ天才で、地球上にいるどの生物よりも高次元の住人だった。

『今夜の私はスカート短め、長めのまつげで上目遣い、気づいてダーリンッ』

　薄うす暗ぐらい部屋で、葉は毛布を頭からかぶっていた。唯一の光源は、可愛らしい衣装を着た女の子たちが踊おどるテレビ画面だけである。

『今日も回り道？　たまにはストレートに、あ、ダメ、やっぱり早すぎ！』

「ぐふっ……」

　ダンスの拍ひよう子しに女の子のスカートが際きわどくめくれた。葉の口元が綻ほころぶ。

『ちゃんと見えてる？　私たちのハッピーエンド！』

　テレビの画面を凝ぎよう視ししつつも、葉の手はせわしなく動いていた。小さなプラスティックケースを見もせずに両手でいじくり回す。

　そこへ突とつ如じよ、大きな物音がした。

「ひぃっ……！」

　突とつ然ぜんの日光に怯おびえる葉のすぐ近くで、ガタガタという音は大きくなり──。

「はい……さいっ！」

　外側から強ごう引いんに雨戸を外し、濱はま門じよう陸りくが縁えん側がわで仁に王おう立ちになった。差し込む陽光を背にした少女の肩かたから、怒いかりの波動が伝わってくる。

「ま、眩まぶしいっ！」

　散らかった狭せまい部屋──沖おき縄なわ県、嘉か手で納な町にある自宅の居間で、テレビを鑑かん賞しようしていた葉は、目ま映ばゆい太陽の光に狼狽うろたえる。

「ドクぅぅううう？　──あっ」

　険悪な様子で歩み寄ろうとした陸が、足あし下もとにあった何かにつまずいた。

「ぎゃあっ！」

　陸が葉の上に覆おおい被かぶさった。自分よりも長身の少女の胸が、葉の顔に押しつけられる。

「痛いった……何ね、このガラクタは！」

　床ゆかに打ちつけた肘ひじをさすりながら、陸が室内を見回した。

　日差しによって明るくなった居間には、電気製品のパーツが散乱していた。小さなネジから始まって、赤外線受信つきの電子回路からファンの一部などがある。

「……」

　騒ぐ陸とは対照的に、葉は心が落ち着いていくのを感じた。柔やわらかい感かん触しよくに顔を埋うずめ、無意識に少女の腰こしに腕を回す。

「ぎゃぁああっ！」
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　今度は陸が悲鳴を上げた。飛び起きて葉を引きはがし、上から踏ふみつける。真っ赤な顔で自らの胸を押さえる陸。

「む、無言で抱きつくとか、やめてくれませんか！　本当に気持ち悪いんで！」

「だ、抱きついてなどいない！　な、なんというか、身体からだが勝手に……！　貴様、ぼくに何をしたんだ！」

「知るかっ！　死なすぞ！　──それにしても」

　テレビ画面や散らかった室内を見回して、陸が蔑さげすんだ目で葉を見下ろした。

「真っ昼間から部屋を閉め切ってアイドルのＤＶＤ鑑賞とか……ひどすぎる」

「み、見るなっ！　堕だ落らくしたぼくを見るなぁっ！」

　再び毛布を頭からかぶって丸くなる葉。

「このガラクタは何？」

「……エアコンの部品だ。隣となりの爺じいも言っていたが、せめてその場しのぎに直そうと……」

「直ったの？」

「直らない……」

　葉は毛布をかぶったまま、目に涙なみだを浮うかべる。

「錆さびついてしまったし……歪ゆがんで嚙かみ合わない部品もある。当たり前だ。一度、壊こわれてしまったものが完全に元に戻もどることなんてあり得ないのだから……」

　震ふるえる自らの手を凝視する。かつてはどんなものでも生み出し、改造し、修復することができた手だ。

　それが今や、その才能の欠片かけらも見当たらない。

「その場しのぎにすら、なるもんか……」

　気を抜ぬいたら、嗚お咽えつを漏もらしてしまいそうだ。

　──分からない……。

　空母『ロイヤルパレス』でそう呻うめいた葉を見る、各国の代表者たちの目つき。

　彼らはきっと壊れたエアコンを見ても、全く同じ目つきをすることだろう。

　その場しのぎにすらならない、役立たず。

　今の葉がまさにそれだと、バレてしまった。

「……そっか」

　陸もまた、落らく胆たんの吐と息いきを漏らした。

　だがその呟つぶやきには、それでも葉を許す温かみを感じられた。

　葉は無意識に顔を上げ──ようとしたが、思い切り脳天に手刀を叩たたき込まれた。

「ッ……！　あ、頭がっ！　いや、突つき抜けた衝しよう撃げきで頸けい椎ついがっ……！　神経がっ！」

　頭と首の後ろを押さえて床を転げ回る葉を、陸が半眼で見下ろした。

「あれだけ言ったのに、また勝手にいなくなって！　心配したさ！　次からはどこかに行く時は言ってくって約束したのに！」

「約束など、した覚えはないっ……！」

「したさ！」

　否定しようと顔を上げると、陸がなぜか涙ぐんで葉を睨にらんでいた。その場に座り込み、頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向く少女を見て、葉は嘆たん息そくする。

「……次からは、善処しよう」

　諦あきらめとともに譲じよう歩ほしたのは、今の葉がもう天才ではなくなったからだ。

　以前の沙藤葉ならば、子供っぽい押しつけの約束事など無視しただろう。そしてコンマ一秒後には、世界を救うために有意義な思考に耽ふけるのだ。

　二人は向かい合って座り、しばし沈ちん黙もくした。

　外から響ひびく蟬せみの声は、野や蛮ばん人の機き嫌げんを直す効果があるらしい。床に転がった部品を弄もてあそぶ少女の表情から、少しずつ険しさが抜けていく。

「……これ、どうするの？　ほれ」

「上手投げで投げるな。痛い。手持ちぶさたで直していたが、やめだ。無む駄だな作業だ」

「もうちょっと、がんばってみたら？　直るかもしれないし」

　笑えみとともに言われ、葉はピクリと顔を強こわばらせた。

　葉が沖縄に戻ってきたのは、昨夜のことだ。以前とは違ちがい、今度はチャーター機による丁てい重ちような帰路だった。

　北海で葉を送り出した事務総長らは、口にこそ出さなかったが明らかに失望していた。

　──こいつは、もう役には立たない。

　葉は超ちよう能のう力りよく者ではないが、彼らの心の声がはっきりと聞こえた。

　空港で別れる間ま際ぎわ、助手のノーラ・ダーリンは、はっきりと口に出して言った。

　──身体を休めて、一刻も早く正気を取り戻してください。

　ゴミを見るような目つきを隠かくそうともせず、さらに付け足した。

　──天才ではない貴方は、ゴミ以下であることをお忘れなく。

　葉は何も言い返さなかった。

　一言一句、その通りだからだ。

「……簡単に、言うな」

　葉は苦笑し、陸に言った。

　陸が一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。その時、どのような表情をしていたか分からないが、彼女は少し驚おどろいたようだ。なぜか視線をそらし、唇くちびるを尖とがらせる。

「で……でも、どうせ他ほかにすることもないんでしょ？」

　葉はまた、苦笑せざるを得なかった。今度は微び笑しように近かったかもしれない。

「そうだな。そうする以外、ぼくには何もない」

　エアコンの部品をつまみ上げ、見つめる。

　──ガラクタでも何でもいいから、天才のフリをしやがれっ！　そうじゃなきゃ、てめえなんか生きる価値もねえんだからなっ！

　元級友の特とく殊しゆ部隊隊員も、そう言っていた。

　それもまさに、その通りである。

「なんとか元通りにしないと、ゴミとして捨てられるだけなんだからな」

　部品を指で弾はじき飛ばす。

　コロコロと床を転がる部品が行き着いた先は──むすっとした顔の少女の手元だった。

「ん？　なんだ？　まだ何か文句があるのか？」

「……ドクのくせに、真面まじ目めな顔したってダメさ」

「何がダメなんだ」

「ちゃんとお風ふ呂ろ入ったの？　そのシャツは洗った？　しっかり寝ねてないから、目のクマがすごいさ！」

「な、何をする！　やめろ！　きゃぁああっ！」

　着ているシャツを脱ぬがそうとする陸に対し、必死に抵てい抗こうする葉。

　そこへ窓の外を、春はる正まさと彼の友達の小学生集団が通りかかる。

「あー、陸姉ねぇがまたえっちだー！」

「あっ、待て、はーるー！　もうっ、またこのパターンさ！」

「ま、待て、これをパターンと言うなら、この後、ぼくは貴様の友人であるところの殺さつ人じん鬼きに脅きよう迫はくされることになるのだがっ！」

　その後、葉は何とか衣服を死守したが、交こう換かん条件に着き替がえを強制された。

　新しいシャツを着て、自宅を出る。

　沖縄の太陽は、今日も葉に対して攻こう撃げき的だ。

「来週には、ちゃんと家にいてよ、ドク」

　昼食をとるため、坂道を上る途と中ちゆうで陸が言った。

　またやっかいごとか。葉は嘆息する。

「それはその日に国外逃とう亡ぼうしろという意味か」

「なんでさ。エイサーまつりがあるの。ドクもいっしょに行こうよ。せっかく沖縄に来たんだし」

「祭りか。この島の人間は、どんな祭りをするのやら……しかし、来週か」

　葉の脳のう裏りに、腰ミノをつけて火あぶりにした豚ぶたの周りを回る島民の姿が思い浮かんだ。

　その次に思い浮かんだのは、〝黄金火山〟だ。

〝黄金火山〟の噴ふん火かの兆候が顕けん著ちよになっているのは確かである。

　ひょっとしたら来週どころか、この数日のうちには──。

「ね？　ドク」

「いいだろう。その前に世界が滅めつ亡ぼうしなかったら、の話だがな」

「そんなことあるわけないさ！　じゃあ、約束ね！」

　ささやかな約束事に、すっかり上じよう機き嫌げんになる陸。

　明るい陸の笑顔を見て、葉のささくれだった心がほんの少し穏おだやかになるのを感じた。

「又また吉きちもいっしょに来れたらいいのに」

　しかし陸の笑顔は、五秒も保もたなかった。

「毎年、みんなでいっしょに行ってたんだけどな……」

「祭りはともかく、ヤツを外に出すだけなら簡単だがな」

　葉が言うと、陸がびっくりして葉の腕うでを摑つかんだ。ドキリ、となぜか心臓が鳴る。

「ホント？　ドクが出してくれるの？　又吉ってば、最近また暗くなっちゃって……この前なんか家に米兵が乗り込んできたなんてワケの分からないこと言い出して」

「そっ……！　そうか、それはワケが分からないな。タチの悪い妄もう想そうだろう。だが、ぼくにかかれば大した問題ではないな」

　別の意味でドキリとしつつも、言う。

「ぼくは一度受けた依い頼らいで、失敗したことなどないんだ」

　陸が疑わしげな視線で葉を見た。だが、すぐに快活な笑みを浮かべる。

「ドクのことだから、期待しないで待ってるさ」

　そんな会話をしているうちに、『みそら商店』に到とう着ちやくした。

「はいさい」

　店内に入ると、陸の母である美み空そらがカウンターに立っていた。

　陸はすでに自宅で昼食をとってきたらしい。葉を置いて、さっさと店の外の簡易ベンチに向かっていった。

「いつものそばを」

「オジィにもらったゴーヤーのチャンプルーもつけてあげるからね。他に注文は？」

「メニューではないが、娘むすめに他人の服を強ごう引いんに脱がすのは犯罪だと教えておけ」

　美空が少し考えて、真面目な顔をした。

「時にはそれも──」

「分かった、注文を取り下げる。だから、その続きを決して娘には言うな」

　美空がつまらなそうな顔をして、キッチンに消えた。しばらくして、ゴーヤーと何かの肉を炒いためたものを載のせた皿をもってくる。

　代金を支し払はらい、両手で食べ物を持って店を出ようとして──振ふり返る。

「やっぱり、女め神がみ──ごほん。姉のほうになら、言ってもいいかもしれん」

「ん？　何が？」

「な、なんでもない」

　店の外に出て、ベンチに向かう。

「──はーるーの見み間ま違ちがいです。本当にそんなことあり得ないですから」

　そこには陸が不自然な敬語で、いつもの面々に弁解する光景があった。

　夏なつ生き、佳か織おり、照て瑠るの三人だ。それぞれ飲み物やアイスを口にしている。

　葉がベンチの端はしに座ろうとすると、真っ先に間ま抜ぬけ面づらの夏生が笑いかけてきた。

「あ、ドク。さっき、はーるーが来て……」

「言うな。命に関かかわる」

　葉は霊れい媒ばい師ではないが、奥にいる佳織が放つ物ぶつ騒そうなオーラを感じ取っていた。葉を見る目つきが、笑いながら人を切り刻める殺人鬼のそれである。

　器うつわと皿をテーブルに置くと、さっそく照瑠が飛びついた。

「ドク、今日は豪ごう華かだし！　ちょうだい！」

「やめろ、ぼくの金で買ったランチだ！　こら、勝手に食べるな！」

「お箸はしで照瑠と間接キスできるんだから、こっちがお金もらいたいくらいだし！」

「貴様の図ずう々ずうしさは、いっそ嫌いやなことを忘れさせてくれるな。……間接キスか」

「ローリコンっ、ローリコンっ」

「手て拍びよう子しをするな、そこの殺人鬼」

　簡易式の屋根が日差しは防いでくれるものの、陽気と暑気は筒つつ抜ぬけだ。

　ただでさえ高い気温の中、熱い食べ物を照瑠と奪うばい合うエネルギーがもったいない。さっさと食事を終えて帰るために、照瑠を押しのけて皿に箸を刺さす。

「ドクと会うの、何日ぶりだっけ？　何してたんだ？」

「どうせ信じないからって言って教えてくれないの。あ、でも、さっきは暗い部屋でアイドルのＤＶＤ見てた」

「わー、暗ーい。そういうのってあり得ないよね、陸ちゃん？」

「照瑠が置いてったＤＶＤだし！　どうだった？　照瑠、可愛かわいかったでしょ？」

「そうだ、貴様……ぼくがマミちゃんのために書いた論文を自分で使ったな！　ちゃんと渡わたしておけと言ったのに、これは横領だぞ！」

「ウソ臭くさかったけど、書いた通りにしたらホントに人気上がったし！　はじめてマミを蹴け落おとしてアンケートの人気一位！　五十枚しか売れてないけど！」

「へえー、やったな、照瑠」

「……でも……作曲家の盗とう作さくがバレたとかで……三日で回収騒さわぎになって……」

「う、運が悪かっただけさ！　気にしちゃダメさ！」

「そ、そうそう、照瑠ちゃんなら次も一番だよ！　元気出して！」

　その後も他た愛あいもない会話が続き、葉がようやく食事を終えた時だった。

「でもドクも、ここらへんになじんできたよなー」

　夏生の何気ない言葉に、葉は衝しよう撃げきを覚えた。

　見開いた目を夏生に向けると、彼のほうも驚いた様子で苦く笑しようする。

「えっ、そんなにおかしなこと言ったか？　だって陸に面めん倒どう見てもらって、オジィからもらったゴーヤー食べて……その服だって」

「あ！　よく見たらそれ、照瑠のオジィが着てたのだし！　泥どろ棒ぼう！」

「こらこら。この前、オバァがドクにあげたんだって。いつも同じの着てたから」

「えー、汚きたなーい。不潔な男ってあり得ないよね、陸ちゃん？」

「それにこうしてさ、俺らといっしょにいることも多くなったし」

　悪気はありません、という風を装い、爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべる夏生。

「こ、このぼくが、こんなド田舎いなかの島に馴な染じむだと……？」

　撤てつ回かいを求めたいところだが、言われてみると思い当たる節も一つ二つあった。

　自覚がなかっただけに、ショックが大きい。

　才能は失ったものの、プライドまで捨てた覚えはない。

「ち、違ちがう、これは何かの間ま違ちがいだ……都会で生まれ、都会で育ち、大学で教きよう鞭べんをとるようになってからも家賃四千ドルの自宅に住み、選えりすぐりのコーヒーとオーダーメイドのスーツを欠かさなかった、このぼくが……こ、こんな島でくすぶりつつも、ストレスを感じなくなりつつあるだなんて……」

「何かブツブツ言い出したし」

「いつもの発ほつ作ささ」

「しかも、こんな……」

　居並ぶ面子メンツを見て、愕がく然ぜんとする。

　男は眼中にないとして、野や蛮ばん人と殺人鬼、そして子供という女っ気のない風景だ。

「出会った美女には必ずといっていいほど愛を囁ささやかれてきた、このぼくが……」

　陸が缶かんジュース、夏生がアイス、佳織がスナック菓が子し、照瑠がそばの汁しるを噴ふき出した。

「び……美女！　ドクなんかが美女に見向きされるはずないさ！」

「いやー、美女って言葉自体、久しぶりに聞いたなー」

「妄想もここまでくると可哀かわい想そうだね、陸ちゃん？」

「照瑠は美女だけど、ドクに愛を囁かないし！」

　盛大に笑いものにされ、葉の頭に血が上った。顔を真っ赤にし、照瑠から器を奪う。

「だ、誰だれも信じろとは言っていない！　笑いたければ、勝手に笑うがいい！」

　空になった器と皿を店内に持って行き、カウンターの美空に渡す。

「ずいぶん盛り上がってるね。どうしたの？」

「知らん！　そんなことより次に娘が店番をするのはいつだ！　もちろん姉のほうだ！」

　どさくさに紛まぎれて尋たずねる葉を見て、美空がニヤリと笑った。

「教えない。会いたいなら、ちょくちょく来たらいいさ」

「ファック！　どいつもこいつも！」

　店を飛び出し、ベンチの前を通り過ぎる。

　笑い声に混じって、陸の声が背後から届いた。

「あれ？　ドク、どこにいくの？」

「野や暮ぼ用だ！　貴様らのような凡ぼん人じんどもにつきあってられるか！」

　振り向きもせずに言い放つと、さらに陸が言った。

「遠くに行くなら、ちゃんと言ってよ！　それと祭りのことも忘れないでね！」

「祭りって？」

「エイサーまつり。いっしょに行く約束したから」

「そっか。おーい、ドク。俺も出るから、ちゃんと来てくれよー」

「ちっ……」

　振り向くと、陸たちはすでに葉を見ていなかった。楽しそうに祭りの話題で盛り上がる少年少女たちを見て、苛いら立だちを覚える。

　一週間後、みんなで祭りに行く未来を信じ、疑ってもいない。

　戦せん闘とう機が行き交かう空の下もとに住みながら、底そこ抜ぬけに平和な日常を送る人々。

　彼らは世界の裏側で、誰が苦労してその平和を守っているのか知りもしないのだろう。

「分かっている、と言っただろう」

　口の中で呟つぶやき、再び歩き出す葉。

　目的の家は、すぐ近くにあった。

　二階建ての年季の入った家屋だ。呼び鈴りんを鳴らすと、怯おびえた顔の主婦が姿を現した。

「ご、ごめんなさい。うちの子のことは、もういいから……あの後、たくさん米軍の人が来て、この前のことは誰にも言うなって──」

「茶ちや菓が子しはいらない」

　主婦を押しのけ、勝手に家の中に入って階段を上る。

　薄うす暗ぐらくて、陰いん気きな空気が支配する廊ろう下か。

　葉がその開かずの扉とびらの前に座り込むのは、これで三度目だ。

「……出てって、ください……」

　ドアの向こうから、低い声が聞こえた。怖こわいから仕方なく敬語を使っている、という不満が見え見えだ。

　部屋の主あるじの申し出を、葉は無視した。全く別のことを口にする。

「まだ回答を得ていない」

「……」

「お前はそこにずっといたいのか？　ぼくのいない間に、ちゃんと周囲の人間に宣言しておいたか？　自分はここにいたいからいるんだ、邪じや魔まをするなと」

「……」

「永遠に引きこもっていたいという人間を知っている、と前に言ったろう」

　葉がその人物と出会ったのは、深い海の底だった。

　彼女は外には出たくないと葉に告白し、葉はそれを叶かなえた。

　もし彼女が出たいと──たった一言でも別の希望を口にすれば、違った未来になっていたかもしれない。

「ぼくは、それを叶えた。ぼくは受けた依い頼らいは必ずやり遂とげる。たとえ──」

「……」

「たとえ……世界を滅ほろぼしうる〝災さい厄やく〟を一つ増やそうとも、だ」

　葉の〝災厄論文〟にもある、世界の脅きよう威いの一つ。

〝黄金火山〟。

　そのそばで新たな脅威の芽が育はぐくまれつつあることを知るのは──葉しかいない。

「ぼくの名は沙藤葉。今まで堪たえ忍しのんだ君に敬意を表して誓ちかおう。君の願いを叶えると」

　ドアの向こうから、ゲームの効果音に混じって、はじめて聞く音が聞こえた。

　それは──すすり泣く声だった。

「……こ、ここから、出たくない、です……」

　葉は黙だまって、その声を聞く。

「なんで、こんな目に……みんなの目が怖い……みんなが馬ば鹿かにしてる気がする……昔は仲が良かったのに……今はこんな風だけど、前は人気者だったのに……」

　ただでさえ低い声が、嗚お咽えつでかすれて聞き取るのが困難なほどだった。

「……み、みんなに笑われるから……出たくない、です……」

　嗚咽が大きくなっていき、次し第だいにそれははっきりとした泣き声になった。

「今さら、出られない……でも、本当は──」

　家の外から、車両の排はい気き音が聞こえた。

　一階が騒がしくなり、主婦と何者かが言い合う声が響ひびく。

「本当は……出たい……！」

　大勢の足音が階段から伝わる中、ドアの向こうにいる人物が、とうとう叫さけんだ。

「誰も自分を知らない場所に行きたい……！　ずっと遠くに行きたい、んです……！」

　又吉の悲鳴のような声を、葉は聞き届けた。

　また一人、葉にすがりつく者が現れた。

　しかし、そいつは天才である沙藤葉にではなく──顔を合わせたこともない、知り合いの知り合いにすぎない葉に対して、心の底からの願いを叫んだのだ。

　才能を失い、ガラクタになった葉に向けられた、はじめての依頼である。

「いいだろう。連れて行ってやる」

　動かない葉の背後に、大勢の男たちが並んだ。

　米軍の兵隊たちだ。

　その中には葉の元級友、エリク・グッドオール・ジュニアもいる。

「今すぐにだ」

　葉は今までに一度も依頼を失敗したことがない。

　それは真実だ。

　だが別の言い方もできる。

　葉の許もとに舞まい込む依頼は、誰もなしえない仕事ばかりなのだ。天才しか成功させることができず、救いを求めてやってきたものしかないのである。

　依頼のほうが──葉を求めて離はなれないのだ。

　一度は手元を離れかけた依頼でも、必ずまた葉の許に舞い戻もどってくるのである。

「──事態が深刻化した。もうお前に頼たよるしかないそうだぜ、天才様」

　ジュニアの声を聞き流し、葉は待った。

　そして、その時はきた。

　ゆっくりと──隙すき間まを埋うめる埃ほこりを散らしながら、開かずの扉がゆっくりと開いていく。

　そこに佇たたずんでいたのは、見るに堪えない人物だった。

「い、今すぐ……？」

　顔は涙なみだと鼻水で、ぐしゃぐしゃだ。髪かみはボサボサで、輪ゴムでまとめている。葉よりも頭一つ高い長身は、その背せ丈たけを恥はじるように猫ねこ背ぜになっていた。中学校の校章が刺し繡しゆうされたジャージは穴が空いている。眼鏡のフレームは歪ゆがんでいて、斜ななめになっていた。
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　どうしようもなく落ちぶれた、負け犬。

　葉はその姿を見て笑うでも、顔をしかめるでもなく──。

「そうだ、今すぐだ。──又また吉きち三み三み子こ」

　まるで今の自分みたいだ、と思った。
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　ぽいっ。

　そんな擬ぎ音おんが聞こえなそうな扱あつかいで、葉は硬かたい甲かん板ぱんの上に放ほうり出された。

「ふがっ！」

　北海の陽光で熱せられた鋼鉄の地面に、猿さるぐつわをされた顔を押しつける葉。

　そこへ。

　ぽいっ──と、もう一つ、葉と同じ拘こう束そく衣を着た人物が放り出された。

「ふぎゃっ！　ふむーっ！」

　折り重なった二匹ひきの芋いも虫むしが、甲板の上で暴れる。

　続いて、着ちやつ艦かんしたばかりの輸送ヘリから屈くつ強きような男たちが甲板に降りた。

　先頭にいるのはエリク・グッドオール・ジュニアだ。ジュニアが葉ともう一人の拘束衣の襟えりを摑つかみ、甲板の中央までひきずっていく。

「お前はまともに二本の足で着艦すると死ぬのか？　天才様ジーニアス」

　数日ぶりに舞い戻った北海は、平へい穏おんとは言いがたかった。

　一見すると空は晴れ渡わたり、平和な海原うなばらが広がっているように見える。だが風が強く、よく見ると白波が立っているのが分かった。

　そして──葉が降り立ったのは、イギリス空母『ロイヤルパレス』ではなかった。

　オランダ海軍に属する揚よう陸りく艦かんである。空母よりも小型で滑かつ走そう路ろもないが、ヘリコプターが離り着ちやく陸りくするための飛行甲板と、艦かん内ない部に艦かん載さい機きや揚よう陸りく艇てい、戦車などを格納するためのドックが備わっている。

　さらに葉がいる揚陸鑑を護衛するために、二隻せきのフリゲートが同行していた。揚陸艦からでも、物々しいミサイル発射機やレーダー管かん制せい塔とうがよく見える。

「ふむー！　むー！」

「分かった、分かった。今、外すからおとなしくしろ、天才様」

　猿ぐつわを外され、葉は横になったまま叫んだ。

「……ぶはっ！　なぜ、ぼくがこんな扱いを受けるんだっ！　人権侵しん害がいだ！　絶対にお前と海軍を訴うつたえてやるから、今のうちに良い弁護士を探しておけよっ！」

「なぜって、お前がこの期ごに及およんでやっぱり行きたくないって駄だ々だこねたからだろ」

「むー！　むー！」

「おう、こっちも外してやらなきゃな」

　そう言って、ジュニアがもう一方の芋虫の猿ぐつわを外した。

「……ぶへっ！　た、助けてぇっ！　こ、殺されるぅうううっ！　ど、どうして三三が、こんな目に遭あうんですかぁっ！」

　葉よりも一回り大きい拘束衣を着た又吉三三子が、涙を流しながら叫んだ。

「日本語は分からない。だが扱いの理由を訊きいているなら、お前がワケの分からないことを叫んでパニックになって、ヘリから飛び降りようとしたりするからだ」

　ジュニアが呆あきれ顔で嘆たん息そくし、葉と又吉の拘束衣を外す。

　立ち上がり、小こ柄がらな葉と猫背の又吉が正面から睨にらみ合った。

「そ、そうだ、貴様が悪いっ！　貴様が馬鹿みたいに騒さわぐから、そのうちぼくまで怖くなって、拘束される羽目になったんだ！　ぼくは貴様の望みを叶えてやったのに！」

「み、三三の望みは、こんなんじゃないですからっ！　べ、米軍に誘ゆう拐かいされて、飛行機に乗せられて、こ、ここはどこなんですかぁっ！　が、外国人しかいないしぃっ」

　飛行機の機内で、葉はスーツに着き替がえさせられていた。

　一方、又吉三三子は──ひどいものだった。

　急せかされて、慌あわてて着替えたのだろう。中学校時代の制服だというセーラー服の上下と、スカートの下に裾すそをまくったジャージ。ストライプ柄がらのハイソックスと黒のニーソックスに加えて右足はブーツ、左足はスニーカーという滅め茶ちや苦く茶ちやな組み合わせである。

「み、三三はただっ……！　誰だれも三三を知らない土地に行きたかっただけなのにっ！」

　服装だけではない。首から上も負けじとひどかった。髪は非ひ対たい称しようの位置に二つにまとめ、化け粧しようっ気の欠片かけらもない目にはクマが浮ういている。フレームが歪んだ眼鏡もみっともないし、伸び放題になった前まえ髪がみを留めるヘアピンだけが唯ゆい一いつの正気の証あかしだった。

「こ、こんな、戦略シミュレーションか、ＦＰＳの世界に放り込まれるなんて……！　ど、どうしよう、まだチュートリアルもクリアしてないのに……！」

　頭を抱かかえ、危あやうい目つきでブツブツと呟つぶやき出す又吉。

　葉は身の危険を感じて、後あと退ずさる。

「ここはゲームの世界じゃない。ヨーロッパにある北海だ。──おい、女たらし。なんとかコイツをなだめろ。これでも一応、女だそうだぞ」

「女は好きだ。だがヒステリックな女は何よりも苦手だ。いっしょに連れていくっていうから、何かと思ったら……今さら無関係の一いつ般ぱん人だなんて言われても困るんだよ」

　言い放ち、ジュニアが葉の肩かたを摑んだ。

「北海に戻ってきた理由を忘れてないだろうな、天才様」

　葉の周りにはジュニアを含ふくめ、十数人のアメリカ海兵が護衛のために集まっていた。

　そこへオランダ海軍の制服を着た一団が近づいてくる。

「アンジーが──とうとう、お前との面会を承しよう諾だくした」

　直立不動の体勢をとりつつ、ジュニアが小声でささやく。

「数日前に撃うち込んだイギリスの〝ボトムズ・アンカー〟は、不幸にもオランダの潜せん水すい艦かんを直ちよく撃げきした。多数の死者が出たことで、今、北海の雰ふん囲い気きは最悪だ。低強度紛ふん争そうの一歩手前ってところだ」

　低強度紛争。──つまり平和な状態から、戦争状態に移行しつつあるということだ。地球存亡がかかっていたとはいえ、関係を修復するには時間がかかるだろう。

「〝ボトムズ・アンカー〟を射出したアンジーの言い分を直接聞いた上で、お前が射出は正当な判断だったと認めるだけでいい。天才がそう言うなら、オランダ側も早まった行動はとらないだろう。ひとまず紛争は避さけられる」

「……」

「もしアンジーの話に不ふ審しんな点があったら、余計なことを言うな。その時はアメリカが介かい入にゆうして、紛争回かい避ひのために両国の仲を取り持つことになる」

　そんなことをしたら、余計に話がこじれるのは目に見えている。結局、軍事力や経済力をちらつかせてどちらかを黙だまらせるしかなくなるだろう。

　人同士の紛争を防ぐには、人の力よりも強力な抑よく制せい力が必要となる。

　時にはそれが法であり、時には──人あらざる天才の役割となる。

「ようこそ、我が艦かん隊たいへ。ドクター・サトウ」

　オランダ海兵団の先頭にいる男が、葉に握あく手しゆを求めた。初老の人物で、サングラスをかている。一目で高い身分にある人物だと分かった。

「この艦隊を指揮するエッカルトと申します。長年、海の反射に照らされて目が弱っているので、これをつけたまま失礼します」

　自らのサングラスを指で小こ突づき、焼けた顔に笑えみを浮かべる男性。

「貴方あなたの護衛を任される機会を得て光栄ですよ。最近の北海は騒そう々ぞうしいですからな。ご覧の通り、万ばん全ぜんの態勢で〝ゴールド・ピット〟海上までお送りしますよ」

　握手に応じる葉の背後で、「護衛にかこつけた艦隊で、イギリスを威い嚇かくするためだろ」と小声でジュニアが皮肉った。

　葉の手を握にぎるエッカルトの力は、思った以上に強かった。

「イギリスからではなく、オランダから北海に入られたことを感謝しますよ。願わくは、この旅路で先日の事件の不当性を明らかにしていただきたいものだ」

「……オランダから入ったのは、『ロイヤルパレス』に乗りたくないだけで他意はない」

　葉は言う。ジュニアが前に進み出て、わざとらしい大声で付け足す。

「ドクターはあくまでアドバイザーとしての立場でここにおられます！　彼の意見や行動にはいかなる政治性もありませんし、どの国に寄るものでもありません！」

　ぬけぬけと言うジュニアを、エッカルトは無視した。

「そう、その『ロイヤルパレス』での襲しゆう撃げき事件も、うさん臭くさい。ドクターを襲おそった連中が何者なのか……調査中の一点張りで、いまだに正式な報告もないのですから」

「……」

「顔色がよろしくないですな。間もなく〝ゴールド・ピット〟海上に到とう着ちやくしますが、それまで身体からだを休めておかれては？　……体調不良のせいで正常な判断ができなかったら、我が国としても遺い憾かんですからな」

　そう言って、ようやくエッカルトが葉の手を離した。オランダ海兵を引き連れて、葉の前から去って行く。

「早いところミサイルをぶっ放したくて仕方ないって顔だな」

　ジュニアが肩をすくめた。同感だ。

「ぼくが天才かどうかなんて、もう気にしている者は一人もいない」

　去って行くオランダ海兵の背中を見つめ、葉は呟く。

「ぼくがアンジーと話した後、なんと言うか。──その発言を、どう自国に都合良く解かい釈しやくし、ねじ曲げるか……誰もがそのことしか考えていない」

　だからこそ、あんな醜しゆう態たいを晒さらした葉を再び連れ戻もどしたのだ。

　あれは正しかった。

　あれは間ま違ちがいだった。

　葉がいずれの回答を出すにしろ、それを理由に動き出したい人々がいるだけだ。

　真実を知りたいと願う者は──誰もいない。

「今回の面会に期待してるのは、ヨーロッパの国々じゃないぜ、天才様。その重要さが分かってるからこそ、お前の助手──ダーリン女史は一足先に〝ゴールド・ピット〟に行って、面会のセッティングをしてるんだ」

「……」

「お前、二十歳はたちになったらアメリカか日本、どちらかの国こく籍せきを選ぶんだよな？　どっちを選ぶか……訊くまでもないよな」

「訊くまでもないのは、貴様がどちらを選んで欲しいかだ」

　葉は天才ではなくなったが、国や政治の話に興味がないのは変わらない。

　どの国を選んだとしても──葉が孤こ独どくであることは変わらない。

「母国の英えい雄ゆうじゃなくなれば、任務でお前を殺せそうだしな」

　ニヤニヤと笑う元同級生を一いち瞥べつし、葉は身を翻ひるがえした。

　すっかりポンコツになった葉の頭にも、アメリカ政府の機密は詰つまっている。もしそれが他国のものになる可能性が生じたら──本当の意味で、葉の生存を望む者がいなくなるということだ。冗じよう談だん抜ぬきで、今、そばにいる男が殺しにやって来るかもしれない。

「……又吉は？」

　護衛のアメリカ海兵の一人に尋たずねると、彼は無言で横を見た。

　その視線を追うと、揚陸艦の柵さく際ぎわにむさ苦しい塊かたまりがあった。

　葉はジャケットを翻し、そこまで歩いて行く。

　又吉が身体を丸め、膝ひざの間に顔を埋うずめていた。

「ぼくはすぐに海に潜もぐることになる。お前はオランダに戻り、観光でもしてくるといい」

「……キミは、何者ですか？」

　少しだけ顔を上げ、又吉が眼鏡の奥から葉を睨んだ。自分の部屋ではあれだけ横おう柄へいだった態度が、うって変わって怯おびえる小動物そのものになっている。

「ぼくは天才で、アメリカの英雄だ」

　天才だった、と過去形になるのが正確なところだ。

　だが、その正確さを求めている人間は今、この場にはいない。

「ウソ」

　はじめてきっぱりとした口調で又吉が否定した。

「ドクっていう子は天才で英雄──って妄もう想そうをしてるだけで、小さいし、力は弱いし、中学生の宿題も解けないし、モテる要素が一つもないダメ人間って言ってたもん……」

「なんだと！　一体、誰がそんなことを──いや、言わなくても分かるが！　ぼくがいないところで好き放題──いや、ぼくに面と向かっていつも言ってるが！　おのれ……何て無礼な連中なんだっ！」

「そ、それと、スケベだって……はっ！　こ、こんなところまで、三三を誘拐したのも、三三をどうにかしようと──」

「バカにするのも、いい加減にしろ！　いくらなんでも貴様みたいな──」

　自分の身体を抱だきしめて涙なみだぐむ又吉を見て、言葉を吞のみ込む葉。

　又吉三三子は長身だ。十六歳と言っていたが、体つきは年ねん齢れいよりも大人びている。肌はだは荒あれ、メイクもしていない顔は目のクマがひどいが、人並みの栄養と運動を伴ともなえば、それなりに見られる感じになりそうな気もする。

「ひ、ひぃぃいっ！　そ、その野や獣じゆうのような目つき……！　や、やっぱり──」

「ばっ！　バカを言うな！　だ、誰が貴様のような大女に欲よく情じようするものか！」

　葉は否定するが、又吉は柵にへばりつき、今にも身投げしそうな勢いだ。

「わ、分かった、落ち着け。それなら……お前の目には、ぼくがどう見える」

「え……？　スケベ──」

「それ以外でだ」

「……ち、小さいし、ち、力は弱そうだし、モテなさそうなダメ人間に見えます……」

　喋しやべり慣れていないのだろう。どもりながら、又吉が失礼なことを言い連ねる。

「不ふ愉ゆ快かいかつ不当な評価だが……間違いではない」

　葉は自じ嘲ちよう気味に笑い、片手を持ち上げた。背後にいる軍隊を親指で指し示す。

「おそらく、この場にいる人々の中で、お前だけしか気づいていない真実だ」

　ジュニアも含め、周囲にいる人間は誰も知らない。

　葉が本当に、もう天才ではなくなってしまったことを。

　だから葉も天才のフリをして、ここにいるのだ。

「……」

　又吉が、黙り込んだ。

　今の彼女は何も理解できず、何も信じられない状態だろう。ずっと引きこもっていた自室から突とつ然ぜん、外国に連れ出されたのだ。頭が混乱し、見るもの全すべてに怯えている。

「──そ、それと」

　少女が恨うらみがましい目つきで葉を見た。背後にいる兵士たちと交こう互ごに見比べて、震ふるえる唇くちびるを嚙かみしめる。

「も、もしかしたら……え、英雄だとかいうのも……」

「いいぞ。満点をやる」

　教きよう鞭べんをとっていた大学教授時代にも、数回しか出したことのない満点をつける。

「ぼくは天才で英雄だったが……今はもう、ただのガラクタなんだ」

「お、落ちぶれたんだ」

　憎にくたらしい顔で噴ふき出す又吉。

　思わず殺意が湧わいたが、今は抑おさえておく。

「それが、おそらく世界で唯ゆい一いつ、お前だけが知っている事実……部屋の外に出て、お前が自分の目で確かめた真実だ」

　又吉の目からは、まだ不審の色が消えない。

　当然だ。長い月日を独りで過ごした彼女が、正常なコミュニケーション能力を取り戻すまでは時間がかかるだろう。

　だが今は、それでいい。

「ドア越ごしでは、ぼくが何者かも分からなかっただろう。どんな人間か想像しすぎて、化け物のように思っていたかもしれない」

　リハビリの時間は、いくらでもある。それに幸運にも、あの島には──又吉三三子という少女の住む地には、無む駄だに吞のん気きで時間にこだわらない、平和な連中が住んでいる。

「お前の周りにいる人間とも、顔を合わせてみるがいい」

　又吉が一いつ瞬しゆん、迷いの表情を見せた。

「お前を笑ったり、追い詰めたりするモンスターはどこにもいない」

　葉は、そのことを知っている。

　何しろどれだけ拒きよ絶ぜつしても、我が物顔で赤の他人である葉に干かん渉しようしてくるのだ。幼なじみである又吉を、彼らが見捨てるはずはないと断言できる。

「……三三は……」

　再び膝の間に顔を埋めた又吉の肩かたが、小刻みに震えた。

「ち、中学生の時は、バレーボール部で部長をやってて……全国大会にも出て……東京の高校にスポーツ推すい薦せんで入学するはずだったのに……」

　声が苦しそうなのは、嗚お咽えつを我が慢まんしているからだろう。

「でも、最後の大会で調子が悪くて……そ、そのせいで一回戦で負けて……推薦もなくなって……バカだから留年しそうになって……陸と同じ高校の受験にも失敗して……だ、だんだん、みんなの三三を見る目が変わっていく気がして……」

　洟はなをすすりながら語る又吉の声が、潮風に溶とけて消えていく。それは葉からしてみれば些さ細さいなトラブルばかりだったが、その積み重ねが本人を追い詰めていったのだろう。

　葉はたまに相づちを打ちつつ、三三の話を聞いていた。ジュニアがニヤニヤと笑いながらこちらを見ていたが、無視した。

「だ、だから……誰だれも三三を知らないところに行きたかった……そうすれば、誰も三三をバカにしないもん……」

「ああ」

「こ、これでも三三は本気出せばスゴイのに……」

「そうか」

「ち、中学生の時だって、男女問わず４：１くらいの割合でよく告白されたし……」

「どちらの性別が４なのかは訊きかずにおこう」

「り、陸上部の陸と二人で、嘉手納中の竜りゆう虎ことして恐おそれられ……」

「それは栄光か？　それとも忘れたい過去か？」

「……」

「……」

　会話が途と切ぎれると、やがて又吉がポツリと呟つぶやいた。

「……帰りたい……」

　葉は立ち上がった。

「──分かった」

　揚よう陸りく艦かんの甲かん板ぱんが騒さわがしくなりつつあった。海兵たちが号令とともに、クレーンに吊つるされた機械の塊を甲板に誘ゆう導どうしている。

『マンタ』だ。

「お前がぼくにそれを依い頼らいするなら、必ずあの島に連れて帰ってやる」

　遠巻きに葉たちを見守っていたジュニアが、こちらにやって来る。

　エッカルトらオランダ海兵団も同様だ。

　又吉が顔を上げ、葉を見上げた。

「ど……どうして、三三のために、そこまでしてくれるんですか？」

「同情だ」

　海風にジャケットをなびかせながら、葉は言った。

「ぼくはかつて天才だったが、もしかしたら過去にも一度、そんな天才にあるまじき感情を抱いだいてしまったかもしれない。それは世界を救ったが──罪ともなった」

　きょとんとする又吉の顔を見て、葉は思う。

　アンジェリン。

　あの時の彼女も、せめて又吉のような顔をしていれば──。

「だから、責任を取りに行くんだ」

　天才の罪を、天才ではなくなった葉がつぐなう。

　その滑こつ稽けいさを笑う葉に、エッカルトらが目的地の到とう着ちやくを大声で知らせた。
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　葉とジュニアが『マンタ』に乗り込むと、又吉も機内に飛び込んで来た。

「み、三三もっ！　三三も行きますっ！」

「お前は関係ないだろう！　邪じや魔まだ、出ていけ！」

「だ、だって、誰も日本語分からないし、怖こわい顔の人たちばかりで……」

　青ざめた顔で、シートに座る葉に摑つかみかかる又吉。

「み、みんな、いやらしい目で三三を見てる気が、し、しますし……」

「ただの被ひ害がい妄もう想そうだ！　連中はああ見えても統制のとれた軍人だぞ！　百歩譲ゆずってお前に欲情したとしても、乱暴など──」

　言いかけて、葉は隣となりの運転席を見た。ジュニアが視線に気づき、親指を立てる。

「そんなに見つめるなよ、照れるだろ。マタキチもいっしょに行くのか？」

「……軍人でも欲よく望ぼうに従順な者がいることは否いなめないが」

「や、やっぱりぃぃっ！　お、置いていかないでくださいぃっ！」

「あ、頭を揺ゆさぶるなっ！　お前が来ても邪魔なだけだ、さっさと──おいっ、艦かん長ちよう！　こいつは行かないぞっ！　クレーンを止めろ！」

　葉は外部を映すモニタに向かって叫さけぶ。だがすでに『マンタ』はクレーンに吊され、ゆっくりと海上に下ろされつつあった。

　そして葉の意思に反し、『マンタ』が海上に放流された。波が高いが、ジュニアの見事な運転で水平を保ちつつ、海中に潜もぐることに成功する。

「な、な、なに、これ？　う、海の中に潜ってる……？」

　二人乗りのシートの後ろから、モニタ映像を覗のぞき込む又吉。

　葉は舌打ちした。一度潜って海流に乗った以上、再び回収するのは大変な手間だ。このまま海底基地の〝ゴールド・ピット〟に入ってしまったほうがいいだろう。

「海底にある基地に向かうんだ。そこは〝ゴールド・ピット〟と呼ばれている」

　懐なつかしさと恐ろしさを伴う、暗黒と沈ちん黙もくの世界。

　葉は再び──北海の懐ふところに戻もどってきた。

「か、海底の……基地？」

「北海には〝黄金火山〟と呼ばれる海底火山が存在する。その噴ふん火かを抑よく制せいするための観測基地だ。ぼくはそこへ行かなければならない」

「ドクが……？　ど、どうして？」

「そうしないと戦争が起きるからだ」

　暗い海中を照らすライトの前を、一いつ匹ぴきの魚が横切った。

「あるいは──世界が滅ほろぶ」

　圧あつ迫ぱく感かんと息苦しさで、葉の息が上がりつつあった。

　機内が狭せまいからという理由だけではない。水圧で機体が軋きしむ恐きよう怖ふのせいでもない。

　暗くら闇やみを映し出すモニタ。その映像の中によぎるのは、しかめっ面つらをした自分の顔──かつての天才だった頃ころの葉だった。

　──今のお前がアンジェリンに会って、どうするというんだ？

　幻げん覚かくにすぎない天才が、葉に向かって問いかけた。

　葉の額に滲にじんだ汗あせが、頰ほおを伝って顎あごから落ちる。

　──まさか、彼女に許しを乞こおうとでも？

　所しよ詮せん、幻覚だ。葉の恐怖心が生み出した幻げん想そうにすぎない。本当の天才だった頃の葉は、そんな皮肉など言わない。

　しかし葉を動どう揺ようさせるには、じゅうぶんだった。頭を振ふって、幻覚を打ち消す。

「せ、世界が滅ぶなんて……ウ、ウソばっかり……」

　又吉が笑うが、葉とジュニアは愛あい想そ笑いすら浮うかべなかった。

「お前には関係のないことだ。基地に着いたら、おとなしくしていろ」

「……は、はい」

　又吉が頷うなずき、それきり黙だまり込んでしまった。

　葉たちが乗る『マンタ』は、ゆっくりと深度を下げていき、海底に近づいていく。モニタに映るのは暗闇と、ライトに照らされた魚群だけだ。時間が経過するごとに、『マンタ』の機体がギシギシと軋む音が大きくなる。

「──再さい確かく認にんだ、天才様。アンジーとの話し合いは慎しん重ちようにしろよ」

　銃じゆう弾だんよりも沈黙を嫌きらう男、ジュニアが葉を横目で一いち瞥べつした。

「ファリザ事務総長や各国の代表者たちが必死にアンジーをなだめすかして、やっとお前との面会を承しよう諾だくさせたんだ。面会者は誰でも歓かん迎げいするって噂うわさの彼女が、ここまで渋しぶるなんて……お前、あの子に何かしたのか？」

　ニヤニヤと笑う元同級生。

「可愛かわいいからって無む理り矢や理り、襲おそったりしてないだろうな？」

「……無理矢理ではない。合意の上だった」

　葉が顔をしかめて言うと、ジュニアがびっくりした。

「なんだと？　おい、まさか本当に彼女と？」

「彼女の願い──彼女のおねだりに応じるのが、面会者に課される絶対のルールだ」

〝黄金火山〟の巫女みこともいうべき少女、アンジェリン。

　彼女がもし協力を拒こばめば、世界が脅おびやかされる。だからこそご機き嫌げんをとるために、彼女が望むものは全すべて与あたえる。

　それが国際法によって明記された、唯一無二の条件。

　どんな権力者であろうと、アンジェリンの機嫌を損そこねることは許されないのである。

「ぼくは彼女の求めに応じた。その結果──今も世界は救われている」

「はっ！　やるじゃないか、あんな子に手を出すなんて」

　ジュニアがおかしそうに笑い、正面を向いた。笑えみを消して吐はき捨てる。

「……相変わらず、天才ってヤツは胸むなくそ悪いぜ」

　その罵ば倒とうに胸を抉えぐられるのは、葉が堕だ落らくした証あかしなのだろう。

　かつての葉であれば気にもならず、唇くちびるを嚙かむこともない。

「ちっ。世界滅めつ亡ぼうだ戦争だなんて騒いでおきながら、結局は痴ち情じようの問題かよ」

「痴情などではない。ぼくは自分の使命を果たしただけだ」

「お前のそんな態度が、アンジーを怒おこらせてるんじゃないのか？　そんなことも分からないのかよ、天才様」

「確かに彼女はぼくに特別な感情を抱いていたようだ。だが、もしかすると──あの当時、ぼくも彼女に対して、ある種の感情を」

　言いかけた葉の胸ぐらを、ジュニアが伸のばした腕うでが摑んだ。

「あるわけねえだろ」

　強ごう引いんに引き寄せられ、ジュニアの睨にらむ目つきが間近に迫せまった。

「てめえは天才で、英えい雄ゆうなんだ。感情だなんて余計なものは持たないって、ハイスクール時代にも言ってたよな。お前はまともな人間じゃ──いや、人間ですらないんだよ」

　葉は抵てい抗こうもせず、苦しさに顔を歪ゆがめるしかない。

「黙って世界を救ってりゃいいんだ。誰だれかを好きだ嫌いだなんて、まるで人間様みてえな口ぶりしてんじゃねえぞ」

　そう言い、葉を突つき飛ばす。後頭部が壁かべにぶつかった。

「まともな感情があるなら、俺の妹のことだって……」

　ジュニアの捨て台詞ぜりふを、葉は聞こえないフリをした。

　葉の暗黒時代ともいうべき、短いハイスクール時代。眼前にいる元同級生と築いた確かく執しつや禍か根こんは、一つや二つではない。

「な、何なんですかぁ……？　ケ、ケンカですか？」

　狭い通路に立つ又吉が、オロオロと葉とジュニアを見比べた。

　葉は後頭部をさすりながら、英語を理解できない少女に日本語で言う。

「気にするな。ぼくがかつて世界を救うために、ある少女に酷ひどいことをしたことを責められただけだ。……ごく当然の、人間らしい行動だ」

「ええっ？　お、女の子に酷いことしちゃダメじゃないですか」

　又吉がそう言い、しばし考え込んだ。首を捻ひねり、付け足す。

「で、でも、世界を救うためなら、しょうがないのかも……？」

　葉は苦く笑しようした。

「それも、実に人間らしい考えだ」

　一時、騒さわがしくなった『マンタ』の機内が、静せい寂じやくを取り戻した。

　静かな海を、ひたすら潜っていく。

　長い沈黙は、葉の中で膨ふくらみつつあった疑問を口に出させた。

「ジュニア。お前、アンジェリンに会ったと言ったな」

「ああ、事務総長たちの付き添そいでな」

「噓うそじゃないだろうな？」

　ジュニアが驚おどろいた顔をした。

「なぜ俺が、そんな噓をつく必要がある？　俺が気に入らねえからって、また難クセをつけて拘こう束そくさせようってか？」

「どんな少女だった？」

「……白人の可愛い子だ。小こ柄がらで、ふわふわの白い髪かみ。瞳ひとみはグリーン。フリル付きのワンピースを着ていた。流りゆう暢ちような英国語で話す。汚けがれを知らない貴族のお嬢じよう様さまって感じだな」

　葉の記き憶おくにある少女と、全く同じ特とく徴ちようである。

「どういうつもりだ？　昔の女の顔なんて忘れた、なんて言うつもりじゃないだろうな」

「別の可能性を考えていただけだ……」

「別の可能性？」

　葉は顔を歪めた。

　それは今の葉にとっては、希望的観測とも言えるかもしれない。

「ぼくが──アンジェリンに嫌われていないという可能性だ」

　アンジェリンは葉から受けた仕打ちを恨うらみ、憎にくんでいる。

　葉はそう思い込んでおり、それはきっと間ま違ちがいないだろう。

　だが、もしかしたら──。

「もしアンジェリンがぼくに好意を抱いだいたままでいるとしたら……ここまで、ぼくを拒きよ否ひする理由が思い当たらない」

　ジュニアが眉まゆをひそめ、声を低くする。

「いよいよマジでイカレちまったか、天才様。お前はまさか……俺や事務総長たちが口裏を合わせて、てめえを担かついでるって言いたいのか？　つまり──」

『マンタ』の操縦をしながら、言い放つ。

「俺たちが、お前をアンジーと引き合わせないようにしてる、と？」

「……」

「教えてくれよ、天才様。もしそうだとしたら、理由は何だ？　お前とアンジーを会わせたら、マズイことでもあるってのか？　それとも」

　ジュニアが笑い、正面のモニタに視線を戻した。

「そもそも、アンジーなんて──どこにもいないとでも？」

　アンジェリンという少女は、もうこの世に存在しない。

　その可能性も、葉の中では──あり得ない現実ではない。

　ジュニアがおかしそうに笑いながら、続ける。

「もしアンジーがいないなら、俺たちが会った女の子は一体、誰だれなんだ？　今も〝黄金火山〟の噴火の予兆を感じ取って、〝ボトムズ・アンカー〟射出の判断を下してるのは？　間違っても、そんなくだらない妄もう想そうを〝ゴールド・ピット〟で披ひ露ろうしてくれるなよ」

「妄想といえば、妄想だろう。だが、ぼくが今、こうしてここにいるのが国連の要よう請せいであるという現実が、どうしても気になる……」

「何がおかしい？　お前は天才で、英雄だから呼ばれたんだ。そうだろう？」

「そうだ。だからこそ、ぼくを呼ぶのは国連などではなく……アンジェリンでなければいけないはずだった。なぜなら、彼女はもうそろそろ……」

　そう言って言葉を吞のみ込む葉に対し、ジュニアが眉をひそめた。

「何を言ってるのか分からんが、俺は噓はついてないぜ。アメリカに誓ちかってもいい」

　片手を上げて、宣せん誓せいするジュニア。愛国心の塊かたまりである彼がそう言うなら、彼が〝ゴールド・ピット〟で一人の少女と出会ったことは事実なのだろう。

　だが、事務総長たちは？

　助手のノーラも言っていた通り、彼ら各国の代表者たちの態度には違い和わ感かんがあった。

　葉をアンジェリンと引き合わせるとは言いつつも、心からそれを望んでいるとは思えないのだ。何かを恐おそれているようにも見える。

　しかし今の葉は、彼らが何を恐れているのかが分からない──。

「そろそろ〝ゴールド・ピット〟に着くぞ。──ん？　ソナー警告？」

　運転席の正面にある赤いランプが点てん滅めつした。ジュニアがボタンを操作する。

「魚群か？　念のため、針路を少しずらすか……」

　呟つぶやいてハンドルを操作する青年の腕が、ピタリと止まった。天てん井じよう付近に備えつけられたモニタを見て絶句する。

　葉も彼の視線を追いかけて──表情を凍こおりつかせる。

　赤いランプの点滅は止まらない。それどころか警告を促うながす電子音が響ひびき始めた。

「な、何ですか？　何が起きてるんですかぁ……？」

　機内に漂ただよう緊きん張ちよう感かんを察知した又吉が、怯おびえた顔で葉の肩かたを揺ゆさぶる。

　葉とジュニアが凝ぎよう視ししたのは、潜せん水すい艇ていの背後を映すカメラ映像だった。

「マズイぜ、天才様」

　ジュニアが呻うめいた。

　言われなくても、葉の目もしっかりとその異変を捉とらえていた。

「後ろに、見覚えのある壁がありやがる……」

　葉、ジュニア、そして又吉。

　三人が乗る『マンタ』の背後に、黒い壁が迫りつつあった。

　それは──巨きよ大だいな潜せん水すい艦かんだった。
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　前方を映すカメラには、海底に寝ねそべる〝ゴールド・ピット〟の明かり。

　後方を映すカメラには、ライトに照らされた潜水艦の艦かん首しゆ。

　葉たちが乗る潜水艇『マンタ』と両者の距きよ離りは──後者のほうが、圧あつ倒とう的に近かった。

「なんで潜水艦が〝ゴールド・ピット〟の近くを航行してやがる！　このままじゃぶつかっちまうぞ！　摑つかまれ、回かい避ひするぞ！」

「えっ？　えっ？　ど、どうしたんですか？　何があったんですか──きゃあっ！」

　英語が分からず、焦あせる又吉。急に面おも舵かじをとった機体に振ふり回され、壁に激げき突とつする。

「──冗じよう談だんだろ、おい。あちらさんも、右を向きやがった」

　ジュニアがモニタを確かく認にんし、戦せん慄りつする。

「また俺たちを狙ねらってやがるってのか？　あんなのに体当たりされたら、『マンタ』なんて粉々だぞ！　どうすりゃいい、天才様！」

「ううっ……や、やっぱりアンジェリンなのか……？　君がぼくを恨んで──」

　ぶつぶつと呟く葉の頭を、ジュニアが摑んだ。

「ぎゃっ！」

　力任せに額をモニタに叩たたきつけられる。潜水艦を映す画面に、ヒビが入った。

「──今はアンジーよりも、目の前の危機に対応してくれよ。なあ、クソ天才様よ」

「きゃああっ！　な、なんですかっ？　ま、またケンカですかっ？」

「見ろ、このままだと俺たちは潜水艦にカマ掘ほられて、天国行きだ。その前に頭を潰つぶされて地じ獄ごくに行きたくなきゃ、指示しろ。てめえが死んだら、どのみち世界は終わりなんだ。その前に今までのウサを晴らせるなら、俺はどっちでもいいんだぜ」

「ううっ……！」

「また天才じゃないだなんてご託たく並べるんじゃないだろうな。そんな時間はないぜ。俺がてっとり早く正気に戻もどさせてやろうか？」

「うああぁ……！」

　無む理り矢や理り押しつけられた画面に、反射した自分の顔が映った。

　画面の中の葉が──嗤わらった。

　かつての自分自身の幻げん影えいが、惨みじめな今の葉を嘲あざ笑わらう。

「さあ、どっちに逃にげればいい？　左か？　右か？　それとも浮ふ上じようするか？」

「──し、下だ」

　激しい頭痛とともに、視界が真っ暗になった。

　暗黒に包まれた空間に星が散らばり、潜水艦や『マンタ』、そして〝ゴールド・ピット〟や海底の輪りん郭かくを象かたどる。

　星座の間を飛び交かうのは、無数の数字と記号。

　一いつ瞬しゆんで何百通りのシミュレーションを経て、最も生存率が高い解答を選び出す。

「も、潜もぐれ……もっと下だ……」

「下あっ？　待て、それはねえだろ、ここからさらに潜ったら……！」

「し、下だ！」

「くっ……アイアイサー！」

　ジュニアが『マンタ』を急速潜せん航こうさせた。

　正面を映し出すモニタが〝ゴールド・ピット〟を見失った。

　代わりに映し出されたのは──海底の岩がん盤ばんである。

「確かに潜水艦は、これ以上追ってはこられないだろうな！　なぜなら海底とぶつかりたくないからだ！　ちくしょう！」

「も、もう少し、ひ、左だ……もっと……そ、そこだ……」

　見開いた目でモニタを凝視しながら、顔を歪ゆがめて呻く葉。

「潜水艦と海底の間で姿勢制せい御ぎよできると思うなよ！　潜水艦が巻き起こす海流は、むしろ海底のほうが強い！　最悪の逃げ場所だ……！」

「も、潜れ……！　もっとだ……！」

「また〝ボトムズ・アンカー〟を撃うってきたらどうする！」

「こ、ここは〝ゴールド・ピット〟の近くだ……！　爆ばく弾だんが使われることはない……！」

　集中しすぎて朦もう朧ろうとしながらも、葉は言う。

「もうすぐ──ぼくらが〝ゴールド・ピット〟に到とう着ちやくする予定時間だ……」

「くそっ……来るぞっ！　お前も伏ふせろっ！」

「えっ？　えっ？」

　ジュニアが振り返り、セーラー服の少女の頭を押さえつけた時だった。

　後方を映すカメラ映像に、潜水艦の腹が映し出され──。

「ぐおっ……！」

「きゃぁあああっ！」

「ううぅうっ……！」

　葉たちが乗る『マンタ』がグルリと前転し、激しい衝しよう撃げきに包まれた。

　上方すれすれを通り過ぎた潜水艦が巻き起こした海流に吞まれたのだ。影えい響きようは機体が前回りするだけに止とどまらず、勢いよく海底に叩きつけられる。

　海神ポセイドンの息吹いぶきのごとく、怒ど濤とうの圧力を秘ひめた海流。

　憐あわれな『マンタ』はその餌え食じきとなり、海底に何度も激突しながら転がり続ける。

「きゃあぁああああぁあっ！」

　上下左右の感覚を奪うばわれる回転運動の中、ひたすら又吉の悲鳴が響き渡わたる。計器は火花を散らし、照明も激しく点滅する。

　葉はシートにしがみつき、かろうじてモニタの映像を凝視していた。

　ジュニアも、モニタを見ていた。又吉の頭をかばいつつ、残った手足を壁かべにふんばって葉の視線を追っている。

「ぶわっ……！」

　ジュニアが呻いた。彼の頭上から、海水が噴ふき出したのだ。

　機体が損傷し、亀き裂れつが入ったのだろう。一度そうなってしまった以上、この『マンタ』が海上に再び浮上することはあり得ない。水圧によって浸しん水すいが激しくなることはあっても、勢いが収まることは二度とないからだ。

　そんな極限状態の中、葉とジュニアが見つめる映像の中で──。

〝ゴールド・ピット〟が近づきつつあった。

　ぐるぐると回転するたびに一瞬だけ映る海底基地が接近し──。

「きゃああっ！」

「おうっ……！」

「ううっ！」

　一ひと際きわ大きな衝撃とともに、『マンタ』の回転が停とまった。

　同時に電気系統も完全に機能を停止し、機内が暗くら闇やみに包まれる。

「ひ、ひぃっ……！　いやぁっ！　何っ？　暗いっ！　痛いっ！　怖こわいぃぃっ！」

「落ち着け、マタキチ。分かるか？　お、ち、つ、け」

　パニックに陥おちいる又吉をなだめる声が響き、機内が再び明るくなった。

　ジュニアが小型のＬＥＤライトを点灯させていた。上下逆さまになった機内の床ゆか部分にライトをひっかけ、内部が照らされるように配置する。

「うぐっ……」

　呻きながら、葉は機内の様子を確かめる。

　まず葉自身だが、全身が痛いのはあちこちぶつけたせいだ。骨は折れていないと思われる。出血も少ないし、頭痛の余よ韻いんのほうが辛つらいくらいである。

　又吉も軽傷だ。肘ひじや太ももに痣あざや裂れつ傷しようがあるものの、意識もはっきりしている。計器にひっかけたのか、セーラー服が少々破れていた。

　一方、ジュニアは無傷のようだ。今度はフラッシュライト──敵を眩げん惑わくする目的で銃じゆう口こう部などにつける強力なライトを点灯し、機体の損傷具合を確かめている。

「み、水っ……水がものすごい勢いで増えてるんですけど、こ、これって……？」

　水みず浸びたしになった足あし下もとを見て、又吉が青ざめる。

「な、何なんですか？　何が起きたんですか？　ここ、どこですか？　どうなって──」

　混乱する少女を一いち瞥べつした後、葉とジュニアは視線を交かわした。

「俺の見み間ま違ちがいじゃなければ……消える直前のモニタに、〝ゴールド・ピット〟の格納庫が見えた気がする。これが狙いだったのか、天才様？」

「ぼ、ぼくらの到着時間、ちょうどだ。『マンタ』受け入れのために、格納庫の出入り口は開いていたはず。うまく内部に入り込むことができたか……それとも狙いがそれて基地の壁で停まっているのかは分からん……」

「こ、ここが、海底基地ってところなんですか？　や、やったぁ！　そ、それじゃあ、早く外に出ましょうよ！　だ、だって、このままじゃ……」

　又吉が頰ほおをひきつらせ、足下を見た。

　機内に浸水した海水の水位は──早くも三分の一の高さまで迫せまっていた。長身の又吉がつま先立ちをして、スカートが水に浮うきそうになっている。

「この体勢だと、出入り口が真下になって塞ふさがってるのはアンラッキーだが……とっくに格納庫の排はい水すいが始まってるはずだよな？　──本当にここが格納庫の中なら、だけどな」

　しかし状じよう況きようが悪化するのは、速かった。

　見る見るうちに水位が上がり、ついには又吉の胸が水に浮いた。葉にいたっては、すでにバタ足で水に浮かんでいる状態だ。

「しかし、あの潜水艦は何だったんだ……？　海上にはオランダの艦かん隊たいがいるんだぞ。それなのに、あそこまで接近した潜水艦に気づかないなんてあり得るのか？」

　葉に問いかけるジュニアの顔は、ひきつっていた。実戦経験のある特とく殊しゆ部隊隊員といえど、話題を変えて平静を保つしかないようだ。

　葉は壁の計器につかまり、青ざめた顔で言う。

「あり得る。あれが──オランダの潜水艦ならばな」

　ジュニアが絶句した。怒いかりに歯を食いしばる。

「あいつら……！　そういえば後続の『マンタ』がいなかったのは──」

「よ、揚よう陸りく艦かんにいるアメリカの海兵は、ぼくらが潜った時点で拘こう束そくされた可能性がある。最悪、殺されているかも……」

「アメリカを敵に回すのか……？　マジで戦争でもおっ始ぱじめるつもりか？　──じゃあ、前の潜水艦も？」

「そこまでは分からん。だが状況は良くない。今、〝ゴールド・ピット〟の海上はオランダの艦隊が封ふう鎖さしている。その上、海中は潜水艦だ。この海域で安全といえる場所は──〝ゴールド・ピット〟内部しかないということになる……」

「アンジーに何かあったら、戦争するまでもなく世界が終わるからな。彼女がいるかぎり、世界で一番安全だぜ……」

　首まで海水に浸つかった状態で、荒あらい息をつく三人。

「ウソ……こんなの、ウソ……死ぬとか、ワケ分かんない……こんなので死ぬなんて、あり得ない……お、お母さぁん……」

「に、二度とチューリップは買わないぜ……」

「ううぅう……」

　そして、ついに喘あえぐ三人が、頭まで海水に浸かった。

『マンタ』の機内が、完全に水で満たされる。

「ッ……！」

　ただし──それは一瞬の出来事だった。

　すぐに、再び上方に空気の層が生まれ、三人は濡ぬれた顔を突つき出す。

「っぶはぁっ……！　はあっ！　ぜぇっ！　も、もういやぁぁぁああ……」

　髪かみを顔に貼はり付けて、大泣きする又吉。濡れて身体からだのラインを浮き出させるセーラー服が、ゆっくりと露あらわになっていく。

「はあっ……！　はあっ……！」

　葉も恐きよう怖ふに強こわばった顔を袖そでで拭ふいた。──当然、袖もびしょ濡れなので意味はない。

「ど、どうやら、マジで格納庫に入り込めたみたいだな……ホールインワン賞だぜ」

　さすがのジュニアも、軽口とは裏腹に真っ青な顔をしていた。

　一度、浸水が収まると、海水が引く速度も速かった。外部から浸しん入にゆうした海水が、今度は逆に『マンタ』の外部に零こぼれだしていく。

　溺でき死しを免まぬかれたと思った直後、機体が横に転がった。

「……きゃあっ！　ど、どいてください、ヘンタイ！」

「ぎゃあっ！」

　倒たおれた又吉の胸に、勢い余った葉が顔を突っ込んでしまった。突き飛ばされた葉の頭が、後方の壁にぶつかる。

「ド、ドサクサに紛まぎれて、何するんですかぁ！　陸に言いつけてやるぅっ！」

「……言い返す気力もない。訴うつたえるなら、弁護士を通せ……」

「ほら行くぞ、天才様。これで外に出られる」

　ぐったりと倒れた葉の襟えりを、ジュニアが摑つかんだ。筋力と体力のお化けが何事もなかったように葉をひきずって、『マンタ』の搭とう乗じよう口から外に出る。

「……」

　葉たちが乗っていた『マンタ』は、見るも無む惨ざんな姿に変わり果てていた。外装が凹へこみ、後方のコンテナ部分に至っては四分の一が破損して失われている。

　だが葉たちが言葉を失ったのは、『マンタ』の有様を見たからではない。

　そこは紛れもない海底基地〝ゴールド・ピット〟の格納庫だった。

　排水も完かん了りようし、葉たちの『マンタ』を動かしたクレーンが天てん井じようからぶら下がっている。

　だが──。

「誰だれも、いない……？」

　ジュニアの呟つぶやきが、事の異様さを物語っていた。

　格納庫にいるのは葉とジュニア。そして遅おくれて現れた又吉の三人だけだ。

「それじゃあ、誰がクレーンを動かしたんだ？」

「自動設定で『マンタ』を正常な姿勢に戻もどすようになっているのかもしれない。……ぼくはそんな機能、知らないけどな」

　格納庫の内部は、がらんとしていた。葉たちが乗って来た『マンタ』以外、他ほかの潜せん水すい艇ていも見当たらない。

「嫌いやな感じだぜ。下がってろ」

　ジュニアが葉を放ほうり捨て、通路に繫つながる扉とびらに近づいた。拳けん銃じゆうを抜ぬき、扉の開閉ボタンに手を伸のばす。

　空気が抜ける音とともに、分厚い扉が開き──。

「……！」

　葉とジュニアは、顔をしかめた。

　又吉がきょとんとしているのは、この手の光景を生まれてはじめて見たからだろう。ずっと引きこもっていた彼女にとっては──否いな、引きこもりでなくとも、一いつ般ぱん的な人間なら、すぐにはその非日常的な光景を受け入れることができないはずだ。

「一体、どうなってやがる……」

　ジュニアが低い声で呟いた。

〝ゴールド・ピット〟の薄うす暗ぐらい通路。

　そこに転がっているのは──無数の死体だった。
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　葉たちが惨さん劇げきに気をとられていると──。

「……！」

　格納庫が、突き上げるような揺ゆれに襲おそわれた。

　地じ震しんだ。

〝ゴールド・ピット〟は海底の硬かたい岩がん盤ばんの上に建設されている。地じ響ひびきとともに外がい壁へきが軋きしむ音が響ひびき、『マンタ』を吊つるすクレーンが揺れた。

　海底を襲う、突とつ発ぱつ的な直下型地震。

　それは〝黄金火山〟の噴ふん火かの予兆に他ならない。

「……クリア」

　フラッシュライトと拳銃を構え、ジュニアが通路に乗り出した。動く気配がないことを確かく認にんし、床に横たわる人ひと影かげに近づく。

「ヨーロッパ合同軍の制服だ。顔に見覚えがあるぜ。ファリザ事務総長や会議参加者たちの護衛だ。胸に三発の銃じゆう痕こんがあって……首をねじ切るように折られてる。血の乾かわき具合から見て、今から三十分ほど前に受けた傷だな」

「……」

「聞いてんのか、天才様？　となりにいる子はともかく、てめえまで女みたいに震ふるえてんじゃねえよ。せっかく報告してやってるのに」

　ジュニアに睨にらまれ、葉は我に返った。揺れる『マンタ』から這はい出し、恐おそる恐る通路に近づく。鼻の奥に錆さびた鉄を突っ込まれたような、血の匂においが充じゆう満まんしていた。

「い、いいから、続けろ」

「突き当たりまでに確認できる死体は三体。こっちは腰こしに銃痕と……おっと、後頭部がめちゃくちゃだ。壁かべに何度も叩たたきつけられたみたいだな」

「……」

「最後の一体も合同軍の兵士だな。足と、また首が折れてる。肩かたと腕うでに銃痕もあるが……射しや撃げきは下手へたくそだな。銃じゆうを扱あつかえるゴリラでも逃にげ出したか？」

「──な、なんですか、これ……？　と、特殊メイク？　ＣＧ？」

　気がつくと、又吉が葉のそばに立っていた。薄暗い通路に横たわる死体と同じくらい、真っ白な顔をしている。

　葉とジュニアは又吉を一瞥し、すぐにまた死体に向き直った。

「俺は天才じゃないが、状況は分かるぜ。事務総長たちは格納庫で何者かに襲われた。足止めの兵士が三人殺されたが、残った人々は〝ゴールド・ピット〟の内部へ退たい避ひしていったってところか。しかし気になることがある。まず……『マンタ』だ。事務総長らが乗って来たはずのそれが、どうして格納庫にないんだ？」

「捨てられたのだろう。ぼくらが入る前、格納庫に注水した段階で……」

　又吉が口を押さえ、くるりと身体を反転させた。壁に手をつき、うずくまる。

　無残な死体を見て、緊きん張ちようと恐怖がピークに達したのだろう。身体を丸めて嘔おう吐とする少女を見て、葉は小声でジュニアに尋たずねる。

「……ジュニア。貴様、鎮ちん静せい剤ざいを持っていないか？」

「ああ、マタキチは眠ねむらせるなりして、ここに置いていったほうが良さそうだ。だが残念なことに鎮ちん痛つう剤ざいくらいしかない。無む理り矢や理り、気絶させるか？」

　床ゆかに頭を垂らした又吉の双そう眸ぼうが、じろりと葉とジュニアを見た。

「ま……待ってくださいよ……」

　ゆらりと伸びた長い腕が、葉の首に巻きついた。背後から締しめつけられる。

「い、今、三三をここに置き去りにしよう的な相談をしてませんでした……？　英語なんて分からないけど、陰かげ口ぐちは分かるんだからっ……！　じ、冗じよう談だんじゃないですよ、こんなところに一人で残そうなんて、許されませんよ──」

「うぐあっ！　く、苦しいっ……は、離せ！」

「ドクは天才なんでしょ？　英えい雄ゆうなんでしょ？　だ、だったら、三三のことだって助けてくださいよっ！　三三は関係ないんだからっ……！　ドクが勝手に連れてきたんだからっ！　沖縄に帰してくれるって言いましたよね……ち、ちゃんと約束通り、連れてってくださいよっ……ほら、早く、その人に三三を連れてくって言ってください。そ、そうしないとこのまま絞しめ殺してやるっ……ほ、本当にやるんだから……！」

　激しい息いき遣づかいとともに、葉の肩にポタポタと水すい滴てきが落ちた。それが涙なみだなのか、それとも興奮のあまり垂らした涎よだれや鼻水かは分からない。

「わ、分かった。つ、連れていくから、やめろ……！」

「三三はっ……！　関係ないのにっ……！」

　又吉が精神的に危あやうい状態なのは明らかだ。本当に勢いで首を折られかねない。

「ジュニア……！　こ、こいつも連れていくぞ！　放っておいたら、こいつは何をするか分からん……！　今まさに、ぼくを脅きよう迫はくしているしな！」

「俺の任務は一般人の保護じゃなく、天才様の護衛なんだがな。まあ実際、俺とお前のそばにいるのが一番安全か……」

　渋しぶ々しぶと承しよう諾だくし、ジュニアが葉から又吉の腕を引きはがした。怯おびえる少女に「カム　ウィズ　ミー」とジェスチャーを交えて言う。

　かくしてジュニアを先頭に、葉、又吉と並ぶようにして通路を進むこととなった。

「な、何がどうなってるんですかぁ……？　せ、説明してくださいよぉ……」

「ぼくらはこの海底基地で、重要人物と会う予定だった。だが基地そのものが何者かの襲しゆう撃げきを受けたようだ。──格納庫に残って、万が一、敵が戻ってきたら袋ふくろのネズミだ。生き残りと合流し、それらを救出することで戦力を増やすしかない……」

　前方、曲がり角の手前で先をうかがっていたジュニアが振ふり向いた。

「銃じゆう撃げき戦せんの痕こん跡せきがある。合同軍らしき死体が一つ。襲撃者の死体がないから、どんな連中なのかも分からん。……進むか？　天才様」

「い、いいぞ、進め」

「どこまで？」

「エリア分ぶん岐き点までは、どのみち一本道だ。そこまで進む。そこまで行けば、ノーラが何かしらの手がかりを残しているだろう」

「そういえば、あの美人の助手も先に来てるんだったな。心配か？」

「心配なのは、ぼくが保証人になった彼女のローンくらいだ……買った三日後にプラスティック爆ばく弾だんで粉々になった新車のな」

　ジュニアが曲がり角を曲がった。葉と又吉も続く。

「……！」

　また、足あし下もとが揺れた。

　又吉が小さな悲鳴を上げるが、ジュニアは足を止めない。

「〝黄金火山〟の噴火の兆候ってやつか。……アンジーは無事なんだろうな。彼女にもしものことがあったら、一巻の終わりだぜ」

　アンジェリンの笑え顔がおを思い出し、葉の頭痛がぶり返した。

　襲撃者の正体はまだ分からない。だがこんな海底にある施し設せつを襲うくらいだ。アンジェリンという少女の価値は理解しているはずである。

　万が一、その存在意義を知らずに、彼女を害するようなことがあったら──。

「い、今は事務総長たちと合流することだけを考えろ」

「……イエス、ドクター」

　目を細め、ジュニアが鼻を鳴らした。素す早ばやく動いて、通路を先導する。

「ところで質問をしてよろしいでしょうか、ドクター」

「……」

「敵の戦せん闘とう力は未知数です。事務総長らと合流できたとして、対たい抗こうする術すべはあるのでしょうか？　それとも『マンタ』なしで〝ゴールド・ピット〟から脱だつ出しゆつする術が？」

「潜水艇の格納庫は一カ所だけじゃない。研究区にも職員──ピットクルーたちが使うための『マンタ』が出入りする格納庫がある。ちょうど基地の反対側だ……」

「なるほど。しかし周囲の海域は、オランダ艦かん隊たいによって包囲されていますが？」

「奴やつらもいつまでも同じ海域に留とどまってはいまい。もし留まれば、周囲の国家が異変に気づく。海上にいる艦隊だけでは、欧おう州しゆう全体の合同軍を相手に戦えるほどの戦力はないだろう。時間さえ経たてば、脱出は可能だ」

「ようするに時間稼かせぎをしつつ、反対側の格納庫まで突とつ破ぱしろと。今回の任務は楽勝みたいで助かるぜ」

　言葉とは裏腹の苦々しい笑みを浮うかべ、ジュニアが曲がり角を曲がった。

「……敵も味方も見当たらない。ずいぶん奥まで逃げたんだな。ペースを速めるぜ」

　そう言って、小走りに進むジュニア。

　葉と又吉がその後に続き、やがて──。

「ストップだ。すぐそこがエリアの分岐点だ。様子を見てくる」

　ジュニアが立ち止まった。葉たちを制し、慎しん重ちように曲がり角の向こうに進む。

　姿を消した特とく殊しゆ部隊隊員から声がかかるまで、時間はかからなかった。

「……クリア。天才様、お前だけ来い」

「ま、又吉。ぼくも様子を見に行く。お前は、ここで待っていろ」

　又吉を押しのけて、葉は曲がり角を曲がる。

「い、いやっ……！　そ、そんなこと言って、また──」

　制止を振り切ってついてきてしまった少女が、絶句した。

　エリア分岐点は、学校の教室くらいの広さがあった。三方向に扉とびらがあり、壁に設置された液えき晶しようディスプレイに〝ゴールド・ピット〟の案内図が映し出されている。

　ここでも激しい銃撃戦があったのだろう。壁のあちらこちらに銃痕があり、被ひ弾だんした照明が壊こわれ、点てん滅めつする明かりが〝あるもの〟を照らしていた。

　その、あるものとは──。

「ひぃ……」

　喉のどの奥で悲鳴を上げて、又吉がぺたりとその場に座り込んでしまった。

　エリアの分岐点である空間で、明かりに照らされたもの。

　それは──十体近くの死体だった。

　どの死体も白衣を着ているのは、彼らが研究職にあるピットクルーだからだ。瘦やせていたり、逆に必要以上に太っていたりする容姿は、どう見ても戦闘要員ではない。

　血ち塗まみれの死体の中で、最も無残だったのが──若い女性だった。

　毛先がはねた髪かみと白い顔は、ただでさえ生前から人形のようだった。だが鮮せん血けつに染まった顔はまぶたを閉じ、左ひだり腕うでは残ざん酷こくにちぎれている。積み重なった二人の死体の上に座った彼女の姿は、棚たなに置かれたドールのようでもある。

「案内人……」

　ジュニアが珍めずらしく死体を見て、感情を露あらわにした。目を伏ふせ、そばに腰を落とす。

「非戦闘員でも容よう赦しやなしかよ」

　背後から、小さな笑い声が聞こえた。

「は、はは……な、なにこれ……なにこれ……ははは……三三、関係ない……」

　虚こ空くうを見つめて笑う又吉。いよいよ精神が限界を迎むかえつつあるようだ。

「……」

　葉は又吉から視線を外し、あらためて死体を観察した。

　どれも血塗れで、堅かたくまぶたを閉とざしている。もう二度と息をしないはずのそれらを見て、葉の胸の中でざわつく感情があった。

　その感情とは──紛まぎれもない、恐きよう怖ふ。

　もう動かない死体を見て、なぜ自分が恐おそれを抱いだくのか分からない。

「先を急ぐぜ、天才様。ダーリン女史の手がかりとやらはあるか？」

　ジュニアの言葉で、葉は我に返った。周囲を見回し、一つの扉の前に刻まれた小さな記号を見つける。

「あ、あの傷だ……ノーラたちは、あの先に向かったようだ」

「本当か？　ただのひっかき傷じゃないのか？」

「そ、そう言われると、そう見えなくも……」

「頼たのむぜ、天才様！　とにかく行くぞ！」

　叱しつ咤たし、ジュニアがさっさと扉の向こうに駆かけ出した。

　葉も続こうとして、又吉の存在を思い出す。

「又吉──」

　いつの間に近寄ったのか、振り返った葉の眼前に少女が佇たたずんでいた。

「い、行こう……行きましょう……は、早く……」

　真っ白な顔で、ぐいぐいと身体からだを押しつけてくる又吉。位置的に葉の顔がボリュームのある胸に埋うずまる形となるが、そんなことを気にする余よ裕ゆうはもうないようだ。

「う、うむ」

　葉は又吉を連れてジュニアの後を追いかける。

「こっちはピットクルーの居住区だぞ！　外周を回って反対側の格納庫に向かうなら、研究エリアを通ったほうがいいんじゃないのか？　なぜ事務総長たちはこっちに逃にげた？」

「バカか、貴様は。この状じよう況きようで最も恐るべき事態を、さっき自分で口にしていただろう」

　後ろから葉が言うと、ジュニアがハッとして振り返った。

「アンジーか！」

「そうだ。彼らは襲撃者から逃げつつ、格納庫ではなく──〝ゴールド・ピット〟の中央に向かっている。そこにいる少女を守るために」

　先導するジュニアの走る速度は、速くなる一方だ。葉の体力では追走するのが難しかったが、又吉がその背中を無言で押し出す。ずっと引きこもっていたくせに、バレーボール部のエースとして鍛きたえた体力がまだ残っているらしい。

「──おかしいぜ、天才様」

　通路の先に扉があった。直前でジュニアがピタリと足を止める。

「戦闘した気配がまったくなくなっちまった。銃じゆう声せいも聞こえない。それなのに──あの扉の向こうは、もう居住区だ。さっきの印は、やっぱり勘かん違ちがいじゃないのか？」

「はあ……はあ……あの扉を開ければ、分かることだ」

　肩かたで息をする葉を見て、ジュニアが頷うなずいた。

「よし、お前らは離はなれて待ってろ」

　ジュニアが単身で扉に近づいた。拳けん銃じゆうを構えつつ、開閉ボタンに手を伸のばす。

　扉が──開いた。

「ッ……！」

　扉の向こうに向かって拳銃を構えたジュニアが、硬こう直ちよくした。

　葉たちのいる場所からはよく聞こえないが、ジュニアは何かを叫さけんだようだ。かと思うと両りよう腕うでを上げ、戦闘を放ほう棄きしたポーズをとる。

「おい、天才様！　さっさと来い！」

「……なんだ？　安全なんだろうな！」

「安全──かどうかは分からんが、これはどういうことだ！」

　葉は首を傾かしげつつ、又吉を連れて恐る恐る近づいていく。

　扉をくぐると、そこは先ほどの分岐点よりも広い空間だった。椅い子すが並ぶラウンジや、各種受付のためのカウンターがある光景は、病院の待合室を彷ほう彿ふつとさせる。軽食を売る売店もあった。

　入り口付近で両腕を上げるジュニアを、無数の銃じゆう口こうが狙ねらっていた。

　椅子やカウンターの陰かげ、さらに柱を遮しや蔽へい物として、拳銃を向けているのは──軍服を着た男たちである。

「ドクター！」

　物もの陰かげから姿を現したのはアフリカ系の女性、ファリザ事務総長だった。

　葉の姿を確かく認にんし、ラウンジに張り詰つめていた緊きん張ちよう感かんが解けたのが分かった。拳銃を構えた男たち──合同軍の護衛たちがいっせいに拳銃を下ろす。

「ドク」

　売店の陰から現れたのは、ノーラ・ダーリンだった。美しい金きん髪ぱつと真新しいビジネススーツは、こんな状況でさえ乱れがない。

「こちらの被ひ害がいは死者四名、負傷者八名です。いずれも護衛の兵士で、各国の代表者に怪け我がはありません。一刻も早くアンジーの安全と外部との通信手段を確保しましょう」

　互たがいの無事を祝うこともなく、状況説明をするノーラ。彼女ならば眉み間けんを撃うたれても、すらすらと死者の数に自らを加えて報告してくれるに違ちがいない。

　だが葉は、助手に答える余裕はなかった。

　嫌いやな予感が、現実となって忍しのび寄る気配を感じる。

「どういうことだ、説明しろ、天才様」

　ジュニアも違い和わ感かんに気づいていた。引きつった笑えみを葉に向ける。

「何の障害もなく、合流しちまったぜ」

「……」

「敵は──どこに行った？」

　ジュニアの言葉に、安あん堵どに包まれたラウンジが再び緊張感をまとった。

　駆け寄ったファリザ事務総長が、眉まゆをひそめる。

「敵……？　ドクターが追い返してくれたのでしょう？　あの、おぞましい化け物を」

「私もてっきりドクが駆く逐ちくしてくれたものとばかり……」

　ノーラもまた、首を傾げた。

「ここに来るまでに、誰だれとも出会わなかったのですか？」

「俺たちが見たのは、死体だけだ」

　ジュニアが言い放ち、拳銃を持ち上げた。

　特殊部隊としての勘かんが働いたのかもしれない。誰もが身動き一つとらないラウンジで、ただ一人、無人の通路入り口を振ふり返る。

「合同軍と……ピットクルーのな」

　ビクリ、と。

　ファリザ事務総長だけではなく、合同軍の兵士たちが表情を強こわばらせた。

「ち、違います……」

　事務総長が後あと退ずさりした。

　ノーラが葉の腕うでを引いた。再び売店の陰に身を隠す。葉の後を追って、又吉も売店のそばに駆け寄った。

　ジュニアもまた、柱の陰に隠れた。合同軍がいっせいに拳銃を構える。

「それは、死体ではありません──」

　薄うす暗くらがりの通路に、複数の人の気配が生まれた。

　たった今、葉たちがやって来たばかりの通路である。

「ピットクルーが──敵なのです」

　通路から姿を現したのは、血塗れの白衣たち。

　その先頭に立ったのは、インド系の女性だった。

「ようこそ、ドクター・サトウ！　貴方あなたをお待ちしておりました！」

　二度と聞くことがないと思っていた、耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声。

　それを発したのは、先ほど同情とともに別れたはずの死体。

　案内人、ナヴァルティ・ストラだった。
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　ナヴァルティ・ストラ。通つう称しよう、案内人ナヴイ。

　身体にフィットしたスーツと、アニメのように毛先がはねた髪かみ型がた。そしてインド系の顔に張りついた営業スマイルは、出会った頃ころから少しも変わらない。全身に銃じゆう痕こんがあり、血塗れであるにもかかわらずだ。

　案内人の背後には、血に染まる白衣姿の男女が佇んでいた。人種や体つきも様々な職員──ピットクルーたちである。

　彼らは案内人を含ふくめ、通路に死体として転がっていたはずの人々である。

「俺は幽ゆう霊れいでも見てるのか？　彼女は確かに脈がなかった上に、左腕がちぎれていたはずなんだがな……」

　柱の陰で拳銃を構えたジュニアが、低い声で呻うめく。

「彼らは撃たれても死にません。仕組みは分かりませんが……」

　ノーラが言った。売店のカウンターから身を乗り出し、やはり拳銃を構える。

「『ロイヤルパレス』で襲しゆう撃げきしてきた連中といっしょってわけか」

「ここにいるのは訓練された兵士ではありませんが、人間離ばなれした運動能力は同様です」

　各国の代表者たちを襲おそった者たちの正体。

　それが目の前にいるピットクルーである、と事務総長は言った。

　それが本当なら、事務総長たちが不意打ちを受けたのも当然といえる。ピットクルーは本来、研究職につく人々だ。その彼らがまさか、屈くつ強きような合同軍の護衛に護まもられた各国代表者たちに襲いかかるとは夢にも思わなかっただろう。

　それなのに今、案内人らと対たい峙じする合同軍は──明らかに腰こしが引けていた。

　拳銃を持つ腕が震ふるえていないのは、敵としてのピットクルーをまだ知らないジュニアと、元々頭がおかしいノーラ・ダーリンだけである。

「あんたは本当に案内人か？　なぜ俺たちを襲う？」

　ジュニアが叫ぶと、案内人が顔だけを動かして彼を見た。

「貴方がたは不法入国者です！　ただちに抵てい抗こうをやめ、降こう伏ふくしてください！　警告に従わないのであれば、強制的に排はい除じよ致いたします！」

　笑顔のまま、パクパクと口だけを動かす案内人。

　ジュニアが厳しい顔つきで、さらに怒ど鳴なる。

「不法入国……？　〝ゴールド・ピット〟は国際法で定められた中立地帯だろうが！」

「貴方がたは不法入国者です！　ただちに抵抗をやめ、降伏してください！　警告に従わないのであれば、強制的に排除致します！」

「無む駄だです、グッドオール一いつ曹そう」

　レコーダーのように繰くり返す案内人に銃口を定めたまま、ノーラが言う。

「我々の抗こう議ぎに対し、彼女たちはまともな回答をよこしません。従って我々は彼女たちを精神異常者と判断し、その暴力に対たい抗こうするしかありませんでした」

　ファリザ事務総長が、売店のカウンターから顔を出した。

「よしてください、案内人！　こんなことをしてどうなるか……それくらいの判断もつかなくなってしまったのですか？」

「ドクター・サトウ！」

　国連のトップに立つ人間を無視し、案内人が葉を見た。

　ビクリ、と葉は売店のカウンターそばで身をすくめる。

「不法入国者の中でも、貴方は特に危険人物です！　何しろ、天才なのですから！」

　売店に近づこうと、案内人が足を踏ふみ出した。

　同時に、発はつ砲ぽう音が響ひびく。ノーラが引き金を引いたのだ。

　ところが──。

「貴方だけは、我が国家の天敵と言ってもいいでしょう！　できることなら、入国される前に排除したかったところですが……」

　ひょいっ、と。

　小石を避よけるような軽い仕草で、案内人が首を傾かたむけた。たったそれだけの動作で、何事もなかったように売店に接近する。

　ノーラが一いつ瞬しゆん、凍こおりついた。だがすぐに再び引き金を引く。

「しかし排除できなかった。さすがドクターです」

　案内人が首から上を左右に振りながら、接近し続ける。

　弾だん丸がんを──避けているのだ。

　あまりに現実離れした光景に、ラウンジにいる全員が戦せん慄りつしていた。

「あの潜せん水すい艦かんは、てめえらの仲間だったのか！」

　ジュニアの拳銃が火を噴ふいた。背後から放たれた弾丸が、案内人の背中に突つき刺ささる。

「仲間ではありません！　母国を同じくする同どう胞ほうです！」

　ぐるりと振り向いて抗議する案内人。その営業スマイルは微み塵じんも崩くずれない。

　弾丸を避け、たとえ命中しても倒たおれない。

　現実離れした存在を前にして、合同軍の兵士たちは完全に萎い縮しゆくしてしまっている。

「母国……？　国家……？　あなたは、何を言っているのです？」

　かすれた声で呻くファリザ事務総長の横で、ノーラが引き金を引き続ける。

「彼女はインド系のフランス人です。インド、あるいはフランスが？」

「いいえ、違います！　我々の国家は、これから誕生するのです！」

　尋じん常じようならざる怪かい物ぶつ、ナヴァルティ・ストラが両手を高く掲かかげた。

　前にも見たバンザイのポーズとは異なる。機械のような彼女がはじめて見せる、尊敬と畏い怖ふの表情──それは紛まぎれもない、愛国心の顕あらわれだった。

「我らが母国、〝ヴォルカノ公国〟は今日この日に誕生し、独立を宣言するのです！」

　案内人に続き、背後の白衣たちも両手を天に掲げた。

　その一糸乱れぬ動きは軍隊のようであり──同じ神を崇あがめる信者のようでもあった。

　絶句する一同を、地じ響ひびきが襲った。

「ッ……！」

　また地じ震しんだ。

〝ゴールド・ピット〟を襲う揺ゆれの周期が短くなり、震しん度どが増しつつあった。

　地震のおかげで我を取り戻もどしたファリザ事務総長が叫さけぶ。

「ヴォルカノ公国？　独立？　何を馬ば鹿かげたことを……！」

　断続的な揺れが続く中、案内人だけが──否いな、案内人を含むヴォルカノ公国の国民たちだけが微び動どうだにせず、両りよう脚あしで床ゆかの上に立っていた。

「そんな国が、どこにあるというのです！　勝手に国を名乗り、他国の要人を殺そうとする……そんな人々の妄もう想そうを、国際社会が認めるわけがないでしょう！」

「ヴォルカノ公国がどこに存在するか？　ここにあります。ここ、〝ゴールド・ピット〟を我ら国民が実効支配し、領土と致いたします！」

「海底に存在する一施し設せつなんて、領土としては認められない！」

「ご心配なく！　我らが女王によって、新しい領土は誕生するでしょう！」

　両手を頭上に掲げたまま、案内人が再び営業スマイルを浮うかべた。

　女王──。

　それが一体、誰を示すのか。

　誰かがその疑問を口にするまでもなく、案内人が高々と宣言した。

「女王アンジー様がほどよく〝黄金火山〟を噴ふん火かさせ、〝ゴールド・ピット〟を海上に浮ふ上じようさせてくださるのです！」

　今度こそ。

　誰もが、完全に言葉を失った。

　案内人が腕を肩かたまで落とし、エレベーターガールのように手首を折った。

「ご案内させていただきます」

　今も断続的に続く地震。

　それは世界を破は滅めつに導く〝黄金火山〟噴火の予兆であり、同時に──。

「これより〝ゴールド・ピット〟は、海上うえにまいりまぁすっ」

　新興国家、ヴォルカノ公国の産うぶ声ごえでもあった。
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　森の中にひっそりと存在する空間。

　そこがアンジェリンにとっての世界であり、全すべてだった。

「お揃そろいね！」

　花を摘つんで作った冠かんむりを頭に載のせてやると、その少年は苦く笑しようした。

　実際は、彼の口角は一ミリも上がっていなかった。だがアンジェリンには彼が笑ったように見えたのだ。そう見えたことに意味がある。

　花の大きさも不ふ揃ぞろいで、つなぎ目も粗あらい花冠。それはアンジェリンの頭の上にも載っていて、目の前にいる少年──いつも通り勲くん章しようだらけのジャケットを羽織った沙さ藤とう葉ようと同じものだ。どちらもアンジェリンが花を摘み、編んだものである。

　お揃いの花冠を戴いただき、アンジェリンと葉は向かい合う。

　満面の笑えみを浮かべる彼女に対し、葉は今、何を思うのだろうか？

「〝黄金火山〟の噴火の兆候は収まった」

　葉は何も思わない。

　だから、いつもと変わらぬしかめっ面つらで、事務的に言う。

「だから、ぼくが君のもとを訪おとずれる理由はなくなった」

　アンジェリンは人生で最大の驚おどろきをもって、ぽかんと大口を開けた。

　なぜなら、驚きよう愕がくの真実に気づいてしまったからだ。

「なんてこと……」

　ぶらりと垂らした葉の手を両手で摑つかむ。

「わたし、誰だれかに何かをプレゼントするなんて、これがはじめてだわ！」

　ぱっ、とすぐに葉の手を離はなし、踵きびすを返す。

　花畑に駆かけ寄り、手塩にかけて育てた花を摘んでいく。

「これも！　こ、これも、いかが！　どれも、綺き麗れいでしょう？　全部、プレゼントよ！」

　あっという間にアメリカ合衆国の英えい雄ゆうが花まみれになった。ポケットはもちろんのこと、襟えりやシャツのボタンの隙すき間ま、ベルトにと次々と摘んだばかりの花を差していく。

「ぼくには、必要ない」

　見た目を飾かざる。あるいは自然の彩いろどりに癒いやしを覚える。

　そんなものは天才である彼にとって、無駄でしかない。

　だが──彼が出会う人々にとっては、必要なことだと思う。

　沙藤葉という天才が花まみれになり、それを見た誰かを笑わせる日が訪れたら──きっと世界は変わるだろう。

　アンジェリンは心の底から、そう思っていた。

「──でも、また来てくれるんでしょう？」

　花を摘みながら、アンジェリンは問いかけた。

「当然だ。君には、ぼくが必要だ」

　世界で唯ゆい一いつの天才が言うのだから、間ま違ちがいない。

　この世で最も信用できる真理である。

「ドクにも……わたしが必要？」

　花を持って、葉の前に立つ。

　彼の髪かみに一輪の花を差すと、神話の女め神がみのように透とう明めいな視線が彼女を見つめた。

「ぼくも、君が必要だ」

　アンジェリンの心臓を、内側から小鳥が突つついた。

　ほんの小さな胸の高鳴りと──締しめ付けられるような痛みが、心地ここち良い。

「嬉うれしい」

　驚くべきことが起きた。

　その一瞬の出来事を、どう表現するべきか。

　語ご彙いの少ないアンジェリンにとっては、奇き跡せきと呼ぶ他ほかにない。

　なんと、葉が自分の頭から花を引き抜ぬき、それを捨てるかと思いきや──アンジェリンの白い髪に刺したのである。

　小鳥が突いたどころではない。心臓が暴れ出し、口から飛び出すかと思った。

「ど、どういう……？　え……？　この花が、わたしに必要っていうこと？」

「必要ではない」

　ドクがしかめっ面で言った。

「たまに、自分がされたことをし返して、その人物の感情を読みたくなる時がある」

「されたことを……？　つ、つまり、これって……」

「生まれて初めてのプレゼントだ」

　二人はしばし、黙だまって見つめ合った。

　先に音を上げたのは──当然のことながら、アンジェリンである。にらめっこに負けた者の義務として、目に涙なみだを浮かべて笑わざるを得なかった。

「どう？　わたしの気持ち、分かった？」

「……」

「分からなかったのね？　答えは〝最高に嬉しい〟よ！」

「……」

「ドクって時々、赤ん坊ぼうみたいね」

　それが、別れの挨あい拶さつだった。

　葉が背を向け、アンジェリンの前から立ち去ろうとする。

「今度は、いつ会える？」

　彼女の呼びかけに、葉が振ふり向いた。

「ぼくを呼べ。君が呼ぶなら、ぼくは世界のどこからでもやって来る」

　アンジェリンは笑った。

「そうね。わたしが望むものは、なんでも手に入るんだもの。でも最近、もっとワガママになったのよ。前も話したわよね。ドクがもっと堕だ落らくして、わたしと同じ人間になってくれないか──そんなお願いも、まだ諦あきらめていないの」

　悪戯いたずらっぽく言うアンジェリンを一いち瞥べつし、今度こそ葉が去ろうとした。

「……わたしが呼ばなきゃ、来てくれないの？」

　これ以上、天才の歩みを止めることはできない。

　そう思って呟つぶやいた一言だった。

「君以外の人間に呼ばれることがあれば──それは世界にとって不幸だ」

　意外にも、葉が立ち止まった。

　しかし振り返ることもなく、再び歩き出す。

「ぼくは、そうなることを望まない」

　彼の口から個人的な希望が語られるなんて、よほどのことである。

　二度目の奇跡を置き土産みやげに、今度こそ沙藤葉が姿を消した。

「呼ぶわ……」

　アンジェリンは手元に残った花束を握にぎりしめ、呟く。

「いつか、きっと……あなたを呼ぶわ、ドク」

　それはおよそ、今から一年前の出来事。

　アンジェリンと、一人の〝天才〟の──永遠の別れの瞬しゆん間かんだった。
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　売店のカウンターの横で、葉は頭を抱かかえた。ガタガタと全身が震ふるえる。

「〝黄金火山〟をほどよく噴火させて……〝ゴールド・ピット〟を地上に……？」

　ファリザ事務総長が、呆ぼう然ぜんと呟いた。

　案内人が高らかに宣言する。

「女王アンジー様は、すでに建国の準備にとりかかっておられます！　我が領土を浮上させるべく、各国に〝ボトムズ・アンカー〟の射出要よう請せいを出しました！　今いま頃ごろ、北海中に〝ボトムズ・アンカー〟が打ち込まれているはずです！」

　ニコリ、と営業スマイルを浮うかべて言う。

「〝黄金火山〟をほどよく刺し激げきし、ほどよく抑よく制せいすることで──我らが母国、ヴォルカノ公国が誕生するのです！」

　地じ響ひびきが伝わるラウンジが、沈ちん黙もくに包まれた。

「うふ──ふふっ……火山を操あやつって国を造るなんて、そんな……」

　ファリザ事務総長が笑みを漏もらした。

　彼女がラウンジ内を見回すと、各国の代表者たちも笑っていた。護衛である合同軍も、緊きん張ちよう感かんを忘れて口元に笑みを浮かべる。

　しかし彼らの笑い声は、すぐに消えた。

　──そんなこと、できるはずがない。

　誰もが待ち望んだその言葉を、誰もが口にすることができなかったからだ。

　再び沈黙が落ちると、ファリザ事務総長がうって変わって顔を真っ赤にした。

「ば──馬ば鹿かげています！　そ、そんなこと、できるはずがないでしょう！　そんな絵空事のために、ここまで大それたことをしたのですか？　今すぐにやめなさいっ！」

　興奮して声を荒あらげる事務総長。

「ゼン基地長はどこにいるのです！　こんな暴走を許すなんて、彼は何をして──」

「残念ながら、基地長はすでにお帰りになられました」

「か、帰った……？　帰ったですって？　一体、どこに帰ったというのです！」

「海へ」

　事務総長が凍こおりついた。

「建国直前になって迷いを抱いだき、あなた方に密告しようとしたのです。したがって我が国から強制退去していただきました」

「……な、何という……貴方あなたたちは、本当に国を造れるとでも……？」

　案内人が事務総長を見つめたまま、カパッと大きく口を開けた。

「ドクタァァアアアア・サトォォォオオウ！」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように、ラウンジにいる全ての人間が全身を震わせた。

「ドクターにお尋たずねします！　我がヴォルカノ公国の誕生は可能ですか？　それとも不可能ですか？」

　ぐるり、と。

　案内人とピットクルーたち、そして事務総長やノーラ、ジュニア、代表者らと合同軍の兵士たちが、いっせいに葉を振り向いた。

「ううっ……他のヤツらはともかく、案内人は完全に……なぜだ……まさか本当に、ぼくの論文が──うっ！」

　ブツブツと呟く葉の襟を、ノーラが摑んだ。カウンターの前に、強ごう引いんに立たせる。

「ドクター？」

　ファリザ事務総長が、すがるような目つきで葉を見ていた。

　誰もが葉の回答を──いや、否定を待ち望んでいた。

　だが葉は目に涙を浮かべ、事実を告げる。

「か、可能だ──」

　一同が金かな縛しばりにあったように動かなくなる。

「アンジェリンが──か、完かん璧ぺきに〝黄金火山〟の性質を把は握あくすることに成功したと仮定するならば──し、小規模の噴ふん火かに伴ともなう地ち殻かく変動をも操って、か、海底の一部を隆りゆう起きさせられるかもしれない──北海の真ん中に、新たな小島を──〝ゴールド・ピット〟ごと浮ふ上じようさせることも、あるいは──」

「ば、馬鹿な……」

　天才の肯こう定ていを受けて、ファリザ事務総長がよろめいた。背を壁かべにぶつける。

「成功率は？　その試みは確実に成功するのですか？」

　ノーラに尋ねられ、葉は震える唇くちびるで答える。

「〝黄金火山〟の動向を完全にコントロールできたとしても、北海中に張り巡めぐらされたマグマ流の網あみは未知数だ。不測の噴火を呼び起こす可能性が高い……成功率は、高く見積もっても──お、おそらく、十パーセント以下だ……」

「素す晴ばらしい！　十パーセントの確率で、我らが母国が誕生するのです！　これはもう、確実といっても間違いではありません！」

「お、愚おろかな……九割は失敗に終わるのですよ……？」

「ち、違ちがう。残り九十パーセントは──世界が滅ほろぶ確率だ」

　ファリザ事務総長が、見開いた目で葉を凝ぎよう視しした。

「いたずらに刺激を受けた〝黄金火山〟が自然に鎮しずまることは……もうない。すぐにでも全力で鎮ちん静せい化のための〝ボトムズ・アンカー〟を打ち込まなければ──大噴火によって周囲の国は粉々になり、空を覆おおう火山灰による気温低下、あるいは海水温上じよう昇しようと地形変動による海水の水位上昇によって……人類文明のほとんどが、壊かい滅めつに追いやられるだろう」

　ガシャッ、と硬かたい金属音が、やけに大きくラウンジに響ひびいた。

　誰だれかが拳けん銃じゆうを落としたのだ。

　そんな音が響き渡わたるほど──ラウンジから一いつ切さいの音が消え去っていた。

「ゆ、許されない……」

　ファリザ事務総長が頰ほおを引きつらせた。

「子供じみた国造りのために、世界が滅ぶリスクを払はらうだなんて……」

「いいえ、許してください！」

　案内人が営業スマイルのまま、叫さけぶ。

「〝黄金火山〟の噴火を阻そ止しできるのは、我らが女王アンジー様のみ！　そのアンジー様が国を欲ほつしたのです！　貴方あなたがたは、それを与あたえる義務があります！　たとえ貴方がたを殺しても、それもアンジー様が望んだことです！　何なん人ぴとたりとも、我らが女王のご機き嫌げんを損そこねることは許されない！　今までも、ずっとそうだったでしょう？」

　かくり、と案内人が上じよう機き嫌げんに首を傾かたむけた。

「〝アンジーのおねだりは、絶対〟──なのです」

　それは国際法で定めた、絶対のルール。

　もし、そのルールを破ったら──機嫌を損ねたアンジェリンは〝黄金火山〟の噴ふん火か抑よく制せいを放ほう棄きし、世界が滅ぶのである。

「──ドクタァァァアアアッッ！」

　それは、絶叫だった。

　国際機関のトップたる責任感ゆえか。はたまた滅めつ亡ぼうを恐おそれる一人の人間としてか。ついに理性を保てなくなったファリザ事務総長が、葉にすがりついた。

「ドクター！　貴方なら！　貴方ならば、我々を救えるのでしょう？　我々はもう、耐たえられない！　ずっと……ずっと、そうだったのです！　あんな少女一人に世界の命運を託たくすなどという不安に耐えられるはずがない！　我々、人類は常に薄はく氷ひようの上に命を晒さらし続けてきたのです！　もう、いいでしょう……！」

　葉のジャケットを摑つかみ、ガクガクと揺ゆらす事務総長。

「我々を、もう解放してください！　この恐きよう怖ふから救ってください！　我々、人類には、アンジーに逆らう術すべがないのです！　でもドクターならば、それができるでしょう！」

　人類は、アンジェリンのご機き嫌げん取とりで精せい一いつ杯ぱいだ。

　しかし葉には、それ以外の選せん択たく肢しもある。

　なぜならば、葉は──。

「だって貴方は、天才なのだから！　英えい雄ゆうなのだから！」

　ファリザ事務総長のみならず、ラウンジにいる全員が葉を見ていた。

「我々のような、ちっぽけな──人類とは違うのだから！」

　葉は、人間ではない。

　彼らから、はっきりとそう線を引かれた存在。

　世界で一人しかいない、孤こ独どくな天才にすがりつく人々の眼まな差ざし。

　それは葉が壊こわれるきっかけとなった幻まぼろしと、まったく同じものだった。

「ううう……！」

　激しい頭痛に襲おそわれ、葉は頭を抱える。

　だが葉が苦しむ様など、人類にとっては何の関係もなかった。ファリザ事務総長が激しく葉を揺さぶり、救済を求める声を罵ば倒とうのように浴びせかける。

「人類の愚かさには、うんざりしたのです」

　案内人の右目から、水すい滴てきがこぼれた。

「私の故郷と家族は、内乱によって焼かれて消しよう滅めつしました」

　変わらぬ営業スマイル。変わらぬ口調。しかし頰を伝うそれは、間ま違ちがいなく──人間の証明である涙なみだに他ほかならなかった。

「その母国も救済の名目で、何万キロも離はなれた国々の戦せん闘とう機によって焼かれました。難民として逃にげ込んだ国で勉強し、知識を身につけても、目に映るのは国家どうしのつまらない縄なわ張ばり争いばかり。耳に聞こえるのは、統治者に蹂じゆう躙りんされる弱者の悲鳴ばかり。目も耳も焼かれてしまいそうで……このような海の底に潜もぐったところで、焼けつく我が身が救われることもなく」

　案内人が零こぼした涙は、たった一ひと滴しずくだけだった。しかし背後にいるピットクルーたちの中にも、次々と涙を流す者が現れる。

「国という枠わく組ぐみに絶望した人間は、世界中にいます。しかし人間である以上、国という枠組みの中でしか生きられない……。そんな我々を、アンジー様が救ってくださいました。何人にも脅おびやかされることのない森で生きるアンジー様……彼女と同じ存在になり、彼女とともにあることを許してくださいました。そう、彼女と同じ──〝アンジー〟にしてくださったのです」

　その言葉で、葉が抱いだいていた不安が確信に変わった。

「や、やっぱり──そうだったのか──」

　ジャケットを摑むファリザ事務総長の存在も忘れ、カウンターに身を乗り出す。

「お、お前かっ！　お前が盗ぬすんだのか！　ぼ、ぼくの論文を……！　そうじゃなきゃ、お前らが〝アンジー〟になれるはずがないんだっ！　返せ！　〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟は、アンジェリン以外にいてはならないんだっ……！」

　案内人はニコニコと営業スマイルを浮かべ、何も答えない。

　さらに問い詰つめようとする葉を、事務総長とノーラが強引に引き戻もどす。

「アンジーが、彼女たちをアンジーにした？　わ、私にはもう何が何やら理解できません……！　ドクター、どうか我々を救うとおっしゃってください！」

「ドク！　彼女が論文を盗んだとは、どういうことですか？　それは〝災さい厄やく論文〟のことですか？　〝あまりにも我儘なアンジー〟とは……？」

「うぅっ……！　は、離せ……！」

「くだらない人類の縄張り争いをやめさせることができるとすれば──法よりも強力な、絶対の力が必要です」

　案内人が虚こ空くうを見つめ、アナウンスをするような口調で告げた。

「〝黄金火山〟──何者も侵おかすことができず、我らが女王陛下のみがコントロールすることができる絶対の存在。それを戴いただくヴォルカノ公国が望むのは、不ふ可か侵しんにして永遠の安息のみです。ちっぽけな貴方がたの国々を侵しん略りやくするつもりもありません」

　永遠の安息。

　その夢物語にしか聞こえない言葉も、その場にいる者たちにとっては現実としてイメージすることができた。

　なぜならば葉を含ふくめて、誰もがその光景を見たことがあるからだ。

「貴方がたはこれからも──女王陛下のおねだりに応じ続けるだけで良いのです」

　アンジェリンが住まう森と、小さな家。

　あの平へい穏おんに満たされた空間が、新たな国家として生まれ変わろうとしている。

　足あし下もとから伝わる地じ響ひびきは、そう実感させるに足る説得力を秘ひめていた。

「ドクター・サトウ。──貴方だけは、我が国に迎むかえる準備があります」

　唐とう突とつに、案内人が言った。

　葉、ノーラ、事務総長は動きを止め、顔を上げる。

「貴方は、今も天才なのですか？」

　どくん、と。

　葉の心臓が跳はねた。

　──ぼくは天才で英雄だったが……今はもう、ただのガラクタなんだ。

　揚よう陸りく艦かんで又また吉きち三み三み子こに告げた、自らの言葉が脳のう裏りをよぎった。

「もし天才であるのなら、先ほども申し上げた通り、我々の天敵です。この場にいる、国家間の争いを生むだけの害虫どもよりも恐ろしい。我が国家の誕生を阻止できる、唯ゆい一いつの存在たり得るのですから。──しかし、我らが女王陛下は、こうも申しております」

　案内人がパクパクと口だけを動かし、言う。

「〝ドクが堕だ落らくして、ただの人間に──ただの寂さみしがり屋の人間になったのなら、いっしょに生きましょう。わたしたちはきっと、ようやく愛し合えるはずだから〟」

　似ても似つかない案内人に、あの可か憐れんな少女の幻げん影えいが重なった。

　花冠を頭に載のせたアンジェリンが、屈くつ託たくのない笑え顔がおで花束を葉に差し出す。

「〝国も家族ないドクに、わたしが全部プレゼントしてあげるわ〟」

　葉は身み震ぶるいし、その幻から目を逸そらす。

　あの少女は──アンジェリンは、火山噴火の兆候だけではなく、葉の未来までも見み透すかすことができたのだろうか？

　葉が壊れ、才能を失い、ガラクタに成り下がることを予知していたのだろうか？

　だから、彼女は──。

「あらためて問います、ドクター・サトウ。貴方は天才ですか？　人間ですか？」

　案内人以下、ピットクルー──いや、ヴォルカノ公国の国民たちが両手を上げた。

「もし人間であるならば、我々、国民一同は永遠の忠誠を誓ちかいます！　我らがヴォルカノ公国の王として、女王陛下とともに永き安息を生きましょう！」

　頭痛がひどかった。

　しかし、それ以上に──ひどく甘い誘ゆう惑わくが、葉を揺さぶっていた。

　海底火山を噴火させ、新島を創造し、新たな国家の王となる。

　そんな滑こつ稽けいな話があるだろうか？

　実現するかも分からない上に、王様という立場なんて欲しくもなんともない。

　だが──生き延びることができる。

　だが──天才でなくてもいいと言ってくれる。

「ドク……？　なぜ、黙だまっているのですか？　こんな凡ぼん俗ぞくどもなど、その天才的な頭脳で皆みな殺ごろしにしてください！」

「ドクター！　貴方が天才でないはずがない！　貴方は我々、人類を救ってくれる救世主です！」

　ノーラ、そしてファリザ事務総長が葉に摑みかかった。

　葉が今まさに頭痛で苦しみ、彼女たちの腕わん力りよくに顔を歪ゆがめていることなどお構いなしだ。

「……うるさい……！」

　頭を押さえたまま、二人の女性を睨にらみつける。

　ハッとするノーラと事務総長たちから、ラウンジにいる人々に視線を向ける。

　今まで、さんざん救ってきてやった連中が、またもやすがる目つきをしていた。葉が天才であることを疑わず、今回も助けてくれると信じてやまない顔である。

　まるで、それが当然であるかのように。

　救ってやったそばから、また救えと棒で尻しりを叩たたくのだ。

　それでも葉は平気だったのだ。

　なぜなら、葉は天才だったから。

　英雄として彼らを救うのが、当然の使命だったから。

　しかし彼らの救いを求める視線はウィルスのように、確実に葉を蝕むしばみ続け──。

「ぼ、ぼくは……」

　ある時、決けつ壊かいした。

　アメリカ大統領の前で、自らの才能の結けつ晶しようである〝災厄論文〟を唱えた時に、想像してしまったのだ。

　永遠の、救世を。

　救っても救っても、キリがない人類を。

　救っても救っても、彼らの輪に入ることができない孤独を。

　天才だった葉が想像した以上──それは絶対の真実なのだった。

「ぼくは──」

　もう、いいんじゃないか──。

　頭を抱かかえて震ふるえる葉の脳裏に、そんな考えがよぎった。

　天才は、壊された。

　人類によって、壊された。

　ただのガラクタになった葉に、世界を救うなど不可能だ。そのことを白状し、楽になってしまいたい。

　彼ら人類は、役立たずになった葉を罵ののしり、殴なぐり、放ほうり捨てるだろう。

　ただの人間に成り下がった葉は、それがとても恐おそろしかった。

　しかし不意に、それを許してくれる世界が現れた。

　その世界の住人は──アンジェリンは、そんな葉を愛してくれると言った。

「ドク！」

「ドクター！」

　葉に救いを求める人々は、決して葉を許さない。

　決して、愛さない。

　もう許してくれ、愛してくれ、といくら願っても、決して叶かなわないのだ。

　葉が天才であるかぎり彼らを救わなければならず、人間であれば捨てられる。

「ドクター・サトウ！　我々、ヴォルカノ公国とともに在りましょう！」

　一方、葉を誘いざなう声に従えば、安息が得られる。

　安息、そう──やっと休まることができるのだ。

　許しを得て、愛を得て、仲間を得る。何もかもが揃そろっていた。

「アンジェリンは──」

　葉は、ゆっくりと顔を上げた。

　いずれにせよ、他ほかに道はないのだ。

　すでに天才ではなくなった葉では──人類を救うことなどできないのだから。

「アンジェリンは……ぼくのことを、恨うらんではいないのか？」

　ノーラや事務総長が、顔色を変えた。

「恨んでなど、おりません！　我らが女王陛下は寛かん容ようであられます！」

「ドク！　一体、何を……！」

「ドクター！　ま、待ってください……！」

　自分を摑つかむ腕うでを振ふりほどき、葉は案内人に向かって歩き出していた。

　ラウンジにいる人々が、信じられないという顔で葉を見ていた。ジュニアまでもが愕がく然ぜんとしている。

　葉が彼らを救わないことが、そんなにも驚おどろくべきことらしい。

　目の前にいる人物がもう天才ではないという事実を知ったら、どうなるのだろう？

　その時の顔が見てみたい、と思った。

「歓かん迎げいします、我らが王」

　葉の眼前に傅かしずくピットクルーたち。

　揺ゆれる床ゆかに跪ひざまずく彼らの姿すらも、安息に満ちているように見えた。

　葉は、彼らの輪に入ろうとして──。
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「──ドクぅぅぅううっ！」

　横から割って入った泣き声に、ピタリと動きを止める。

　そちらを見ると、破れたセーラー服を纏まとった少女が柱にしがみついていた。

　又吉三三子だ。

　やっと正気に戻ったものの、状じよう況きようが理解できないのだろう。足下から伝わる揺れと、ラウンジを包む異様な雰ふん囲い気きにすっかり怯おびえて泣き出してしまっている。

「もう、やだぁぁぁあっ！　早く沖おき縄なわに帰してくださいぃぃぃっ！」

　沖縄。

　その言葉が、衣服を濡ぬらす海水の匂においを思い出させた。

　あまりに現実離ばなれした空間にいたため、すっかり忘れていた。

　この世には、あんな場所も存在するのだ。

　海に囲まれ、見知らぬ他人に対して余計なお世話を焼くのが好きな島。

　今の状況では、かえってあの場所のほうが夢物語のように思える──。

「沖縄に帰りたいぃぃぃぃぃっ！」

　泣きわめく又吉に、ある少女の姿が重なった。

　楽園のような森で花冠を戴く、可憐な少女ではない。

　そいつは日に焼けた顔で葉を睨み──怒おこっていた。

「しまった……」

　思い出し、葉はポツリと呟つぶやいた。

　あることを、すっかり忘れていた。天才だった頃ころの葉ではあり得ないミスだ。

　いや──まだ人間にすらなりきれていないからこそ、忘れていたのだろう。

「──アンジェリンは……ぼくを心配していたか？」

「は？」

　無意識に問いかけた葉に対し、案内人がはじめて人間らしい驚きの表情を見せた。

「心配？　ドクターの何を心配するというのです？」

「ぼくが乗った『マンタ』を襲おそったのも、お前たちの国民だろう。……アンジェリンは、ぼくの身を心配しただろうか……」

　ぼんやりと呟く葉。

「まさか！　我が国家が誕生する前に呼び寄せるのは早いということで、一時、貴方あなたを遠ざけようとはしましたが──女王陛下以下、我らの国民一同、貴方を殺害できるはずがないと確信しておりました！　あの時点で、貴方に対する殺意はありません！」

「あれだけのことをしておいて、殺意はなかっただと……」

　ジュニアが低い声で唸うなった。

　案内人の言葉は、事実だろう。実際に葉は死ななかったし、天才だった頃の葉であれば、もっとうまく危機を乗り越こえたに違ちがいない。

　しかし──。

「そうか……どうやら、ぼくの片かた想おもいだったようだ」

　案内人が不思議そうに首を傾かしげた。

「ぼくは、アンジェリンを心配していたんだ……」

　呟く。

　自ら呟いた言葉の意味を、今さらながら自覚する。

「だから彼女が呼ぶなら、世界のどこからでもやって来ると約束した」

　天才としての使命だからこその約束だった。

　葉自身はもとより、アンジェリンもそう思ったに違いない。

　だが、ほんの少し──まるで誤差のように、別の意図もあったのかもしれない。

「しかし彼女は、ぼくを呼ばなかった」

「いいえ、ドクターは今、ここにおられます！」

「違うんだ。彼女は呼んでいない。それなのに、ぼくがここにいるということは、どういう意味か……そんなことは、あの時から分かっていたはずなのに」

　誰だれもが葉の呟きを聞いていた。

　だが誰一人として、理解できていないはずだ。

「……小さな家を買ったんだ。狭せまいし、汚きたないし、エアコンも壊こわれて動かない」

　自らの手を見ると、指先が黒く汚よごれていた。

　ガラクタになったエアコンを直すのは一苦労だった。指に染しみついた油あぶら汚よごれも、容易には落ちない。そこまでしても結局、エアコンは直らなかった。

「でも──ぼくを、心配だという人間がいるんだ」

　隣となりに住む野や蛮ばんな少女、濱はま門じよう陸りくの怒る顔を思い出す。

　自分が選んだ答えに──希望はない。

　おそらく、ほんの数分後には死んでいるに違いないだろう。

　自らの決断に恐きよう怖ふを覚え、身体からだがまた震え出した。目め尻じりに涙なみだも浮うかんだ。

「あれだけ言われたのに──また、行き先を告げずに出てきてしまった」

　なぜ、自分がその答えを選んだのか分からない。

　希望があるわけではない。

　葉が望んでも、彼らが葉を愛してくれるとはかぎらない。

　いや、むしろ、葉としても彼らと連れ添そう未来など、望んではいないはずなのに──。

「早く帰らないと──また、心配させてしまう……」

　震えながら呟く言葉に、迷いはなかった。

　隣に住む少女の怒る顔は、嫌いやというほど見みてきているはずなのに──。

　葉を心配だと言って怒った、あの時の顔だけは──もう見たくない。

　そう、願ってしまった。

「それはつまり、我がヴォルカノ公国の歓迎を拒きよ絶ぜつするという意味でしょうか？」

　案内人が言った。背後のピットクルーがいっせいに立ち上がる。

「それはつまり──貴方は天才であり、人類のために我が国の建国を阻そ止しするという意味でしょうか！」

「当然でしょう！　ドクの天才性を否定するなど、愚ぐの骨こつ頂ちよう！　鰯いわしで百万回串くし刺ざしにしてやろうか、このアナウンス人形が！」

　ノーラが罵ば声せいを浴びせるが、案内人の視線は正面にいる葉に向けられた。

　無機質な双そう眸ぼうに見み据すえられ、葉は身動きがとれなかった。震える声で助けを求める。

「ジ、ジュニア……ぼくを助けろ──」

「アイアイサー」

　了りよう解かいの声は、葉の耳元で聞こえた。

　先制攻こう撃げきする隙すきを窺うかがっていたのだろう。交こう渉しよう決けつ裂れつで怒いかりを露あらわにした案内人に、ジュニアが一息で襲いかかったのだ。

　巨きよ体たいをものともしない素す早ばやい攻撃に、案内人は反応ができなかった。彼が手にしたアーミーナイフが無防備な首を薙なぐ。

「ッ──」

　凄せい惨さんな光景に、ファリザ事務総長や又吉三三子が息を吞のんだ。

　ジュニアのナイフによって、案内人の首が切断されたのだ。

　皮一枚を残し、だらりと垂れ下がった首の断面から──赤い液体が滴したたる。

「うぐっ……！」

　案内人を襲った勢いのまま、ジュニアが葉に飛びついた。二人で転がるように柱の陰かげに飛び込み、ジュニアが叫さけぶ。

「撃うてっ！　撃てっ！」

　銃じゆう弾だんの雨が、ピットクルーたちを襲った。

　両りよう腕うでで頭をかばうピットクルーたちの横で、案内人の骸むくろがふらりと傾かたむいた。

「天才様──」

　葉を脇わきに抱かかえたまま、ジュニアが引きつった笑えみを浮かべた。

「俺は、いつからサムライになったんだ？　確かに頸けい動どう脈みやくを狙ねらったが、首を切り落としたのははじめてだぜ……」

　ラウンジに響ひびく銃じゆう声せいが、急速に数を減らしていく。

　なぜか。

　それは誰もが、その異変に気づきつつあるからだった。

　ふらふらと傾く案内人の身体が──いつまで経たっても倒たおれないのである。

「──」

　首を切断したジュニア本人でさえ、言葉を失った。

　あのノーラでさえも愕然としたのだ。事務総長や合同軍はもちろんのこと、又吉に至ってはぺたりと床に座り込み、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっている。

　案内人の両腕が、だらんと垂れた自分の頭を摑んだ。

　そして首の上に頭を戻もどし、左右に二、三度振ってしっかりと付け直す。

「我がヴォルカノ公国の全国民に告ぐ！　ドクター・サトウ、および〝ゴールド・ピット〟内にいる不法入国者を一人残らず排はい除じよせよ！」

　そう高らかに叫んだのは、首を戻したばかりの案内人その人だった。
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　一ひと際きわ大きな揺れが、〝ゴールド・ピット〟のラウンジを襲った。

　誰もが姿勢を崩くずす中、案内人とピットクルーたちだけは微び動どうだにしない。

「繰くり返す！　〝ゴールド・ピット〟内にいる不法入国者を排除せよ！」

　案内人が叫んだ。つい先ほど首を切断され、生首になったはずの人物である。

　その光景を目まの当たりにした人々は、ホラー映画でも見ている心境なのだろう。状況をすぐに吞み込むことができず、案内人を凝ぎよう視しして固まっている。

　ごく普ふ通つうの一いつ般ぱん人である又吉三三子は、恐怖の表情さえ失っていた。床ゆかにへたりこんだまま、だらしなく口を開けている。

「ロボット、なのか……？　人間じゃなかったのか？」

　ジュニアが唸ると同時に、案内人たちが床を蹴けった。

　ラウンジ中に散らばり、合同軍の兵士に襲いかかる。反応が遅おくれた兵士が頭を摑つかまれ、悲鳴を上げた。常人離れした腕わん力りよくで頭を床に叩たたきつけられ、床に血の花が飛び散る。

　葉のもとには、案内人が襲いかかった。

　とっさにジュニアが拳けん銃じゆうを構え、弾だん丸がんで案内人を牽けん制せいする。

「おい、天才様！　こいつらが何なのか訊きいてるんだぜ！　答えろよ！」

「あ、あいつらは……〝アンジー〟だ！　か、完かん璧ぺきな〝アンジー〟は案内人だけのようだが、他ほかの連中も〝アンジー〟に似せてある……」

　柱にしがみついて震ふるえる葉。

「な、なんてことだ……〝アンジー〟は、ぼくにしか造れないはずなのに……や、やっぱり、ぼくの論文を盗ぬすんだ誰かが……」

「それじゃワケが分かんねえって言ってんだ！」

「ドク！　我々はどうすればいいのですか？　ご指示を！」

「ドクター！」

　拳銃を撃つノーラと、ファリザ事務総長が振ふり向いた。

　合同軍が銃じゆう撃げきで牽制するも、ピットクルーはジリジリと包ほう囲い網もうを狭せばめつつあった。

「に──」

　葉は生なま唾つばを吞み込み、言う。

「逃にげる……」

　案内人が跳ちよう躍やくした。両りよう脚あしにロケットでも仕込んでいるかと思うほど、軽々と宙に舞まい上がる。ジュニアの頭上を跳とび越えた彼女の狙いは──葉だ。

「どこへ逃げればいい！」

　ジュニアが振り返り、葉の肩かたを摑んで引っ張った。

　葉の頭を押し潰つぶそうとした案内人の腕うでが、間かん一いつ髪ぱつで空を切った。着地した案内人の細い身体に、ジュニアの分厚い肩が突つき刺ささった。

「うおおおおっ！」

　肩から体当たりをし、案内人を柱に叩きつける。

　硬かたいコンクリートと重量級のジュニアに挟はさまれ、肋ろつ骨こつが砕くだける音が響いた。

　しかし──案内人の両腕が、青年の肩を摑んだ。

「ぐはっ……！」

　案内人の膝ひざ蹴げりが、二倍以上は体重がありそうなジュニアの靴くつを宙に浮かせた。そのまま無造作に彼の身体を横に投げ飛ばす。

「お、奥に──居住区に入るんだ……！」

　叫ぶ葉に案内人が近づいた。床の上に転がったジュニアが脚あしを伸のばし、転てん倒とうさせる。

「よし……！　兵士は扉とびらの前で隊列を組むぞ！」

　膝蹴りを受けた腹を押さえながら、ジュニアが叫んだ。身を起こそうとする案内人を追い抜ぬき、床に転がった拳銃と葉を拾い上げる。

「テーブルをバリケードにするんだ！　非ひ戦せん闘とう員は奥の扉に向かえ！」

　仕切り屋のジュニアの声に、合同軍が反射的に従った。ノーラやファリザ事務総長、各国の代表者たちも慌あわてて走り出す。

「──ついでだ」

　拳銃をベルトに差し、ジュニアが柱の陰にいた又吉を抱え上げた。両りよう脇わきに葉と又吉を抱え、変わらぬ速度で駆かけるジュニア。──案内人たちが人間離ばなれしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、重装備を抱えての行軍を極きわめた特とく殊しゆ部隊隊員も規格外である。

　扉の前を守る合同軍と合流するなり、ジュニアが抱えていた葉と又吉を落とした。

「ぎゃっ」

「きゃあっ！」

　頭から落ちて悲鳴を上げる葉と、落下の衝しよう撃げきで目の焦しよう点てんを合わせる又吉。

「二人、いっしょに来い！　通路を先導する！」

　兵士の死体から拳銃と自動小しよう銃じゆうを奪うばいながら、ジュニアが命令する。

　合同軍の兵士たちが、戸と惑まどった様子でファリザ事務総長を見た。欧おう州しゆうの合同軍がアメリカ海兵の指揮下に入ることに抵てい抗こうを覚えたのだ。──最初は二十人ほどいたはずの兵士の数も、すでに半数近くまで減っている。

「言う通りに。彼はドクター・サトウが信しん頼らいを寄せる友人です」

「友人じゃない」

　葉とジュニアの声が重なった。

「天敵だ」

「親友です」

　今度は、重ならなかった。

　事務総長の命令を受け、二人の兵士がジュニアのそばに駆け寄った。ジュニアが通路に入り、兵士二人が続く。

「彼らについていってください！　さあ、急いで！」

　ノーラが代表者たちを通路に誘ゆう導どうした。葉もそれにならう。又吉もふらつきながら、葉の背中にぴたりとくっついてきた。

　早足で通路を進む葉たち。しんがりを守る兵士たちも通路に入った。

「……」

　今にもはちきれそうな緊きん張ちよう感かんを伴ともない、通路を進む一行。

　その異様な沈ちん黙もくを破ったのは、又吉だった。

「あ、あ、あの人……首、とれ、とれっ……とれてました、よね？」

　日本語は理解できずとも、通路を進む人々は又吉の言葉を理解したようだ。

　おそらく誰だれもが同じことを考えていたのだろう。あまりに現実離れした光景だったため、皆みな、口にするのをはばかっていたのだ。

「あ……み、三三の気のせいでした？　そ、そっかあ、そうですよね、ね……」

　誰も何も言わなかったため、又吉が危あやうい目つきで自己完結する。

「ドク──」

　ノーラが拳銃の残ざん弾だん数を確かめ、横目で葉を睨にらんだ。

「アレは、何なのですか？　人ではないのですか？　〝アンジー〟とは、一体？」

「に、人間だ……し、しかし、〝アンジー〟なんだ──」

　顔を歪ゆがめる葉を、なおもノーラが問い詰つめようとした時だった。

　通路を進む一行の前後で、激しい銃声が響いた。

　前方から現れたピットクルーが、先頭を行くジュニアに襲おそいかかったのだ。ジュニアと兵士二人が拳銃で応戦する。

　一方、背後から迫せまるピットクルーにも兵士たちは苦戦していた。銃弾をものともせずに突とつ進しんするピットクルーに、また一人の兵士が押し倒される。

「天才様！　コイツらを倒すには、どうすればいい！　キリがないぞ！」

「ロ……『ロイヤルパレス』の時と同じだ！　あ、頭か首を狙え！」

「案内人は首を狙っても無む駄だだったぞ！」

「あ、あれは特別だ！」

　ジュニアが襲いかかったピットクルーの腕を摑み、一本背負いをした。床に転がったピットクルーの眉み間けんに拳銃の銃じゆう口こうを押し当て、引き金を引く。

　銃声とともにピットクルーの身体からだが跳はねた。それきりピクリとも動かなくなる。

「先を急いでください！　後ろがもう、保もちません！」

　ノーラの声に従い、ジュニアが通路を進んでいく。

　この区画には公こう共きよう施し設せつが集まっているようだった。通路の両側で開放された扉の向こうには、トイレや休きゆう憩けい室、卓たつ球きゆう台などが置かれた運動場などがある。

　通路の先に、突き当たりが見えた。

「Ｔ字路だ！　右と左、どっちに進めばいい？」

「ひ、左だ！」

　葉は叫さけんだ。ジュニアが警けい戒かいしながら、左の通路に進む。

　続いて事務総長や代表者たちも左に曲がった。

「このまま居住区を左に抜けて研究区に行けば……ピットクルー用の格納庫がある。そこから『マンタ』で脱だつ出しゆつするぞ……！」

　そう言って、葉も左に曲がろうとした。

　だが──まるで合図をしたように、ピタリと全員の足が止まった。

「な、なんだ……？　は、早く逃げるぞ！　案内人たちに追いつかれてしまう！」

　ノーラをはじめ、ファリザ事務総長や代表者たちが葉を振り向いた。

　その、目つき。

　あまりにも無む慈じ悲ひな彼らの視線が、葉の背筋を凍こおらせた。

「何をおっしゃっているのですか、ドク？」

　ノーラが言った。

　そうしている間にも、背後の銃じゆう声せいは接近しつつある。

「了りよう解かい致いたしました。我々は、そうしましょう。しかし、ドクは──残るのでしょう？」

「……なんだって？」

　葉は頰ほおを引きつらせる。

「アンジーの乱心によって、世界が危機に晒さらされているのです。この窮きゆう地ちを救うことができるのは、世界でただ一人──天才にして英えい雄ゆうである、貴方あなただけなのですから」

「そ、その通りです。どうか世界をお救いください、ドクター！」

　ファリザ事務総長が両手を組み、祈いのるようにして葉を見た。

「──」

　立ち尽つくす葉の横を、兵士たちが次々と通り抜けていった。背後から迫るピットクルーの圧力に耐たえきれなくなったのだ。

　ノーラが壁かべに書かれた数字と図形を見た。現在地を表す記号である。

「ここを右に行けば、〝ゴールド・ピット〟の中心に辿たどり着きます。アンジーが本当に〝ボトムズ・アンカー〟射出の命令を出しているなら、彼女は必ずそこにいるでしょう」

「ま、待て──」

「事務総長たちの脱出は、私にお任せください。──グッドオール一いつ曹そう！　ドクをアンジーのもとに必ずお連れしてください！」

　葉の胸が、何者かに鷲わし摑づかみされたかのように苦しくなった。

　この感情を、どう呼べばいいのだろう？

　恐きよう怖ふ、不安──そのどちらでもない。

「ぼ、ぼくもいっしょに行かせてくれ──」

　腕を伸ばす、葉を──。

　どんっ、と。

　ノーラ。

　ファリザ国連事務総長。

　各国の代表者たち。

　合同軍の兵士たち。

　その全員の腕が、突き飛ばした。

「ッ──」

　通路の左と右。

　二方向に分断された両者の間に、早くも追いついたピットクルーが飛び込んだ。

　左に向かって走っていくのは、葉を突き飛ばした人間たち。

　右に残ったのは、そんな人間の輪からはじきだされた葉と──。

　寸前でこちらに飛び込んだジュニア。

　そして、なぜか又吉三三子だけだった。

「ふっ──」

　ジュニアが葉を肩に担かついだ。

「ふざけるなぁあああああっっ！」

　ジュニアの肩の上で、葉は叫ぶ。

「い、今まで、何度……！　何度、救ってきてやったと思ってるんだ！　何度も死にかけて、それでも助けてやったんだ！　お前ら、人間どもを！　それなのに──そんなぼくを、突つき離はなすのか！　ぼくを……ぼくを、なんだと思ってやがるっ！」

　押し寄せるピットクルーたち。

　その向こうを走り去っていく背中が、涙なみだで歪んだ。

「ぼくを……ぼくを、なんだと……！」

「お前は──天才だ」

　腕うでだけを後ろに向けて、牽けん制せいの銃じゆう弾だんを撃うちながら、ジュニアが言った。

「そして、英雄だ」

「……ッ！」

「英雄は人間を救うもんだ。救われようだなんて、虫が良いことを考えてんじゃねえよ」

　ジュニアの言うことは──もっともだ。

　天才だった頃ころの葉ならば、救いなど必要なかった。必要であれば、自分でそうしていただろう。

　だが、今の葉は──。

「そろそろ自分で走れ」

　ジュニアに乱暴に放ほうり出され、床ゆかの上で顔を上げる。

　そこには薄うすら笑いを浮うかべる又吉三三子の顔があった。

「あ、あの……さっきの人たちは、ど、どこに行ったんですか？」

　恐怖がピークを超こえ、感情がコントロールできなくなっているようだ。

「こ、こっちに、出口があるんですよね？　だ、だって……ドクは、こっちにいるし……英語で何を喋しやべってるか、全然わかんないし……」

　葉もまた、締しまりの無い笑えみを浮かべた。

　何の関係もない、ごく普ふ通つうの引きこもり、又吉三三子。彼女は状じよう況きようを理解できないまま、沖縄に帰すという葉の言葉を信じてついてきてしまったらしい。

　世界を滅ほろぼすかもしれない少女に、今から会いに行くとも知らずに。

「離れろ、天才様！」

　通り過ぎたばかりの通路の壁に、ボタンがあった。

　万が一の浸しん水すい時に備えた隔かく壁へきを、手動で作動させるためのものだ。薄いガラスに守られたそれを叩たたくと、天てん井じようから分厚い壁が下りてくる。

　迫るピットクルーに向かって銃弾を放つジュニア。

　弾だん倉そうがすぐに空になったが、隔壁が下りるまでの時間稼かせぎにはなった。完全に通路が遮しや断だんされるが、向こう側にも壁を作動させるためのボタンはある。

　ジュニアが通路脇わきの扉とびらに飛び込んだ。

　再び姿を現すと、彼は巨きよ大だいなテーブルを持ち上げていた。

「おらあっ！　おおっ！　うおおおっ！」

　獣けもののように吠ほえ、隔壁に何度もテーブルを叩きつける。

　隔壁と通路の壁の接せつ触しよく部分が、歪んだ。

　向こう側で隔壁の作動ボタンを押したようだが、歪んだ隔壁は異音を立てるだけで、再び天井に戻もどることはない。

「行くぞっ！　奥に向かう道は、どうせ一本道じゃないんだろう？　先回りされる前に、できるだけ引き離す！」

　原形を失ったテーブルを投げ捨て、ジュニアが背負っていた小しよう銃じゆうを胸むな元もとに構えた。

　走り出すジュニアに、小走りでついていく葉と又吉。

「──ぼくは……一年前、アンジェリンと出会ったんだ……」

　走る気力などないのに、葉の足は勝手に通路を進んでいく。

　前方を走るジュニアに、横から飛び出したピットクルーが襲いかかった。

「ぼくは天才で、英雄で……世界を救うために、彼女と会う必要があった……」

　不意打ちで顔面を殴なぐられ、ジュニアの鼻から血が噴ふき出す。

「北海に潜ひそむ巨大な海底火山──〝黄金火山〟の噴ふん火かを阻そ止しするために……」

　ジュニアが壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。小銃を発はつ砲ぽうし、ピットクルーを弾はじき飛ばす。床に転がったそいつの顎あごを、青年の硬かたいブーツの踵かかとが砕くだいた。

「アンジェリンは〝黄金火山〟の動きを感じ取り、予知する力があった……」

　また通路を進む一行。

　ピットクルーたちは皆みな、異様なほどに強きよう靱じんだった。しかし戦せん闘とう訓練を受けていない彼らが隊列を組んだり、組織立って襲おそってくることはない。

　一方、ジュニアは──ハイスクール時代から、暴力の世界の住人だった。

　人気者だった一方で、地元の不良を集めたギャング団のようなもののリーダー格でもあった。本物のマフィアと抗こう争そう紛まがいの争いをしたという噂うわさも何度か耳にした。

　そんな暴君が海軍に入り、特とく殊しゆ部隊の隊員として訓練を積んだのである。

　そうして完成したのが──目の前にいる猛者もさである。

「〝黄金火山〟の噴火を防ぐために、ぼくらは出会った……だが──」

　また二人のピットクルーが現れた。

　ジュニアが一人の膝ひざを小銃で撃ち抜ぬく。しかしもう一人が飛びかかった。銃じゆうを持つ腕を押さえられ、人間とは思えない力で壁に何度も身体を叩きつけられるジュニア。

　だがそんな青年の危機も、葉の目には映っていなかった。

　葉の視界に映るのは、一年前の情景。

　はじめてあの森を訪おとずれ、小さな家の前で出会った少女の笑顔だった。

「だが──その時、すでに彼女は病にかかっていた」

「……！」

　ジュニアが目を見開いた。全力でピットクルーに抱だきつき、自由なほうの腕をその首に巻き付ける。

　身体からだごと勢いよく回した腕が、ピットクルーの頸けい椎ついをねじ折った。

　頭から血を流し、ふらりとよろめくジュニア。

「だから、ぼくはすぐに彼女をベッドに横たわらせて──彼女を診しん察さつした」

「女をベッドに寝ねかせて、診察だと？　本当は別のことをしたんじゃないのか？」

　頭を振ふり、ジュニアがニヤリと笑った。足を撃たれて今も起き上がれずにいるピットクルーの頭を撃ち抜く。

「そのほうが、まだマシだったろうな。──世界にとっては」

　葉は力なく笑った。

　あの時、葉は彼女の衣服を強ごう引いんに脱ぬがし、尋たずねたのだ。

　──ここから、出るか？

　その問いかけに対し、彼女は己おのれの望みを口にした。

　それは世界が望む答えと同じものだった。

「はじめて見る病だった。真っ白な彼女の容姿も、病のせいだ。血液中のメトヘモグロビンが増加するメトヘモグロビン血けつ症しようと似た症しよう状じようだ。彼女の血は急速に薄まり──まるで海水のようになりつつあったんだ。ぼくは彼女の余命は一ヶ月もないと判断した」

「なん──」

　振り返ろうとしたジュニアを、新たなピットクルーが襲った。

　今度は三人だ。小銃に加え、ナイフを駆く使しして対たい抗こうするジュニア。

「一ヶ月は、短すぎた。〝黄金火山〟の噴火を予知できるのは、彼女だけだ。たとえ当時の噴火を防ぐことができても、数ヶ月後……一年後、また噴火しそうになったら？　アンジェリンはその時も、この世にいなければならない──」

　ジュニアとピットクルーの戦いは、もはや獣同士の殴り合いになっていた。滅め茶ちや苦く茶ちやに腕を振り回すピットクルーに対し、ジュニアは拾った消火器で殴りかかる。

「世界は、アンジェリンが生きることを望んだ」

　葉は呟つぶやく。

「アンジェリンも──生きることを望んだ」

　三人の敵を倒たおしたジュニアは、赤い彫ちよう像ぞうのようだった。全身に返り血を浴び、自らも出血した状態で、荒あらい息をついてピットクルーの死体を見下ろす。

　一方、葉のとなりにいる又吉は、死体から目をそらして震ふるえるだけだ。泣き叫さけぶ体力も残っていないのだろう。

　ジュニアが再び走り出した。

「だから、ぼくは……英えい雄ゆうとして、すべきことをした」

　走ってはピットクルーと遭そう遇ぐうし、倒しては通路を進む。

　その繰くり返しの果てに──。

「アンジェリンを救うことで──世界を救ったんだ」

　通路の先に、大きな扉が現れた。

　背後には、ピットクルーたちの死体。

　となりには震える又吉と──鬼おにのような形相で佇たたずむ、満まん身しん創そう痍いのジュニアがいる。

「てめえが──」

　ジュニアが言いかけ、唾つばを飲んだ。呼吸が乱れすぎて、喉のどが詰つまったようだ。

「てめえがアンジーを治ち療りようしたおかげで、その時は世界が救われて──今また、世界が危あやうくなっているってことか……」

　扉が左右に割れた。

　葉たちが何かをしたわけではない。

　まるで誘いざなうように開いた扉の向こうに現れたのは──。

「──えっ？」

　又吉が、間の抜けた声を上げた。

　そこは広い空間だった。

　湿しめり気と清められた空気、そして小鳥のさえずりに満たされている。

　小さな、森だ。

　海底基地の中心に造られたその場所は、鬱うつ蒼そうとした緑が生おい茂しげる空間だった。

「えっ？　……えっ？　森？　こ、ここ、海底……えっ？」

「治療ではない。ただの治療や手術で治る病ではなかった」

　葉は、森に足を踏ふみ入れた。

「だから、ぼくは彼女にひどいことをしたんだ……」

　ジュニアも葉の後に続いた。又吉も恐おそる恐るそれにならう。

　足あし下もとは、剝むき出しになった海底の岩がん盤ばん。

　周囲は緑に満ちた樹林。アンジェリンのおねだりによって植林された人工の森である。

　そんな不自然極きわまりない世界を、葉は歩いて行く。

　この森も、あの可か憐れんな少女も、本当はもう存在しないのでは──。

　そんなことも考えた。

　なぜならアンジェリンは、葉なくして生きられないはずだからだ。

　それなのに、今まで彼を呼ばなかった。

　だからもう、彼女は密ひそかに息絶えているのではないかとも考えていたのに──。

「ぼくは、彼女を──改造したんだ」

　そう呟く葉の前に、森の出口が現れた。

　そこで見たのは、木こ陰かげに建てられた小さな家。

　花畑と、物置小屋のような〝離はなれ〟。

　一年前と何も変わらない世界が、そこに広がっていた。

　そして──。

「ドク！」

　花畑で花を摘つむ少女が、屈くつ託たくのない笑顔で振り返った。







　　　４＊３




　純白のワンピースは、ヨーロッパで最近流行のデザインだ。

　腰こしまである、ふわふわの髪かみ。それは最高級の生き地じを使用した衣服よりも白く、労働をしたことがない彼女の細い腕うでや指も同じくらい純白だった。幾いく重えもの検けん閲えつによって選び抜かれた樹木や土、完全に調整された空気の中で生きる者しか持ち得ない高潔な白を、彼女は纏まとっていた。

「お帰りなさい、ドク！」

　可愛かわいらしい顔を綻ほころばせた少女の眼めは、グリーン。その色素は以前よりも少し薄うすくなったように見えた。
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　今いる森は、ピットクルーたちによって『幸福の家』と呼ばれていた。

　──綺き麗れいな森と、可愛らしいおうちが欲しいわ。

　少女が海底基地に招かれた時に、そうお願いしたからだ。

　彼女のためだけに用意された、森と家。

　その中で変わらぬ清純さに包まれた少女を見て、葉は──。

「──く、狂くるっている……」

　頭がおかしくなりそうだった。全身に震えがこみ上げ、膝から力が抜ける。

　ジュニアが葉の襟えり首くびを摑つかんだ。倒れることを許さない。

「改造だと？　じゃあ彼女も案内人と同じ……？　ウソだろ……」

「ウソ、だと？　──一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないか」

　今、葉が見ているのは、またもや幻げん覚かくなのだろうか？

　いや、違ちがう。

　もし幻覚ならば──今、目の前にいる少女が、アンジェリンであるはずがない。

「ぼ、ぼくは、アンジェリンを改造した……。そして、何度もここを訪れて調整をした。その後、完成してからは会っていなかったが──そろそろ彼女がぼくを呼ばなければいけないはずだったんだ……」

　立ち尽つくす葉とジュニアを、花畑の少女はニコニコと微笑ほほえんで見守っていた。

　その佇まいは、「可愛くなったね」と褒ほめられるのを待つ乙女おとめのようだ。

　その褒め言葉は、葉のとなりにいる又吉によって日本語で呟かれた。

「か、可愛い子、ですね……？　誰だれ？」

「か、完成したとはいえ、メンテナンスが必要だからだ。……だが彼女はぼくを呼ばなかった。国連の連中やピットクルーもだ。こ、こんなにも、彼女が恐ろしい姿になり果ててしまったというのに……」

　花畑の少女が笑えみを消した。不思議そうに首を傾かしげる。

「恐ろしい？　お前こそ、狂ったか？　こんなに可愛い子は、そうはいないぜ」

　眉まゆをひそめるジュニアを、葉は見開いた目で凝ぎよう視しした。

「ぼくが出会った時、アンジェリンという少女は、ぼくと同じくらいの年ねん齢れいだった」

「──」

　ジュニアが顔を強こわばらせた。乾かわいた血が張りついた顔を、花畑に向ける。

　花の妖よう精せいのように可憐な少女が、詰んだ花を胸むな元もとに抱かかえていた。

「天才様……俺の目には、彼女が──まだ十歳そこそこに見えるぜ」

　彼の言う通りだった。

　葉の知るアンジェリンは、葉とそう変わらない背せ丈たけをしていたはずだ。

　だが今、目の前にいる少女の頭は──小こ柄がらな葉の顎あごくらいの高さにある。

「く、狂っている──」

　葉は頭を抱え、繰り返した。

「一目瞭然だ……普ふ段だんからずっとそばにいたピットクルーはもちろん……事務総長や各国の代表者も、この異常さに気づかないわけがない。アンジェリンのことを訊きいた時、様子がおかしかったのは、こういうことか……彼らは、彼女のご機き嫌げんを損そこなうのを恐れるあまり、たった一言、彼女自身に尋ねることもできなかったのか──」

　呻うめき、顔を上げる。

　そこに佇んでいるのは、葉の幻覚でも、葉の知るアンジェリンでもない。

　幼く可憐な、一人の改造人間だった。

「〝アンジー、ひょっとして貴女あなた、若返っていませんか？〟と……」

　アンジェリンは生き長らえ、〝黄金火山〟の脅きよう威いから世界を救い続けた。

　世界は彼女に頼たより、ご機嫌を取り続けた。

　その結果、海底深くに造られたこの秘境は──全くの別世界に変へん貌ぼうしていた。

「アンジェリンが、もう普ふ通つうの人間ではなくなっていることを知りながら──ご機き嫌げん取とりのために、見えないフリをしていたのか。その結果、さらに彼女を恐れるようになり……しかし誰だれもが〝今日も可愛いね〟としか言えず……こんな事態になるまで──」

「ドク？　……ドクなのよね？」

　花畑に佇む少女、アンジェリンがほんの少し眉をひそめた。

「なんだか、とても──雰ふん囲い気きが変わったわ」

　若返った少女が、幼い顔でそんなことを言う。

「か、変わったのは、お前のほうだ！　自分でメンテナンスを──いや、さらなる改造をしていたとは……！　な、なぜ、そんな姿になったんだ！」

　後あと退ずさる葉に対し、アンジェリンが嬉うれしそうに笑った。

　ヴォルカノ公国の女王がワンピースの端はしを指でつまみ、軽く腰を落とす。

「イタリア製の素す敵てきな踏み台を見つけたの。棚たなの上に置いたクッキーの箱をとるのに、それを使ってみたかったから……。どうかしら、ドク。この外見は、お嫌きらい？」

「ひぃっ！　ち、近寄るな！」

　葉に近づこうとしたアンジェリンが、ピタリと足を止めた。

「ドク……？」

　怪け訝げんそうな顔をした少女が──突とつ然ぜん、パッと表情を輝かがやかせる。

「ドク！　もう、天才じゃなくなったのね！」

「──」

　誰も、気づかない。

　誰も、認めない。

　アンジェリンの若返りと同様に、誰もが指し摘てきできなかった事実──指摘してはいけないタブーを、アンジェリンがあっさりと見み抜ぬいていた。

「素敵！　わたしの思った通りね！　だって一年前のあの時から、時々、天才の才能に歪ひずみを感じていたんだもの！　〝黄金火山〟の噴ふん火かの兆候みたいに！」

　嬉しそうに、花畑でくるくると回る少女。

「まだ早いと思っていたけれど……なんて、素す晴ばらしいの！　わたしといっしょになってくれたのね！　だから、わたしに会いに来てくれたんだわ！」

「それは違うぜ、アンジー」

　否定したのは、葉ではなくジュニアだった。拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうをアンジェリンに向ける。小しよう銃じゆうはとっくの昔に弾たま切ぎれになっていた。

「こいつは天才で、お前を止めに来たんだ。さっさと〝黄金火山〟を鎮ちん静せい化させろ」

「ご機嫌よう、グッドオール一いつ曹そう！　どうしてわたしに鉄てつ砲ぽうを向けるの？」

　人工の森、『幸福の家』に銃じゆう声せいが響ひびいた。

　アンジェリンの頭から数ミリずれた場所を、銃じゆう弾だんがかすめた。

「……？　貴方あなたが何をしたいのかよく分からないけれど、ちょっと待っていてくれる？　今、ドクとお話をしているの！」

　屈託のない笑顔を向けられ、ジュニアのほうが動どう揺ようを見せた。

　アンジェリンは、何者も傷つけることができない。

　彼女を失えば、世界も失われる。そのことは明らかな事実だし、何よりもアンジェリン本人がそのことを知っている。

　むしろそんな相手に威い嚇かく射しや撃げきをしたジュニアのほうが、国際裁判にかけられてもおかしくない。満まん場じよう一いつ致ちで無期懲ちよう役えきものである。

　しかし──ドクは、小声で囁ささやいた。

「……眉み間けんを狙ねらえ」

　ジュニアが驚おどろいて葉を見た。だが訊き返したりしなかったのは、彼もまたどこかで頭のネジを落としてしまった人間だからだろう。

「アイアイサー」

　また銃声が響いた。

　花畑に立つアンジェリンの身体からだが揺ゆれた。

　まるで、海面に生まれた波は紋もんのように。

　白い髪が波を打ち、揺らめいた。グリーンの瞳ひとみが残像を残して横に振ふれる。

　それだけだった。

　波紋のようにわずかに身体を揺らしただけで、アンジェリンが銃弾をかわしていた。

「無む駄だなんだ。彼女が死ぬことを世界が許さないし──彼女自身も、決して死なない」

「──」

「ぼくが……そう作り変えたんだ」

　病はもちろん、事故、そして暗殺などで、彼女が殺されることがあってはならない。

　アンジェリン自身が生きることを望み、世界もそれを望んだ。

　葉は──彼らの望みを叶かなえたのだ。

「ちょっと待ってってお願いしたのに」

　アンジェリンが唇くちびるを尖とがらせた。もしファリザ事務総長らが彼女のその不ふ機き嫌げんな仕草を見たら、それだけで卒そつ倒とうしていたかもしれない。それこそ──世界の終わりのように。

「……！」

　後方の森から、物音が聞こえた。ジュニアが振り向いて銃を構える。

　ザザザッ、という音は茂しげみを蹴ける音だ。

　何かがもの凄すごい速度で森を駆かけ抜ぬけ、葉たちのもとへ接近しつつある。

「誰だ！　止まれ！」

　ジュニアの制止を無視して、森から飛び出したのは──。

　アニメのように毛先が跳はねた髪と、営業スマイルを顔に貼はり付かせた女性。

　案内人だった。

「ッ……！」

　ジュニアが引き金を引いた。

　案内人が身を沈しずめて、銃弾をかわした。ラウンジのお返しとばかりに、ジュニアに体当たりをかける。

「ぐあっ──」

　ジュニアの巨きよ体たいが、軽々と宙を舞まった。剝むき出しになった岩がん盤ばんに叩たたき付けられるが、特とく殊しゆ部隊隊員の意地か、受け身を取って立ち上がろうとするジュニア。

　アンジェリンが笑顔を取り戻もどした。

「案内人さん！　良いところに来てくれたわ。その人のおもてなしを任せていい？」

　案内人の追つい撃げきの蹴りが、ジュニアの腹にめり込んだ。うずくまりながらもナイフを抜いたジュニアの腕うでを案内人が摑み、逆関節に折り曲げる。青年の肘ひじが折れる音が聞こえた。そのまま強ごう引いんに地面に押し倒たおし、馬乗りになる案内人。

「おもてなしを……」

　営業スマイルを浮うかべた案内人が、ジュニアを何度も殴おう打だする。

　青年の動きが完全に止まるまで、時間はかからなかった。

　案内人が立ち上がり、アンジェリンの前に進み出て膝ひざをつく。

「もう済みました、女王陛下」

「おもてなしって……そういうつもりじゃなかったんだけれど」

　アンジェリンが少し困った顔をしたが、それだけだった。動かなくなったジュニアには、もう見向きもしない。

「ひぃ……あ、あの人、やられちゃったんですかぁ……？」

　又吉が葉の背中にしがみついた。

　ジュニアの生死は──ここからでは判断がつかない。さすがの暴君もここに至る連戦のダメージと疲ひ労ろうには勝てなかったようだ。何の抵てい抗こうもできずに撲ぼく殺さつされたと考えるべきで、もし生きていたとしても戦せん闘とう不能であることは間ま違ちがいない。

　これで今度こそ、葉を守る人間はいなくなった。

「女王陛下。ドクターは我らがヴォルカノ公国の国民になることを拒きよ否ひ致いたしました」

　頭こうべを垂らしたまま、案内人が告げる。

「ドクターは、今も天才だそうです」

「そんなはずはないわ。ドクはもう天才ではないもの。ねえ、ドク？」

　葉はビクリと肩かたを震ふるわせた。じりじりと後退る。

　今すぐに背中を向けて逃にげ出したいが──無駄なことだ。護衛もなしに案内人や基地内にいるピットクルーから逃げられるはずがない。それにもし逃げられたとしても──救世主を求める人々によってまた突つき飛ばされるだけである。

　海底基地のどこにも。

　否いな、この世界のどこにも、葉の逃げ場所はない。

「こ、こんなことは、もうやめろ……アンジェリン」

　かろうじて掠かすれた声を絞しぼり出す。

「自分の国を造るだなんてワガママは、許されない……そ、そんなことのために世界が滅ほろぶリスクを払はらわせてはいけないんだ……」

「ワガママ？」

　アンジェリンが驚いた。だが、すぐに満面の笑えみを浮かべる。

「本当に馬ば鹿かになってしまったのね、ドク！　可愛かわいい！」

「……！」

「自分の言ったことも忘れてしまうなんて、普通の人間になった証しよう拠こね。すごくドキドキする……。ドクのことを想おもうと、いつもそうだったわ」

　花束を抱だきしめ、頰ほおを染めるアンジェリン。

「ドクが言ったのよ。わたしには国が必要だって。だってわたしは天才じゃなくて……ただの人間だから。でも〝黄金火山〟を見張ることができるというだけで、どこの国の国民になることも許されないって」

　葉は全身の力が抜けるのを感じた。

「その通りだったわ。わたしはここにずっと居たいし、何の不満もなかったけれど……寂さみしいって感じるようになった。それに自分でそのことに気づくと、他ほかにも同じような人たちが大勢いるって分かったわ。特にこの〝ゴールド・ピット〟は、どの国にも属さないから、そういう人たちが集まるのね」

　そう言って、アンジェリンが案内人の頭を撫なでた。

「どの国にも行きたくないけれど、人である以上、国というものが必要な人たち……」

　女王の愛あい撫ぶを得た案内人の表情が、自然な和やわらぎを見せた。

「みんな、わたしを羨うらやましいと言ったわ。だから少しずつ、わたしといっしょにしてあげたの。自分の身体を勉強して、少しずつ真似まねられるようになったけれど──所しよ詮せんは真似事だったのね。ドクの論文を見て、そのことを思い知ったわ」

「──ッ！」

　膝から崩くずれ落ちそうな、急激な落下感が葉を襲おそった。

　葉の論文。

　アンジェリンの口から飛び出した、その言葉の意味するところは──。

「や、やっぱり──君が盗ぬすんだのか……！　ぼくの〝災さい厄やく論文〟を……！」

「素す敵てき、だったわ……」

　アンジェリンが、幼い顔に似つかわしくない熱い視線で葉を見た。強く花束を握にぎりしめる様は、抑おさえられない興奮を押し殺しているように見える。

「ああ、やっぱりドクは天才よ。〝黄金火山〟の論文は、わたしも知っていることが多かったけれど……〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟。──タイトルはちょっと不満だけど……わたしのことを書いた論文は、わたし自身も知らないことばかり。読み進めるごとにドクの才能を理解できた。わたしを作り変える時のドクの気持ちが分かった。ほんの刹せつ那なだけど、わたしは天才のドクといっしょになれた……」

　蕩とろけそうな恍こう惚こつの表情を浮かべる、幼きアンジェリン。

　その姿に、ある人物の姿が重なった。

　──一文字読むごとに私の脳が活性化していくのを感じました！

　葉の論文を読み、その正しさを証明すべく世界同時多発テロを目もく論ろんだ男。

　自ら〝破壊者デモリツシヤー〟となった葉の〝ファン〟、エルリルオである。

「君も……なのか……」

　葉の頰を、一筋の涙なみだが伝った。

　たった一いつ滴てきの涙では、今の絶望感と悲しみを流すには──少なすぎた。

「君も、ぼくのせいで──世界を滅ぼす者になってしまったのか……」

　アンジェリンに国について語ったのは、他ならぬ葉自身である。

　大それた論文を書いてしまったのも、葉。

　アンジェリンを改造したのも、葉。

　何から何まで、どれもこれも葉の責任でしかない──。

「ドク！　おうちの中で、もっとお話ししましょう！　天才じゃなくなったドクのことを、もっと知りたいわ！　美味おいしい紅茶があるの！」

　心から楽しそうに、アンジェリンが自宅に向かって手を伸のばした。

「ヴォルカノ公国の国土を造るための〝ボトムズ・アンカー〟は、もう全部打ち終わったのよ。あと数時間もすれば、〝ゴールド・ピット〟は海上に浮ふ上じようするわ。それまで、たくさんお話をしましょう！」

「──すまない……」

　葉が漏もらした呟つぶやきに、アンジェリンが表情を凍こおりつかせた。

　無意識にこぼれた謝罪の言葉だった。

　だが、心の底からの謝罪だ。

　天才だった葉が謝るのは、生まれてから二度目である。

「すまない……アンジェリン……」

　奥歯を嚙かみしめ、嗚お咽えつが漏れそうになる口を手で押さえる。

　葉の一度目の謝罪は、〝破壊者〟エルリルオに対してだった。

　二度目の許しを乞こう言葉も──葉の災厄論文の持ち主に向けてのものだった。

「ぼくは、君を改造した……ぼくはなんてひどいことを……取り返しのつかないことをしてしまったんだ……」

「──どうして、謝るの？」

　アンジェリンが笑みを消し、唇を引き締しめた。

「わたしが望んだからでしょう？　誰だれもが望んだからでしょう？　わたしはここから出たくないと願って……他の人たちも、それを望んだから！　だからドクは、わたしたちのお願いを聞いてくれたんでしょう？」

「そうだ。天才だったぼくはするべきことをした。世界に対して謝るつもりはない……」

　葉は嗚咽を嚙み殺し、言う。

「だから、ぼくが謝るのは──君にだけだ」

「やめて！」

　アンジェリンが高い声で叫さけんだ。手にした花束は、もう折れ曲がってしまっていた。

「わたしはドクが必要で──ドクもわたしが必要だったんでしょう？　それなのに謝るなんて、おかしいわ！」

「もう、やめてくれ……国を造るために世界を滅ぼすような賭かけをするなんて、それでは本当にぼくの論文通りになってしまう」

　葉は奥歯を嚙みしめ、かすれた声を絞り出す。

「〝黄金火山〟を使って世界を滅ぼす災厄──〝あまりにも我儘なアンジー〟に」

「──」

　アンジェリンが言葉を失った。

　そう──。

　この地には、最初から二つの脅きよう威いがあったのだ。

〝黄金火山〟と、〝あまりにも我儘なアンジー〟。

　一つは自然が生み出した脅威であり──もう一つは、それを抑よく制せいするために葉が生み出した新たな脅威である。

「彼は我らが国家生誕の障害です。排はい除じよいたします」

　案内人が立ち上がり、歩き出した。

　葉は、ビクリと顔を強こわばらせる。

「待って！」

　アンジェリンが案内人を引き止める。

「今のドクは、馬鹿なだけなの！　だから、おかしなことを言ってるだけよ！　美味しい紅茶とケーキを食べながら話せば、分かってくれるわ！　今のままじゃ、どこにもいけない──自分たちの国を造るしかない人間なんだって！」

　葉の胸を、氷の剣つるぎが貫つらぬいた。

　どの国の、どの仲間にも入れてもらえない──。

　その通りだ。葉はどこに行っても、突き飛ばされるだけなのだろう。

「いいえ、彼は天才です。だからこそ我々を止めるために、ここに送り込まれたのです。ラウンジにいた人々の誰もが、彼を天才と認めておりました」

「で、でも、わたしの目には、今のドクは……！」

「女王陛下を騙だますための演技でしょう。天才の演技を見み抜ぬける人間など──おりません」

　アンジェリンが、ハッとした。

　ヴォルカノ公国の女王と、その国民が葉を見た。

「ま、待て、ぼくは──」

　怯おびえる葉に向かって歩く案内人を、しかしアンジェリンは止めなかった。

「な、なんですかぁ？　こ、怖こわい顔で、こっちに近づいてくるんですけど……！」

　又吉が葉の腕うでにしがみついた。

「こ、殺される──」

　葉は身を翻ひるがえし、逃げ出そうとした。だが出口を振ふり返って、はたと思い出す。

　基地のどこにピットクルーが潜ひそんでいるとも分からない。護衛がいない今、彼らに対たい抗こうする手段がなかった。

「……っ！」

　周囲を見回して、葉が目をつけたのは──。

〝離はなれ〟の小屋だった。

　葉は他のものには目もくれず、〝離れ〟に向かって駆かけ出す。

「ま、待ってくださいぃっ！　お、置いてかないでっ……！」

　一度だけ振り向くと、追いかけてくる又吉の姿があった。

　そして──今にも地面を蹴けろうとする、案内人の姿も。

　彼女の脚きやく力りよくならば、葉が〝離れ〟に逃にげ込む前に追いつくことは簡単だろう。

「ま、待って、案内人さん！」

　しかしアンジェリンが、再び案内人を引き止めた。

「ドクはきっと混乱しているの！　せめてもう少し、落ち着くまで待ってあげて……！」

　案内人の動きが止まった。

　その隙すきに、葉は〝離れ〟に向かう。途と中ちゆうで倒たおれたジュニアの前を横切ったが、生死の確かく認にんはしない。そんなことをする余よ裕ゆうがあったら、役立たずと罵ののしって石を投げつけてやりたいくらいだ。

　葉は無事に〝離れ〟に着いた。扉とびらを開けて、中に飛び込む。

「ひぃぃっ！　い、いやっ……！　三三も入れてくださいぃっ……！」

　すかさず扉を閉めようとしたが、又吉が強ごう引いんに割って入った。仕方なく彼女を引き入れてから、扉を閉めて鍵かぎをかける。

　この〝離れ〟が建てられたのも、アンジェリンがおねだりをしたからだ。

　彼女は体調管理という名目で、私生活の全すべてを記録される。それも国際条約によって定められたルールだった。しかし人権尊重の観点からプライヴァシーの保護も重要だと葉が主張し、アンジェリンがお願いして造られたのがこの〝離れ〟である。

　外見は、物置小屋。

　アンジェリンと葉が逢おう瀬せを重ねるための、秘密の空間。

　その内部は──。

「──ひぃぃっ！」

　又吉が、また悲鳴を上げた。

　振り返るなり、部屋の中央に置かれた異様なベッドを見たからだ。

　それはアンジェリンと葉が愛を語り合った、天てん蓋がい付きのベッド──。

　などではなかった。

　カステラを切ったようにクッション部分が分ぶん離りしているのは、姿勢を自由に制せい御ぎよするためだ。支柱も油圧による可動式になっている。両りよう脇わきと下に配置された複雑なアームは、両りよう腕うでや下か肢しの牽けん引いん装置。天てん井じようからは蜂はちの巣のような照明がぶら下がっていた。

　それは──外げ科か用の手術台だった。

　狭せまい室内には窓がなく、四方の壁かべは高度な機器に埋うめ尽つくされていた。循じゆん環かん式の麻ま酔すい機や人工呼吸器、滅めつ菌きんシステムや洗せん浄じよう機、血流計や心エコー計測など各種モニタ。さらには遠心分離機や細さい胞ぼう培ばい養よう装置などの化学装置や、金属加工用の工学装置もあった。どれも葉が自ら手を加え、現存する最新機器の二世代は先のレベルに発展させたものだ。

　その不気味な光景を見て、又吉が頰ほおを引きつらせた。

「あ、あはは……し、知ってます、これ……ドラマとかで見ました。──お医者さんが、メス！　とかいうやつ……きゃあっ！」

　音声に反応し、手術台から引き出しが飛び出した。消毒されたメスが置かれている。

「──あ、あれ？　こ、ここ、海の底で……？　森の中で……病院で？　あれれ？」

　頭を抱かかえて笑う又吉。いよいよ精神が崩ほう壊かいしつつある。

〝離れ〟の中の設備は、一年前とほぼ変わらぬままだった。

　ここは葉とアンジェリンの甘い空間などではなく──アンジェリンを改造し、メンテナンスするための手術室である。

　一年前と違ちがうものもあった。

「こ、これは──」

　床ゆか一面に大量の紙切れが散らばっていた。はいつくばって、記き載さいされた文字を見る。

「ぼくの──〝災さい厄やく論文〟……！　〝黄金火山〟と……〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟がある……！　ほ、他ほかのものも……！」

　状じよう況きようを忘れ、ゴキブリのように床を這はい回る葉。

「──足りない」

　手術台の周りを一周して、葉はポツリと呟いた。

「これで全部じゃない……どこか他の場所に隠かくしているのか？　それとも──」

　かつて一人の天才が提唱した、世界を滅ほろぼしうる危機を記した論文。

〝災厄論文〟。

　ホワイトハウスから消失したそれは、いまだに誰が盗ぬすみ出したのか判明していない。

「論文を盗んだのは、アンジェリンじゃないのか……？」

　アンジェリン、ひいては彼女の下僕たるヴォルカノ公国の国民が盗み出したのかと思った。だからこそ今、アンジェリンの手元に〝あまりにも我儘なアンジー〟があるのだと思い込んでいたのだ。

　しかし、そうじゃないとしたら？

〝災厄論文〟すらも、アンジェリンが誰かに〝おねだり〟したにすぎないとしたら？

　一体、何者が盗み出したのか──。

　残りの論文は、果たしてどこにあるのか──。

　それら全ての災厄の種を取り戻もどすまでは──。

「ぼくは……まだ、天才のフリを続けなければならないのか……」

　大きな地じ震しんが、〝離れ〟を揺ゆるがした。

「きゃああっ！」

　さらに〝離れ〟のドアが、外側から激しく叩たたかれた。

「きゃあああっ！」

　立て続けの悲鳴で我に返り、葉は現状を思い出す。

〝離れ〟は防音のための加工はしているが、それだけだ。頑がん丈じような鍵もなければ、外敵に備えるための武器もない。今はアンジェリンが案内人を抑おさえているようだが、その気になれば扉を打ち破ることなど造作もないのだ。

　今の葉には、彼女たちから逃のがれる術すべはない。

　論文の在りかや天才のフリどころではなかった。数秒後には案内人に殺されるかもしれないし、数時間後にはヴォルカノ公国の無む謀ぼうな建国によって世界ごと破は滅めつするかもしれないのである。

「ドク！　ドクぅぅうううっ！」

　涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにした又吉が、葉に襲おそいかかった。加減のない力で葉の肩かたを摑つかみ、がくがくと前後に揺らす。

「な、何なの？　何なんですか？　三三たち、どうなっちゃうんですか？　沖縄に帰してくれるんじゃなかったんですか？」

「──ぼくたちは……死ぬんだ……」

　葉は震ふるえながら、日本語で宣告した。

「か、彼女たちは世界を滅ぼすかもしれない……ぼくがそれを止められなかったから……彼女たちがぼくを殺すんだ……逃げられないし、どこに逃げても意味がない──」

　葉は呆ぼう然ぜんとしながら、事実を語った。

「もう、終わりだ……ぼくたちは死んで──世界は、終わる……」

　又吉が凍こおりついた。

　足あし下もとから響ひびく、絶え間ない地震が。

　ドアを打ちつける、案内人の殴おう打だが。

　ついに──又吉三三子の理性を、押し崩くずした。

「うああああぁぁああぁあっ！」

　泣きじゃくり、鼻水を流しながら、又吉が葉の身体からだを壁に叩きつけた。

「三三は、関係ないじゃないですかぁぁあっ！　世界がどうとか、そんなの知りませんよぉぉおおっ！　ただの沖縄の引きこもりですよぉおっ！　それなのに、どうしてこんなところで殺されなきゃいけないんですかぁああっ！」

「ぐっ……！　ぎゃっ……！」

　何度も壁に打ちつけられ、背中や後頭部に激痛が走る。

「ドクは天才なんでしょ！　英えい雄ゆうなんでしょ！　だったら今すぐ助けてくださいよっ！　それができるから天才で英雄なんじゃないですかっ！」

「や、やめろ──」

　葉が耳を塞ふさぎ、身体を丸める。

「ぼくは、もう天才なんかじゃ──英雄なんかじゃ──」

「そんなの、知るか！　さっさと助けろ！　この天才め！　英雄め！　それができないなら、役立たずじゃないですか！　そんな無責任な天才は、三三がここで殺してやるっ！」

　無責任──。

　葉に対する、その罵ば倒とうは──天才ではなくなった葉の感情を一気に沸ふつ騰とうさせた。

　我が慢まんしていた涙が、ぼろぼろと目め尻じりから溢あふれ出した。

「なにが責任だ……！　お前ら人間が、勝手にぼくに押しつけた責任じゃないか！」

　顔を上げ、又吉に摑みかかる。

「ぼくが天才だからって、自分たちに都合が良い使命を押しつけただけじゃないか！　自分たちの身くらい自分たちで守ろうと、なぜ思わない！　天才だ、英雄だともてはやすだけで、奴ど隷れいのように扱あつかう──そんなにも、ただの人間は偉えらいのか？　そんなにぼくは卑いやしいのか？　今まで何度も何度も何度も、お前らを救ってやったんだ！　だから、少しくらい──」

　又吉を睨にらむ葉の双そう眸ぼうが、憎ぞう悪おに歪ゆがんだ。

　両親に去られ、友人も恋こい人びともなく、無風の原野のような人類社会を歩いてきた。

　天才だった頃ころは、それで良かったのだ。寂さみしいなどという、自分の才能にとって必要のないものは切り捨てていられたから。

　だが葉は壊こわれ、ガラクタに成り下がったのだ。

　ならば、そんな時くらい──。

「少しくらい、愛してくれたっていいだろう……！」

　又吉が、ピタリと動きを止めた。

　十数年間、天才として生きてきたのだ。

　それなのに今さら天才じゃなくなった葉は──生まれたての赤ん坊ぼうだ。かつての才能の欠片かけらを寄せ集めただけで、大声で泣くことしかできない新生児なのだ。

　赤ん坊には、あやしてくれる相手がいなければならない。

　今まで救ってきた人々が葉の頭をなで、泣き止やませてくれるべきなのに──。

「そんなの、知るか」

　又吉が──いや、ただの人間という種族が、はっきりと言った。

　葉は絶句する。

　涙は──止まらない。

「天才じゃなきゃ、ただのゴミだ。そのどっちでも──三三には関係ない」

　又吉が顔を歪め、言い放つ。

　音を立てて。

　葉の中にあった、人類に対する期待が、崩れ落ちていく──。

　天才を理解できなかった人類は──ただのゴミに成り下がった今の葉もまた、理解することができない。だから決して、葉をなぐさめることもない。

　絶望が、ハンマーで頭を砕くだかれるよりも確実に葉を破は壊かいする。

　葉にとっての救いは、この世に存在しないのだ。

　しかし──。

「早く、助けろ！　さもなきゃ──陸に言いつけるぞっ！」

　葉の精神が、完全に壊れる寸前で崩壊を止めた。

「──」

　葉の頰を、真夏の太陽で熱せられた潮風が撫なでた気がした。

　薄うす汚ぎたない家で、壊れたエアコンを直すような、何気ない日々を思い出す。

　ここで──。

　絶望によって跡あと形かたもなく破壊されて、楽になろうとした、その時に──。

　ちっぽけな、希望を与あたえるというのか。

　もしかしたら、あの島でなら、葉のような存在も生きられるかもしれないと──。

「陸は怒おこったら怖こわいんですよ！　ドクなんて一発でやられちゃうんだから！」

　なんて自分勝手で、卑ひ怯きようで、残ざん酷こくな種族。

　人間という種に絶望し──ちっぽけな希望を抱いだいてしまった葉の頭が、強ごう引いんに再起動させられる。

　バラバラに砕けた才能を、未練がましくかき集める。

　壊れたエアコンのように、割れた破は片へんを安物の接せつ着ちやく剤ざいでくっつけ、錆さびたネジで繫つなぎ合わせていく。

「……きゃあっ！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突つき、葉は又吉を突き飛ばした。そのままベッドの上に押し倒たおす。

「──ぼくが救ってやらなきゃ、どうせ世界は滅ぶんだ……」

　見開いた葉の瞳ひとみに、無数の星が散らばった。

　かき集めて修復した天才の才能は、あまりに不格好な出で来き損そこないだった。かつての輝かがやきの片へん鱗りんもないが、たった一人の少女を黙だまらせるくらいは造作もない。

　手術台の一部を叩くと、引き出しが飛びだした。

　現れた注射器を取り、素す早ばやく又吉の首に突き刺さす。

「そうなったら、どうせ皆みな、死ぬんだ……だったら──」

　ベッドに横たわった又吉の上に、馬乗りになる。

「いやぁ……」

　涙を浮うかべる少女のセーラー服を摑み、力任せに引きちぎる。

「ぼくは天才なんだ……世界を救うためなら、人類はぼくに身を捧ささげるべきなんだ……」

　人類に対する憎悪を込めて、葉は──。

　又吉三三子という、世界の危機とは何の関係もない少女の若い肉体を弄もてあそんだ。
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　実に長い行こう為いを終えて──。

　葉は、完全に力ちから尽つきていた。

　駆かけっこをして、五歳児に勝つことすらできないだろう。

　当然、世界を救う力など──今の葉にはもう残っていない。

「……」

　壁かべにもたれかかったまま放心していると、隣となりにあったドアが吹ふき飛んだ。

　外側から、想像を絶する膂りよ力りよくで引きちぎられたのだ。ただの鉄てつ塊かいと化したドアが、海底の岩がん盤ばんの上を転がっていく音が聞こえた。

「ドクター！　もう二時間以上、お待ちしました！」

　案内人の声が、ドアの向こうから聞こえた。

「我々の敵となるか、それとも我らが同どう胞ほうとなるか！　女王陛下が最終的な回答を求めておられます！　どうか、おとなしくお姿をお見せください！」

　葉はふらつきながら、立ち上がった。邪じや魔まなため脱ぬぎ捨てたシャツを拾い、のろのろと袖そでを通す。その上からジャケットを羽織り、〝離はなれ〟から出る。

「ドク」

　花畑の中に座った少女が、葉を迎むかえた。

　清純な白を纏まとう、アンジェリン。憐あわれみと悲しみの表情を浮かべた彼女は、幼い外見とあいまって、今にも周囲の花々の中に消えてしまいそうに儚はかない。

「たくさん、待ったわ。でもこれ以上、悩なやませるのは……もう天才じゃないドクを苦しませるだけよね？」

〝離れ〟のドアを破壊した案内人が、アンジェリンのもとに戻もどっていく。

　あいかわらず断続的な地じ震しんが続いていた。葉はよろめき、〝離れ〟の壁にもたれかかるようにして座り込む。

「──一目見た時から、あなたを愛していたわ」

　アンジェリンが、弾はじけるように屈くつ託たくのない笑えみを浮かべた。

「でも天才だった頃のあなたは愛なんて必要としていなかった。──今は、どう？　ただの人間になってしまったあなたを愛してくれる人なんて、いないんでしょう？　それなのに人間になってしまったあなたは、愛を欲ほつするのでしょう？」

　葉の絶望を見み透すかした少女が、両りよう腕うでを広げる。

「愛し合いましょう、ドク！　誰だれにも邪魔をされない──誰にも迫はく害がいされることのない国で、わたしたちの愛を育はぐくんで──」

　可か憐れんな少女の、愛の告白。

　甘い誘ゆう惑わくの言葉が、ふいに途と切ぎれた。

「──うぅううっ……」

〝離れ〟の中から、一人の少女が姿を現したからだ。

　その少女の名前は、又吉三三子といった。日本にある沖縄という島から、不運の連続で迷いこんでしまっただけの被ひ害がい者しやである。

「ううっ……ひっく」

　嗚お咽えつを漏もらし、葉を睨む又吉。

　彼女が着たセーラー服は、無残に引き裂さかれていた。左右で違ちがうソックスや靴くつも失われ、素す足あしになっている。眼鏡のズレを直すこともできないのは、破れたセーラー服から下着が見えてしまうのを両手で隠かくしているからだ。

　疲つかれ果てた様子のドクと、明らかに乱暴を受けた様相の少女。

　その光景を見て、アンジェリンがポツリと呟つぶやいた。

「──汚けがらわしいわ」
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　岩盤の上に座った葉は、卑ひ屈くつな笑みを浮かべる。

「ぼくは……天才なんだ……」

　だがうまく笑うことができない。頰ほおを少し、引きつらせただけだ。

「ぼくは世界を救わなきゃいけないんだ……だから、誰を弄んだっていいんだ……ぼくを罰ばつすることができる人間なんて、いないんだ……」

　ブツブツと呟く葉を見て、アンジェリンが表情を消した。

　怒いかりも、侮ぶ蔑べつもない。先ほどまでの溢れんばかりの愛は跡形もない。

　その表情の意味を、葉はよく知っている。

　それは──落らく胆たん。

　汚れを知らない、清純なヴォルカノ公国の女王。

　アンジェリンの百年の恋こいが、冷めた瞬しゆん間かんだった。

「案内人さん」

　白い少女が、横に立つ女性に命令を下す。

「あそこにある汚きたないモノは──わたしたちの国に、必要ないわ」

「かしこまりました」

　案内人が歩き出すと同時に、また地震が起きた。

「あっ──」

　又吉がつまずき、たたらを踏ふむ。

　その拍ひよう子しに。

　ごとん、と。

　又吉三三子の首から上が、岩盤の上に落ちた。

「──」

　アンジェリンと案内人が、目を見開いた。

　まったく同じ表情で動かなくなった二人の見ている前で、ころころと眼鏡をかけた頭が岩盤を転がっていった。首なしのセーラー服が両腕を前に伸のばし、頭を追いかける。

「あっ……あっ……」

　慌あわてる声は、転がる頭から。

　その頭を慌てて追う身体からだの首からは、赤い液体が染しみ出す。

　その異様な光景に絶句したのは──全く同じことができるはずの女性二人だった。

「──世界を、救うためなんだ」

　葉は、繰くり返した。

　又吉が自分の頭を拾い、自分の首に載のせる。左右に揺ゆさぶってしっかりと固定し直すと、その双そう眸ぼうから大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出した。

「あぁぁああああああぁあああああっっっ！」

　海底基地に響ひびき渡わたらんばかりの泣き声は、生まれ変わった又吉の産うぶ声ごえだった。

　自分の意思と関係なく、無む理り矢や理り、この世界に産み落とされた悲しみ。

　そして怒りに満ちていた。

「又吉──彼女たちは、ぼくたちを殺すんだそうだ……」

　葉が指さした先には、アンジェリンと案内人がいた。

　じろり、と又吉の充じゆう血けつした眼球が二人を睨にらむ。

「……たった、あれだけの時間で？」

　アンジェリンが、ポツリと呟いた。

　又吉と案内人が動き出したのは、同時だった。

　自らを殺そうとする者に対する防衛本能と、母国を誕生させるための行動──。

　それぞれの本能で地面を蹴けった二人の拳こぶしが、同じタイミングで相手の腹を抉えぐる。

「あぐっ……！」

「うぷっ」

　両者ともに後方に弾け飛ぶ。だが立ち上がるのは、案内人のほうが速かった。

　営業スマイルを浮かべた案内人が、ひとっ跳とびで又吉に接近した。少女の頭を蹴り飛ばそうとする。

　又吉が眼光の残像を残し、蹴りを避よけた。不自然に傾かたむいた姿勢のまま、カウンターの張り手で案内人の顔面を潰つぶそうとするが──今度は案内人がそれをかわした。

「アンジェリン……血液が海水のようになっていく君の病は、骨や神経を腐くさらせてしまう可能性があった。薬を開発するには、時間が足りなかった……」

　又吉と案内人の戦いは、どう猛もうな獣けものが互たがいを喰くい殺そうとしているように見えた。戦せん闘とう訓練など受けたことがない者同士、四し肢しを振ふり回し、相手の身体を削けずり取っていく原始的な殺し合いである。

　だが、そのスピードと破は壊かい力は──完全に人間の限界を超こえていた。

「だから、ぼくは君を改造した。もし身体のどこかが腐ったら、取り替かえることができるように……病に蝕むしばまれた血液を、他ほかの体組織から隔かく離りできるように……特に頭部には病の影えい響きようが至らないように、身体全体を分割したんだ……」

　改造人間同士の死し闘とうを眺ながめながら、葉はぼんやりと語り続けた。

「まず血液を、ぼくが開発した人工血液に入れ替えた。本来のそれよりも高い酸素濃のう度どや糖分を備えた血液だ……それを各パーツ毎ごとに循じゆん環かんするように血管のバイパスを組み直し、接合部には脳からの電子信号を受信、伝達するための装置を埋うめ込んだ。体液の逆流を防ぐ弁や神経と筋肉を刺し激げきするためのサーボ機構もありったけ組み込んだ……短時間の切断なら、身体の各部が機能を失うこともない」

　案内人が花畑の柵さくを引き抜ぬき、木の杭くいで又吉に殴なぐりかかった。

　ガードした又吉の腕うでの肘ひじから先を吹き飛ばし、杭が腹に命中した。苦く悶もんの表情を浮うかべながらも、又吉が空中で切断された自分の腕を摑つかみ、慌てて肘に装着し直す。

「君が作ったんだろう？　〝離れ〟には必要な部品のスペアが揃そろっていた……」

「……！」

　アンジェリンがハッとした。

「〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟の論文もあった。ぼくはもう天才じゃないが──それらのおかげで、又吉を改造することができたんだ……」

　およそ現実離れした戦いを見て、思わず嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

「見てくれ、アンジェリン。あんな人間が──あんな人間の出で来き損そこないがこの世界に溢れたら、それこそ、この世の終わり以外の何物でもないと思わないか？」

「……」

「〝黄金火山〟を操あやつって世界を脅おびやかす危険性。そして人あらざる人の量産化。その二つの脅きよう威いを秘ひめたのが〝あまりにも我儘なアンジー〟。つまり──君だった……」

　又吉と案内人、両者の戦いの拮きつ抗こうはすぐに崩くずれた。

　我が身を顧かえりみず攻こう撃げきする案内人に対し──又吉が防戦一方になりつつあった。案内人が又吉を押し倒たおし、がむしゃらに殴りかかる。又吉はというと、泣きそうな顔で頭をかばったまま動けずにいた。

「もっとも……ぼくが作った〝アンジー〟は、君が作った〝アンジー〟にも及およばない出来損ないだ。所しよ詮せん、今のぼくは……ただのガラクタなんだからな。せいぜい、幼よう稚ちな機能をいくつか付け加えたくらいだ」

　アンジェリンは黙だまって葉の話を聞いていた。花畑から一歩も動き出そうとせず、じっと二人の改造人間の戦いを見つめている。

　葉は自分の無力さを、鼻で笑った。

「──又吉。お前じゃ、そいつに敵かなわない。そこから思い切り蹴り飛ばせ」

「あぁあああっ！」

　又吉が吠ほえた。

　葉の命令に従ったのか、それともそうする以外に身を守る術すべがなかったのか。両りよう脚あしで案内人を力いっぱい蹴り飛ばす。案内人が森の入り口まで弾はじき飛ばされた。

　地面を転がるも、すぐに立ち上がる案内人。小型車くらいならひっくり返せそうな破壊力を秘めた又吉の蹴りも、案内人にはさしたるダメージを与あたえられなかった。

　しかし。

「──決意したぜ」

　案内人の背後から、悪あく魔まの腕が襲おそいかかった。

　ジュニアだ。身体からだ中に泥どろと枝による擬ぎ態たいを施ほどこし、森の入り口で気配を消していたのだ。アメリカ海軍でも最高のエリートであるＳＥＡＬｓシールズ隊員の潜せん伏ぷく能力が、改造人間に対する不意打ちを成功させた。

「迷ったが、君を口説くことに決めた。今度、デートをしようじゃないか」

　生きているのが不思議なほど腫はれた顔面と、案内人の顔に巻きつけた左ひだり腕うで。その両方に血管の筋が浮き上がった。

「返事を聞かせてくれよ、マイダーリン。なあ？」

　殺されかけた復ふく讐しゆう心か、低い声で楽しそうに言うジュニア。

　案内人が暴れた。脱だつ出しゆつ不可能と判断したのか、首から下を切り離はなす。首なしの身体が、上からジュニアを何度も乱打した。

「──改造したとはいえ、脳に送る酸素が途と絶だえては無事では済まない」

　葉がそう言う間も、ジュニアは決して案内人の頭を離さなかった。女の鼻と口を塞ふさいだ太い腕に力を込め、さらに締しめつける。

　そうして、数分も経つと──。

　ジュニアを攻撃していた首なし女の膝ひざが、ガクリと力なく折れた。

　岩がん盤ばんの上に倒れ、それきり動かなくなる。

「だんまりか。フラレちまったぜ……」

　悪魔の笑えみを浮かべたジュニアもまた、スイッチが切れたように力ちから尽つきた。力を使い果たしたのだろう。森の入り口に倒れ、気絶する。

　残ったのは天才の成れの果て、葉。

　ヴォルカノ公国女王、アンジェリン。

　そして──無関係の改造人間、又吉三三子である。

「ひどいわ……」

　ゆっくりと歩み寄る又吉から、アンジェリンが視線を外した。

　葉を振り向いた少女の瞳ひとみには、涙が浮かんでいた。

「あの子は何の関係もないんでしょう？　それなのに勝手に改造して……普ふ通つうの人間ではなくしてしまったの？」

「そう、ぼくは彼女にとてもひどいことをした……」

　又吉がアンジェリンに飛びかかった。唸うなりを上げる拳を、少女の頭に振り下ろす。

　白い髪かみが、波は紋もんのようになびいた。

　又吉の拳が、目標を失って虚こ空くうを切る。

「世界を守るためだ」

　葉は言った。

　世界を守るために、何の罪もない、巻き込まれただけの一いつ般ぱん人を犠ぎ牲せいにした。

　それが葉の使命だから。

　天才として、一人の少女を世界を救うための道具に作り変えた。

　そう、一年前のように──。

「わたしも──そうなの？」

　アンジェリンが、哀かなしげに顔を歪ゆがませた。

　又吉の攻撃はアンジェリンの髪一本、傷つけることはできなかった。振り回される腕のことごとくを避けられるアンジェリンは──又吉のことを見てもいない。人間離ばなれした膂りよ力りよくによる攻撃が風を巻き起こし、白い髪とワンピースをはためかせるだけだ。

「世界を救うために必要だから、そうしただけなの？　こんな──」

　アンジェリンが、ようやく又吉を見た。

　泣きじゃくりながら、無む駄だな攻撃を続ける又吉三三子。その姿は幼い子供が駄だ々だをこねているようにしか見えない。

「こんなかわいそうな子と……わたしはいっしょだっていうの？」

「……そうだ」

　葉は顔を歪め、頷うなずいた。

　アンジェリンが唇くちびるを嚙かみしめた。

「わたしは、こんな憐あわれな子とは違ちがうわ！　わたしが望んだから、ドクはわたしを改造してくれたんでしょう？　わたしが自分の意志で、生き続けることを望んだから！」

「その通りだ。──世界も、それを望んだ」

「ドクも、わたしを必要だって言ってくれたじゃない！」

「その通りだ」

　葉は頷いた。

「世界を救うために、君が必要だった」

「ッ──」

　アンジェリンが息を吞のんだ。

「君もぼくを必要と言った。それは──君の望みを叶かなえることができたからだ」

「いいえ、わたしはドクを愛していたの！　ドクだって気づいていたはずでしょう」

「もちろんだ。ぼくは天才だったんだから」

「それなら──」

「だが、愛ではない。君はさっき、ぼくに落らく胆たんして殺そうとしただろう」

　アンジェリンが自分のことを想おもっているということは、とっくに気づいていた。

　彼女自身、葉を愛しているとも言った。

　又吉に汚けがらわしい行こう為いをしたと思い込んだ彼女が、葉に落胆したのも分かっている。

　だが、それは愛と呼ぶ感情からくるものではない。

「ぼくは天才で──君は、ぼくの〝ファン〟だっただけだ」

「──」

　又吉の攻撃がアンジェリンをかすめ、白い髪を数本引きちぎった。

「そして……その関係も、もう変わってしまった」

　かつての葉は天才で、アンジェリンは一目で天才に憧あこがれるファンになった。

　一時の逢おう瀬せを重ねた二人はやがて、それぞれが在るべき世界に戻もどった。

　葉は世界を救い。

　アンジェリンは海の底に引きこもった。

　そうして時が過ぎ、邂かい逅こうした二人は──。

「ぼくは天才ではなくなり……君は世界を脅かす災さい厄やくになった」

「……！」

「ぼくたちは──この世界に必要ない存在になったんだ」

　アンジェリンが顔つきを変えた。

「違う、違う！　わたしは自分で望んでこうなったんだし、世界もまだわたしを必要としているの！　この子とは違う！　世界も、この子も、わたしのことは絶対に殺せないもの！　この子みたいに、世界を救うこともできない無意味な存在じゃない！」

「……もういい。彼女の言う通りだ。無駄な攻撃をやめろ、又吉」

　葉の言葉に、ピタリと又吉の動きが止まった。

　手術すると同時に、又吉には簡単な洗脳を施してある。いずれ解けるだろうが、ほんの一時間程度ならば葉の言う通りに動くようになっているのだ。

「ただ──抱だきしめるだけでいい」

　葉の命令を、又吉が実行した。

　一歩、二歩、三歩とアンジェリンに近づき、小さな身体からだを優やさしく抱きしめる。

「……！　えっ──」

　子供でも避よけられるような動きを、しかしアンジェリンは避けられなかった。本人も自分自身に何が起きているのか理解できずにいる。

「君の脳波は、君だけの才能だ。〝黄金火山〟が放つ波動を感知し、自分を脅かす動きも完全に予知できる。又吉や案内人のそれは、ただの擬ぎ似じ的な機能にすぎない。又吉には無理だろうが、君ならライフルによる狙そ撃げきも容易にかわすことができるだろう」

　又吉が、アンジェリンの身体を締めつける。

「だが殺意のない通常の行動、ハグのような挨あい拶さつをかわすことはできない。才能や本能ではなく、自らの意思でそれを危険と判断するには──君は平へい穏おんな日々で生きすぎた」

「は、放して……！」

　アンジェリンがもがくが、又吉は全力で拘こう束そくし、決して放そうとしなかった。

　そして──。

　又吉が、走り出した。

　抱きしめたアンジェリンごと、森に向かって走り出す。

　葉があらかじめ、そうするよう命令しておいたのだ。

「さようなら──〝あまりにも我わが儘ままなアンジー〟」

　別れを告げる葉を、アンジェリンが信じられないという顔で見た。腕うでが自由であれば、こちらに向かって精せい一いつ杯ぱい伸のばしただろう。

「いや……！　どこへ連れて行くの！　わたしはここにいたいの！」

　叫さけぶアンジェリンが、人工の森の中に飛び込み──。

　その白い姿が、見えなくなる。

「ドク！　ドク……！」

　聞こえる少女の声を、歯を食いしばって黙殺する。

　やがて、その声も小さくなり、完全に消えた。

　又吉が『幸福の家』の外へ連れ出したのだ。

「……」

　残った力を振ふり絞しぼり、葉は立ち上がった。地じ震しんでよろめきながらも、歩き出す。

　向かったのは、アンジェリンの住まう家だった。

　玄げん関かんから屋内に入り、無人のリビングに足を踏ふみ入れる。

　テーブルの上に、ケーキが置かれていた。コンロの横には紅茶の葉とカップもある。

　かつての愛犬ラディスラオの姿はどこにもない。彼は一年前にアンジェリンに嚙みつこうとしたせいで、ピットクルーによって連れ去られていった。アンジェリンが改造人間になってしまったことを見み抜ぬいたのは、今も昔もあの犬だけである。

　暖だん炉ろの前を通り過ぎ、壁かべを見上げる。

　そこには大きな海図が描えがかれていた。──北海の全域を記した海図だ。細かいエリアごとに線を引かれ、座標が書き込まれている。

　手元の棚たなには、アンティークの電話機があった。受話器を取り、番号を押す。

　ここから各国の官かん邸ていにホットラインが繫つながっているのだ。しかし葉が指定したのは官邸ではなく、〝ゴールド・ピット〟の内線番号である。

　研究区の格納庫に繫がる番号だ。

「……ノーラ。ぼくを脱出させるために、お前だけはそこに残っているんだろう？　今から言う通りに動け」

　そう言って、葉は短い指示を告げた。

　難しい内容ではない。ただの──後始末だ。

　もう、全すべて終わったのだ。

「……」

　指示を伝え終え、葉は受話器を置いた。

　そのまま、動かない。

　動くことができなかった。

「──アンジェリン……」

　受話器を置いた手の甲こうに、水すい滴てきが落ちた。喉のどの奥から、嗚お咽えつが漏もれる。

「出会った時、ぼくは天才だった……だから、君にひどいことをしたんだ……」

　無ぶ愛あい想そうな天才を、精せい一いつ杯ぱいの笑顔で迎むかえてくれた少女。

　一目で相手を想ったのは──アンジェリンだけではない。

　海底に閉じ込められた無む垢くな少女に対し、葉も小さな感情を覚えたのだ。

　その正体は──同情だったのだと思いたい。

「君が望んだから、そうしたんだ……だが、もしあの時、君がここから出たいと願っていたら……別の方法を考えてもいいと思ったんだ……」

　誰だれも、信じないだろう。

　葉自身でさえ、信じられない。

　生まれてはじめての気の迷いを、天才が抱いだいたなんて。

　思えば、あれこそが葉が天才でなくなる最初の一歩だったのかもしれない──。

「別の方法なんてあり得ないけれど……そうしたいと、思ったんだ……」

　もし彼女が願えば──。

　あり得ないと分かっていても、天才は彼女の依い頼らいに応こたえたかもしれない。

　不可能を可能にしたかもしれない。

　もし、それができたとしたら──違う別れ方もできたかもしれない。

「すまない……アンジェリン……」

　主あるじを失った、森の中のツリーハウス。

「世界のために君を生かし、世界のために君を殺す──そんなぼくを許してくれ……」

　もう二度と使われることのない電話に手をかけたまま、葉は泣き続けた。
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「ドク……！」

　アンジェリンの呼び声に、葉が答えることはなかった。

　一年前、葉は天才だった。

　当時、葉がアンジェリンの言葉に答えないのは、答える必要がない時だけだった。

　今の葉は、違ちがう。

　彼は天才ではなくなった。

　だから、アンジェリンの声に答えてくれても良いはずなのに──。

「ドク──」

　呻うめくアンジェリンの視界には、薄うす汚よごれたセーラー服しか映らなかった。

　アンジェリンを強く抱きしめた少女は、マタキチという名前らしかった。彼女は泣きじゃくりながらアンジェリンを抱きかかえ、全力で『幸福の家』の森を駆かけ抜ぬけていく。

「ああ……」

　アンジェリンは無む性しように哀かなしくなった。

　空気の質が変わったからだ。首だけを動かして横を見ると、すれ違う光景が森の樹き々ぎではなく、無機質な金属の壁に変わっていた。

　アンジェリンを抱きかかえたマタキチが、『幸福の家』を出たのだ。

　愛する故郷を追い出された悲ひ愴そう感。

　安物の空調を通した空気を、肺に吸い込む嫌けん悪お感。

　そして──葉に拒きよ絶ぜつされた落胆。

　気分は生しよう涯がいで最も落ち込んでいたが、マタキチに封ふうじられた両りよう腕うでには自然と力が込められていた。アンジェリンを押さえ込もうとするマタキチの身体が、ギチギチと耳みみ障ざわりな音を立てて軋きしむ。

「わたしがいない間に、ドクは〝ボトムズ・アンカー〟で〝黄金火山〟を抑おさえ込む気なのね。いくらドクでも、そんなことはできないのに」

　顔を上げると、嗚咽を漏らすマタキチの汚きたない顔が見えた。

「マタキチさん……可哀かわい相そうな子。どこに行っても──わたしをどこに連れて行ったとしても、案内人さんにさえ敵かなわない貴女あなたがわたしに勝つなんて無理なのに。できもしないことをするために改造されてしまった、可哀相な子……」

　マタキチは走るのを止やめない。

「お願い、わたしをおうちに帰して？　そうすれば、貴女もおうちに帰してあげる」

「……沖縄うちなーに、帰りたい……」

　しゃくり上げながら、マタキチが呟つぶやいた。アンジェリンは少しなら日本語が分かる。

「ウチナーというのが、貴女の母国なの？　ふふ、へんてこなお名前」

「家に帰って……もう二度と、外に出るもんか……」

　独り言のように呟くマタキチの耳には、アンジェリンの声が聞こえていないようだ。葉によって軽い暗示をかけられているのだと分かる。

　アンジェリンはにっこりと笑った。

「わたしといっしょね！　わたしもおうちに帰って、もう出たくなんかないわ！」

　アンジェリンはそう願い、世界もまたそれを望んだ。

　その願いを、葉が叶かなえてくれたのだ。

　決して間ま違ちがうことのない天才が、そうしたのだ。だからアンジェリンがこうして『幸福の家』の外に出るのは間違いなのである。

　天才じゃなくなり、馬ば鹿かになってしまった今の葉のケアレスミスにすぎない。

「お友達になりましょう？　お手紙を書くわ、マタキチさん」

「……」

「良い子だから、わたしを放して。ただでさえこんな出で来き損そこないにされてしまったお友達を、これ以上壊こわしたくなんてないわ。──ほら、わたしの国民に見つかってしまったし」

　通路に面したドアから姿を現したのは、白衣のピットクルーたちだった。

　女王を奪だつ還かんすべく、次々と襲おそいかかるピットクルー。

「ううぅうっ……！」

　マタキチがトライを狙ねらうラガーマンのごとく、ピットクルーたちの腕をかいくぐった。

　アンジェリンが〝あまりにも我儘なアンジー〟を参考にして作った案内人ほどではないにしろ、それ以前に作ったただの〝アンジー〟よりは性能が良いようだ。

　アンジェリンは嘆たん息そくし、壁に記き載さいされた現在位置を示す記号を見た。

「そんなに一いつ生しよう懸けん命めいになって、どこへ連れていこうというの？　どうせ無む駄だなのに──」

　アンジェリンにとっては、『幸福の家』が全てだった。

　自分がそこから出ることは一生ない。だから、そこ以外のことは〝ゴールド・ピット〟の内部構造すらも興味を持たなかった。

　だから──気づくのが遅おくれた。

「……」

　アンジェリンの全身が鳥とり肌はだ立だった。長い白はく髪はつが波は紋もんのようにざわつく。

　マタキチが走る進路の先に、嫌いやな施し設せつがあることを思い出したのだ。

「──放して」

　両腕に力を込めると、マタキチの身体からだがさらに軋んだ。

　しかし──マタキチはアンジェリンを放さない。

「放して！　この腕を放して！　──国民さん！　早くこの人を何とかして！」

　力いっぱい暴れるが、マタキチも力いっぱい彼女を抱だきしめた。小こ柄がらな身体にしたのが災わざわいし、マタキチの長い腕が背中の後ろでがっしりと組まれて離れない。

　大勢のピットクルーが女王救出のために追いかけるが、マタキチのほうが足が速い。

「……ッ！」

　アンジェリンは首を捻ひねり、できるかぎり後ろ、マタキチが目指す進路を見た。

　その先にあるものを──アンジェリンは知っている。

「ドク──」

　全力で脱だつ出しゆつを試みながら、アンジェリンは悲愴な声を上げた。

「ドク！　ドォォク！　本気なの？　本気でわたしを殺すというの？　──わたしのことを嫌きらいになったの？　世界がどうなってもいいの？」

　それは生まれてはじめて感じる恐きよう怖ふ──。

　死の、恐怖だった。

　出来損ないの改造人間に抱きしめられたまま、アンジェリンは叫さけぶ。

「天才だった頃ころのあなたが、わたしを生かしたのよ！　それを天才じゃなくなったあなたが殺すというの！　そんなの、間違っているわ！」

　葉は答えない。

　アンジェリンの脳のう裏りに、かつての天才の姿──。

　まるで地球そのものの分身のように、静かに佇たたずむ沙藤葉の横顔が思い浮うかんだ。

　彼は答える必要のない問いには──決して答えない。

「──放して！　マタキチさん！　お願い、この腕うでを放して！」

　再びマタキチに呼びかけるも、彼女もまた無言を返した。

「どうして、聞いてくれないの？　こんなにお願いしてるのに！　わたしのお願いは──誰も断っちゃいけないのに！」

　アンジェリンのお願いも、虚むなしく──。

　ついにマタキチの脚が、目的のエリアに辿たどり着いた。

　どこに行っても狭せま苦くるしい〝ゴールド・ピット〟内で、『幸福の家』を除けば唯ゆい一いつ、広々とした空間である。高い天てん井じようには必要以上の照明が並び、床ゆかには何列ものシートが備えられている。壁かべ際ぎわには観葉植物と、様々な種類の魚を閉じ込めた水すい槽そうが並べられていた。

　来客者のために造られた、小さな水族館である。

　その目玉は、海に面した壁かべ──。

　基地の外にある海底を肉眼で観察するための、大きな強化ガラスだった。

「やめて──」

　アンジェリンの最後のおねだりを──マタキチが黙もく殺さつした。

　片手をアンジェリンから放し、床に固定された五人座りのシートを摑つかむ。

「──あぁああぁああぁっっ！」

　現実離れした腕わん力りよくで、マタキチがシートを床から引きはがす。固定していたボルトが、弾だん丸がんのように弾はじけ飛び、追いかけて来たピットクルーたちに命中した。

　そして──。

　円えん盤ばん投なげをするように二回転、シートごと身体を回して力を溜ためて──。

「──ッッッ！」

　強化ガラスのど真ん中に、鋼鉄製のシートを叩たたきつける。

　ミサイルが直ちよく撃げきしたような轟ごう音おんと、足あし下もとを揺ゆらす地じ震しんにも勝まさる衝しよう撃げきが水族館を襲った。

「……！」

　海底の水圧にも耐たえる強化ガラスの中心に、小さなヒビが生まれた。

　絶句するアンジェリンの視界で、ヒビが亀き裂れつに変わった。ガラス全体に広がった亀裂が、糸のような海水を噴ふき出したと思った瞬しゆん間かん──。

　水流の爆ばく発はつが、小さな水族館を襲った。

　爆ばく風ふうのような水圧に吹ふき飛ばされ、観葉植物や水槽が粉々になった。床に固定されたシートが後方に倒たおれるようにひしゃげ、水族館にいたピットクルーたちが悲鳴もなく海水の中に消える。

　アンジェリンとマタキチもまた、雪崩なだれのような水流に吞のみ込まれた。

　吹き飛ばされ、後方の壁に背中から叩きつけられる。暴れる海流に翻ほん弄ろうされて床や天井に身体を打ちつけられ──。

〝ゴールド・ピット〟の外に、放ほうり出される。

「──ッッッ！」

　打ちつけられたダメージは大したことはなかった。

　しかし──強きよう烈れつな水圧が、アンジェリンの全身を押し潰つぶそうとする。

　巨きよ大だいな魔ま神じんの手で、力いっぱい握にぎり潰されようとしているかのようだ。身動きもままならないほど全身を締しめつけられ、さらに耳や口、眼球に到いたるまで容よう赦しやなく鉄の棒を押し込まれている気分である。肺から逃にげだそうとする空気が、喉のどまでせり上がった。

　葉は本気で、アンジェリンを殺すつもりのようだ。

　このまま出来損ないのマタキチもろとも、彼女を海の藻も屑くずにするつもりなのだろう。

　だが──今の葉は、天才ではない。

　これくらいで殺されるほど、今のアンジェリンは弱くない。

「──」

　アンジェリンはぎこちなく海底の水をかき、基地を振ふり返った。

　このまま基地に流れ込む海流に戻もどって内部に戻り、通路の隔かく壁へきを閉じる。

　水圧さえなくしてしまえば、アンジェリンが死ぬことはない。隔壁を次々と閉じて海水の浸しん入にゆうを阻はばむには、ものの数分もあればじゅうぶんだ。それくらいでアンジェリンが窒ちつ息そくすることもない。

　水をかき、〝ゴールド・ピット〟に戻る。

　アンジェリンの我が家。

　アンジェリンの国。

　ほんのわずかな時間離れただけで、もう懐なつかしくなってしまった『幸福の家』に──。

　帰ろうとした時だった。

「……！」

　海水にゆらめくアンジェリンのワンピースを、何かが引っ張った。

　振り返り──。

　アンジェリンは──。

　全すべてを、悟さとってしまった。

「……ッ！」

　硬かたい拳こぶしが、アンジェリンの小さな顎あごを打ちつけた。

　それをしたのは──マタキチ。

　海底に放り出された後も、決してアンジェリンを放さなかった出来損ないの改造人間。

　そいつはアンジェリンが怯ひるんだ隙すきに、再び彼女に抱だきついてきた。水圧のせいで自由に動くことができないアンジェリンと違ちがって──自由に身体を動かしている。

　ドクが『幸福の家』で言った言葉。

　──せいぜい、幼よう稚ちな機能をいくつか付け加えたくらいだ。

　その意味に、ようやく気づく。

　耐たい水すい圧あつ機能。

　腕うで時ど計けいや携けい帯たい電でん話わに付けるような、単純な機能。

　なるほど、それならば今の葉でも付け加えることができるだろう。

　一方、永遠に『幸福の家』から出ることがないはずだったアンジェリンには──必要のない無駄な機能である。

「……！　……！」

　せめてもの抵てい抗こうを試みるが、もうマタキチはびくともしなかった。水よりも比重が大きい二人の改造人間が、ゆっくりと海底に沈しずんでいく。

　アンジェリンの背中が、海底の岩がん盤ばんに当たった。

「──」

　抵抗を諦あきらめたアンジェリンの視界に、ライトの明かりが映った。

　こちらに向かって、一艇ていの潜せん水すい艇ていが近づいてくる。

『マンタ』だ。きっとそれも葉が手配したものなのだろう。

　背中に触ふれる岩盤から、地震が伝わった。

　それは〝黄金火山〟の息吹いぶきでもある。アンジェリンはずっとそれを感じ取っていたし、彼が今、怒いかり狂くるっていることも感じていた。

　アンジェリンのわがままによって眠ねむりを妨さまたげられたので、へそを曲げているのだ。

「……」

　大だい丈じよう夫ぶ、すぐにまた寝ねかしつけてあげる──。

　まぶたを閉じ、アンジェリンの親にして子でもある〝黄金火山〟に心中で囁ささやく。

　海底に投げ出され、振り返った先にマタキチを見た時点で──。

　アンジェリンは、全てが終わったことを悟っていた。

　自らを押し殺そうとする水圧。

　いや──海の一部に還かえるアンジェリンを抱きしめる愛あい撫ぶに、身を委ゆだねて。

　アンジェリンは、口を動かした。

　最後の息が、泡あわとなってこぼれる。

「──」

　微笑ほほえみ、心の中でお願いをする。

　世界のために〝黄金火山〟を見守り、新たな国家を造ろうとした、束つかの間の女王。

　アンジェリンの、最さい期ごのおねだりだ。

　彼女の吐はき出した息吹は海上に向かい、それが空に放たれた時。

　彼女の最後の言葉を、呟つぶやいてほしい。

　誰だれに聞こえなくても良い。

　だから、たった一言。

　さようなら、ドク──と。
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　葉が乗る『マンタ』を迎むかえたのは、イギリス海軍空母『ロイヤルパレス』だった。

　クレーンで甲かん板ぱんにつり上げられた機体から、頼たよりない足取りで降りる。

　すると──。

　甲板を埋うめ尽つくすイギリス海兵、そして空母艦かん長ちようのコナ大たい佐さ。

　タオルケットを羽織ったファリザ事務総長。

　ヨーロッパ各国の代表者たち。

　その全員が、敬礼で葉を出で迎むかえた。

「……」

　世界共通の敵を倒した英えい雄ゆうに対し、束の間の敬意を払はらう人々。

　しかしその顔は、どれも不安と戸と惑まどいの色を孕はらんでいた。

　それも、当然である。

「……」

　葉は無言で、後ろを振り返る。

　引き揚あげたばかりの『マンタ』越ごしに見える、広大な北海の光景が一変していた。

　黄金に輝かがやく、壮そう大だいな河。

　本来なら真っ青であるべき海の底に、無数の光り輝く河が出現しているのだ。空母の真下も同様で、縦じゆう横おう無む尽じんに黄こ金がね色の光条が張り巡めぐらされている。

〝黄金火山〟の噴ふん火かが近い証しよう拠こだ。

　北海の海底に亀裂が走り、大量のマグマが溢あふれ出しているのである。本来は真っ赤なマグマの明かりが、同時に噴ふん出しゆつしたガスと水蒸気の気き泡ほうによって波長を変え、黄金色に染まっているのだ。

　また海上の光景も、一変していた。

　葉がいる『ロイヤルパレス』の他ほかにも、無数の戦せん艦かんが隊列を組んでいた。空には戦せん闘とう用のヘリコプターも飛び回っている。

　緊きん張ちように包まれた北海で、全てがもう終わっていることを知っているのは──。

　葉、たった一人である。

「ドク」

　敬礼したまま動かない人々の中から、ノーラ・ダーリンが葉の前に進み出た。

「ヴォルカノ公国の脅きよう威いに対たい抗こうするべく、欧おう州しゆう各国の海軍とアメリカ海軍によって緊きん急きゆうの連合軍を編制致いたしました。〝ゴールド・ピット〟周辺の海域はすでに制圧を完かん了りよう。またドクをお迎えに上がった連合軍の兵士たちより、〝ゴールド・ピット〟内部の制圧も完了したとの報告がありました」

　ドクを労いたわる言葉も、海底基地に置き去りにしたことの謝罪もない。

　タオルケットをかけようとするノーラを手で制し、葉は甲板を歩いていく。

「負傷したエリク・グッドオール・ジュニア一いつ曹そうには応急処置として、〝ゴールド・ピット〟の医い療りよう施し設せつで治ち療りようを施しています。重傷ですが、命に別状はないとのことです」

　前方にいるファリザ事務総長の前に、ぽっかりと人々が避よけた空間があった。

　葉はそこに向かって、ゆっくりと歩いていく。

「ドクの指示によって私が回収した又吉三三子は、空母の医務室に収容しました。こちらも命に別状なく、鎮ちん静せい剤ざいによって眠っています」

　そう、ドクはノーラに命令した。

　海底で決着を付けているであろう又吉を『マンタ』で回収するように、と。

　そして、もう一人──。

「またこちらもドクの指示通り、『ロイヤルパレス』にいる海兵および各国の兵士に緊急の身体検査を受けさせました。アンジーによって改造された兵士が見つかり次し第だい、拘こう束そく、あるいは射殺するという対応を現在も続けております」

「ドクター。貴方あなたの勇ゆう敢かんさに感謝致します」

　ファリザ事務総長が青ざめた顔で葉を出迎えた。

　しかし葉は彼女に答えるでもなく、その足あし下もとを見た。

　そこには葉が回収を命じたもう一人の少女が横たわっていた。

　ヴォルカノ公国の女王、アンジェリン。

　海水に濡ぬれ、まぶたを閉じた少女は──死してなお、可か憐れんだった。

「……」

　アンジェリンの寝ね顔がおは、あまりに安息に満ちていた。

　──ドク！

　今にも起き上がり、屈くつ託たくなく笑いかけてくれそうな──。

　そんな、あまりにも図ずう々ずうしい錯さつ覚かくを覚えてしまうくらいに。

「ドク。各国が〝黄金火山〟の噴火を国民に知らせるべきかどうかの判断を求めています。噴火するとしたら、その時刻と被ひ害がい規模の予測もです。アメリカ合衆国大統領からホットラインが繫つながっていますが、すぐにお出になられますか？」

「ドクター。アンジーの暴走を止めていただいたことには感謝致します。しかし、彼女をこのような姿にしたからには……噴火を止める術すべがあるのですよね？　天才の貴方なら、我々を救えるのですよね？」

　ノーラとファリザ事務総長が、葉にうるさくつきまとった。

　葉は彼女たちを無視し、甲板に横たわったアンジェリンのそばに腰こしを落とす。

　そして冷たくなった少女の上半身を起こし──抱だきしめる。

「……ドク？」

　他人から見たら、少女の死を悲しんでいるように見えただろう。そんな天才らしからぬ行動に対し、ノーラが低い声で呟いたのがその証拠だ。

　葉はアンジェリンの髪かみをまさぐった。あんなにふわふわとしていた髪が海水に濡れ、見る影かげもなくなっていた。

「……」

　束の間の抱ほう擁ようを終え、葉は再び甲板の上に少女を寝かせる。

　抱きしめた際に、葉の胸が少女の顔をこすったのか。

　元に戻もどしたアンジェリンの唇くちびるの端はしが一ミリだけ上がり──微笑んでいるように見えた。

「──ペンシルヴァニア大学に連れん絡らくをとれ」

　甲板の上にあぐらをかき、葉は人差し指と親指で小さな物体を持ち上げた。

　赤い液体、人工血液で濡れた、小型の記き憶おく媒ばい体たいである。アンジェリンの頭に組み込んであったものを、葉が指で取り出したのだ。

　ノーラとファリザ事務総長が訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「〝黄金火山〟の周期、そしてそれを感知するアンジェリンの脳波のパターンは、一定の法則によって短期的予測が可能だと分かっていた。しかしそれができるのは直観的に共きよう振しんするアンジェリンだけで、第三者には不可能だ。なぜならそれはまだ見ぬ法則、原理、力だからだ。我々がそれを読み解くには──膨ぼう大だいな量のデータを蓄ちく積せきし、そこから逆算するしかない……」

　アンジェリンを見つめたまま、葉は言う。その手に掲かかげた記憶媒体を受けとる者は、誰もいない。

「〝黄金火山〟を抑よく制せいするためには、アンジェリンという少女が絶対に必要だった。だから、ぼくは彼女を改造した」

　アンジェリンが遺のこした記録が、葉の手の中にあった。

　それは彼女が生きた証あかしでもある。

「──少なくとも、必要なデータが集まるまでは生き続けていられるように」

　ファリザ事務総長たちが、息を吞のんだ。

「ペンシルヴァニア大学にある第三演算室の最前列、窓側にあるＰＣを調べろ。そこに、ぼくが残したプログラムがある。このチップには──アンジェリンが感知した噴火の兆候と、それに対して彼女がとった対応の数値が詰つまっている。ぼくが組んだプログラムで、それらのデータを演算すれば、噴ふん火か抑よく制せいのために〝ボトムズ・アンカー〟を打ち込むべき場所とタイミングが導き出されるだろう」

「そ、それは、つまり──」

　ファリザ事務総長が、震ふるえる声で言った。

「アンジーは、もう必要ない……ということですか？」

　もう、必要ない。

　天才だった頃ころの葉は、その言葉をどのような顔で聞いただろう？

　きっと今のように──いつも通り、しかめっ面つらをしたはずだ。

「まだ早いと思っていたが……〝黄金火山〟を利用して国を造ろうとするくらいだ。アンジェリンは、すでにじゅうぶんなデータを集めてくれたと思っていい」

　空母の甲板を、沈ちん黙もくが包んだ。

　そして──爆ばく発はつ的な歓かん声せいが沸わき起こる。

　眉まゆ根ねを寄せた葉と、静かに横たわるアンジェリン。そんな二人を除いて、誰もが歓かん喜きと安あん堵どの声を上げていた。

「ああ、ドクター！　貴方こそ、真の救世主です！」

　葉を褒ほめ称たたえるファリザ事務総長たちが喜んでいるのは、地球滅めつ亡ぼうを回かい避ひできたからだろうか？　それとも──。

　もう、アンジェリンのおねだりに悩なやまされることがないからだろうか？

　天才ではなくなった葉に、答えは分からない。

「そうだ、もう安心していいぞ。〝黄金火山〟が噴火するまで、じゅうぶん余よ裕ゆうもある」

　涙なみだを浮うかべて踊おどる人々は、まだ葉から記憶媒体を受けとろうとしなかった。

「あと、一時間くらいか」

　歓声が、ピタリと止まった。

　ファリザ事務総長が葉の手から記憶媒体を奪うばい取り、悲鳴のような声を上げた。

「早くペンシルヴァニア大学に連絡を！　最優先事じ項こうです！　急いでっ！」

「学長の連絡先を知っています。お手伝いしましょう」

　慌あわてふためいて走り去るノーラたちを、見送る気にもなれなかった。

　一時間というのは全くのでたらめだが──葉はもう天才ではない。つまらないジョークくらい口にするというものだ。

「アンジェリン……これで本当に、君といっしょだ」

　気がつくと葉とアンジェリンの周りには、誰だれもいなくなっていた。

　使命を果たした英雄と、もう世界のために火山を見守ることもない少女。

　今の葉とアンジェリンを必要とする者は──誰もいない。

　役目を終えた二人に、優やさしい言葉をかけてくれる者もいない。

「世界にとって、もう必要のない二人だ。それこそゴミのように、今ここで海に放ほりり捨てられても、誰も顧かえりみることもないだろう」

　葉がそっと亡なき少女の手をとったことを、誰かに気づかれることもない。

　自然と浮かべた微び笑しようは、永い眠ねむりについたアンジェリンに対する餞はなむけであり──。

　嫉しつ妬との表れでもあった。

「ようやく同じになれたのに……ぼくは、君を妬ねたんでいる」

　アンジェリンは、もういない。

　従って、葉の〝災さい厄やく論文〟を盗ぬすんだのは何者か──。

　残りの論文は、どこにあるのか。

　その答えは、見つからないままだ。

　見つからない以上、葉はこれからも天才のフリを続けなければならないだろう。

「君はぼくを置いて、自由になってしまった……」

　葉のその呟つぶやきは、黄金の河が走る北海の風に吹ふかれて消えた。







　エピローグ







　八月も後半だというのに、沖おき縄なわの早朝は暑かった。

　鉄筋コンクリート製の小さな家は、熱がこもりやすい。得体の知れない虫が入ってくるのは嫌いやだが、背に腹は代えられず窓を開けっ放しにして涼りようをとる。

「……」

　葉ようは居間であぐらをかき、プラスティックのケースをいじっていた。

　早起きをしたわけではない。昨夜、沖縄に帰ってきたものの、どうしても寝ねる気になれなかったのだ。一晩中、機械をいじって今に到いたる。

　眠れなかったのは、寝ね苦ぐるしさのせいではなかった。湿しつ布ぷや絆ばん創そう膏こうを貼はりまくった身体の痛みのせいでもない。

　まぶたを閉じると──。

　──ドク！

　あの純白の少女の笑え顔がおが、脳のう裏りに蘇よみがえるのだ。

　帰路の航空機の中でも、ほとんど眠ることができなかった。

　もし彼女とともに在ることを選んでいたとしたら、どうなっていただろう？　そんな、今さらどうしようもない考えが浮かんでは消える。

　ようするに、自分のとった選せん択たく肢しに迷いが残っているのだ。

　自宅に戻った今でも、葉の心は〝ゴールド・ピット〟に残されたまま。

　今も海底で、アンジェリンという少女に囚とらわれている──。

「……」

　ぼんやりとケースをいじっていると、庭から物音がした。

　伸のびっぱなしの雑草を踏ふみしめる足音だ。その勢いと間かん隔かくで、顔を上げずとも誰が葉の自宅に不法侵しん入にゆうしたのか分かる。

　そいつは無断で縁えん側がわから居間に乗り込み、葉の前に佇たたずんだ。

「……何の用だ。お前を招待した覚えはないし、今朝は悲鳴も上げていない」

　手元のケースにプラスドライバーを突つっ込みながら、言う。

　どすん、と畳たたみが揺ゆれたのは、そいつが勢いよく座り込んだからだった。しかし、いつまで経たっても、そいつは何も語らない。

「……？」

　不ふ審しんに思い、はじめて顔を上げ──。

　葉は、ドライバーを持つ手を強こわばらせた。

　濱はま門じよう陸りくが、葉を恨うらみがましく睨にらみつけていた。

　正座した膝ひざの上で両の拳こぶしを丸め、上目遣いで葉を見み据すえる。その口元は何か言いたげにきゅっと引き締しまっているが、決して何も言わない。

[image: ]

　怒おこっているようで、それだけではない表情。

　陸の、そんな顔を見て──。

「──」

　窓から吹き込む潮の香かおりを、思い出した。

　同じ海の匂においなのに、あの薄うす暗ぐらい海底基地とは全く違ちがう。この島のそれは太陽に熱され、それでいて気が抜ぬけるような匂いだ。

　隣となりのゴーヤー爺じいの家から、風ふう鈴りんの音が聞こえた。彼はいつも早起きだ。

　自宅の上空を、米軍の戦せん闘とう機が通り過ぎる音が聞こえた。

　この島はそんな場所だったということを、今さら思い出す。

　今さら──葉の心が、この島に戻ってきたのを感じる。

「……次からは、ちゃんと行き先を告げるようにする」

　葉は嘆たん息そくし、言った。

　そうだ。

　隣に住んでいるというだけの少女の、この顔を思い出したから。

　葉は、ここに帰ることを選んだのだった。

　解放されてから、たった今まで自分を縛しばっていた感情の正体に気づく。

　天才だった頃には、不要だった感情。

　それは、後こう悔かいと呼ばれるものなのだろう。

　だが、その感情も──たった今、消えた。

「今度こそ、約束だ。だから、そんな顔をするな」

　ケースをいじりながら、言う。

　陸は気が収まらなかったようだ。唐とう突とつに無言で葉の膝を叩たたく。

「痛い！」

　ばしばしと、何度も叩く。

「い、痛い！　やめろ！　何のつもりだ！」

「……いつ、帰ってきたの」

　ようやく攻こう撃げきをやめたものの、陸が唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向いた。

「昨夜だ」

　目に涙を浮かべて膝をさする葉を、陸がちらりと横目で見る。

「怪け我がしてるの？」

　葉の全身に貼られた湿布や絆創膏が気になったのだろう。

　どう説明すべきか、葉は考える。はるか遠方の海の底で海底火山が噴ふん火かしそうになり、なおかつ新たな国家の建国騒さわぎに巻き込まれ、改造人間を相手に戦った結果だ。──それをどう嚙かみ砕くだけば、頭の悪い凡ぼん人じんに説明できるのだろうか。

「……転んだ」

「ドクは、どんくさいなあ」

　露ろ骨こつに馬ば鹿かにした顔で笑う少女に、怒いかりを覚えた。

　だが野や蛮ばんな隣りん人じんの機き嫌げんを直すことができたので、良しとする。現時点で自分の身体からだで最も痛いのは、彼女に何回も叩かれた膝だ。

「あれ？　エアコン、直ったの？」

　陸が壁かべに設置されたエアコンを見上げた。

「ぼくに直せないのは、スフィンクスの乾かん燥そう肌はだくらいだ」

　手の中のケースをひっくり返す。

　それはエアコンのリモコンだった。どちらも一晩かけて、小さな部品を磨みがくことから始めて丁てい寧ねいに修理した。

　リモコンのボタンを押す。

　低い唸うなり声とともに、頼たよりない冷風が居間に吹き込んだ。

「せいぜい、その場しのぎだがな」

　壊こわれたガラクタも、直す者がいれば元の性能を取り戻もどすことができる。

　たとえ一時だけといえども。

　捨てられさえしなければ、それを望む人間のためにまた働くこともできるだろう。

「……あ、止まった」

「……」

　たとえ、ほんの数秒の奇き跡せきといえどもだ。

　葉はその場に立ち上がり、リモコンを力いっぱい壁に叩きつけた。

「この暑さに、これからも耐たえ続けなければならないのか……」

「ま、まあまあ、ドク。暑いのが沖縄さ。──ん？　顔色、悪いさ。ちゃんと寝てる？　ちゃんと食べてる？」

「あまり寝てないが……食べてはいるぞ。一昨日おとといの──」

「一昨日！　ダメさ、朝ご飯食べに行こう！　ちょうど陸、これから店番しに行かなきゃいけないし。オッカァは模も合あいでいないから」

　陸がドクの手をとり、縁側に向かおうとした。

　その手の温かさに、葉はドキリとする。沖縄に住む女性は、手すらも太陽に暖められているのだろうかと思ったほどだ。

　葉の緊きん張ちようが、陸にも伝わったらしい。思い出したように摑つかんでいた手を離はなす。

「……だから、その模合とは何なんだ」

「……模合は模合さ」

　なんとなく気まずくなり、葉は縁側ではなく玄げん関かんに向かった。イースター島のモアイ像の周りを奇き怪かいな踊おどりを踊りながら回る島民たちを想像しながら、サンダルを履はく。

　自宅を出て、小さな砂すな浜はまを背に、坂道を上っていく。

　十歩も歩かないうちに、汗あせが全身から噴ふき出した。まともな寝しん食しよくをとらなかったせいで、思っていた以上に体力が落ちているらしい。

「そういえば、ニュース見た？」

　一歩先を歩く陸が、陰いん鬱うつな顔をした葉を振ふり向いた。

「ヨーロッパの北海っていうところが、ぴかぴか金色に光ったんだって。テレビにも映ってたけど、でーじ綺き麗れいさ。原因不明らしいけど」

「そうか……」

　ファリザ事務総長以下、各国の要人は事の真相を明るみに出さないことを満まん場じよう一いつ致ちで議決した。世界最大の海底火山が今にも噴火するところだったんですよ、と公表すれば、世界中が混乱することは目に見えている。

　陸が何かを思い出したように、葉の顔をじっと見つめた。

「……ドク、今までどこに行ってたの？」

　葉は苦く笑しようした。

　どうせ本当のことを言っても、彼女は信じないだろう。

　それにもし、信じたとしたら──。

　彼女は、また葉のことを心配するだろう。

　なぜか、それは嫌だと思った。

「……北海道だ」

「またあ？　カニ、美味おいしかった？」

　そう言って笑う陸は、どこか安心したようにも見えた。

　細い車道に入り、道沿いに進むとすぐに『みそら商店』に着いた。

　陸が鍵かぎを開け、店内に入って空調を動かす。葉の朝食であるそばを作ってもらい、外にあるベンチで食べていると──。

「あれ、ドク？　いつ帰ってきたんだ？」

　エイサーまつりとやらの練習に向かう途と中ちゆうだという夏なつ生きが現れた。葉をサボリの口実にして、ベンチに留とどまる。

「あっ、ドク！　またそば食べてるし！　全部ちょうだい！」

　奢おごってくれる人間を探しに来たタオルの化け身しん、照て瑠るも現れ──。

「陸ちゃんの店番のお手伝いに来たんだけど……なんで、ドクくんのほうが先に陸ちゃんといっしょにいるの？　ねえ、なんで？」

　殺さつ人じん鬼き予備軍、もとい佳か織おりも出現した。

　かくして葉はそばと我が身を守りつつ、ベンチの隅すみで朝食を続ける羽目になる。

　いつもの幼なじみ連中のたまり場となり、鬱うつ陶とうしい思いをしていると──。

　ふらり、とプラス一人が姿を現した。

　着古したジャージ姿で現れたのは──。

「又また吉きち！」

　陸たちが声を揃そろえ、道路の先に現れた少女を見た。

　ギクリ、とそばを食う手を止める葉。箸はしを持つ手が、カタカタと小刻みに震ふるえる。

「やっと部屋から出れたんだな！　元気だったかー？」

「又吉姉ねぇ、なんか奢って！」

「何日か前から誰だれも家に入れてもらえなくなっちゃったから、心配したさ！　又吉のオッカァまで引きこもりになっちゃったのかと……」

「又吉ちゃん……大だい丈じよう夫ぶ？　顔色、悪いよ？」

　ゆらゆらと揺れながら、ベンチの前にやって来る又吉。

「──」

　葉は顔を強ばらせる。

　陸たちは又吉が葉といっしょに海外に渡わたり、昨夜、帰ってきたことを知らないようだ。

　当然、葉が彼女を改造したことも知らない。

　本人の了りよう承しようも得ずに勝手に改造したことを、又吉がどう思っているか──。

　少なくとも、感謝などしていないことは確かである。

「……」

　身構える葉の前を、しかし又吉が通り過ぎた。

　歓かん迎げいしようとする幼なじみたちすらも無視して、商店の店内に入る。

「あっ、買い物？　今日は陸が店番ね」

　陸が又吉を追いかけた。

　異様な雰ふん囲い気きに黙だまり込み、葉たちが店を見守っていると──ものの数分で、又吉と陸が店から出てきた。又吉は両りよう腕うでにいっぱいの菓か子しを抱かかえている。

　陸が言う。

「あの……ドク？　お金はドクが全部払はらうって言ってるけど、いいの？」

「なっ──」

　驚おどろく葉の前で、又吉がピタリと足を止めた。

　ぼさぼさの髪かみの隙すき間まから、又吉が涙なみだぐんだ瞳ひとみで葉を睨んでいた。

「……ぐすっ……ひどい……三み三みの身体を弄もてあそんで……もう学校にも、お嫁よめにも行けないじゃないですかぁ……一生、引きこもってやる……」

　嗚お咽えつとともに漏もらした少女の言葉が、真夏の空気を凍こおりつかせた。

「ち、ちゃんと責任、とってもらいますからね……一生、養ってくださいよ……」

　そう言って、泣きじゃくりながら、ゆらゆらと自宅に帰っていく又吉。

　その背中を見送りながら、葉の全身から汗が噴き出した。暑さや疲ひ労ろうからくる汗ではない。もっと冷たい──たとえば死を予感した時に現れる症しよう状じようだ。

　又吉の言ったことは、噓うそではない。

　身体検査をされて改造人間であることがバレたら、「やーい、改造人間」といじめられるかもしれない。したがって学校に通うのは難しいだろう。

　生せい殖しよく機能は損そこなっていない。だが結けつ婚こん相手を探すのも困難かもしれない。何より好きなタイプを訊きかれて「首とか外れる女性かな」と言ってくれる男性を探すことから始めなければならない。

　しかし──ものには言いようというものがある。

「ま、待て、又吉……！　ちゃんと正確に説明していけ！」

　又吉を呼び止めようとするが、すでに幼なじみ同盟による包ほう囲い網もうが狭せばまりつつあった。物ぶつ騒そうな顔つきをした四人組が、じりじりと葉を追い詰つめる。

「ご、誤解だ！　ぼくは又吉に何も──いや、確かにひどいことをしたが……それは世界を救うためにしたことで──うわああっ、すでに背後にいる殺人鬼が尖とがった何かを背中に押し当てている！　やるなら法ほう廷ていで闘たたかおう！　べ、弁護士を呼べ！」

　世界を救い、何人かの人間を不幸にした。

　かつて天才はそうすることを選せん択たくし、天才でなくなった葉もそれに倣ならった。

　だが、そのことを後こう悔かいすることは──。

　その罪を血で贖あがなうことができるのは──。

　ただのガラクタになった今の葉にしかできない。

　そのことを──葉は文字通り、ある島の住人によって痛感させられた。







　あとがき







　こんにちは、岩いわ井いです。




　前巻のあとがきでも触ふれた通り、今シリーズは好きなテーマを描えがいてます。それが二巻目にして早くも顕けん著ちよになってきました。今回は空母や海底基地、国などがそれです。

　海は広いし大きいのに、人がそこで生きるには狭せまい居住スペースを造るしかありません。そして狭い空間に人が密集すれば、人同士で争いも起きる。それは運命づけられた悲劇ともいえるけど、だからこそ海はこれからも何なん人ぴとに侵おかされることもないのでしょう。

　でも、そんな運命に逆らって、広大な海のど真ん中に国を造ろうとしたら……。

　その挑ちよう戦せんを阻はばむのは海そのものか、はたまた人同士の争いか。

　そんな空想をするのも楽しいものです。




　今回もイラストレーターさんのＢｏｕさん、また筆者の別シリーズ『ムシウタ』でも担当していただいている山口さんにお世話になっております。

　何よりも読者の皆みな様さま、本当にありがとうございます。

　次巻でまたお会いしましょう。










サイハテの救きゆう世せい主しゆ




PAPERⅡ：黄金火山ゴールド・ヴオルケイノと幸こう福ふくの少しよう女じよ








岩いわ井い恭きよう平へい
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